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富士見ファンタジア文庫




本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。




本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。







口絵・本文イラスト　藤城　陽




　目　次







序章　少女は終わる日にち常じようを観み




第一章　少年は少女と出会い


第二章　日常はゆっくりと軋きしみだし


第三章　亀き裂れつは更さらなる亀裂を生み


第四章　全すべては遅おそきに失し




終章　されどそれとても日々は内包し


付録　ストレイト・ジャケットの基礎知識







　あとがき










[image: ]

















　何ど処こかで誰かが叫さけび声を上げている。


　詳しよう細さいは分からない。怒ど声せいか。悲ひ鳴めいか。あるいは他ほかの何かか。音が鼓こ膜まくに届とどいているにもかかわらず、そこから意味を拾ひろう事が出来ない。個々の単語は識しき別べつ出来るのだが──それ等を意味のある思し考こうとして組み立てられない。


　意識だけがもどかしげに空から回まわりする。


　恐おそらく心の何処かが麻ま痺ひしているのだろう。あるいは一時的に何処かが狂くるっているのかもしれない。そうでなければこの場に背を向けて全力で駆かけ出している筈はずだ。そうすべきだと頭の片かた隅すみでは分かっていて──本能が金切り声でそれを促うながしているにもかかわらず、それを実行に移せないでいる。それどころか、ただ悲鳴を上げる──そんな当たり前で簡単な行こう為いさえ出来なくなっていた。


　否いやも応おうもない。


　ファネット・ダウランドに可能であったのは、ただ見つめる事のみだった。


「あ…………」


　呆ぼう然ぜんと脱だつ力りよくした手から鞄かばんが落ちる。


　落らつ下かの衝しよう撃げきで留とめ金が外れ、鞄は弾はじけるかの様にしてその口を開いた。


　中から滑すべり出てきたのは教科書や帳面ノートの類たぐいである。学生の持ち物としては別に珍めずらしいものではない。ただそれらの表面には『愚ぐ図ず』だの『死ね』だの『気持ち悪い』だのと、尋じん常じような良心の持ち主ならば眉まゆを顰ひそめずにはおれない様な言葉が、幾つも幾つも書き殴なぐられていた。あまりにもあからさまな悪あく意いの具ぐ現げん──これだけを見ても所有者が学校でどの様な日々を送っているのか誰の目にも明らかだろう。


　だが──


「あ……ああ……」


　ファネットにとって最も早はやそんなものは何の意味も有りはしなかった。


　全く何の前ぜん兆ちようも脈みやく絡らくも無く唐とう突とつに──彼女の日常は崩ほう壊かいしていた。


　作さく為いではない。必ひつ然ぜんでもない。それは単に偶ぐう発はつ的てきな出来事に過すぎない。


　だが結果として堅けん牢ろう無む比ひである筈の──少なくともファネットがそうだと思い込んでいた世界は呆あつ気けなく喪うしなわれていた。絶ぜつ望ぼう的てきな程ほどの強きよう固こさで日常という形に結けつ合ごうしていた様さま々ざまな事じ象しようの群むれは一瞬にして分解され、後に残ったのは相そう互ごに何ら関連性を持たない断だん片ぺんの様な事実のみ。色は変わらず形も変わらず諸もろ々もろのものは何一つ欠ける事も無いままに──ただそこから日常の一部たる意い義ぎだけが失われる。


　彼女を拘こう束そくしていた世界が──終わる。


　原因は彼女の目の前に在あった。


　日常を侵しん食しよくする非日常という名の猛もう毒どく。


　その光こう景けいは為なす術すべも無く見開かれたままの彼女の瞳ひとみに容よう赦しやなく映うつり込んできた。


「あああ…………」


　ただ場所についてのみ語るのならば、そこは何の変へん哲てつも無い路ろ地じに過ぎない。


　建たて物ものと建物に挟はさまれているだけの──それだけで何ら特とく徴ちようなど持たない平凡な空間である。探さがせば類るい似じの場所など街のあちこちで見つける事が出来るだろう。まして通学路として何十回何百回と通ったファネットにしてみれば至し極ごく見み慣なれたつまらない場所であった。


　だがそれ故ゆえにこそ──尋常の中に在ってこそ、異常は際きわ立だつ。


　路地には幾つもの白い物体が散さん乱らんしていた。


　大きいものもあれば小さいものもある。形も様さま々ざまだ。共通しているのは白いという事とそれらが全て欠片かけら──単独では意味を成さない部分品であり、かつては集まって当然の如ごとくに一つの形を成なしていたものの、成れの果てであるという事だった。


　ファネットはそれらがもともと何だったのかを知っている。


　それらの原型が地に倒たおれて砕くだけ散ちり、無意味な断だん片ぺんに堕だする様さまをその眼めで見たのだから。


　彼処あそこには腕。彼処には脚。彼処には胸。そして此こ処こに在あるのは──頭。


　悪趣味な前ぜん衛えい芸げい術じゆつの様に、人間の形を分ぶん割かつした塊かたまりが路地のあちこちに散らばっている。丹たん念ねんに集めていけば、あるいはそこから数人分の人ひと型がたを再さい構こう成せい出来るかもしれない。だがそれはそれだけの事だ。如い何かに完かん璧ぺきに部品を組み直したとしても、神ならぬ身ではそれ以上の事は不可能である。人間の形を残してはいるが、それらはもう人間の在あり様ようからはかけ離はなれた存在となっていた。


　凍こおっているのだ。


　無論──凍とう死しなどという生なま易やさしい状態ではない。完全に凍とう結けつして固体化している。組そ成せいとしては人体に等ひとしくても、事実上は別の物質に等しい。最早そこに血の持つ流動性や肉の持つ柔じゆう軟なん性せいは微み塵じんも無かった。


「う……うあ……ああ…………」


　ファネットは呻うめいた。


　彼女が感じているのは恐怖というより違い和わ感かんだった。


　こんなものは人間の迎むかえるべき死ではない。何の意味も尊そん厳げんも無い。むしろそれらを嘲あざ笑わらうかの様な異常性ばかりが見える。人が人のまま終わる事さえをも許されない馬ば鹿かげた死に様ざまがそこには幾いくつも転ころがっていた。


　そして──


「ひあ……あ……あ……」


　凍り付く残ざん骸がいの向こうにそれは──居た。


　先ず初めに見えたのは平凡な手だった。


　一見すればごくごく普通の──恐らくは成人男性の手である。指は五本。爪つめも特に伸のびたり尖とがったりした様子も無い。恐らく近ちか寄よって子し細さいに見れば手て相そうの皺しわや産うぶ毛げまで備そなわっているのが見えただろう──そんな何の変哲もない手だった。


　だが見えたものはただそれだけだった。


　それは大おお雑ざつ把ぱに言ってしまえば人型をしてはいた。


　だがそこには頭が無い。脚が無い。胸や腰さえもが無い。


　人型でありながら、そこに在あるのは全て腕だけだった。


　胴どう体たいは腕が互いに絡からみ合って出来ているのだ。一見すれば糸で縛しばられたハムの様な──弛ゆるんで襞ひだの出来た肉の塊かたまりに見えなくもないが、よく見れば違うと分かる。皺や襞の様に見えるのは折り重なる腕と腕の境さかい目めだ。十数本の腕が──腕だけが絡み合い無理矢理に胴体の形を形けい成せいしているのである。人間の腕だけを何十本か切り落としてきて、それを圧あつ縮しゆく機きか何かで人型に成形すればこんな風になるかもしれない。


　無論──四し肢しは全部腕だ。脚の在る筈の部分にも腕が生はえていた。


　当然ながら頭部が在るべき場所には掌てが在った。まるで呼吸するかの様にゆっくりと握にぎったり開いたりを繰くり返す掌──ただそれだけが在った。


（これは──なに……？）


　半なかば硬こう直ちよくした意識の底でぼんやりとファネットは考える。


　魔族メレヴエレントだとか魔法中毒患者ソーサリイ・アデイクトだとか──そういった聞き覚おぼえのある単語は無論すぐに脳のう裏りに浮かびはしたが、それは単なる記号に過ぎず、目の前に在るこの異常極きわまりない何かを余あますところなく示しめせる様なものではなかった。


　その姿は全くの出で鱈たら目めだ。生物には必ひつ然ぜん的てきに具そなわる筈の機き能のう美びがそこには無い。造形の神が実じつ在ざいするのだとすれば、その者はこの物体を創造した際にはきっと正気ではなかったのだろう。


（ああ──これは──）


　これはそもそも日常に生じたただ一点の綻ほころびに過ぎない。


　だがこれは悉ことごとく全ての意味を破は壊かいする。


　触ふれるもの全ての在り方を異質なものに変成し世界の形を狂わせる。人間が営えい々えいと積み上げてきた価か値ち観かんなど一瞬にして崩壊する。鏡かがみに映った世界を叩き割るかの様に、ただ一点の綻びから這はい出した無数の亀き裂れつが一瞬にして世界を分ぶん断だんする。


　これはただそこに在るだけで正常な世界を滅ほろぼすのだ。


　彼女が繫つながれていた日常は最早何ど処こにも無い。


　突とつ如じよとして異世界に放り出されたかの様な感覚にファネットは喘あえいだ。


「ああ……あ……ああ……」


　いけない──と心の何処かで理解しながらも声が漏もれるのを止められない。


　声に触しよく発はつされたかの様に、ゆらりと腕の化け物はその向きを変えた。


　最早ファネット・ダウランドの人生は終わったも同然だった。彼女の目の前に在るのは理り不ふ尽じんの具現そのものだ。泣き叫ぼうと媚こび諂へつらおうと、それ自体が異世界にも等しいこの怪物には通用しまい。条じよう理りも常識も道どう徳とくも慣かん習しゆうも等しく無む価か値ちだ。その行こう為いを阻そ止しし得うるのは理屈でも情熱でもなく──ただ単純明解な実力行使のみだろう。


　だが一介の女子中学生にその様な力など在る筈も無い。


「あ……ああ……ああああ……」


　壊こわれる。終わる。潰つぶれる。滅ほろびる。一いつ切さい合がつ切さい──全てが御ご破は算さんになる。


　あまりに明確な未来像を結ぶ自らの予感に彼女はただ震ふるえた。


　そして──


　ごっ……!!


　鈍にぶく短い打撃音。


　怪物の姿が揺ゆらぎ──一瞬とも言えない様な遅おくれと共に、雷らい鳴めいの如ごとき轟ごう音おんが響ひびいた。


　銃じゆう声せいである。


「え…………？」


　怪物の頭部──の代わりに存在していた掌て──が消しよう失しつする。


　銃弾の一撃で吹っ飛ばされたのだ。どれ程の破壊力が叩き付けられたのか──肩の間には、ずたずたに引き裂かれた肉と皮の一部がだらんと垂れ下がっているのみである。まるで内部から破は裂れつしたかの様な有り様だ。銃器に関する知識などは皆かい無むに等しいファネットにも撃うち込まれた銃弾の威い力りよくが尋じん常じようのものでない事は理解できた。


　しかし──


「…………」


　のけぞる様な姿勢で怪物は数歩後退する。


　次の瞬しゆん間かん──傷きず口ぐちから無数の血管が蚯蚓みみずの様に蠢うごめきながら噴ふき出した。


　それらは互いに絡からみ合い、あるいは分ぶん岐きして瞬またたく間に成長してゆく。同時にその中を縫ぬう様にして骨が伸びては各部に分ぶん裂れつし、更さらにはそれらの間を埋うめる様にして虚こ空くうから滲にじみ出た肉が掌の形を補ほ完かんしてゆく。最後にやはり傷口から増ぞう殖しよくして伸びた皮ひ膚ふがそれらを覆おおい──怪物の手は元通りになった。


　その間──わずかに五秒足らず。


　悪夢にも等しい光景である。如い何かに代たい謝しや機き能のうに優すぐれた生物とて、この様な短時間で、しかも複雑な組織を丸ごと再生する程ほどの治ち癒ゆ能のう力りよくは無い。有り得ない。むしろそれは治癒などというものではなく単純に復ふく元げんと呼ぶべき現象だろう。いずれにしてもそれは本来『不可能』に分類されるべき行為であった。


　この様なものを現実に見せつけられては誰しも戦せん慄りつを禁きんじ得えまい。


　だが──


「──ハハッ！」


　楽しげな笑い声が非日常の領域に切り込んでくる。


　引き寄せられるかの様にして声のする方向を振り返ったファネットは──そこに立つ闇やみ色いろの人型を見た。


　それは概おおむね人間の形をしてはいるが、硬こう質しつな印象を持ついびつな輪りん郭かくは明らかに生物のものではなかった。しかも背せ中なかに背負った長大な機械の為に、その足下に刻きざまれる影は更に異様な形を示している。一瞬ファネットは新たに出現した怪物かと見み紛まがったが──それが実は鎧よろいの様なものを帯びた人間の姿であると彼女はすぐに気付いた。


「それだけか？」


　路地の入り口から黒い甲かつ冑ちゆうは真っ直ぐ歩いて怪物の支配する領域へと踏み込んできた。


　その歩調には何の躊躇ためらいも無い。むしろ高こう揚ようしたかの様な軽ささえ感じられる。


「芸はそれだけで終わりか？」


　銃声が続けざまに轟とどろいた。


　一発。二発。三発。四発。


　甲冑の人物──声からすれば若い男性だろう──は機械の如ごとき正確さで手動式のライフルを操そう作さして銃じゆう撃げきする。


　送り出された銃弾は次々と怪物に命中してその身体からだをよろめかせた。一発目は腹。二発目は胸。三発目は再び頭部。容よう赦しやなく叩き込まれたその破壊力を少しでも逃がそうとするかの様に怪物は着ちやく弾だんの度に一歩二歩と後ずさった。


　だが──それだけだ。


　銃弾のもたらした成果はそこまでだった。いずれの箇か所しよも銃じゆう創そうは瞬またたく間に完かん治ちして消滅した。四発目の銃弾に至っては怪物に届きさえしなかったのである。


　音よりも速く破壊的な速度で標ひよう的てきへと突つき刺ささる筈の銃弾は、まるでその位置に固定されたかの如く空中に静止していた。一瞬の間をおいてそれは突如重力というものを想い出したかの様に地面へと落下し──こつんと虚むなしい音を立てた。


「そうだ。いいぞ──その程度の芸は見せて貰もらわないとな！　ライフル程度でカタがついたんじゃわざわざ引っ張り出された甲か斐いが無い！」


　甲かつ冑ちゆうの人影は歩きながらライフルを投げ捨てた。


　続く動作で背負っていた長大な機械──電でん動どう鋸のこか機き関かん銃じゆうを想わせる──を下おろして構かまえる。相そう当とうな重じゆう量りようがある筈なのに、その機械を扱あつかう動作はとても軽く、全く危あぶな気というものが無い。それは飽あきる程に──飽きても尚、何百何千と同じ行為を繰り返してきた熟じゆく練れん者しやの滑なめらかさであった。


「さて──メインディッシュだ」


　甲冑の男はやはり一瞬たりとてもその歩調を緩ゆるめず──真まっ直すぐ怪物に向けて近付きながら、機械の機関部から突き出ていた操桿ハンドルを摑つかんだ。


　右腕で素す早ばやく引いて──放す。発ば条ねが震ふるえ部品が互いに嚙かみ合う複ふく雑ざつな金属音を立てて操桿は元の位置に戻った。ライフルの手動操作に似てはいるが動きとしては遥はるかに大きく、それだけにわざわざ宣して挑いどみ掛かかる様なけれんみがある。


「…………」


　ファネットは呆ぼう然ぜんと黒い甲冑の人物を見つめた。


　怪物に意識を集中させているせいか、それとも現場に居合わせた一般人などには然さしたる関心も無いのか──彼女のすぐ側そばを通り過ぎながらも、仮面の奥の瞳ひとみは彼女に一いち瞥べつさえ与えない。


（ああ──まさか。そんなまさか──）


　この人物はあれに挑いどもうとしている。


　あのどうしようもない位に強大な化け物を相手にして、真正面から戦おうとしている。


　正しよう気きの沙さ汰たではない。


　あんなものに人間が敵かなう筈がないのだ。理屈ではない。実感からくる確信だ。そこに在るだけで日常を破壊する様な怪物を相手に、その日常を住処すみかとする人間如きが対抗できる筈も無いではないか。


　もしそれを理解しても尚そこに勝算が見いだせるのだとすれば──


「あ……ああ…………」


　訳の分からない衝動に促うながされてファネットはその黒い甲冑の背中を凝ぎよう視しする。


　そして──


「──顕イグジストッ！」


　意志をそのまま形と成して吐はき出すかの様な鋭するどい声が響き渡る。


　その瞬間──世界は彼に従したがった。


　轟ごう音おん！


　物理的な必ひつ然ぜんを超ちよう越えつして突如出現する爆ばく炎えん。


　強きよう烈れつな閃せん光こうと衝撃を伴ともないそれは怪物に襲おそい掛かった。計はかるまでもなく──一見すれば分かる。銃撃などとは比較するのも愚おろかしい程の大きな破壊力である。まともに喰くらえば人間など原型も留とどめまい。


　単に余よ波はと呼ぶにはあまりに強い熱風が路地を吹き抜ける。思わずファネットは両手を掲かかげて顔を庇かばった。


　だが──


「──ハハッ！」


　間かん髪はつ入いれずに甲冑の男は機械を操そう作さ。


　長大な機械は旋せん回かいし先せん端たんを空中に──否いな、路地を成す壁へき面めんの一方に向ける。


　そこに怪物の姿が在った。


　脚と下腹部が──無論正確に言えばその形に擬ぎ態たいした腕の集合体ではあるが──抉えぐり取られたかの様に無くなっている。だがそれだけでは致ち命めい傷しようには成り得ないのか、怪物は残る両腕を広げまるで昆こん虫ちゆうの如ごとく壁へき面めんを這はっていた。


　外観からは想像し難がたい速度で移動した怪物は、辛かろうじて攻撃を回かい避ひし、下半身を失いながらも生き延のびたのだ。やはり異常極まりない能力であり生命力である。しかし逆に言えばわざわざかわしたという事は──かわさねばこの怪物とて死ぬのだという事をそれ自身が証しようした様なものであった。


　怪物が壁を駆け上る。


　垂すい直ちよく面めんの上であるとは信じ難い程の速度で──何故か足あし跡あとの様に掌て形がたの白い痕あとをべたべたと残しながら怪物は移動してゆく。どうやら爪や指先を壁へき面めんに食い込ませて己の体重を支ささえているのではなく、掌の上に生み出した何かの物質を使って文字通り貼はり付いているらしい。


　甲冑の男はしかし驚く様子も無く冷静に機械の先端を怪物に向け──


「イグジ──」


　突如──怪物の身体が開いた。


　胴体を構成していた腕の集合体が背骨部分を基点として一斉に起き上がったのである。


　奇怪な花の様に満まん開かいとなった怪物はわらわらとその十数本の腕を動かした。


　それは一見何の意味も無い動作にも見えたが──それぞれの掌には次の瞬間煌きらめきが発生し、瞬時に成長して氷柱つららとなった。


「──!?」


　恐らくは半なかば本能的な行動であったろう──男は唱となえかけの呪文には拘こう泥でいせず、咄とつ嗟さに地を蹴けって跳ちよう躍やくする。


　彼の飛び退のいた地面に氷柱の一本が突き刺さったのは、次の瞬間であった。


　いや──突き刺さってはいない。それは地面に触ふれたと同時に意外な脆ぜい弱じやくさを見せて粉こな々ごなに砕くだけ散ちった。だが恐おそらくそれは容器に過ぎなかったのだろう。本当の脅きよう威いであったのは氷柱の鋭えい利りさではなく、その中に封ふう入にゆうされていたものであった。


　びしゃりと液体が地面に飛び散ちる。


　同時に大量の白はく煙えんと膨ぼう大だいな冷気が濡ぬれた地面から立ち上った。


　無論どういう原理なのかはファネットになど分かる筈もない。ただ──その液体が、触ふれたものを何でもかんでも凍結させてしまう力を秘めているという事だけは無知な彼女の眼からしても明白だった。そしてそれに触れれば、いくら甲冑を身につけていてもその防ぼう御ぎよごと氷結させられてしまうであろうという事も。


「ハハッ──そうきたか！」


　この期ごに及んでもしかし男の声は嬉うれしげだった。


　応じるかの様に怪物から大量の氷柱が降り注そそぐ。


「──イグジストッ！」


　叫さけびと同時に半はん透とう明めいの壁かべらしきものが突如として甲冑の前に発はつ生せいした。


　氷柱は鎧よろいに触ふれる前にその壁に激げき突とつして砕け散り、空中で中なか身みをぶちまける。極ごく低てい温おんの死を媒ばい介かいする液体は壁に沿そって流れ、薄うすく平面的に広がり──そして一瞬後には壁の消しよう滅めつと共に自ら氷結し砕け散っていた。


「イグジスト！」


　甲冑の男が応おう酬しゆうした。


　再び発生した爆ばく裂れつが怪物の貼り付いていた壁面を抉り取る。だがこれも素す早ばやく壁面を移動して怪物は回避──手に手に氷柱を生み出しては次々と甲冑に向けて投げつけ始めた。


　これをまたかわし、あるいは壁を作り上げて甲冑の男が防ふせぐ。


　攻撃と防御。


　激げき突とつする力と力。


　永えい劫ごう不ふ変へんであるかの様にそびえていた左右の壁は亀き裂れつと陥かん没ぼつで見る影も無く、前後に見えていた街の風景も大量の白煙に覆われて見えない。閃せん光こうと衝しよう撃げき。高熱と凍とう気き。双方から投げ掛けられる強大な破壊力が交こう錯さくし世界を蹂じゆう躙りんする。


　そこに在って当然のものなど何も無い。如い何かなるものとて滅ほろびぬものは無い。全ては哀かなしい程に脆ぜい弱じやくで一瞬にして喪うしなわる。意味が壊こわれ無価値なものに成り下がる。世界は決して絶対でも不ふ滅めつでもなく──容易たやすく引き裂さかれる芝居の書き割りでしかない。


　そんな中を駆け巡めぐり更に全てを壊してゆく怪物と黒い甲冑。


　ファネットは眼を閉とじる事も出来ず──その様子を半ば陶とう然ぜんと見つめていた。


　圧倒的な破壊力。


　全てを無に帰きせしめる究きゆう極きよく的てきな力。


　それは──


「──べルータ・イーア・ヴェルテイクン！」


　黒い甲冑が高らかに唱える。


　同時に甲冑の構えている機械の先せん端たんに──正しくはその指し示す虚こ空くうに紅く美しい円えん模も様ようが発生した。同心円上に重ねて配はい置ちされながらも反対方向に回転する紋もん様ようと紋様。複雑で精せい緻ちなそれらは背後に秘ひめられた力を示すかの如ごとく、脈みやく動どうめいた明めい滅めつを繰り返していた。


　決定的な一瞬に向けて収しゆう束そくされてゆく力。


「〈ケージング・ブラスト〉──イグジスト！」


　叫びが引き金となって意志を発はつ現げんさせる。


　壁から壁へと飛び移ろうとした怪物を──突如出現した半透明の球体が空中で捕ほ捉そくする。


　当然ながら怪物は、己おのれを包み込む泡あわの如ごとき曲面を破ろうとその手を動かし──


　鈍にぶくこもった爆音が空気を揺らした。


　だが飛ひ散さんするものは何も無い。本来ならば点から無む限げん遠えんの球面へと拡かく散さんする筈の破壊力は全てその方向性を逆ぎやく転てんさせられていた。閉とじられた球体の中で全ての力は中心へ──怪物に向いている。現象に殺さつ意いは無い。しかし逃げ場を封ふうじられた衝撃と高熱はただ自動的に解放を求めて異い形ぎようの怪物へと殺さつ到とうした。


「…………!!」


　爆発の──爆ばく縮しゆくの圧力を全方位から喰くらって押し潰つぶされながらも怪物は声にならない叫びを轟とどろかせる。時間にしてそれは僅わずかに一瞬の事。だが引き延ばされた緩かん慢まんな時間の中で怪物が壊れてゆく様をファネットは確かに目撃していた。


　焼かれる。潰される。砕かれる。裂かれる。


　皮が。肉が。血が。骨が。


　あれ程に強大な存在として君くん臨りんしていた怪物が滅ほろび去るのを余よ儀ぎなくされる。まさしく問もん答どう無む用よう。小こ賢ざかしい理屈など無い。如い何かに圧倒的な力とて、より強大な力の前には為なす術すべも無く屈くつするしかない──それは自明の理ではあった。


　球体が消滅する。


　断だん末まつ魔まを示す猶ゆう予よすら無い。怪物は細こま切ぎれの焦こげた肉にく片へんとなって甲かつ冑ちゆうの男の周囲に降り注そそいだ。形を残した部分など皆かい無む──甲冑の男の放はなった攻撃は、相手の再生能力や復ふく元げん能のう力りよくを論ろんじるまでもなく、その行使主体となるべき部分さえ残しはしなかった。


　ぼそりと焼けこげた挽ひき肉にくが地にわだかまる。


　それが──死闘の終しゆう焉えんだった。


「あ…………」


　漏もらした声がひどく大きく響く。


　一瞬前までの状況がまるで夢か幻まぼろしであったかの様に路地は静まりかえっていた。あれほど猛たけり狂くるっていた閃せん光こうも熱風も散さん逸いつし、今はもう肉の焼け焦げる匂においだけが未み練れんげに虚こ空くうを漂ただよっているのみである。


　そして──


「──ふむ」
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　何処か気け怠だるげに呟つぶやくと黒い甲冑の男は歩き出した。


　もう用は済すんだとばかりに、平然たる足取りで彼は路地の出口へと向かう。そして彼はここに至いたって初めて気付づいたかの様に、立ち竦すくんだままのファネットに束つかの間ま気怠い視線を向けたが──


「──生きているか？」


　真剣味に欠けたぞんざいな口調で、ただそう尋たずねてくる。


「は……はい……」


　見れば分かる事を──しかしファネットは律りち儀ぎに肯こう定ていした。


　怪物を討うち滅ほろぼせるのは怪物のみだ。形こそ違うがこの甲冑装しよう束ぞくの男もファネットにとっては理り不ふ尽じん極きわまりない化ばけ物の一種だった。意に添そわぬ相手を一方的に潰せるだけの力を持っている。無視など出来る筈もない。もし這はい蹲つくばって地を舐なめろと言われれば従うしかなかった。


「運が良かったな」


　だが──もうそれで納なつ得とくしたのか、甲冑の男は立ち止まる事さえ無く彼女の側そばを通とおり過ぎてゆく。彼の目的はあくまで怪物の殲せん滅めつであって、現場に居合わせた少女などそれこそ風景の一部程度にしか想っていないのかもしれない。恐らく声を掛けたのも単なる気き紛まぐれに過ぎないのだろう。


　続けるべき言葉も思い付かず──ファネットはただ甲冑の黒い背中を見送った。


　そして。


　非日常の時間が──終わる。


　遠ざかる甲冑の姿と入れ替わる様にして、喪うしなわれた筈の日常が押し寄せてきた。


「──！──!!」


　飛び交かう人々の叫び声に意味が戻る。


　今更想い出したかの様に響き渡るサイレンの音を背に──警官や救急隊員の格好をした者達が駆かけ寄よってくるのが見えた。もうそこは異界ではない。支配者たる人間の理屈によって律りつせられるつまらない世界だった。


　ふと視線を下ろすと──落書きをされた教科書や帳面が眼に止まる。


　これは烙らく印いんだ。


　ぼんやりとファネットは考える。


　ファネット・ダウランドが所属すべき世界を示す徴しるしなのだ──


「…………」


　解放は仮かり初そめに過ぎなかった。


　常識が。条理が。道徳が。慣習が。良い悪いの区別無く、その他諸々のものが彼女の周まわりに舞い戻ってきて再び見慣れた世界を構こう築ちくする。遠ざかっていた全てが、何事もなかったかの様に厚あつかましくまとわりついてくる感覚に、彼女は悪お寒かんを覚えた。


　また再び日常が始まる。


　ありふれた──それ故に強きよう固こな世界が当然とばかりに彼女を閉とじ込める。


　そこから抜ぬけ出るだけの力はファネットにはない。己の平凡さと無力さを呪のろいながら、あの息苦しい日常にまた浸つかり込むしかないのだ。烙印は消える事無く彼女が何者であるのかを告げ続ける。このいつ果てるとも知れぬ日常の中で虐しいたげられる事こそが彼女の生まれてきた意味なのだと決め付ける。


　しかし──


「ああ…………」


　ファネットは知った。


　日常は壊こわしてしまえるのだという事を。


　そしてそれをいとも簡単に成し遂とげてしまう力が在るのだという事を。


　抜け出る事が出来ない檻おりなら檻そのものを壊せば良い。たとえ虜りよ囚しゆう本人にそれを行うだけの力が無くとも、それが檻の絶対性を保証するものではない。素す手ででのみ成し遂とげる必要など無いのだ。己の力が及ばぬのならより強い何かを用いれば良いだけの事である。


　それさえ在れば自分は自由になれる。


　閉へい塞そくする世界を切り裂さく刃やいば。


　その名は──


「ああ……ああああ……」


　再び自分を押し包んで閉じる日常風景の中に溺おぼれながら──ファネット・ダウランドという名の十三歳の少女は、ただ一筋の憧どう憬けいを胸に熱い吐と息いきを漏もらした。
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　父親の顔が想い出せない。


　つい一年前までは同じ家で共に暮くらし、毎日の様に顔を合わせていた筈なのに──具体的な容よう貌ぼうを脳のう裏りに結けつ像ぞうさせる事が出来ない。どんな眼をしていたのか。鼻はどんな形であったのか。唇くちびるは厚かったのか薄かったのか。改あらためて写真を見ればそれが自分の父親だとは認識できるのだが……記憶のみに頼たよってその姿を描き出そうとすると、どうしても上う手まくいかない。


　薄はく情じような息子だと我が事ながらにエリックは思う。


　だがその一方で──それは亡なき骸がらを見ていないからではないか？　とも思うのだ。


　彼の父は死んだ。人間としてではなく局きよく地ち災さい害がいとして一切の人権を剝はく奪だつされた上で、完全に殲せん滅めつされた。故ゆえに遺体は残っていない。家族だけで行ったささやかな葬そう儀ぎでは棺かん桶おけの中に愛用の品を詰つめて亡骸の代わりとした。


　父の死に際ぎわについては警察にも尋たずねてみたが、教えてはくれなかった。立入禁止になっている現場の近くにまで出向いて痕こん跡せきを探さがし、目撃者を捜さがし、ようやく曖あい昧まいにだが父がどの様にして死んだのかを知った。


　だがそれでもやはり脳裏に思い描く父の顔は曖昧に霞かすんで見えない。


　改めて思い返せば……父がどんな人物であったかさえ、ろくに分かっていない自分にエリックは気付いた。至し極ごく当とう然ぜんの存在として側そばに居いたが故にこそ、彼は父の事を殊こと更さらに理解しようとは思わなかったのだろう。


　だが父はもう居ない。この世界の何ど処こにも存在しない。その痕跡が残っているだけだ。『父親』『夫』『医療魔法士Ｍ・Ｓ』──これらの肩かた書がきの向こうに在った筈の、生の父の姿がエリックには見えない。彼の存在した痕跡をかき集めても、見えるのは影の様な輪りん郭かくばかりだ。姿形は写真で再確認できる。食べ物の好き嫌いや趣味は調べるまでもなく知っている。だがそれだけでは何か足りない。それだけで父という人物を全て理解できていたのならば──どうしてこんなにも瞼まぶたの裏うらに描かれる父の姿はぼやけてしまうのか。


　何を愛していたのか。何を憎んでいたのか。何を夢見ていたのか。


　エリックはそんな基本的な事さえも知らない自分を改めて認識した。


　だから──


「…………ん」


　瞬まばたきしながら顔を上げた。


　どうやら──うたた寝をしてしまったらしい。


　身体の中に残る微睡まどろみの気け怠だるさを追い払うべく深呼吸をすると、鼻び腔こうに触ふれる匂においが改あらためて自分の居場所を教えてくれる。黴かび臭くさく澱よどんではいるが何ど処こか懐なつかしいその空気は、彼が常々入り浸びたっている図書室のものであった。


　時刻は既すでに夕方近い。飴あめ色いろの光が遠えん慮りよがちに窓布カーテンの隙すき間まから差し込んできて、空気中に漂ただよう微び細さいな埃ほこりを浮かび上がらせている。書物は光に晒さらされるのを嫌きらうので窓布が全て開かれる事は滅めつ多たに無いのだ。


　この為に何処か陰いん気きな雰囲気は拭ぬぐいきれない所ではあるが──それでも放課後の図書室は彼のお気に入りの場所だった。


　元々読書は好きだったが、それだけが理由でもない。何千何百という蔵ぞう書しよが漂わせる重苦しくも暖あたたかい静せい寂じやくが彼の心を落ち着かせてくれるのだ。壁一面に所ところ狭せましと並べられた背せ表びよう紙しの向こうには、それぞれ異ことなる知識や感情や思想が眠ねむっているのだと思うとエリックはごく素す直なおに感動を覚おぼえる。此こ処こは智ち恵えの苗なえ床どこなのだ。


　エリックは此処でいつも勉強をする。調べものをするのには便利だし──何より環境が良い。静かで煩わずらわしい人間関係も此処には無い。図書室の利用者はいずれも互いに干かん渉しようする事はまず無いし……そもそも利用者数がそう多くない。


　家に帰れば一応自分の部屋というものも在るのだが、ノイローゼ気ぎ味みの母や妹が居るので静かに本を読める環境でもなかった。エリックにとって放課後の図書室と家族が寝静まった後の自室だけが、誰にも干渉される事無く本を開ける自由な時間だった。


「……いけね」


　頭を振って、未練がましく纏まとわり付いてくる眠ねむ気けの残ざん滓しを追い払う。


　借りっ放しの本を──この図書館で借りた本ではないのだが──今日こそは返そうと、昨さく晩ばんは遅おそくまで起きて読み込んでいた。普段から睡眠時間を削けずっている上に、要よう点てんはいちいちノートに書き写しているので疲ひ労ろうは倍ばい加かする。どうも蓄ちく積せきした疲つかれが常に瞼まぶたの上に引っかかっている感じで──午後の気怠い空気の中に浸つかっている内に、つい気が緩ゆるんで眠ってしまったらしい。壁かべに掛かっている時計で時間を確認すると、実際に眠っていたのはほんの十数分程度だった様だが。


「帰るか……」


　いつもなら校門が閉とじられるぎりぎりまで粘ねばるのだが──今日は借りていた本を持ち主の所に返しに行かなければならない。一応相手にはその旨むね電話で伝えてあるのだが、相手は仕事が仕事だけに約束の時間に必ず会えるとは限らない。多少前後の時間的余裕を考こう慮りよして出向くべきだろう。


　そんな事を考えながらエリックが本を鞄かばんに戻もどして立ち上がった──その時。


　何か気け配はいの乱れの様なものを感じて彼は眉まゆを顰ひそめた。


　図書室の気け怠だるい空気は、その場にそぐわぬものを如によ実じつに浮かび上がらせる。彼は何事かと耳を澄すまして立ち並ぶ書しよ架かの間を歩いた。


　乱れの元は……すぐに見つかった。


　書しよ架かと書架の間に隠かくされた狭きよう隘あいな場に数名の少女達の姿が在る。周囲から見ればほぼ死角となっていて、殊こと更さらに踏ふみ込んで来なければそこに人がいる事すら分からないだろう。


　隠れて何かをするにはまずまず適した場所と言える。


「──何をしてるんですか？」


　努つとめて冷れい静せいな声を出す。上手くいったかどうかは分からないが。


　少女達が一人を除のぞいて一いつ斉せいにエリックを振り返った。


　人数は全部で六人。ただし正確を求めるのならば一人と五人と言うべきだろう。女生徒達の表情と──そして立ち位置を見ていれば、追い詰められたかの様に本棚を背にして立つ女生徒と、残りの五人との間には明確な差異が存在している事が分かる。多少質は違うもののエリックとしては馴な染じみの位置関係だった。


　まして本棚を背にしている女生徒の足下には、彼女のものらしい筆ふで箱ばこが落ちて中身を散らばらせている。ここまで揃そろえばほぼ間違いようがなかった。


「あんたには関係無いわよ」


　五人の女生徒の真ん中に立つ一人が突き放す様に言った。


　整ってはいるものの、きつい性格がそのまま眼め鼻はな立だちに顕あらわれているかの様な少女だった。黒く癖くせの無い髪かみを長く伸ばしていて、ただ姿すがた形かたちだけを見れば落ち着いた雰ふん囲い気きにも見えるが──決して穏おん和わという印いん象しようではない。唇くちびるの端にこびりついているのは嘲ちよう笑しようの欠片かけらだった。


　制服の襟えり元もとに付いた飾かざり線は二本──二年生なのだろう。本棚を背にしている一人も含め、他の五人も制服を見る限り同じ学年らしかった。


「……何をしているのかと聞いているんです」


　エリックは静かに繰り返した。


　無論──それは質問などではない。この場に漂ただよっている空気が何なのか彼はよく知っている。何度も何度も味わったのだから間ま違ちがえ様が無い。彼の言葉は単にそれを確認する為ためのものであった。


　女生徒達が顔を見合わせる。


　意外に目の前の下級生がしつこく食い下がるので驚いているのだろう。


「あんたには関係ない事よ」


「口に出しては言えない様な行こう為いなんですか？」


　繰り返す女生徒の言葉へ被かぶせる様にしてエリックは言った。


　一瞬──女生徒は気け圧おされたかの様に貌かおを強こわ張ばらせる。だが次の瞬間にはそれを恥はじるかの様に嘲ちよう笑しようめいた表情を浮かべて、黒髪の少女は居い丈たけ高だかに言った。


「何よ？　文もん句くでもあるの──一年生？」


「何をしていたかも分からないのに文句も何もないでしょう。俺おれはただ単に何をしていたかと聞いているだけです」


　エリックは辛しん抱ぼう強づよくそう言った。


　互いに高校生である以上は、中学生の様なあからさまな真ま似ねはしないだろうが──大抵はその分、陰いん湿しつさが増す。直接的で明確な暴力が振るわれる事はまず無い。あっても証しよう拠こを残さず公式には犯人も特定出来ない様なやり方をする。女生徒同士ならば尚なお更さらだ。


「──教育よ」


　無理矢理勝ち誇ほこるかの様にして黒髪の女生徒が言った。


　下級生の男子の一人くらい威い圧あつできるとでも思っていたのかもしれない。特にエリックはどちらかというと穏おん和わな顔付きをしているので、よく他人から与くみし易やすい様に思われてしまうのだ。


「格かつ好こう付けて割り込んできたのにお気の毒。私達は別にやましい事なんかしていないわよ。私達はそいつを教育してるの。学級クラスの協きよう調ちようを乱すから。何をするにもいつも最後で話し掛けても返事すらしない。とろくさくって何をするにも他人の脚を引っ張る。人の迷めい惑わくってものを全然考えてないのよ、こいつは。このままじゃ自分だけじゃなく学級全体にまで迷惑がかかるから私達が──」


　女生徒は突とつ如じよとして雄ゆう弁べんに語り出した。


　要するにそれは彼女等の中で行われている都つ合ごうの良い正当化に過ぎない。本当は誰だって良いのだろう。気分で選えらび出した犠ぎ牲せい者しやを幼よう稚ち極きわまりない理論でもって罪ざい人にんに仕立て上げているだけの事だ。


　くどくどとつまらない言い訳を女生徒は続けているが──意訳すればそれは『こいつ鬱うつ陶とうしくて気に入らない』という一文に集しゆう約やくされてしまう。


　無論それすらも実のところは言い訳だろうが。


　エリックは本棚際の女生徒に眼を向ける。


　小こ柄がらな女生徒だ。太っているという程でもないが、やや丸みを帯びた顔立ちをしていて何処か幼おさない感じがする。無論エリックからすれば彼女も上級生である事に変わりは無いのだが──何処か不ぶ器き用ようそうな雰囲気は余よ計けいに未み熟じゆくな印象を強くする。


　エリックの視線を感じたのか、女生徒は俯うつむき加か減げんに視線を逸そらした。癖くせの強そうな麻あさ色いろの前髪が震ふるえる様に揺ゆれる。あまり容よう姿しには気を配っていないのか──中途半端な長さで艶つやにも乏とぼしい髪はひどく無ぶ粋すいな感じがした。


　なるほど──この同級生は虐しいたげるには丁ちよう度ど良い感じなのだろう。


　踏ふみ付けてやれば相そう対たい的てきに自分が高い位置に居いる様ように錯さつ覚かくできる。複ふく数すうで行えばそれは確信に近くなる。適てき当とうに相手の欠けつ点てんをあげつらって罵ば倒とうや非ひ難なんを続けていればその状態を維い持じできる。相手が気き弱よわであればもう完かん璧ぺきだ──逆さからってくる心配も無く長持ちする。


「──で？」


　エリックは顔をしかめながら言った。


「あんたら何様の積つもりなんだ？」


「──！」


　女生徒達の表情が一斉に強こわ張ばる。


　特に、滔とう々とうと問題の同級生を非難する事でいかに自分達が正しいかを語っていた黒髪の女生徒は頰ほおを引きつらせて黙だまり込んだ。幾いくら言葉を重ねても現実は変わらない。自分達がどれだけ卑いやしい真ま似ねをしているのかという事は彼女等自身が一番よく知っている筈だった。


「親でも教師でもない癖くせに、ましてや同級生でしかないあんたらに他ひ人と様さまを教育する権利なんて無いんだよ。『虐いじめ』の親玉風ふ情ぜいが偉えらそうに講こう釈しやく垂たれるな。見苦しい」


　怒ど気きを孕はらんだ──それも普通でない程の強さで──エリックの台詞せりふに少女達は顔を青ざめさせた。善人ぶっている人間のお綺き麗れいな怒りではない。憎ぞう悪おめいた感情に裏打ちされる生々しい憤ふん怒ぬは、口先だけの恫どう喝かつよりも遥かに強く相手を威い圧あつする。


「あんたこそ何様──」


　別の女生徒が喘あえぐ様な口く調ちようで言ってくるが──エリックが視線を向けると黙り込んだ。


　エリックが前に出ると女生徒達は触ふれるのを恐れるかの様に左右に分かれる。


　事の成り行きに呆ぼう然ぜんとしていた女生徒に歩あゆみ寄ると、エリックはその前にしゃがんで落ちている筆箱とその中身を拾った。


　そのまま立ち上がって押おしつけるようにそれらを持ち主に差し出す。何処かのろのろとした動作で受け取る手を──正確にはその手首を素す早ばやくエリックは摑つかんだ。


「じゃあ行きましょうか」


「え？　あ──」


　驚いたかの様に女生徒は声を上げて手を引っ込めようとするが──彼は相手の手首を握にぎったまま放さず、半なかば強ごう引いんに引っ張ぱって歩き出す。


　だが──


「まっ……待ちなさいよ」


　その彼の前に黒髪の女生徒が立ちふさがっていた。


　さすがに先頭に立って動いているだけあって、他の女生徒よりは気力があるのだろう。ともすれば恐おそれに塗ぬり潰つぶされそうな表情を怒いかりで染そめ直しながら、黒髪の女生徒はエリックを睨にらみ据すえた。


「──どけよ」


　ついつい尖とがった口調になる。


　黒髪の女生徒は屈くつ辱じよくに顔面を紅こう潮ちようさせながら叫ぶように言った。


「じょっ……上級生にその口の利きき方は何よ？」


「じゃあ俺にも『教育』するか？」


　エリックは──薄うすく笑って言った。


　悪意や嘲笑を向けられるのにはもう随ずい分ぶんと慣なれた。半殺しにされた事も何度かある。今更エリックにとって、女生徒達の睨み据えてくる視線など存在しないも同然だった。むしろきゃんきゃんと吠ほえ立てる犬にも似て可愛かわいらしい位である。


「具体的にはどうするんだ？　誹ひ謗ぼう中ちゆう傷しようでもするか？　教科書をトイレに棄すてるか？　机の上にマーガリンを塗ぬりたくるのは？　体操服に鋏はさみでも入れる？　それとも彼氏か何かを呼び出して殴なぐらせるか？　いいよ──好きにすればいい。どうせ殺すだけの気力なんて無いんだろ？」


「…………！」


　理解不能の怪物にでも出会った様な表情で女生徒達が思わず身を引く。


　自分達の前に立っているのがただの下級生ではないと気付いたのだろう。


　エリックにしてみれば一通りの嫌いやがらせは経験済みだ。無論、何度やられても気持ちの良いものではないが──どうせやれる事などたかが知れている。いわゆる『虐め』に熱中する奴等はただ手て軽がるに優越感を味わう為にこうした行為に及ぶのであって、相手を殺す程の──殺人者となって今までの生活を棄すてる程の覚かく悟ごなど最初から無い。


　だが……意地にでもなっているのか黒髪の女生徒はその場に立ったまま動かない。


「どいてくれますか──先輩？　約束があるもんで」


　今までの台詞せりふなど忘れ果てたかの様ににっこりと笑ってエリックは言う。


　むしろその朗ほがらかさを恐れるかの様に黒髪の女生徒はよろめいて道を開けた。


「どうも」


　小さく一礼すると女生徒達の視線を浴びながらエリックは書架の狭はざ間まから出た。無論その右手は本棚を背にしていた少女の手首を握ったままである。嬉き々きとしてという訳ではないにしても連つれ出して貰もらう事に異い論ろんは無ないのか──少女は黙って彼に引かれるまま付いてきた。


　堂々と歩くエリックの背中に忌いま々いましげな声が投げ掛かけられる。


「正義の味方にでもなった積つもり？　馬ば鹿かじゃないの？」


　その台詞を皮切りに他の女生徒達からも聞こえよがしな侮ぶ蔑べつの言葉が次々と追いすがってくる。エリックが背を向けた事で圧あつ迫ぱくが緩ゆるんだのだろう。


「あれで格かつ好こう良いいとか想ってるのよ。気持ち悪い」


「愚ぐ図ず同士で気が合うんじゃないの？　いかにも馬鹿っぽい感じじゃん」


「一年生の癖くせに生なま意い気き。礼れい儀ぎ知らずって最低」


　無論──これらは負まけ惜おしみに過ぎない。


　エリックに気け圧おされて道を開けてしまった自分達の矜持プライドを補ほ強きようする為に、強がって見せているだけの事だ。その言葉にそれ以上の意味など無い。


　だが──


「すいません」


　そう言って自分が先程まで眠っていた机の側に立ち止まると、彼は引っ張っていた女生徒の手を放した。


　女生徒は彼の謝しや罪ざいの意味が分からないのか、何ど処こか困った様な表情を浮かべ何を言うでもなくただ立ち尽つくしている。だが自分から意味を尋たずねようという様子も無い。確かに黒髪の女生徒の言う通り少々、愚ぐ鈍どんな感じのする少女ではあった。


「つい出で過すぎた真ま似ねをしました。本当にすいませんでした」


　女生徒にそう告げると──彼女をそこに残しエリックは鞄かばんを手にして図書室を出た。


「……くそっ」


　エリックは小さく呟つぶやいた。


　余よ計けいな事をしてしまった──そんな後こう悔かいの念が強い。


　下げ卑びた優越感に浸ひたっている女生徒達がどうにも腹立たしくて、つい口を出してしまったのだが──こんな事をしても誰の為にもならない。エリックの行為は自己満足以外の何物でもない。


　これであの虐いじめられていた女生徒の環かん境きようが改善される訳もなし──むしろ腹立ち紛まぎれにあの黒髪の女生徒達の行為はより熾し烈れつさを増ますかもしれないのだ。こうした虐しいたげる側と虐げられる側の構造はよく分かっている。エリック自身が被害者として同様の出来事は何度も経験したからだ。


　本当に余計なお世話だ。あの虐められていた女生徒には恨うらまれても文もん句くは言えまい。


「最低だな──」


　呟いてエリックは唇を嚙かんだ。





　　　　●　　●　　●





　法令というものには幾いくつかの抜ぬけ道がある。


　裏うら技わざと言い換かえても良いだろう。杓しやく子し定じよう規ぎに法律というものを適用できるのが最も簡単ではある筈なのだが──厳げん然ぜんと全すべてを網もう羅らすべく試こころみれば試みる程に柔じゆう軟なん性せいは失われ、隙すき間まというものが発はつ生せいする。だからこそその隙間を埋めて調整を行う為に裁さい判ばん所しよや検けん察さつ所じよ、そして弁べん護ご士しや陪ばい審しん員いんという制度が存在するのだ。


　その事は彼女も──厳げん正せいたるべき法令の執しつ行こう及および監督者である労ろう務む省しよう魔ま法ほう管かん理り局きよく二級監かん督とく官かんネリン・シモンズもよく承しよう知ちしている。いや──承知せざるを得えないという方が正しいかもしれない。現場に出ていれば嫌いやでも『現場の判断』というものが要よう求きゆうされる。そしてそれは往おう々おうにして法令の抜ぬけ道を利用するものにならざるを得ないのだ。


　法令が万ばん能のうでない事は充分に承知しつつも、自みずから積極的にその抜け道を利用せざるを得ないとなると……やはり彼女は内心、忸じく怩じたるものを感じずにはおれない。


　ネリン・シモンズ労務省魔法管理局二級監督官。


　彼女は二十歳を幾いくつも越こえていない若さで難なん関かんと言われる魔法行こう使し監督官の資格試験を突破した才さい媛えん──言ってみればエリートだ。更に付け加えるのならば彼女が受験した資格試験合格者の中でも六位、初受験者の中では一位という好成績を記録している。


　ただしこうした実じつ績せきや素す性じようのみで彼女を語ると誤ご解かいを招まねき易やすい。恐らく本人と面めん識しきの無い者の脳のう裏りにはかなり実じつ物ぶつから離はなれた想像図が組くみ上がってしまうだろう。


　小こ柄がらで童どう顔がん。栗くり色いろの髪は長く藍らん碧ぺきの瞳ひとみを納おさめた眼めは端はしがおっとりと下がり気ぎ味み。全体的に見て大人おとなしそうな容よう姿しであまり才さい気き走ばしったものが無い。眼鏡めがねのせいか生き真ま面じ目めそうな印象は受けるが、どちらかといえば上級官かん吏りというより文学好きの女学生といった雰ふん囲い気きであった。


　ただし……


「なあ──シモンズ監督官？」


　隣となりからひどく物もの憂うい声が呼よび掛かけてくる。


「やっぱり、こういうのはどうかと思うぞ」


「ちょっと黙だまっててください！」


　ただひたすら視し線せんを前に固こ定ていしたままネリンは苛いら々いらと尖とがった口調で言った。


　表情にもかなりの焦あせりが見える。必死とまではいかずとも余よ裕ゆうの無い状態ではあるのだろう。余程の物もの好ずきか、さもなくば鈍どん感かんな人間でもなければ今の彼女に用も無く話し掛けようなどとは思うまい。


　彼女は現在、車の運転中だ。


　その事自体は別に珍めずらしくない。当然運転免許証は持っているし、自前の車は持っていないものの、仕事で車を使う事もあるので全くの初心者ペーパードライバーという訳でもない。


　ただし街まち中なかを平均時速六十キロで、しかも蒸じよう気き駆く動どう式しきの小型トラック──モールド・キャリアを操あやつって駆かけ抜ぬけるというのは初はじめての経験だった。


　普通に走らせるのならばさして問題は無かろうが、乗り慣なれない特とく殊しゆ車しや輛りようでは高速走行時におけるアクセルやブレーキの操そう作さ感かんが摑つかみ難にくい。どこまで踏ふみ込めばどの程てい度ど加速するのか。あるいはどこまで踏み込めば止まってくれるのか。タイヤはどれ位の急激な加か減げん速そくに耐えて路面を摑んでいてくれるのか。あるいは滑すべり出してしまうのか。


　特に重量のある後部貨物室の為に、ハンドルやブレーキの利ききは乗用車に比べると鈍にぶい。その差を計算に入れた上で高速運転するのは大変に気力を消しよう耗もうする作業だった。


　窓の外を街の風景が流れ飛んで行く。


　一応、魔法管理局から市警察に話を通してもらい、交通規制が敷しかれているので道路は比較的空すいているのだが──それでもいつ事故が起こっても不思議ではない。元々トリスタンの道路は入り組んでいる上に坂道が多くて高速走行には向いていないし、事情を知らぬ通行人がいつひょいと道路に飛び出してくるか分かったものではないからだ。


　無論──本来なら運転は彼女ではなくこの車を扱あつかい慣なれた所有者がすべきである。


　だが生あい憎にくとその所有者は彼女の隣で満足に身動きも出来ない状態だ。彼に任まかせるよりはまだまし──という事でネリンが運転席に座すわっているのである。


「まあそりゃ法律に禁きん止し規き定ていは無いけどな。こういう抜け道を公正たるべき監かん督とく官かん殿どのが使うのはどうかと思うが？」


　自分こそ魔法士ソーサリストの癖くせに抜ぬけ道を繫つないで人生を送っている様な男が言った。


　魔法士は大きな力を使う。『人間には過か分ぶんな力』とそれを評する者さえ居る。故ゆえにこそ魔法士はその行動について他に比べても厳きびしく律りつせられるべきなのだ。その事に関しては何よりも大きな教訓を三十年前に人類は得ている筈だった。


　だが──ネリンの横に居いる男を例れいに挙あげるまでもなく違い法ほうに魔法を行こう使しする者は減へらない。むしろ公式記録に記き載さいされる違法な魔法行使の件数は増加の一いつ途とを辿たどっていた。


「大だい体たい──」


「だから黙だまっててくださいってば！」


「──へいへい」


　不ふ真ま面じ目めな口調の返へん答とうと共に──がちゃりと金属音がする。


　彼女の隣となりに座すわっている男が肩かたでも竦すくめたのだろう。


　男の名はレイオット・スタインバーグという。


　ネリンに言わせれば『中ちゆう途と半ばん端ぱに長い黒髪と、鼻はな先さきに引っかけた丸レンズのサングラス、そして情熱に乏とぼしく不真面目そうな表情がよく似合う』──無論、褒ほめ言葉ではない──男である。


　年齢は二十代半ば。よく見れば端たん正せいな顔立ちではあるのだが、ネリンはこの男を表現するのに『美男子』という言葉を使うのには躊躇ためらいがある。だらけた感じが、その容よう姿しまでどこか気け怠だるく緩ゆるめている様な雰囲気があるのだ。この男と初しよ対たい面めんでその職業を言い当てられる者も少なかろう。ジゴロには見えても戦闘を生業なりわいにする者には到とう底てい見えまい。まあ資し格かくを持っていない彼は法的に見れば戦術魔法士タクテイカル・ソーサリストではないのだが。


　もっとも──今はレイオットのそんな容よう貌ぼうを直接見る事は出来ない。


　何しろ彼はその商売道具であるところの全身鎧よろい──魔法士達の使う特殊作業服〈モールド〉に頭とう頂ちようから爪つま先さきまでを覆おおわれているからである。


〈モールド〉──文字通り人を人の形に留とどめ置おくための鋳い型がた。


　レイオットが着ているのはその中でも戦術魔法士達が使用する戦闘用──〈タクティカル・モールド〉と呼ばれる種類だ。関かん節せつ各かく部ぶが可か動どうする様になっており、中世の騎き士しが着用していた甲かつ冑ちゆうに近い印象がある。ただし子し細さいに見れば騎士の鎧に比くらべるとより絞しぼり込まれた細ほそ身みの輪りん郭かくをしており、装そう飾しよく性せいに乏とぼしい無ぶ骨こつな造つくりはそれが純じゆん然ぜんたる作業着ジヤケツトの一種である事を物語っていた。


　現代の工学技術を駆く使しして作られているこの〈タクティカル・モールド〉は騎士の甲冑に比べると可動範囲は広く、着用者の動きを可能な限りに阻そ害がいせぬ様な設せつ計けいがなされてはいるのだが──それでも車に乗るのに適てきした格好とは言い難がたい。


　軽けい量りよう化か、薄うす型がた化かにはかなりの努力が払われているとはいえ──どうしてもそれを着込んだ魔法士は文字通り一回りは大きくなってしまう。当然、車の助手席の様な空間容積の著いちじるしく限定される場所での活動には適していない。


　つまりレイオットがハンドルを握にぎっていないのはこの為だ。満足に身動きも出来ない状態で車を運転する訳にもゆくまい。


「しかし……」


　ちらりと〈モールド〉の仮か面めんに刻きざまれた切スれリ込ツみトから視線を送り出しつつレイオットは言った。


「シート傷いたみそうだな……」


「後で必要経けい費ひの請せい求きゆうを！」


　怒ど鳴なりつけるような口く調ちようでネリンが応おうじた。


　再さい三さん『黙だまれ』と命じてはいるのだから、もう後あとは隣となりでレイオットが何を言い出そうとも放っておけばいいものを──いちいち律りち儀ぎに応おうじてしまうところが彼女の性格をよく顕あらわしている。


「そもそも今日は、ゆっくり寝ねて過すごす積つもりが──」


「後で好きなだけ寝ねてください！　なんだったら永えい眠みんでも！」


「そういえば俺、昼ひる飯めしまだ食ってないんだよな」


「終わったらおごります！」


「…………了りよう解かい」


　これ見よがしに溜ため息いきをついてレイオットは黙だまり込んだ。


「何とか間まに合いそう──」


　ちらりとコンソールの時計に視線を向けてからネリンは呟つぶやいた。


　そう。彼女にとって当面の敵てきは時間だった。


　当然の事ながら特とく殊しゆ職しよくである魔法士──特に危険性の高い職種である戦術魔法士タクテイカル・ソーサリストはその数に限りがあった。また一度モールドを装そう着ちやくし、仕事を終おえて除じよ装そうした魔法士は、三日間の強制待たい機き期間に入り、その間モールドの装着は許ゆるされない──と法令は規き定ていしている。


　では──どうしても戦術魔法士の数が足りない場合はどうするか。


　例たとえば複ふく数すうの魔族事件や魔法絡がらみの凶悪事件等が、ほぼ同じ時刻、同じ市内で起こっているにもかかわらず、その数に比くらべて動ける戦術魔法士が少ない場合だ。


　法令に違い反はんせず出せる結けつ論ろんは一つしかない。


　現場の掛かけ持もちである。


　つまり抜ぬけ道とはこういう事だ。〈モールド〉や魔法士に関する法令の制定者達もこの様な事は考えていなかったろう。元々これらの法令はまだ魔族事件や魔法関係の事件が年に数回しか起こらなかった──ある意味今と比くらべれば牧ぼつ歌か的てきとも言うべき時代のものである。当然ながら月に数回の魔族事件ケースＳＡ発はつ生せいが当たり前、下へ手たをすると一日に三件もの事件が発生する現状など予想もされていなかったろう。


　逆ぎやくに言えば──この現状に対応しようと思えば『戦術魔法士は一度のモールド装そう着ちやくで複数の現場に臨のぞんではならない』という記き載さいが条じよう文ぶんに無ない事を逆さか手てに取らざるを得えない。


　そういう訳で──ネリンは慣なれぬモールド・キャリアのハンドルを握にぎりながら、本日三件目の事件現場に急行しているのだ。


　間の悪い事に、昨日きのう一昨日おとといと続いた事件のせいで、正規の資格を持った戦術魔法士はいずれも強制待機期間中である。このため無む資し格かくの戦術魔法士ながらも、その力りき量りよう故ゆえに官かん吏りから見み逃のがされていたレイオットが引っ張ぱり出された訳だが──そもそも彼を使う事自体が一種の裏うら技わざではあった。


「──レイオット」


　後部貨物室から伝でん声せい管かんを伝って静かな声が滑すべり込んでくる。


　声質そのものは子供のものでありながら──その口調には感情というものが全く見えない。ただひたすら事務的に内容を伝達する声。そこには言葉面以上のものは何一つ含ふくまれてはいなかった。


「スタッフに搭とう載さいしている呪ス文ペ書ル式タ板グの変へん更こうはありますか？」


「いや……そのままでいい。ライフルの予マ備ガ弾ジ倉ンだけ用意しておいてくれ。箱はこ形がた二十五連。弾たまは軟弾頭弾ソフト・ポイント、曳光弾トレーサー、徹甲弾アーマ・ピアシングの順で三発を八セット合計二十四発。装塡不良ジヤム起こすから二十五発ぎちぎちに全部詰つめたりするなよ」


「はい」


　ぱたんと伝声管の向こうで蓋ふたを閉しめる音がする。


　同時に──角かどを曲がったモールド・キャリアのフロントグラスに青と赤の光が交こう互ごに瞬またたきながら映うつり込んだ。


　現場を封ふう鎖さしている警察車輛の回かい転てん警けい告こく灯とうだ。


「…………」


　ネリンは短く安あん堵どの溜ため息いきをついた。


　魔族が発生したという公園まではもう三分とかかるまい。この公園の管理事務所からケースＳＡ発生の報ほうが入ってから二十分弱。たとえ上級魔族に成長する資し質しつを持った個体であったとしても、まだそれほど成長はしていない筈だ。


「……ライフル変えたんですか？」


　現場が見えてきた事で少し精神的な余よ裕ゆうのできたネリンは、ふとそんな事を尋たずねた。


　ネリンが知る限り、レイオットは確か手動装塡方式ボルトアクシヨンの大だい口こう径けい狩しゆ猟りよう用ライフルを予よ備び武ぶ装そうに使用していた筈だ。だが今の台詞せりふを聞いている限りではどうも自動装塡式オートに変えたらしい。


「ジャックの薦すすめでな。弾ブ倉ル後パ置ツ型プの小しよう口こう径けい高こう速そく弾だんを使う奴」


「小口径──？」


　対魔族戦には大だい口こう径けいの銃を使用するのが常つねだ。一いち撃げき必ひつ殺さつが対魔族戦の基本戦術である筈なので、小口径弾よりは対たい物ぶつ破は壊かい力りよくの強い大口径弾を、徹甲弾アーマ・ピアシングよりは炸さく裂れつ弾だんを使用するというのが常識ではあった。


　しかし──


「いや──『高速』ってのがミソさ。例の〈サンダーボルト〉ほどじゃないけどな、比ひ較かく的てき魔力圏ドメインが小さくて反応速度も鈍にぶい魔族なら、そこそこ使える『かもしれない』って事で。ブルパップなら屋おく内ないで振り回す場合もそう邪じや魔まにはならんし、応用性も高い。弾だん頭とうも特とく殊しゆ加か工こうがしてあるらしくてな」


「はあ……」


「まあ、何にしてもいつまでも昔ながらの戦せん闘とうって訳にもいかんだろ──状況が変わってきてるからな」


「それはいいですけど。それってちゃんと許きよ認にん可かとったんですか？　ひょっとして全自動射撃機構フルオート・システムついてません？」


　戦術魔法士タクテイカル・ソーサリストに限らず、銃じゆう火か器き──それも軍ぐん用ようのそれに準じゆんじる様ような多た弾だん装そうの銃はそれぞれ詳しよう細さいな所有資し格かくや銃個別の許認可が必要である。特に機関銃の様に引き金を引くだけで弾たまが連続して発はつ射しやされる全自動射撃機構フルオート・システムの付いた銃は、立りつ派ぱな戦術兵器として分ぶん類るいされる為、相そう当とう厳きびしい審しん査さが義ぎ務むづけられている。


　もっとも世間では半なかば公こう然ぜんと密みつ造ぞう銃じゆうが大たい量りように出回っている上に、〈イエルネフェルト事変〉以前に作られたり所しよ持じしていたりする銃は法令規制の対たい象しよう外がいとなっている為──強制的に取り上げると補ほ償しよう問もん題だいで揉もめるのだ──これらの法規制も実じつ効こう性せいはあまり無かったりするのだが。


「…………」


〈モールド〉の仮面に遮さえぎられ、その表情は直接見る事は出来ないのだが──ネリンはその向こう側でレイオットが視線を逸そらすのを感じた。


「……後で申しん請せい書しよ類るい回まわします。書いてくださいね!?」


　ネリンはそう言って──溜ため息いきをついた。





　　　　●　　●　　●





　かつて……一人の碩せき学がくがある実験を行った。


　今にして思えばそれはごくごく単純な実験ではあったが、その日を境さかいに世界の在あり方は根こん本ぽん的てきに変わってしまった。社会はその構造や形けい態たいを大きくしかも急きゆう速そくに変化させ、それはやがて人々の思し想そうや価値観にまで影えい響きようを及およぼす様になる。


〈聖シューマンのセント・シユーマン・実験エクスペリメント〉。


　後にそう呼よび慣ならわされる様になった歴史的な出来事イベント。


　それまで伝でん説せつと迷めい信しんの中に封じ込められてきた超ちよう特殊技能──魔法の存在を実証する公開実験である。


　無論、多くの者がその内容を嘲ちよう笑しようし信じようとはしなかった。


　だがそうした懐かい疑ぎ的てきな者達の眼がん前ぜんでその碩学──ジョージ・グレコ教授は堂々と魔法を行こう使しし、それが厳げん然ぜんたる事実である事を示しめして見せた。


　その結果──世界の各分野は大きな変へん革かくを遂とげる事になる。


　医い療りよう。工業。商業。農業。通信。そして軍事。


　たとえそれまでさんざん迷めい信しんと嘲あざけり、実在を認めようとしなかったものであろうとも、いざそれが現実に行使可能であると分かれば幾らでも利用法を編あみ出してしまうのが人間というものである。かつての産業革命になぞらえて称しようされる『魔法革命』はあっという間に各分野へと浸しん透とうし、文字通りに革かく命めい的てきな速そく度どで幾いくつもの常識をひっくり返していった。


　だが──それからわずかに二十五年後。


　この『夢の新技術』は破は綻たんする。それも最悪の形で。


　華はなやかな発展劇の背はい後ごに潜ひそんでいた運命の悪意は〈イエルネフェルト事変〉という形で人々を襲おそった。


　人間の魔族化である。


　魔法を使い過すぎた人間は人間では居られなくなる。人間としての『在あり様よう』を侵おかされ別の何かに変へん貌ぼうしてしまう。そしてそれらはほぼ例れい外がいなく強大な魔法の力とそれに釣つり合わぬ狂きよう気きを備そなえ……彼等は人間の天てん敵てきとなってしまった。


　大量に発はつ生せいした魔族によって世界中が大混乱に陥おちいった。〈イエルネフェルト事変〉ではまず直接的に大量の死傷者が出た。そして同時に発生した莫ばく大だいな経済的損そん失しつは更さらにそれに輪をかけた数の餓が死し者しやと失業者を──そして大量の犯罪を生み出したのだ。


　だが。


　それでも人間は魔法を使い続けるしかなかった。いや──だからこそと言うべきか。


〈イエルネフェルト事変〉で人類が被こうむった損害はあまりに深しん刻こくで……それこそ魔法でも使わなければ回かい復ふく不ふ能のうであったからだ。


　既すでに魔法を用もちいない旧きゆう態たい依い然ぜんの技術はその半数以上が設せつ備びごと放ほう棄きされ、改あらためてそれを取り戻もどそうとするのならば百年はかかると言われていた。棄すてるのは簡単だが取り戻もどすのは難むずかしい──これは技術に限かぎらず人の世よの常つねだ。後の世に出された酔すい狂きような試し算さんでは、もし魔法を用もちいずに復ふつ興こうを行った場合、更に億おく単たん位いでの死傷者──餓が死し者しや、災害の被害者、犯罪の犠牲者など──が出たと予よ測そくされている。


　しかし復ふつ興こうは終わっても魔族の脅きよう威いは消えない。


　いや、終わったからこそ、それまでは『一日も早い復興』を合い言葉に眼を背そむけてきた危険性が無視できない状況となってきたのだ。


　こうして──人々は魔族への対策を対たい症しよう療りよう法ほう的てきに編み出してゆく。


　法令の整せい備び。


　対魔族戦術の開発。


　公的魔法管理組織の設立。


　そうした動きの中で──彼等は生まれた。


　魔法を使い過ぎた人間を狩かる魔法使い。


　自らを人間に留とどめ置おく拘こう束そく具ぐ〈モールド〉を着ちやく用ようし、自みずからも魔族化する危険と隣となり合わせになりながらも、戦闘用魔法を用いて魔族を殲せん滅めつ駆く逐ちくする最強の傭よう兵へい。


　それが戦術魔法士タクテイカル・ソーサリスト──俗ぞくに〈ストレイト・ジャケット〉と呼ばれる者達であった。





　　　　●　　●　　●





　ゆっくりと公園に脚あしを踏ふみ入れる。


　数歩進んでから立ち止まり──レイオットは脳のう裏りに浮かべた公園の地図と、眼がん前ぜんに広がる風景とを照しよう合ごうした。予あらかじめ詳くわしい地形やその他の情報を与あたえられていても、平面的な図面や写真からは読みとれない事も多い。現場に立って初はじめて得られる情報を、事前に与えられた情報と摺すり合わせて行く事で現状把は握あくはより正確さを増す。


「しかし……これはまた厄やつ介かいだな」


　呟つぶやいてレイオットは溜ため息いきをついた。


　予よ想そうしていた事ではあるが──見み通とおしが良くない。


　一口に公園と言っても児童向けの遊ゆう戯ぎ施し設せつを空あき地ちに並ならべただけの様なものもあれば、何ど処こかの森を切り取って来たかの様に所ところ狭せましと木々が生い茂っているものもある。そしてレイオットが今脚を踏み入れた公園は、明らかに後者の部類だった。


　見渡す限りに生はえ並ならぶ常じよう緑りよく樹じゆ。その中を大きく蛇だ行こうする道が通とおっており、その脇わきには一定間かん隔かくでベンチや常じよう夜や灯とうが設もうけられている。更さらに丈たけ高たかい常緑樹の間には隙すき間まを埋うめるかの様に灌かん木ぼくが生い茂っていた。


　土と緑の匂においが濃こい。


「…………」


　レイオットにしてみれば、わざわざ都市の真ん中にこの様な場所を造つくるのは無む駄だとしか思えない。コンクリートとアスファルトに囲かこまれた生活をしているとこうした場所が恋しくなるのは分からないでもないが、それなら自みずから出で掛かければ済すむだけの事だ。


　除じよ草そう剤ざいや殺さつ虫ちゆう剤ざいで都つ合ごう良よく綺き麗れいに仕し立たてられた紛まがい物でも、お手て軽がるに自し然ぜん回かい帰き願がん望ぼうを満みたすには良い場所なのかもしれないが。


　レイオットは再ふたたび歩き出した。


　歩きながら腰の後ろの固定金具ハードポイントからライフルを外はずすと、安あん全ぜん装そう置ち兼けん用ようの射撃方式選択器セレクタを三点射撃に合わせた。


　この新しいライフル──ＦＡ─ＭＡＣ／ＪＲＣ、通つう称しよう〈リバース・ペット〉は名前の通りトランペットを逆さかさにした様な格かつ好こうをしている。弾ブ倉ル後パ置ツ型プの典型的な形状だ。この型は銃じゆう床しように機関部を組くみ込む事で銃身の長さを保たもったまま銃の全長を短くできるのが特とく徴ちようだ。要するに命中精度は同じでもより小型化出来て取り回し易やすいという事である。元々スタッフなどという大型機器を持ち歩く戦術魔法士タクテイカル・ソーサリストにしてみれば、小型化や軽量化は大きな利り点てんを生む。


　無論──いくら便利でも普通のライフルは魔族に対してあまり有ゆう効こうな武器ではない。魔族の帯おびる魔力圏は飛ひ来らいする銃弾に反はん応のうしてそれを排はい除じよしてしまうからだ。


　ただしこのライフルを製作したジャック・ローランドによれば、等級の低い魔族に限って言えばこのライフルで魔力圏を突とつ破ぱできる可能性がある──との事だった。
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（あくまで可能性──だが）


　そんな事を頭の隅すみで考えるレイオット。


　本来ならば対魔族戦闘において銃器は補ほ助じよ武ぶ装そう以上の役やく割わりを期待される事はない。だが敢あえてここでレイオットが〈リバース・ペット〉を手にしたのは、彼に残されている魔法行使の回数──即すなわち拘束度デユラビツト数が既すでに六しかないからだ。


　何しろ連続で三件目の戦せん闘とうである。先の二件はいずれも最下級の〈男爵バロネージ〉級、しかも成なり立てであった事から、労ろうせず倒たおす事が出来たが──それでも既すでにレイオット〈スフォルテンド〉には十三しか無ない拘束度数のおよそ半分を消しよう費ひしている。


　残り拘束度数七──これはやや心こころ許もとない数字であった。


「で──肝かん心じんの魔族は何ど処こにいるんだか」


　ライフルを構かまえながらレイオットは慎しん重ちように公園の中を進んでゆく。


　魔族といっても大きさは千せん差さ万ばん別べつだ。基本的に上級になればなる程に巨大化し形状の単純化も進むと言われているが、これは絶ぜつ対たい則そくではない。無論、脳のう容よう量りようの関係から下限は在あると推すい測そくされるが──全長一メルトル以下という小型魔族も記録には残っている。樹木の幹の陰かげや灌かん木ぼくの茂み──小型の魔族ならば此処には身を隠かくす場所が幾いくらでも在った。


「…………」


　レイオットは歩きながら神経を研とぎ澄すます。


　自分自身の足音。モールドの金属音。風の唸うなる音。木々の梢こずえがざわめく音──


　そういった雑ざつ音おんの間に混まじっている微かすかな響ひびきを耳で丁てい寧ねいに拾ひろいながら選別してゆく。


「なるほど、シモンズ女史も無む茶ちやをした甲か斐いはあったか」


　呟いて──不ふ意いにレイオットは駆かけ出した。


　鼓こ膜まくに数名分の悲ひ鳴めいらしき音が触ふれたからである。


　そう遠くない。元々そこに居いたのか、あるいは迫せまる脅きよう威いから逃げようと出口に向かっていたのか。何にしてもまだ彼かれ等らを救すくい出せる可能性はあった。


「…………」


　息が荒あれる。


　背中に背負った長大な魔法増ぞう幅ふく器き──スタッフが重い。固定金具ハードポイントでがっちりと保ほ持じされているので揺ゆれたりはしないが、重量そのものはどうにもならない。乾かん燥そう重じゆう量りよう三十キログロム以上のモールドとスタッフに加くわえて、ライフル、拳けん銃じゆう、魔ま力りよく計けい、予よ備び弾だん薬やく、救急キットといった備び品ひんを全すべて合わせると総重量は四十キロを超える。しかも今日は四時間以上モールドを装そう備びしたままの働はたらきづめだ。さすがにこの上走るとなると蓄ちく積せきした疲ひ労ろうを意識せずにはおれない。


「…………あれか」


　走る事およそ十数秒。


　レイオットは視し界かいの端はしに人影を捉とらえた。


「五人──か」


　よく生き残のこっていたものだ。内訳は中年男性が二人。老婆が一人。そして少年と少女が一人ずつ。好こう都つ合ごうな事に全員が同じ場所に身を寄せ合っている。ただ単に腰が抜けて動けないだけかもしれないが──とにかく、悲鳴を上げて右う往おう左さ往おうされるよりは何倍も仕事がやり易やすい。


「──あっ！」


　レイオットに気付いたのだろう。中年男の一人が表情を輝かがやかせて立ち上がった。


　恐怖の相そうに固かたまっていた顔が喜き悦えつに緩ゆるむ。


　彼は光に吸い寄せられる虫の様に、ふらふらとレイオットに向けて歩き出した。絶望の暗闇の中で突然に差し込んできた微かすかな希望は、彼の眼に何よりも明るく映った事だろう。


　だが──それが彼の眼を眩くらませた。


「戦術魔──」


　……ぶづん。


　生なま々なましい音と共に彼の台詞と人生は終了を余よ儀ぎなくされた。


　唯ゆい一いつの慰なぐさめといえば、恐おそらくその中年男は己おのれが死んだ事にさえも気き付づく事は無かったであろうという事だ。首を刎はねられても人間は脳組織が崩ほう壊かいを始めるまでの数秒間意識を保たもつと言われているが──まさか真っ二つに引き裂さかれた脳で意識を編あむ事などは出来まい。


　中年男は喜びの表情を浮かべたまま数歩進んで──倒たおれた。


　その頭部は眼から上の部分が無い。男の頭ず蓋がいは水平に切せつ断だんされていたのだ。


　ぱっくりと開いた断だん面めんから、コップの中身をぶちまけるかの様に大量の血けつ液えきと脳のう漿しようが撒まき散ちらされる。一瞬遅おくれて脳が──輪わ切ぎりにされた脳の下半分がずるりと滑すべって地面にこぼれ落ちた。


「…………」


　残りの四人は何が起こったのか分からない──といった表情で呆ぼう然ぜんと中年男の死体を眺ながめている。あまりに唐とう突とつで凄せい惨さんな出来事を前にして理り解かいが追いついていないのだろう。


　だがそれも一瞬の事だ。


「ひいっ──」


　四人はそれぞれ掠かすれた悲ひ鳴めいを上げながら更さらに身を寄せ合った。


「──！」


　だがレイオットは既すでに男の遺い体たいなど見てはいなかった。


　彼の眼は半なかば反射的に男の頭部上半分を斬きり飛ばした凶きよう器きを追っている。同時に〈リバース・ペット〉の銃口もそちらに向かって旋せん回かいしていた。


「ばんばんばんばんえんばんばばん──」


　歌うかの様な抑よく揚ようを付けながらそれは言った。


　それは──男の頭を一瞬で輪切りにした凶器そのもの。


　男の遺体から数メルトル離はなれた場所にそれは居た。一際太い常緑樹の幹みき──その中程に食い込んでいた。


　一言で表せばそれは巨大な円盤デイスク。


　直径はおよそ四メルトル。だが厚みはやや盛り上がった中央部でも一メルトルもなく、外がい縁えん部ぶに向かうに従したがって薄うすくなっている。白い表面には何やら複ふく雑ざつな模も様ようが数本走っていて──それが呼吸するかの様に微び妙みように太くなったり細ほそくなったりを繰くり返していた。


　そして──


「えんばんえんばんばばばばーん」


　ぱたぱたと音を立てながら折り畳たたまれていた部分が展てん開かいした。


　脚が伸びる。腕が伸びる。更には何本もの触しよく手しゆ──らしきものがだらりと垂たれ下がる。


　表面に付いていた模も様ように沿そってまるで組木細工パズルの様に変形すると、それは奇き怪かいな手足で己の身を樹木の幹から引き抜いた。


　最後に──マンホールのふたが裏うら返がえる様に中央部の丸い模様がばくんと裏返ると、そこには顔らしきものが付ふ属ぞくしていた。眼はある。鼻も口もある。だがそれらはまるで制作者が目め隠かくしをしたまま配はい置ちしたかの様に大きく歪ゆがんだ位置関係にあった。


　それは──まさしく悪あく夢むそのものだった。


　そこに存在するだけで現実を侵しん食しよくしてゆく猛もう毒どくの如ごとき怪物。その姿は……そしてその力は、観みる者の精神はおろか不変たるべき物理法則さえも冒おかす。条理も道徳もそれの前では意味の無い戯ざれ言ごとに過すぎない。


　魔法中毒患者ソーサリー・アデイクト──通称『魔族メレヴエレント』。


「こいつは厄やつ介かいだな……」


　レイオットは仮か面めんの奥で顔をしかめた。


　魔力計を見るまでも無くこれは〈男爵バロネージ〉級などではなかろう。一般に魔族は等級が上がれば上がる程に形状が単純化されてゆく。この個体は少なくとも〈子爵ヴイスコント〉級か──あるいは〈伯爵カウント〉級だ。


　どうやらレイオット達の予想以上に成長が早かったらしい。


「えんばんくるくるえんばばんー」


　身をよじってそれは言う。多分──笑っているのだろう。元々は人間であるはずだが、もう喜き怒ど哀あい楽らくですら普通の人間にははっきり判はん別べつがつかない程に、それは変わり果てていた。


　──轟ごう音おん。


　悪夢じみた光景に鋼鉄と火薬の咆ほう吼こうが挑いどむ。


　レイオットの銃撃である。立て続けに魔族へと突き刺さる二三口径の高こう速そく弾だん。三発に一発の割合で交ぜられた曳光弾トレーサーがその弾だん道どうをくっきりと空間に刻きざんでゆく。


「えんばばばばばばばばばば」


　びすびすと銃弾が食い込む衝しよう撃げきに合わせて魔族が振動する。


　二十四発の銃弾はいずれも外れる事無くその白い身体に命中した。


「──これで倒たおせれば楽なんだが」


　呟つぶやきながらもレイオットは〈リバース・ペット〉の弾だん倉そうを交こう換かん。開いたまま停止していた装塡機構ボルトを、解放リリースレバーを操作して閉へい鎖さ、新たな初しよ弾だんを薬室チヤンバーに装そう塡てんする。


　だが──


「…………やっぱ駄だ目めか？」


「んばんばんば──ばばばばばばばばばばあっ！」


　魔族はゆらゆらと身体を揺ゆらしていたが……不ふ意いにその身体を回転させた。


　ぼとぼととひしゃげた弾だん頭とうが落ちる。遠えん心しん力りよくで魔族の身体に食い込んでいた銃弾が抜け落ちたのだ。やはり致ち命めい傷しようにはなっていない。


「いや……」


　呟つぶやきながらレイオットは後こう退たい、〈リバース・ペット〉を背中の固こ定てい金かな具ぐに戻もどし、スタッフを構かまえ直なおす。


　レイオットは自分のモールドの指ゆび先さきに紅あかいものが付ふ着ちやくしているのに気付いていた。


　無論、彼は怪け我がをしていない。魔族の血が回転の遠心力で飛んできたのだろう。ただ食い込んだだけではなく、その肉にく体たい組そ織しきを傷きずつける事そのものには成功していたのだ。魔族自身は全まつたく意に介かいしていない事を思えば、かすった程度の事かもしれないが──


「なるほど、男爵バロネージ級相手なら──か」


　一撃で殺すには銃じゆう弾だんそのものに破壊力が足たりないかもしれないが、脳のうに一発でも到とう達たつできればそれだけ相手の魔力圏ドメインを搔かき乱みだす効果が期待できる。全フ自ル動オ射ー撃トが可能な自動ライフルならば相手が自じ己こ修しゆう復ふくを行う間まも許さずに致ち命めい的てきな量を叩たたき込む事が出来るかもしれない。そうなれば〈サンダー・ボルト〉程に確かく実じつではないとしても、銃弾だけで正面から魔族を破は壊かいする事も理論的には可能だろう。


「まあ破は産さんしかねないけどな」


　呟くレイオット。実はこの〈リバース・ペット〉で使用している銃弾の弾殻は、賢けん者じや石いしから削けずりだした上に魔力回路を刻こく印いんした特とく製せいで、材料費と加か工こう費ひを合わせて一発が千ドルクもするのだ。一弾だん倉そう二十四発で二万四千ドルク。車が一台買えてしまう様ような値ね段だんである。


「えんばんえんばんいかりのだいかいてんー」


　おかしな発音でそう叫さけびながらぱたぱたと手足を折り畳たたんでゆく魔族。


　だが無論レイオットは最後までその動きを見届けず撃発音声トリガー・ヴオイスで魔法を解放した。


「──顕イグジスト！」


　攻撃魔法〈アサルト〉発動。


　至し近きん距きよ離りで発現した不ふ可か視しの砲ほう弾だんは即そく座ざに爆ばく裂れつ。炎を伴ともなわない純粋な衝しよう撃げき波はが土ど砂しやを舞まい上あげ突とつ風ぷうを巻き起こす。


　悲ひ鳴めいを上げて生き残りの四人が身を伏ふせるのを視界の隅すみで確認しながら、レイオットは更にスタッフの装桿ボルトを前後させて〈アサルト〉を無音詠唱ダムキヤストする。


　舞い上がった土砂のせいで視界が狭せばまっている。


　今ので倒せていればそれでいいが──


「う……上ッ!!」


　レイオットの背はい後ごで震ふるえていた生き残りの一人がそう叫ぶ。


　同時に──


「──!!」


　鼓こ膜まくに微かすかな異音を捉とらえると同時にレイオットはスタッフをそちらに向けていた。


　右でも左でも前でも後ろでもなく──頭上へ。


「えんばんかったああああああああああああああああッ!!」


　振ふり仰あおいだ蒼そう穹きゆうに滲にじむ線が一本。


　それは恐おそろしい勢いきおいで拡かく大だいされ──咄とつ嗟さに飛び退のいたレイオットをかすめて地面に突き刺ささった。


「イグジスト！」


　撃発音声トリガー・ヴオイスと共に〈アサルト〉の砲弾が飛ぶ。


　だが地面に突き刺さりつつも尚なお、回転していた魔族は〈アサルト〉を喰らう前に手足を展開、跳はねるように跳ちよう躍やくしてこれをかわした。


「──素す早ばやいな」


　仮面の奥で苦く笑しようめいた表情を浮うかべながらレイオットは素早く呪文書式板選択器スペルタグセレクタを操そう作さ。次の呪じゆ文もんを無音詠唱ダムキヤストした。


「えんばんえんばんだいかいてんーそらをじゆうにとびたいなー」


　言いながら魔族はくるくると回転しながらレイオットが呆あつ気けにとられる程の速さで空中を駆かけ上のぼってゆく。恐おそらくは外がい縁えん部ぶを歪ゆがめてその角度ピツチでプロペラの様な効果を出した上で、魔力も併へい用ようして揚よう力りよくを得ているのであろうが──


「ヘリコプターか、おまえは」


　呟つぶやいてレイオットはスタッフの先せん端たんを上方に向けた。


　魔族は遥はるかな上空にまで達している。


　今はまだ魔法の射しや程てい外がいだが──魔法はその魔力圏ドメインの広さと展てん性せいによって射しや程ていが決まる──次に攻撃してくれば確実に攻撃を相手にたたき込める。いくら高速で突っ込んでくるとはいえ、まっすぐ落ちてくるだけならいくらでも狙ねらいはつけられるからだ。


「えーんばんっ!!」


　叫びと共に姿勢制御。


　次の瞬間、遥か上方──およそ百メルトル余りの高さから真まっ直すぐ魔族が落下してきた。


　重力加速に加えて魔力も併へい用ようしているのだろう。凄すさまじい速度である。


　だがその軌き道どうはやはり単純だ。


　レイオットは撃発音声トリガー・ヴオイスを──


「──イグジスト……!?」


　唱となえきる瞬しゆん間かんに魔族の姿が彼の視し界かいから消えた。


　攻撃対象物を失って虚こ空くうに花開く〈アサルト〉の衝撃波。


　同時に──


「──!!」


　ぞくりと背中が粟あわ立だつ感覚。


　レイオットは素す早ばやく身を投げ出して前方に回かい避ひ。その背中をかすめるようにして通り過ぎ──魔族は側そばに在あった樹じゆ木もくの根本に突き刺ささった。


「…………」


　レイオットは無理に立ち上がらず、転ころがりながらその回転方向をずらしてスタッフを魔族に向ける。流れる様な動作で無音詠唱ダムキヤスト。間かん髪はつ入いれず──


「イグジスト──！」


「えんばああんっ!!」


　音を立てて〈ハック〉が発動し、細い糸が空を裂さくかの様な鋭するどい音が走る。


　だが──対象を押し包んで切り裂く魔力の刃やいばは無意味に地面へと食い込んで消滅していた。魔族は素早く根本から身体を抜ぬいて跳ちよう躍やく、魔法が発動しきる前にその姿はレイオットの視界から消えていたのである。


「なるほど──方向転換位は出来る訳か。ちと甘く見過ぎていたな」


　素早く木々の間を跳とび回る魔族を眺ながめながらレイオットは呟いた。


　魔族が備そなえている数本の触しよく手しゆ──これがゴムの様に伸び縮ちぢみしながら樹木に絡からみ付き、そこを支し点てんとして強制的に方向転換をしているのだ。


「ははっ──いいだろう、真ま面じ目めにやるよ」


　レイオットは薄うすく笑った。


　残り拘束度デユラビツト数すう──四。


〈リバース・ペット〉の残ざん弾だん──二十四。


　この戦力であの高速で跳とび回る魔族を倒たおせるかどうか。明らかに地の利は向こうにある。


　だが──むしろレイオットはこの状況に興こう奮ふんを覚おぼえていた。


　全神経、全体力を絞しぼり尽つくすかの様な戦闘。


　自らをただ一枚の刃となして敵てきの喉のど笛ぶえを抉えぐり抜ぬく快かい感かん。


　全すべてを忘ぼう却きやくの彼方かなたに追いやる興こう奮ふんが彼を──


「ひいいいいいいいいいいいいいいっ!!」


　不ふ意いに──それまで大人おとなしくしていた生き残のこりの一人が悲ひ鳴めいを上げて立ち上がり、出口に向かって走り出す。他の者達もそれにつられる様にして立ち上がり……


（馬ば鹿かがっ!!）


　声に出さず脳のう裏りで罵ののしるレイオット。


　跳び回っていた魔族の軌き道どうが不意に変化する。生き残りの連中の動うごきに興味を引かれたのだろう。断頭台ギロチンの刃はにも等しい魔族の肉体が高速回転しながら生き残りの一人──老ろう婆ばの首くび筋すじめがけて飛行する。


　そして──


「──イグジスト！」


　撃発音声トリガー・ヴオイスと共に発生した〈デフィレイド〉の防ぼう御ぎよ力りき場ば面めんは、魔族の身体を撥はね返した。


「ばばんっ!?」


　叫さけびながら地面で跳ね、再び回転を開始すると魔族は空中に舞い上がる。


　老婆は腰こしを抜かしてその場にへたり込む。だがそれに気付いた少年と中年男が咄とつ嗟さに引き返し、老婆に肩を貸して立ち上がらせると、彼等は再び出口に向かって走り出した。


「くそ──」


　残り拘束度数三。


　最早完全に相手を殲せん滅めつする為には一撃たりとも外はずせない。


　無駄な事をしてしまった──とは思う。対魔族戦においては何よりも魔族が成長しきる前に殲滅する事が優先される。下手に取り逃にがせば数十人数百人の単位で死傷者が増えるからだ。ここで民間人を見殺しにしたところでレイオットが責せめられる事はまず無い。


　だが──


「ま──こっちの方が燃えるしな」


　呟つぶやいてレイオットは苦く笑しようを浮かべる。


　そこへ──


「えんばんびいいいいいいむ!!」


　いきなりレイオットの足下に閃せん光こうが弾はじける。


　飛び退く彼を追って続けざまに閃光が地面へと突つき刺ささった。爆はぜる様な音と共に地面に孔あなが空あき、機き銃じゆう弾だんの掃そう射しやを受けたかの様に小さな土ど砂しやの柱はしらが並び立つ。


　小さなプラズマ球きゆうを撃うち出しているのだろう。まさしく地上の兵を薙なぎ払わんとする攻撃機の機銃掃射の如ごとく。


「色々芸があるな」


　呟きながらもレイオットは呪文書式板選択器スペルタグ・セレクタを操そう作さ。間かん髪はつ入れず無音詠唱。


「ええええんばあああああああんんんんッ！」


　魔族は公園に生はえた樹木の間を跳び回っている。伸しん縮しゆく自じ在ざいの触手を使い、空気抵抗の少ない胴体を活いかしてかなりの速度を叩き出している上、動きが全くの出鱈目ランダムで予よ測そくがつかない。


　魔法にしろ銃弾にしろ照しよう準じゆんが必要だが──眼で追い切れる速さではない。


　レイオットはスタッフを水平に構かまえて腰を落とす。


「またお嬢さんがうるさいだろうが」


　そして大きく左へスタッフを振ると──


「しょうがないよな──イグジストオッ!!」


　魔法発動。


　選せん択たくされていたのは〈カット〉だ。


〈ハック〉と同様の切せつ断だん系けい魔ま法ほうだが力場平面を撃うち出して叩たたき斬きる〈ハック〉に対して〈カット〉は不可視の長大な刃はを形けい成せいする。言ってみれば投げナイフと剣けんの様な関係だ。対象物に対する効果は同じだが使い勝手は微び妙みように異なる。


「うおおおおおおおおおおおおおおおおっ!!」


　そのままレイオットはスタッフを大きく振り回した。


　右から左へ──〈カット〉の効果時間はわずかに一秒余りではあるが、それで充分だ。


「ばばんっ!?」


　魔族は木々の間を跳とび回りながら──不意にその姿勢を崩くずした。


　触手を引っかけた樹木の一本が大きく傾かたむいたからだ。


「えんばばばばばばばばっ!?」


　慌あわてて別の木に脚を引っかけるも、その樹木もゆっくりと傾きだし、自分の動きを制せい御ぎよし損そこなった魔族は地じ面めんに突っ込んだ。


　更にその上に切断された樹木が轟ごう音おんと共ともに倒れ込む。


　一本。二本。三本──


　総計四本の樹木が魔族の上に地じ響ひびきをたてて折り重なった。いずれも決して細い木ではない。無論、人間であればただでは済すむまい。良くて骨こつ折せつ──悪ければ即死だ。


　だが──


「ふっかつのだいかいてんんっ!!」


　叫びと共に大量の土つち煙けむりが巻き起こり、樹木がまるでマッチ棒ぼうの様に軽かる々がると弾はじけ飛ぶ。


　更に煙をも払い飛ばしながら出現したのは、言うまでもなく魔族だ。倒とう木ぼく程てい度どで魔族を倒せるのならば戦術魔法士達も苦労はしない。


　くるくると回転していた魔族は不意にぴたりと動きを止めた。


「──ばばん？」


　レイオットを捜しているのだろう。魔族はぱたんぱたんとその胴体から顔面を出したり入れたりしながら視線を左右に彷徨さまよわせる。


　そして──


「イグジストッ！」


　魔族から少し離れた場所で伏ふせて──まるで狙そ撃げき兵へいの様な体勢でスタッフを構えていたレイオットは、撃発音声と共に魔法を発動させた。


「えばっ──!?」


　動こうとして──がくんと魔族がつんのめるように姿勢を乱す。


　レイオットが選せん択たくしたのは〈ジャミング〉であった。


　異常なその運動に関かんして多くを魔法に頼たよっていた魔族は、いきなり自分の魔法が消失した為に身体の平へい衡こうを保たもつ事も出来なかったのである。


　そして──


「有あり難がたく喰くらってくれよっ！　高いんだからな！」


　叫びと共にレイオットが突とつ進しん。


　左手に構えた〈リバース・ペット〉が咆ほう吼こうし、魔族の顔に銃弾が食い込んでゆく。


「んばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばっ!?」


　泡あわ立だつかの様に魔族の顔面が次々と弾はじけてゆく。


　わずか一秒間に十五発にも及ぶ銃弾が放たれる。あっという間に二十四発の弾だん倉そうは空になるが──それらはいずれも魔力の鎧よろいを失った魔族の身体に食い込んだ。


「えんばっ……ば……っ」


　よろめく魔族。


　ジャミングの魔力圏ドメイン攪かく乱らんの効果はいずれの弾だん頭とうをも魔族の体内に到とう達たつさせていた。


　だが──無論これは致ち命めい傷しようではない。


　魔族は脳のう容よう量りようの半分以上を破は壊かいされなければ死なない。たとえどれほどの損そん傷しようであろうとも脳が半分残っていれば自みずからの肉体を再さい構こう成せいし得うる。この為ために戦術魔法士達は魔族の脳を攻撃対象とするが──魔族の場合、これが頭とう部ぶに在るとは限らないのだ。


　銃撃はあくまで時間稼かせぎだ。


　攻撃を受けて損傷すれば反射的に魔族はその修しゆう復ふくに魔力を割さこうとする。その分、防ぼう御ぎよや攻撃が甘くなるのだ。これで〈ジャミング〉の効果が切れても魔族は即座にレイオットを攻撃できない。


　レイオットは〈リバース・ペット〉を投げ出してスタッフを突き出す。


　ごり、と音を立ててスタッフの先せん端たんは魔族の口に食い込んだ。


「じゃあな、ミスター・フリスビー」


「ば…………」


「──イグジストっ!!」


　ばじっ！──音を立てて彼のモールドである〈スフォルテンド〉の胸から最後の拘こう束そく端たん子しが弾はじけ飛ぶ。


〈アサルト〉が魔族の体内にて発動。


「ばおおおおおおおおおおおおおおっ!?」


　魔族の身体は一瞬、倍にも膨ふくれたかの様に見えた。


　円えん盤ばん状じようであった肉体は球体状に腫はれ上がり、ぶるぶると震ふるえている。魔族の肉体の弾だん力りよくと内部で発はつ生せいした圧あつ力りよくが拮きつ抗こうしているのだろう。その様子は限げん界かいぎりぎりまで膨れ上がった風船に似ていた。


「……頑がん張ばってるところを悪いが、こっちも疲つかれてるんだ。さっさと逝いってくれ」


　レイオットは腰から愛用の回転弾倉式拳銃リヴオルバー──〈ハード・フレア〉を引き抜くと、魔族の顔面に突きつけて引き金を引いた。


　破は裂れつ音おん。


　まさしく風船が割われるのに似た──あるいはそれを数十倍に拡大した──様な音が響いたかと思うと、魔族は全身から鮮せん血けつを迸ほとばしらせつつ倒たおれ伏ふした。辛かろうじて均きん衡こうを保たもっていた力と力が崩くずれた事で、破は壊かいが一気に全身へと回まわったのだろう。


　全身数十カ所にも及ぶ裂れつ傷しようから尚なおも血を流しつつ魔族はしばし痙けい攣れんし──そして動かなくなった。


「…………」


　念の為に──と確かめた魔力計の数値は急きゆう速そくに減げん少しようしてゆき、針は緑みどりで塗ぬられた『平常値』の近くで停止した。まだレイオットや魔族の撒まき散らした残ざん留りゆう魔ま力りよくが残っているので多少の振しん幅ぷくはある様だが、この魔族はこれで死んだと見て間ま違ちがいあるまい。


「…………ふう」


　レイオットは溜ため息いきをついてその場に座すわり込んだ。


　スタッフを地面に置いてレイオットは己おのれの頭部に手をやると、頭部装そう甲こうを固こ定ていしていた留め金がねを外はずす。自ら弾はじけ飛ぶ様にしてモールド〈スフォルテンド〉の頭部拘束装甲は展開し、レイオットの素す顔がおを数時間ぶりに外へさらけ出した。


「…………うげ」


　途と端たんに全身に浴あびた魔族の血の臭においが襲おそい掛かってくる。さすがに疲ひ労ろう困こん憊ぱいした身体でこの濃のう密みつな血けつ臭しゆうは辛つらい。


「勘かん弁べんしてくれ」


　レイオットは呻うめく様にそう呟つぶやくと──その場で仰あお向むけに寝ね転ころがった。





　　　　●　　●　　●





　偽ぎ造ぞう簡かん易いモールド〈シェル〉密みつ造ぞう組そ織しき及び魔族大量発生の事件からおよそ半年。


　トリスタン市のケースＳＡ及び魔法関連犯はん罪ざいの発生件数は加か速そく度ど的てきな増ぞう加か傾けい向こうを示していた。これは無論、異い常じような状況である。全国的にこうした魔法関連事件の件けん数すうは増ふえつつあるのは事実なのだが、トリスタン市におけるその増ぞう加か率りつは他の都市の倍以上になる。


　既すでに裏市場にばらまかれた相当数の〈シェル〉が影響を及ぼしているのは事実だが、この状況を創つくり出している原因は他にもあった。


「──〈黒くろ本ほん〉？」


　魔法管理局地下の喫きつ茶さ室しつ──最近はネリンがレイオットを強制的に連れてきては、事じ後ご処しよ理りの打ち合わせをする際さいによく利用する──でミルクと砂糖をたっぷり入れた香こう茶ちやを飲みながらレイオットは首を傾かしげた。


「ええ。そう呼ばれてる密造本が出回っているみたいです」


　ネリンが溜ため息いき混まじりに言った。


「密造──本？　妙みような言い方だな。要するにそれって手作りの──なんて言ったっけか」


「同人誌ですか？」


「ああ。それそれ。そうじゃないのか？　本を作るのに法ほう的てき許きよ可かなんていらんだろ」


「──児童キデイポルノに類るいするものは取り締まりの対象になっていた筈です」


　抑よく揚ように乏とぼしい声でそう言ったのは、ネリンではなく──レイオットの傍かたわらで黙もく々もくとチーズケーキを口に運はこんでいた小こ柄がらな人影であった。


　室内であるのに素す顔がおを隠かくすようにしてフードを深く被かぶっている。声こわ色いろと体たい軀くからすれば少女だとすぐに分かるが、その奥から聞こえてくる口調にはまるで人生を悟さとりきった──あるいは諦あきらめきった──かの様な落ち着きが漂ただよっていた。


「…………」


「…………」


　思わず顔を見合わせるレイオットとネリン。


　さらりと『児童キデイポルノ』などという言葉が子供の口から出てくれば、この二人でなくとも一瞬言葉に詰つまるだろう。


「特に悪質とされていた、子供を誘ゆう拐かいした上で強ごう姦かん、更に後あと腐くされ無く射しや殺さつするまでを写真で撮とり綴つづったもの──いわゆる〈スナッフ・ブック〉はその製せい作さく過か程てい自じ体たいが重犯罪であるとして厳げん密みつに取り締まられたと」


「……なあ、カペル」


　レイオットは隣となりに座すわるフードの人物に声を掛かけた。


「おまえ……どこでそんな知識仕入れてくんの？」


「新聞と雑誌ですが」


　淡たん々たんとカペルと呼ばれた少女は答えた。


　カペルテータ・フェルナンデス。


　彼女は魔族を父親に持つＣＳＡ──先せん天てん性せい魔ま法ほう中ちゆう毒どく患かん者じや、通称〈半魔族ハーフ・ブルート〉である。フードの中身を覗のぞき込めば天てん然ねんでは決して人間に具そなわる筈はずの無い真しん紅くの髪かみと、同色の瞳ひとみ、そして眉まゆの代わりに額ひたいに具わっている水すい晶しようの如ごとき球面が見える筈だ。


　その特殊な容よう姿し故ゆえに、この少女は決して普通の生活を送る事は出来ない。


　一人で出歩いただけでも良くて通つう報ほうされ捕ほ縛ばく──運が悪ければ私刑リンチに遭あって死ぬかもしれないのだ。半魔族ハーフ・ブルートと呼ばれる者達を前にした時、人々の意い識しきは異い形ぎようへの嫌けん悪お感かんと魔ま族ぞくへの恐きよう怖ふで容易たやすく敵てき意いや害がい意いに染そまる。ただそこに存在するだけでも人々の恐きよう怖ふと嫌悪を集めずにはおれない──そんな過か酷こくな立場に彼女は居た。


　故ゆえにこそ──この少女に普ふ通つうの子供の感かん覚かくを求もとめるのは無理だとネリンも分かってはいるのだが、それでもたまに彼女がこうした台詞せりふを口にすると面めん食くらってしまう。さすがに付き合いの永いレイオットはネリン程も驚きはしない様だが。


「まあ──それはともかく」


　咳せき払ばらいをしてネリンは話題を強ごう引いんに引き戻した。


「内容如何いかんによっては書しよ籍せきも充分に違い法ほう性せいを帯おびます。この〈黒本〉の場合は『簡かん易いモールドの整せい備び法ほう及び魔法技ぎ能のう定てい着ちやくの為の基礎的処理方法』ですが」


「……なるほどな」


　レイオットは頷うなずいた。


　魔法に関する詳しよう細さいな知識は一般社会に対して厳げん密みつに秘ひ匿とくされている。


　具体的な魔法の技術に関する書籍は、魔法管理局の許きよ可か無なくしては閲えつ覧らんする事は出来ず、その許可は基本的に魔法士やモールド・エンジニア、そして魔法管理局監督官といった基礎資格試験に合格しなければ得る事は出来ない。


　例たとえば魔法士を目指す場合なら、魔法士に関する各かく種しゆ法ほう令れい、基礎的な魔法工学論、概がい論ろん的な魔法技術論といった諸しよ科か目もくで一定以上の点を取って『基き礎そ魔ま法ほう士し資し格かく』を取ってからでなければ閲覧許可が出ないのである。


　この資格を得た上で、魔法士は自分が目指すべき分野の基礎知識を修しゆう得とくする。医い療りよう魔ま法ほう士しならば医い学がく、産さん業ぎよう魔ま法ほう士しならば科か学がくや工学を学まなび、その上で各分野に特とつ化かした具体的な魔法の技術を修得してゆくのである。


　しかし──当然ながらこの制度には穴がある。


　基礎試験は通つう過かしたが、何らかの事じ情じようで最終的な魔法士としての資格を取り損そこない、途中で脱だつ落らくしてしまった者達は、中ちゆう途と半はん端ぱな知識を持った状態で野に放はなたれる事になるという点だ。無論、これらの知識を口こう外がいしたり、資格無しに魔法を行使したりする場合は処しよ罰ばつを受ける事にはなるのだが……当然地下に潜もぐって違い法ほうな魔法士として活動を始める者も出てくる。


　言ってしまえばレイオットもそんな無資格魔法士の一人だ。


　もっとも彼の場合はそもそも基礎資格さえ取っていない。彼は育ての親でもあるドーベルン・スタインバーグを師として彼から戦術魔法士としての全てを学まなんだ。逆に言えばその分、新しん米まいの三流魔法士でも知っている様な基礎事項を知らなかったりもする。


　それはともかく──


「こういうものらしいんですけどね」


　言ってネリンは一冊のファイルを取り出し、机の上に置いた。


「──見ても？」


「どうぞ」


　促うながされるままにレイオットはファイルを手に取る。


　そこには数枚の写真と報告書、更には何かの複写コピーらしき紙し片へんが綴とじられていた。写真は題だい字じも著者名も何も無い真っ黒な表紙をした本が一冊。本と言ってもそう分ぶ厚あついものでもなく、せいぜいが厚あつめの雑誌位のものだ。紙かみ質しつにもよるが恐おそらく三百ページもないだろう。


　改あらためて言われるまでもなく、これがその〈黒本〉だという事は分かる。


　しかしこんなものが何処から出回りだしたのか──


「例の〈シェル〉が出回った際に取マ扱ニ注ユ意ア書ルとして添てん付ぷされていたものが、そのまま複ふく製せいされて地下市場アンダーグラウンドで出回って居るんですよ。極きよく端たんな話、〈シェル〉の整備方法が載のっている訳ですから、ある程度の工学的な知識のある人間なら、そこから〈シェル〉の構造を知る事もできますし──」


「ただでさえモールドの模も造ぞう品ひんである〈シェル〉の更に粗そ悪あくな模造品を作る馬ば鹿かが出てくる訳か？」


「そういう事です」


　言ってネリンは長々と溜ため息いきをついた。


　モールドの構こう造ぞうそのものはそう複ふく雑ざつなものではないが、その内に組み込まれる拘こう束そく図ず版はん等、細部の製作に関してはかなり精せい密みつな技術を要する。


　また賢けん者じや石いしをどうしても原材料に使う必要が生じる訳だが──これは現在、産出量が減へっている関係上、高価な上にあまり一般には出回らない代しろ物ものだ。


　こうした問題を真っ当に解決クリアできればいいのだが、当然、中には適当な技術や材料で代だい用ようしようとする者も出てくる。


「なるほど──この程度のものなら印刷機が一台在あれば素人しろうとにも作れるか」


　レイオットは〈黒本〉の写真を眺ながめながら言った。


　ただでさえトリスタン市における魔族関係の事件は発生件数が多かったのだ。戦術魔法士タクテイカル・ソーサリストの登録数と発生件数は破は綻たんする直前の──ぎりぎりの均きん衡こうを保たもっていた。だがこの〈シェル〉と〈黒本〉の存在は明らかにそれを崩ほう壊かいさせたのである。


　本来は正規の戦術魔法士が用意出来ない際さいの『奇札ジヨーカー』であり最後の手段であった筈のレイオットでさえ一日に三連戦を強きよう要ようされた位だ。さすがに今日は異例であったかもしれないが──恐らくフィリシスや他の戦術魔法士達もかなりの仕事量をこなしているだろう。


「迷めい惑わくな話だ」


「本当に」


「しかしこんなものを手に入れてまで魔法を使いたいものかね」


　レイオットは改めてファイルをめくりながら言った。


「命知らずの連中が多いな」


「レイオットが言う事ではないと思います」


　ぼそりとカペルテータが言う。


「…………」


　レイオットは傍かたわらに視線を向けるが──ＣＳＡの少女は彼の視線などまるで感じないかの様に平へい然ぜんと香茶を飲んでいた。


「必ずしも魔法を使う事、そのものが目的だったりはしないみたいですね」


　間を取りなす様にネリンが言う。


「元々が本ですからそう高こう価かなものではないんですよ、この〈黒本〉。装そう丁ていも安っぽいものですし。十代の若い子達でも手に入る位で。で──彼等はなんて言うか、これを『持ってる』のが単に流りゆう行こうみたいで」


「……ひょっとして、あれか。子供の頃には悪ぶると格かつ好こう良いいとか、違い法ほうっぽいものに触ふれるのが格好良い、とか思う時期があるらしいが──」


「それですね。実際に使う積つもりは無くても、こういうものを持っているだけで大人になれたような気がするみたいです。未成年の喫きつ煙えんや飲いん酒しゆと同じ理屈なんでしょう」


「喫煙や飲酒は試ためした瞬間に人生終わったりはしないけどな」


　レイオットは皮ひ肉にくげな表情を浮かべて言った。


「……ですね。でもその危険度が高ければ高い程、魅み力りよく的てきに映うつるみたいで」


　退たい屈くつな日にち常じよう。


　しかしそれでいて脆ぜい弱じやくな日常。


　こうした違法な品はその倦けん怠たいと不安を一瞬でも忘れさせてくれる効果があるのだろう。大人でも未来への閉へい塞そく感かんを感じずにはおれない昨さつ今こん──少年少女達がこうした『非日常』を連想させてくれる品に魅力を感じるのも、ある意味では無理もない話だ。


　まして──


「『格好良い投とう身しん自じ殺さつの仕方』とか『気持ちよく薬やく剤ざい自じ殺さつする方法』なんかを記しるした本が売れちゃったりしてるみたいですし。これは一般書籍ですけど」


　世も末すえ、といった口調でネリンが言う。


　その時──


「──シモンズさん！」


　ふと──そんな声が喫茶店に響いた。


　顔をあげて声の方向を見やるレイオットとネリン。彼等は自分達のテーブルに向かって近付いてくる一人の少年を見た。


　年齢は十六か十七──十代半ばといったところか。学校帰りなのか制服に鞄かばんという出で立ちである。容よう姿し風ふう貌ぼうそのものには特とく筆ひつする様な特とく徴ちようは無いのだが、何ど処こかそのきびきびした物腰には子供らしからぬ毅き然ぜんとしたものが漂ただよっていた。


「ああ、エリック」


　気き安やすげにそう言って手を挙あげたのはネリンである。どうやら彼女の知り合いらしい。


　少年はすたすたと真まっ直すぐに歩いてきて──しかし唐とう突とつに立ち止まった。まるで何か見えない壁に歩みを妨さまたげられたかの様に、その場に立ち尽つくしている。


「──ん？」


　眉まゆを顰ひそめてレイオットはその少年を眺ながめる。


　少年の翡ひ翠すい色いろの瞳ひとみはネリンではなくレイオットを見つめていた。それも困こん惑わくするかの様な、忌き避ひするかの様な、何処かぎくしゃくした表情を浮かべている。


「……俺がどうかしたか？」


　レイオットが尋たずねると少年は少し皮肉げな表情を浮かべ──そして言った。


「その節は……すいませんでした」


「…………」


　レイオットはしばしその少年を眺め──


「──誰だっけ？」


　とネリンに尋ねた。


　ネリンと少年が驚おどろいたかの様に顔を見合わせる。


「スタインバーグさん……本当に覚えてないんですか？」


「ん？　いや──何ど処こかで会ったような気はするんだが」


　大おお真ま面じ目めにネリンに尋ねられ──さすがに気まずそうな表情を浮かべて頰ほおを搔かくレイオット。元々彼は人の顔と名前を覚えるのはあまり得意ではない。


「レイオット」


　カペルテータがチーズケーキの最後の一口をフードの奥おくに運びながら言った。


「自分を撃うった人の顔位は覚えておいた方がいいと思います」


「撃った？　あー……」


　撃つ。少年。その言葉を手掛かりに記憶をさらう。もっともこれだけでは実のところ心当たりが幾つもある。その中で比較的最近のものといえば──


「──トムスン・ジュニア？」


「はい」


　無ぶ遠えん慮りよに向けられた人差し指の先で少年は頷うなずいた。


「改あらためてお詫わびに伺うかがうべきでしたが、諸もろ々もろの都つ合ごうで先さき延のばしになっていました。本当にすいません」


　感情を抑おさえ込んだ事務的な口調で少年──トムスン・ジュニアは言った。


　レイオットはかつてこの少年に撃たれた事がある。ネリンと彼が知り合った事件で、レイオットは少年の父を──かつては父だった魔族を殺している。その事を恨うらみに思ったこの少年は、密みつ造ぞう銃じゆうを片手にレイオットの家までやってきたのだ。


　結局、少年は自分の非を認めてネリンと共に警察に出しゆつ頭とうしたが、レイオットが自分が撃たれたという事を届け出なかった為に、事は有う耶や無む耶やになったままであった。


　レイオットを撃った事に関してはきちんと反省をしている様だが、父親を殺し自分の家族を不幸のどん底にたたき落とすきっかけを作ったレイオットに対しては、やはりまだ釈しやく然ぜんとしない感情が残っているのだろう。それを押し殺そうとしているせいか、少年の物腰は何ど処こか無む味み乾かん燥そうとしたものになってしまっている。


　無理もない話ではあった。
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　ただ──


「言葉でお詫わびしても、誠せい意いが足りないと言われればそれまでですが──」


「いや、まあそれは別に構かまわないけどな」


　言ってレイオットはしげしげと少年を眺ながめた。


「印象が随ずい分ぶん変かわったな」


　レイオットがこの少年と以前出会った際、少年は普通の精神状態になかった。迫はく害がいや虐ぎやく待たいに晒さらされ続けた怨おん念ねんを敵てき意いに変えて全身に滾たぎらせていたあの時と、落ち着いた今とでは印象が異ことなるとは当然と言えば当然ではある。


　それに──


「あ、改めて紹介します──」


　奇き妙みようにぎくしゃくした空気を気き遣づかってか、ネリンが妙に明るい口調で言う。


「エリック・トムスン君。じゃなくて──」


「エリック・サリヴァン。今は母方の姓を名乗ってます」


「そうそう。ごめんね。彼、医療魔法士の資格を取る為に勉強中なんですよ。で──私の所にたまに相談に来たりとか。ね？」


「ええ」


　トムスン・ジュニア──エリック・サリヴァンが頷く。


　少し意外そうな表情を浮かべてレイオットは尋たずねた。


「親父さんの後を継ぐ訳か？」


「はい。その積つもりです」


　きっぱりとした口調でエリックは言った。


　肉親が魔族化した経験を持つ者達は、大抵が魔法そのものに拒きよ否ひ感かんを持つ。確かに魔法というものは絶ぜつ大だいな力ではあるし、魔法士はいずれも高い報ほう酬しゆうを要求できるが、それでも釣り合わぬ位にしくじった際の代だい償しようが大きいのだという事を、彼等は身を以もつて知っているからである。


　にもかかわらずこの少年は魔法士を目指すという。恐おそらく母親は反対しただろう。それが普ふ通つうの反応だ。あるいは単にまだ親には告げていないのかもしれないが。


「…………」


　レイオットはしばしエリックを見つめ──


「──そうか」


　と呟つぶやくように言った。


　わずか一年程の時間ではあったが──この少年の中では様さま々ざまな想いが交こう錯さくした結果こうした結論が出されたのだろう。


　彼の印象が違ちがって見えたのも当然だ。


　この年頃の少年は変わる。外見も中身も急きゆう速そくに変わってゆく。レイオットを襲おそった時からこの少年もかなりの変化をしたのだろう。それが『成長』であるかどうかは未いまだ分からないが……少なくともあの泥どろ沼ぬまに立ち止まっては居なかったという事らしい。それを認め祝ってやる事はレイオットとしてもやぶさかではない。


「まあ……がんばれ」


「はい」


　これまたきっぱりとした口調で言って頷くと、エリックはネリンの方に向き直った。


「約束通り、お借かりした都と市し内ない魔ま法ほう行こう使し条じよう例れいの問題集をやり終わったので返しに来ました。それと魔法工学論基礎でいい参考書があれば教えて欲ほしいと思ったんですけど……」


　言ってからエリックはちらりとレイオット達の方に視線を向ける。


「お忙いそがしそうなので、出直します」


「いや、その必要は無いだろ。こっちはもう用事は済すんだ」


　ネリンが何か言う前に上から被かぶせるかの様に言うと、レイオットは立ち上がった。


　カペルテータも彼に追つい随ずいして立ち上がる。


「…………」


　フードの奥に隠かくれたＣＳＡの少女の顔に一瞬、畏い怖ふめいた色を含ふくんだ視線を向けてから、エリックは小さくやはり事務的な仕し草ぐさで頭を下げた。


「すみません」


「それじゃな──また」


　レイオットはそう言うとその場を離れる。


　寄より添そうようにして隣となりを歩くカペルテータが、フードの奥からふと赤い眼をレイオットに向けてくる。


「──どうした？」


「彼はレイオットを許したのでしょうか？」


　淡たん々たんとした口調でカペルテータが尋ねた。


「それともまだ憎にくんでいるのでしょうか？」


「……さてな」


　呟くように言ってから──レイオットは改めて傍かたわらの少女に眼を向けた。


「──カペル。おまえ……」


　ＣＳＡの少女は静かにレイオットを見つめている。


　そこには何の感情も見えない。


　怒りも。憎しみも。喜びも。哀かなしみも。何も無い。


　その大きな瞳には赤い虚きよ無むが音もなく横たわっているだけだ。


　しかし──


「なんでしょう？」


「いや……なんでもない」


　レイオットは小さく首を振ると苦笑を浮かべた。





　　　　●　　●　　●





「……ただいま」


　虚うつろな声で告げつつ家に入る。


　応じる声は無い。


　留る守すなのか──あるいは聞こえなかったのか。それとも無む視しされたのか。


　両親は留守がちな事が多いが、居ても居なくても同じだ。彼女に関しては無視とまでは言わずとも放任主義的な立場を両親は維い持じしている。


　いや──持もて余あましているというのが正しいだろう。


　ファネットは重い脚を引きずって階段を上がると真っ直ぐ自室に向かった。


　そして──


「……あのひと」


　部屋の中に入って机の前に座すわりながら──呟く。


　今日図書室でファネットを庇かばってくれた下級生の少年の顔が脳のう裏りに浮かんだ。


　学年が違うので名前までは分からないが、何度か図書室で見た顔だ。ファネットと同様、よく図書室を利用しているらしいが──彼の持っている本を見て少し興きよう味みを引かれた事がある。


　確か彼の読んでいたのは魔法関係の書籍だった筈だ。


「……なんて名前かな……」


　会って御お礼れいを言いたい。


　そうすればそれがきっかけで仲良くなれるかもしれない。ファネットと同じ様に魔法に興味を持っているのなら……話題を探さがす必要も無いだろう。


　明日にでも訪たずねてみよう。


　久々に興こう奮ふんめいたものを胸の奥に感じつつ、ファネットは机の引き出しを一杯に引き出して外し──その奥おくに隠かくされていた一冊の本を取り出した。


　真っ黒な装丁でそこには題名も著ちよ者しや名めいも記き載さいされていない。


　少なくとも商しよう業ぎよう流りゆう通つうに乗る様な代物ではない。中身を覆おおい隠かくそうとするかの様に黒一色で塗ぬり潰つぶされたその表紙には、地下の領りよう域いきを流通する『裏物』特有の、何かに著いちじるしく偏かたよった雰ふん囲い気き──言ってみれば『危あやうさ』が感じられた。


　まるで手に取った瞬間に決定的な何かが終わってしまうかの様な。


　だが──


「……ああ…………」


　ファネットは机の上にその本を置くと──何処か愛いとおしげな手つきでそのページをめくり始めた。
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　油ゆ圧あつジャッキの安全装置を外はずして作さ動どうレバーを引き下げる。


　カペルテータを包み込んでいた薄うす闇やみに幾いく筋すじかの亀き裂れつが走り、外部の光が流れ込んできた。充じゆう分ぶんに全すべてのパネルが開ききったのを確認するとカペルテータはモールド・キャリアの貨物室から身軽な動作で飛び降りる。


　レイオットのモールド・キャリアは荷にの積つみ下おろしがし易やすい様に貨物室の側そく壁へきパネル及び天てん井じようパネルが油圧で展てん開かい出で来きる構こう造ぞうになっている。実のところ彼がこの旧式のモールド・キャリアを今なお愛用しているのは、この機能が気に入っているからである。普通の荷物の積み下ろしならこんな大おお袈げ裟さな機き構こうは無論必要ないのだが、装そう着ちやく機構を兼かねた移送用架台キヤリアフレームに固定されたモールドを出し入れするとなると、クレーンやそれに類るいする大型機械を使った方が遥はるかに便利なので、こうした貨物室の展開機能は重ちよう宝ほうするのだ。


「で──どうだったよ？」


　カペルテータと入れ替かわりにモールド・キャリアの荷に台だいへと上がりながらＪＲ総合機器研究所の所長であるところのジャック・ローランドは尋たずねた。


　いつもながらの作業服の上に、やはりいつもながらの男にしておくには勿もつ体たいない様な顔が載のっている。大きな鳶とび色いろの瞳ひとみで貨物室を見回すと──彼はモールドの側のケースに入っていた〈リバース・ペット〉を取り出した。


「効きいた様な効かない様な──」


　工作機械なんだか資材なんだか、あるいは単なるガラクタなんだかよく分からないものの上に腰こし掛かけながら、レイオットは肩を竦すくめて言った。


「身体に食い込みはした様だがな。やはり『確実に効く』という感触じゃなかったな」


「うーん」


　顔をしかめながらジャックはクレーンのフックを移送用架台に引っかけ、幾いくつかの固定金具ハードポイントを解放すると、〈リバース・ペット〉を片手にモールド・キャリアから降りた。


「やっぱりもっと初しよ速そくがいるって事か。弾だん頭とうに賢けん者じや石いしそのものを使って魔力圏ドメインとの親しん和わ性せいを高めれば、多少の初速不足は補おぎなえるかと思ったけど──やっぱり今のところ歩ほ兵へい火か器きとしてはＡＴＡＳＡの〈サンダーボルト〉が唯ゆい一いつ通用する武器って事になるかな」


　魔族の絶ぜつ対たい防ぼう御ぎよ領りよう域いきたる魔力圏。


　これは魔族の『見えない第二の皮膚』とも言われており、その領域内では処しよ理り能のう力りよくの及ぶ限りにおいて魔族は万ばん能のうとなる。飛ひ来らいした銃じゆう弾だんを止める事は無論、銃弾そのものを一瞬で蒸じよう発はつさせたり、弾だん道どうをねじ曲げて射しや手しゆに送り返したり──上級魔族ともなれば『存在しなかった』様にする事さえ可能だ。


　下級の魔族の場合は外部からの脅きよう威いに対して随ずい意い的てきにこの魔力圏を操そう作さしている。この為、背はい後ごから撃うつなり遠えん方ぽうから狙そ撃げきするなり、不ふ意いを突つけば銃弾は魔族の肉体に届く事も多い。だが中級や上級ともなれば半なかば不ふ随ずい意い的てきに防ぼう衛えい本ほん能のうが魔力圏の異い物ぶつ排はい除じよ機き能のうを発動させる。この為、通常の弾だん丸がんでは魔族を正面から攻撃しても何ら成せい果かが上がらないのだ。


　ではそんな魔族の反はん応のうをも上回る速度で銃弾を撃うち込めばどうなるか。


　魔力圏の反応速度を上うわ回まわる超々高速弾による銃撃ならば、銃器でも魔族を損そん傷しようさせる事が出来る筈──そんな設計思想コンセプトに従したがって帝てい都と警けい察さつの対たい魔ま族ぞく戦闘部ぶ隊たいＡＴＡＳＡが開発したのが、対魔族狙撃ライフル〈サンダーボルト〉だ。


　現在魔法以外で魔族を滅ほろぼし得うる唯一の個こ人じん武ぶ装そうである。


　しかし──


「それはそうだが──例の〈ジャベリン〉の連中が置いていったのはせいぜい四、五挺ちようだろう？　パーツ取りに使う分を除のぞけば実質稼働できるのは二挺程度だろうし、これじゃ実効戦力としては少々心こころ許もとないんじゃないか」


「いや──確か今日か明日辺あたりに量産型が二十挺ほどトリスタン中央署に納のう入にゆうされるって聞いたぜ。各分署にも三挺ずつ位配はい備びされるんじゃないかな」


　何ど処こで仕入れてくるのか、こういった情報にジャックは詳くわしい。四六時中工房に引きこもって機械いじりをしている様な印象があるが──実際のところ世せ情じようや風ふう評ひように関してもレイオットと比くらべれば精せい通つうしていると言えるだろう。ちなみにレイオットはトリスタン市の現市長の名前さえ覚おぼえておらず、さんざんフィリシスに馬ば鹿かにされた事がある。


「レイ、失業の危き機きかもね？」


　からかう様な口く調ちようでジャックがそう言ってくるが──レイオットは気け怠だるい表情に苦く笑しようを混まぜて言った。


「それならそれで構かまわないさ。俺とカペルテータが何年か餓が死ししない程度の金はある」


「…………おや？」


　ふと思いがけず面おも白しろいものを見つけた子供の様な表情でジャックは言った。殊こと更さらに上げてみせる語尾と傾かしげる首が妙に白しら々じらしい。


「なんだ？」


「いや──珍めずらしいなあ、と思って。レイが『明日』の事喋しやべってる」


「…………」


「それもカペちゃん込みで。どういう心境の変化かな──と」


「いや……そんなに珍しいか？」


　苦笑を浮かべてレイオットが尋たずねる。彼にしてみれば殊更に変わった事を言った積もりはないのだが──


「さあね。でもまあいいんじゃない？」


　にやにやと笑いながらジャックが言う。


「気持ち悪い奴だな──まあそれはともかく。真面目な話、出番は減へるかもしれないが、戦術魔法士タクテイカル・ソーサリストが必要なくなるって事は当とう分ぶん無いだろ」


　レイオットは不意に立ち上がると、ジャックの傍かたわらを通り過ぎて壁かべ際ぎわに設もうけられたロッカーの一つに歩み寄る。断ことわりもなく彼が開いたその扉とびらの向こうに置かれていたのは……一挺の長大な銃器であった。


〈サンダーボルト〉である。


　ただしこれは帝都警察ＣＰ対魔族戦闘部隊ＡＴＡＳＡ謹きん製せいの本物オリジナルではない。


　魔族大量発生の折おり、レイオットがその場の成なり行きでトリスタン市警のブライアン・メノ・モデラート警部から借り受けた一挺がしばらくの間──具体的には事件後のごたごたが片づき、トリスタン市警が〈サンダーボルト〉の数が足りないのに気付くまでの十日間──ジャックの所に保管されていた。


　この間にジャックは〈サンダーボルト〉を螺ね子じの一本に至いたるまで完全分ぶん解かい、寸すん法ぽうを計けい測そくした上でほぼ同じものを作り上げてしまったのである。


　設せつ計けい図ずも無しにそんな真ま似ねが──と普通の人間は思うだろうが、レイオットにしてみれば予想した結果ではあった。一流の機き械かい工こう職しよく人にんというものは、触さわっただけで部品のサイズを正確に記憶して旋せん盤ばん一ひとつで削けずりだしてしまう。そしてジャックの指先が薄うす紙がみ一枚程度の厚あつみでさえ判はん別べつ可か能のうな精せい度どを持っているという事をレイオットは知っていた。


　まして帝てい都と警けい察さつはどうしてもその開発能力や生産能力については専門の銃器メーカーに比くらべると劣おとってしまう。故ゆえに多くのパーツは既き存ぞんの銃器を流りゆう用ようし、あるいは参考にする形で作られているのだ。流用、もしくは代だい用ようが利かず、新しん規きに設計して削り出さねばならなかった部品というものは、実のところ六割程度であったらしい。


　ジャックに言わせると『原型に忠実である事にこだわらないのなら、同様のライフルを造つくる事はそう難むずかしくないね。さすがに銃じゆう身しんは専門のライフリングマシンを使わないと充分な精度は出ないだろうし、費用対効果コストパフオーマンスとかは最さい悪あくだろうけどさ』──だそうだ。


　ちなみにこれは当然ながらジャックがＡＴＡＳＡに無む断だんで製作した無む許きよ可かの模造品レプリカであり、表に持ち出すわけにはいかない品である。


「それに──」


　レイオットは複ふく製せい版ばん〈サンダーボルト〉──ジャックは区く別べつの為ために〈ライトニングボルト〉と呼んでいるが──を手にとって言った。全長二メルトル弱じやく。壁に立てかけると銃口はレイオットの頭部よりもまだ上に来る。銃じゆう身しん部ぶが細いので見た目はそうでもないが──重量も全長もスタッフと同等かそれ以上である。


「これで近きん接せつ戦せん闘とうする訳にいかんだろ」


　狙そ撃げきライフルというものは、精せい密みつ機き器きである。武ぶ器きや兵へい器きにはあるまじき繊せん細さいさを備そなえた代しろ物もので──ただ一度地面に落としただけでも精せい度どが狂くるって役に立たなくなる事が多い。


　故に恐おそろしく高い精度を要求される対テロ部隊の狙そ撃げき手しゆは、ライフルを現場に到とう着ちやくするまで保護ケースから出さない者が多い。彼等が出しゆつ動どうする場合、犯人に人ひと質じちを取られている場合が殆ほとんどで、一撃で確実に犯人を射しや殺さつする事が要求されるからだ。下へ手たに撃うち損そんじると逆上した犯人が人質を皆殺しにしてしまう。


　まさかこの様な武器で魔族の正面に立って戦う訳にはゆくまい。


　そもそも狙撃とは一方的な攻撃であって戦闘とは言い切れない部分がある。この構造を成り立たせているのは彼ひ我がの間に横たわる距きよ離りであり、先に狙撃手が相手の位置を確認できるという情報力の差だ。だが──これが常に確かく保ほできるとは限らないのである。


「まだしばらくは戦術魔法士は引っ張ぱり回される事になるさ。こいつでは状況に対応しきれないし、対魔族戦術に関する経けい験けん則そくの蓄ちく積せきも足りない」


「ま──そうだろな」


　ジャックも分かっていたのか、苦く笑しようして頷うなずいた。


「だからこそ〈リバース・ペット〉を作ったんだけどさ」


　狙撃という優ゆう位い性せいを切り捨すて、魔力圏突とつ破ぱの初しよ速そくを得える事と、戦闘に使用できる頑がん強きようさ、操そう作さ性せいの釣バりラ合ンいスをとる事を追求した戦術魔法士用補助武装──言ってみれば接近戦用の〈サンダーボルト〉としてジャックが作り上げたのが〈リバース・ペット〉なのである。ちなみにこの銃も既存のＦＡ─ＭＡＣという軍用銃を基もとに改造したもので、ジャックの完全なオリジナルではない。


「弾たまが高すぎだ。こんなもの使いまくってたら赤字だぞ」


「試作品なんてのはそんなものだってば」


　自分の懐ふところが痛む訳ではないからか、涼すずしい顔でジャックが言う。


「銃身もうちょっとだけ伸ばして弾頭重量を削るかな？　薬室から換かえると大事だしなあ──うーむ。今までの資料から察さつするに、この程度の初速が出ていれば通用するかと思ったんだけどね」


「魔族には個体差があるからな。一いち概がいには言えんさ──と。そういえば」


〈ライトニングボルト〉をロッカーに戻すとレイオットはジャックに向き直った。


「作るで想い出した。いつぞやのあの〈シェル〉という奴だが──あれに添てん付ぷされてた取扱説明書が出回ってるらしいな」


「ああ──〈黒本〉ね」


　あっさりと頷うなずくジャック。彼の耳にも既すでに入っていたらしい。


「面おも白しろそうだから一冊手に入れてみた」


　ジャックは工こう房ぼうの端はしにしつらえられた事務机と本棚の所に歩いてゆくと、黒い背表紙に指を掛かけて引っ張り出した。間違いない。レイオットが見せられた写真と同様、黒一色に塗ぬり込められた愛あい想そのない装そう丁ていである。


「素す早ばやいな。しかしそう簡単に手に入るものなのか？」


「普通の書店に並ならんでる訳じゃないけどね。ちょっと怪あやしめの本屋とかに行って『黒本くれ』って言ったら売ってくれると思うよ。ちなみに俺が買った時は一冊二百ドルクだったけどね──多分、値ね切ぎれば安くはなると思う」


「学生でも多少無理をすれば買える値段だな」


　書籍としては法ほう外がいも良いところだが、地下流通の裏物としては妥だ当とうな値段だろう。


「何処の誰が刷すってるんだか──」


　確か〈シェル〉の密造組織は女のボスが射しや殺さつ死し体たいで見つかったと発表されている。犯人は見つかっていないが、対立組織が事じ件けんのどさくさに紛まぎれて暗あん殺さつした可能性が高いと警察は発表していた。


「まあ元を作ったのは〈シェル〉密造組織なんだろうけど、今刷って売ってるのはどうも別の連中らしいよ。噂うわさじゃランパル真教の幹かん部ぶ達たちが、資金集めの為にしてるとかなんとか。あそこは元々教団宣伝のビラとか啓けい蒙もう書しよを刷る為の設せつ備び持ってたしね。教祖が死んだお陰かげで教団組織そのものが瓦が解かい寸すん前ぜんなもんで、立て直しに何かとお金が要いるらしい」


「神様崇あがめるにも金が要る──か。世せ知ち辛がらいな」


「今に始まった事じゃないよ」


　言いながらジャックは問題の〈黒本〉を差し出してくる。受け取ってまず表紙を眺ながめながらレイオットは言った。


「厄やつ介かいな──まあ魔族化すると分かってて使う奴なんて居ないだろうが」


　モールドも無しに魔法を使えばまず間違いなく人間は魔族化する。魔族化すれば人権の一切は剝はく奪だつされ局きよく地ち災さい害がいとして殲せん滅めつの対たい象しようとなる。言ってみれば法的には魔族化した時点でその人物は死亡したと見なされるのだ。


　つまりこの本に載のっているのは結局、魔法という名の自殺法なのである。


　だが──


「それはどうだか？」


　ジャックが苦笑を浮かべて言った。


「レイ、知ってるかい？　世の中にはさ、『気持ちいいから』ってだけで自分の尻しりの穴にネズミを生きたまま突っ込む奴もいるんだよ？」


「──はあ？」


　眉まゆを顰ひそめてレイオットは聞き返す。


「いや、同性愛者の話なんだけどさ。尻の奥でもぞもぞする感じがいいんだって」


「……おまえ、本当に違うんだろうな」


　レイオットは見ようによっては少女の様にさえ見える顔立ちの若い機械工を、疑いのまなざしで眺ながめた。少女の様に大きな鳶とび色いろの瞳ひとみ、柔やわらかな金髪、滑なめらかな頰ほおや顎あごの輪りん郭かくと首筋の線──それこそ同性愛者なら涎よだれを垂たらしてすり寄ってきそうな容よう姿しではある。


　同性愛でも何でも性せい癖へきはその者の勝手だとは思うが──さすがのレイオットも男同士の絡からみ合う姿は生理的に許きよ容ようしにくい。


「何を言うやら。俺は昔からカペちゃん一ひと筋すじさ──ねえ？」


　そう言いながらジャックは、壁かべ際ぎわで作業台だかスクラップだか資材だか分からないものの上に腰掛けている紅い髪の少女を振り返った。


「初はつ耳みみですが」


　淡々とした口調でカペルテータが応じる。


　これで頰でも赤らめればそれはそれで可愛かわい気げがあるのだろうが──感情が枯こ渇かつしたかの様なＣＳＡの少女はその静かな無表情を揺ゆらす事もなくジャックを見つめている。


「……まあそれはともかく」


　空から振ぶりに終わった話題はさらっと流してジャックは言葉を続けた。


「で──ネズミの話だけど。ビニール袋の中に入れて無理矢理押し込むらしいんだけどね。ほら──ネズミって齧げつ歯し類るいだからさ。爪つめも在あれば歯もある訳で。ビニール袋なんて簡単に破けちゃうんだよ」


「それはそうだろうな」


「で──当然外に出たネズミは更さらに外へ出ようと腸ちようの内ない壁へきに爪や歯を立てる訳ね」


「いや……まあ……ネズミも必ひつ死しだろうしな」


「当然、腸ちようの内壁を食い破られる。その瞬しゆん間かんにショック死する事もあるし、それを免まぬがれても腹ふく膜まく炎えんだの内ない出しゆつ血けつだの──結果的にはまず死んでしまう訳だ、それをやった当人はさ。何しろ病院に担かつぎ込まれても直ちよく腸ちようって言えば最もつとも治ち療りようしにくい場所にあるからね。開かい腹ふくした上で他の内ない臓ぞう全部除よけないとネズミを取り出す事も出来ない」


「…………」


　さすがのレイオットも顔をしかめて黙だまり込んだ。嫌いやな想像が脳のう裏りを過よぎる。悶もん死しする男の腹ふく部ぶに拳こぶし大だいの盛り上がりが発生して、それが皮ひ膚ふの下でもぞもぞと動き回っている光景──


「ところがこれをやる奴やつが後を絶たたないんだってさ。まあ何千人といる訳じゃないけど、命と引き替かえにしてもそれをしてみたいと思う人間は一人や二人じゃないって事」


「……ネズミにしてみれば迷惑な話だな」


　うんざりした様子でレイオットは言った。


「まあこれは極きよく端たんな例だけどさ。魔族化すると分かってても魔法を使いたがる奴ってのは出てくると思うな、俺は。刹せつ那な的てきな快かい楽らくを優先させて」


「理解できん。まあ魔族になった事は無いから、それがどれくらいの快楽なのかは知らないがな──そんなもの誰も知らんだろうし」


「人間を超えるってのは凄すごい快楽なんだと思うよ──人間である事に絶ぜつ望ぼうしている人にとっては、命を引き替えにしても良い位に」


「…………」


　レイオットは曖あい昧まいな表情を浮かべた。絶望云うん々ぬんに関してはあまり他人の事を笑えた義理ではない。ましてや命の尊とうとさなどを彼が語っても微み塵じんの説せつ得とく力りよくさえ無かろう。


「まあ〈黒本〉に関して言えば──大たい抵ていの連中は俺おれと同様に面おも白しろがって買っているだけだとは思うけどね。中にはトチ狂くるっちゃう奴が出てきてもおかしくはないと思う」


「ふむ……」


　レイオットは〈黒本〉を開いてぱらぱらとページをめくってみる。


　密造本らしく雑ざつな印いん刷さつだが読めない程ではない。偽ぎ造ぞうモールド〈シェル〉の取扱方法の他に、魔法を使う為ための基本的な処しよ置ち──基礎魔法回かい路ろを意識の中に焼き付つける為に薬物と催さい眠みん暗あん示じを行う──方法と、幾つかのごくごく初歩的な呪じゆ文もん及およびびその魔法回路図が記されている。


　確かにこの方法でも魔法は使える。


　だが魔族化以前に、薬やく物ぶつによる催眠暗示は失敗すると精神に障しよう害がいを残すし、量や種類を間ま違ちがうと中毒症状を起こす。その辺へんの細こまかい注意や理論は全すべてすっ飛ばして方法と結果だけが書かれているのである。


　要するに『銃を相手に向けて引き金を引けば相手が死ぬ』と教えている様なものだ。


　間違ってはいないが、これだけでは銃口を迂う闊かつに覗のぞき込んで自分の頭を吹ふっ飛ばす者が大量に出てくるだろう。銃そのものの脅きよう威いはおろか、安全装置のかけ方も知らない子供に弾だん薬やくを装そう塡てんした拳けん銃じゆうを与あたえるのに等しい。


　だが──だからこそこの〈黒本〉の中の魔法にはひどく『お手軽』な印象がある。


「この本が元もと々もとそういう傾けい向こうのあった奴やつの後あと押おしをしてしまうって事か？」


　駄だ目めと言われればやってみたくなる──これはごくごく自然な感情ではある。ましてそれが手て軽がるに実じつ践せんできるものであるのなら、尚なお更さらの事だ。


「多た分ぶんね」


「失業は当分先の事だな」


　そう言って──レイオットは肩を竦すくめた。





　　　　●　　●　　●





「サリヴァン。おい、エリック・サリヴァン」


　一瞬──顔を上げるのが遅おくれた。


　まだ母方の姓せいで呼ばれる事には慣なれていない。トムスンという姓せいには過か敏びんな位に意識が反はん応のうするものの、サリヴァンと呼ばれてそれが自分の事だと理解するのに一瞬の間がどうしても空あいてしまう。恐らく他人から見れば気き付づかない程度の小さな間ではあろうが。


「呼よばれてるぜ」


　時じ刻こくは昼休みである。


　エリックが顔を上げるとそこには同級生の少年が一人立っていた。まだこの高校に転校してきて日の浅いエリックは同級生の名前を完全に覚おぼえきってはいないのだが──この少年の名前はきちんと記憶していた。確かフレッド・クラプトンという名前だ。中ちゆう肉にく中ちゆう背ぜいで髪かみも眼めも黒──あまり特とく徴ちようの無い外がい見けんだが、確かこの学級では唯ゆい一いつの留りゆう年ねん生せいという事で目立っているのである。もっとも脳天気なのか何なのか本人はあまり気にした様子も無いのだが。


「呼ばれてる？　誰に？」


「二年生の女子」


　フレッドは親おや指ゆびを立てて肩かた越ごしに教室の出入り口を指す。


　そこには扉に隠かくれる様にして立っている女生徒の制服が見えた。確かにスカートの裾すそを見ると飾かざり線が二本──二年生だ。


「…………」


　エリックは眉まゆを顰ひそめた。


　昨日の女生徒達が何か嫌いやがらせにでも来たのだろうか。殊こと更さらに名乗ってはいない筈だが、同じ学校なのだから、調べればすぐにでも彼の名前は分かるだろう。


「なんだかやけに思い詰つめた様な感じだったぜ。告こく白はくでもしに来たんじゃねえの？」


　にやにやと笑いながらフレッドが言う。


「それなら嬉うれしいけどね」


　苦く笑しようでそう応じてエリックは食べかけていたサンドイッチを購こう買ばい部ぶの袋に戻した。


「お前ってえらく冷さめてるのな」


「苦労したからね」


　平へい然ぜんとしているエリックがつまらなかったのか──少し不思議そうな表情でフレッドは言う。彼にしてみれば、わざわざ上級生の女子が思い詰つめた様子で訪たずねてくるという状況は、まず恋愛がらみの期待をしてしまうものらしい。何でもかんでも色いろ恋こい沙ざ汰たに結びつけるのはエリックに言わせれば下げ衆すの勘かんぐりというものだが……不思議とこの少年が言うと嫌いやらしく見えなかった。


　実のところエリックは同じ学生には異い性せいとしても友人としても興きよう味みが無かった。


　彼は一度自分を包つつむ日常が崩ほう壊かいしてゆく様を見ている。それが如い何かに脆ぜい弱じやくで欺ぎ瞞まんに満みちたものであるかという事を知っている。学校生活などというものはその最たるものだ。


　友達を自じ認にんしていた連中はある日を境さかいに他人になった。


　同級生達は彼を無視するかあるいは汚お物ぶつの様に扱った。


　当然の様にそこにあると思っていた自分と他人との関係は一瞬の内に消滅した。


　だからこそ……彼の眼めには学生同士の『社会』は虚きよ飾しよくに満ちた児戯ママゴトの様にしか映うつらない。往おう々おうにして学生はそこが世界の全てであるかの様に勘かん違ちがいしてしまうが、学校生活は社会の縮しゆく図ずではあっても社会そのものではない。より大きな社会の中で便べん宜ぎ的てきに形けい成せいされた仮かり初そめの場所でしかない。


　此こ処こでは全すべて幼よう稚ちな真ま似ね事ごとでしかない──エリックにはそんな風に思える。


　虐めにしても現実社会における差さ別べつや迫はく害がいの真似事であるのと同様、この狭せまい世界で恋や愛を語るのも、形を真似て雰ふん囲い気きを味わうだけの『ごっこ』にしか見えない。


「俺おれがエリック・サリヴァンですけど──」


　立ち上がって出入り口に向かいながらそう声を掛かける。


　振ふり返ったのは、昨日図書室で同級生に囲かこまれていた女生徒だった。気き弱よわそうではある癖くせに何処か鈍にぶいというか──危き機き感かんが無なく焦しよう点てんが合っていない様な蒼あおい瞳ひとみが印象に残っていたので、すぐに分かった。


「昨日きのうの──」


　言いかけてエリックは姿勢を正ただすと、頭を下げた。


「本当にすいませんでした、先せん輩ぱい。出で過すぎた真似をしたと思っています」


「──え？」


　女生徒は少し驚おどろいた様な表情で眼めを瞬しばたたかせる。やはりエリックが謝あやまった事の意味が理解できていない──そんな風ふ情ぜいだ。


「俺も前の学校では似たような事をされた事があって。ついカッとなって余よ計けいな口出しをしてしまいました。でも第三者がああいう介かい入にゆうをすると、かえってこじれる事が多いというのも知っています」


　エリックは単に他人を押さえ付けて悦えつに入っている連中が気に入らなかっただけだ。正直に言えば別にこの女生徒を気き遣づかってとった行動ではない。もしこの女生徒の為を思うのならば、むしろあの虐いじめる側の女生徒達を挑ちよう発はつする様な言動はすべきではなかったのだ。


「あ……いえ。その──」


　女生徒は困こん惑わくした様な表情で視線を彷徨さまよわせていたが──


「いつもの事……だから」


　俯うつむいてぼそぼそとした口調で女生徒は言う。


　エリックは思わず憤ふん然ぜんと口を開きかけたが──それこそ余よ計けいなお世話だろう。


　ああした程度の低い『虐め』は無視を決め込めば自然と消える事が多いのをエリックは知っている。だがいくら学生のやる事でたかが知れているとはいえ、自然消滅を待って無視を続けるだけの気力を絞しぼり出すのは並なみ大たい抵ていの事ではない。


「あ──あの、私、ファネット・ダウランド」


　女生徒がふと想おもい出したかの様に言う。


「エリック・サリヴァンです──ってもう知ってますよね」


　名な指ざしで彼を訪たずねてきたのだから知らない筈が無い。


「うん……」


　気弱げな表情の中に緩ゆるんだ笑みを浮かべてファネットが頷うなずく。


　で──そこで会話が止まった。


　エリックとしてはわざわざ訪ねてきた以上はファネットが何か用よう件けんを話してくるものだと期待して待っているのだが……ファネットはただぼんやりとした表情を浮かべてエリックの顔を見つめているだけだ。


　二十秒余りの意味もない沈ちん黙もくにそろそろエリックが飽あき始めた時──


「サリヴァン君……魔法に興味あるの？」


　ファネットは唐とう突とつにそんな事を聞いてきた。


「え？　あ──まあ」


　直前までの会話からすればあまりに唐突だったのでエリックは少々驚いたが、すぐに頷うなずいた。彼が魔法関係の書籍を──無論、高校の図書室に収おさめられている以上、一般に販売される様な概がい論ろん的てきなものだが──しばしば借かり出していたのは図書室の記録を調べればすぐに分かる。厳げん密みつに言えば個人情報プライバシーの流りゆう出しゆつなのだが、こうした情報管理はやはり学校という特殊環境下ではかなり甘い。


「やっぱり……そうなんだ」


　ファネットは小さく笑った。


「それが何か……？」


「私も……興味あるから……」


　怪け訝げんそうに尋ねるエリックにそれだけを言うと、ファネットはそのまま踵きびすを返して廊ろう下かを歩き出す。


「…………？」


　話の流れがつかめずにその場に立ち尽くしているエリックを、ファネットは数歩歩いてから振り返り……そしてまた言った。


「私も興味あるから」


「はあ…………」


　ファネットが何が言いたいのかよく分からずに、曖あい昧まいに返事をするエリック。だがファネットはそれで満足したのか、今度は彼に背せを向けて歩き出すと、振り返る事も無く行ってしまった。


「……なんなんだ？」


　昨日の礼を言いに来た訳でも文句を言いに来た訳でもなさそうだ。


　改めて考えるとあのファネットという女生徒は一いつ体たい何がしたかったのかさっぱり分からない。そもそも後半からは会話が微び妙みように嚙かみ合っていない感じがした。これはただ単にエリックの察さつしが悪いだけなのか、ファネットが独ひとり善よがりなのかは分からないが──


「まさか今のあれが『告白』って訳でもないだろし」


　そんな事を呟つぶやきながらエリックは自分の席に戻ると再び袋からサンドイッチを取り出して本格的に昼ちゆう食しよくを始めた。
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　腹はらに響ひびく轟ごう音おんが射レ撃ン場ジを満たす。


　薄うすく煙けむりの尾を引きながら機関部から弾はじき出されたボトルネック型の空から薬やつ莢きようは、浅い放物線を描いてブライアン・メノ・モデラート警部の足下に落らつ下かした。


　普通のライフルの弾だん薬やくを見み慣なれた眼からすればそれは異い様ような形状ではあった。名前の通り首の部分が瓶びんの様に細くなって行く形けい状じよう──つまりは薬莢部分の径けいよりも銃じゆう弾だんの径の方が小さい──そのものは珍めずらしくないが、その先細りテーパーの掛かかり具合がかなり大きいのである。


　拳銃の弾たまよりも小さな口径の弾だん頭とうを、大たい砲ほうじみた火薬量で飛ばす──というのがこの弾薬の主しゆ旨しだ。これは初速をひたすら追求する為に作られた、いびつアンバランス極きわまりない代物であった。


　弾薬がいびつならそれを使う銃もいびつだ。


　ブライアンは視線を上げて射レ撃ン場ジの隅すみに横たわる射撃手と──そしてその男が構えている二メルトル近い長大なライフルを眺ながめた。


　此処はトリスタン第一分署──その地下である。


　分署の地下には駐車場の他に射撃場と武器弾薬の保管庫がある。そして射撃場の一番端はしにはライフルの試し射しや専用レーンが設もうけられていた。他のレーンは基本的に拳けん銃じゆうを使っての射撃訓練に使用する為、予よ備び弾だん薬やくを置く為のカウンターや各レーン毎ごとの仕し切きりが設けられているのだが、このレーンだけは何も無い。床ゆかに立ち位置を示す為のテープが貼はられているだけで、他にあるものと言えば、伏ふせ撃うちの際に使う土ど囊のうが二つ程積まれている位のものである。


　以前ＡＴＡＳＡの教きよう導どう班はん〈ジャベリン〉が派は遣けんされてきた際に、急きゆう遽きよ作られたレーンなのだが──無論、狙そ撃げき銃じゆうを本格的に照しよう準じゆん調ちよう整せいする程の距離は無いので、あくまでこの射撃場で出来るのは基本的な作動確認程度であった。


　再ふたたび轟ごう音おんがブライアンの頰ほおを叩たたく。


　彼は視線を転じてライフル試射レーンの奥を見つめた。


　大きく膨ふくれ上がった粘ねん土どの塊かたまりと──そしてその背はい後ご、灰はい色いろの液体でもぶちまけたかの様に、千ち切ぎれ飛んだ粘土の破は片へんが放射状に貼はり付いた防ぼう弾だん壁へきが見える。


「──どうだ？」


　ブライアンはもう一度眼を試射中の部下に向け直して尋たずねる。


　だが──部下は反はん応のうしない。


　部下は伏射プローンの姿し勢せいを保ほ持じして長大な対魔族用狙撃ライフル〈サンダーボルト〉を構えている。その側には十数個の空薬莢が散ちらばり、更さらには何やらメモを留めたらしいクリップボードとボールペンも置かれていた。


「…………」


　反応のない理由に気付いてブライアンはこの部下の隣となりにしゃがみ込み、その耳を覆おおっている射撃用防音器イヤ・プロテクタを指先で叩いた。


「あ──警部」


　これでようやくブライアンの存在に気付いたらしい。部下は銃から身を離し、のっそりと立ち上がって敬けい礼れいした。


　大おお柄がらな男である。ブライアンも大柄な方ではあるが──更にこの男は一回り大きい。身長二メルトル弱、体重は恐らく百キロを超こえているだろう。ただそこに立っているだけでも何か黒い岩がごろんと転ころがっているかの様な、塊かたまりの持つ重じゆう量りよう感かんと迫はく力りよくが漂ただよってくる。灰はい色いろ熊ぐまとでもまともに取っ組み合いが出来そうな体たい軀くであった。


　しかも容よう貌ぼうも身体に相応ふさわしく厳いかつい。鋼こう材ざいか何かで出来ているかの様に角かく張ばった顎あごの上に、やたらと大おお雑ざつ把ぱな造ぞう作さくの口や鼻が具そなわっている。


　これで目つきが悪ければ、誰も警官だとは思ってくれないかもしれないが──太い眉まゆの下に並ぶ茶色の双そう眸ぼうは草食動物の様な柔にゆう和わさを示していた。


　ダリル・ローエングリーン巡じゆん査さ。これまた初対面の相手にはなかなか信じて貰もらえないのだが年齢は未いまだ二十四歳──新人と呼ばれても反はん論ろん出で来きない様な若手だ。


　しかも彼は第一分署特装執行部隊ＳＥＳ要員なのだが、彼の担当ポジシヨンを聞くと大たい抵ていの者が意い外がいそうな顔をする。どうもこの体軀のせいで散さん弾だん銃じゆうを片手に扉とびらを蹴け破やぶって強きよう行こう突とつ入にゆうする前ぜん衛えい要よう員いんの印象イメージがつきまとうらしい。精密機械とも言うべき銃を操あやつり、遥はるか遠くの一点を射い抜ぬく瞬間を寡か黙もくに待ち続ける──そんな狙撃手の一般的な印象とこの岩の様な若者とは、どうにも結び付かないのだろう。


「どんな感じだ？」


「は。悪くない、です」


　ブライアンの問いにダリルは木ぼく訥とつな口調でそう答えた。


　彼は側そばに置いていたクリップボードを手にとってその記き載さいを確認しながら、一字一句確認して自みずからに言い聞かせる様な口調でゆっくりと言葉を繫つないだ。


「消費弾数二百三十五発中、作動不良は二発。不発と排はい莢きよう不ふ良りようが一度ずつ。慣ならしの段階ですし、弾薬のばらつきもありますので、何とか許ゆるせる範はん囲いだと、思います。元々機関部はサーカム社のＳＲ２５をスケールアップしたものですから、当然かもしれませんが。


〈ジャベリン〉の置いていった量産試作型に比べると、反動軽減器マズルブレーキや表面塗と装そうに改かい良りようの後が見られますが、仕し様よう書しよを見る限り、大きな変へん更こう点てんは無く、部品は全すべて互ご換かん性せいがある様です」


「細かい事はいい。で──使えそうか？」


「は。際きわ物ものではありますが、良い銃だと思います」


　そう言ってからダリルは足あし下もとの〈サンダーボルト〉に視線を落とした。


「しかし帝都警も、よくあれだけの数をトリスタンに回してくれたものだ。他では何ど処こも配はい備び数すうが要求した数字に届とどかないと聞いたが」


　ブライアンは射撃場に隣りん接せつする武器保管庫の方を眺ながめる。


　そこには専用の運うん搬ぱんケースに収おさめられた二十五挺の〈サンダーボルト〉が置かれている筈である。どういう基き準じゆんでＡＴＡＳＡが配備数を決定しているのかは分からないが、配備数が二ふた桁けたに満みたない市も多い中でこの数は異例の厚こう遇ぐうと言えた。


「警部が、粘ねばり強く何度も申しん請せいしてくださったからでは、ないのですか？」


「しつこく申請書を出したのは事実だがな──相手は帝都警だぞ。市警の人間が何を喚わめいたところで連中にその気が無ければ無む視しされるだけだ。トリスタンの現状を見て考こう慮りよしてくれたのか、あるいは──」


　ブライアンは短く刈り込んだ顎あご髭ひげを指先でいじりながら言った。


「ひょっとしたら『詫わび』の積つもりか……？」


　脳のう裏りに浮かぶのは〈ジャベリン〉の班長であったマックス・キント警視の顔だ。


　あのＡＴＡＳＡの狙そ撃げき手しゆは半なかば狂信的な部分があったが──その一方で妙みように几き帳ちよう面めんというか律りち儀ぎというか、あの男なりの筋すじを通す様な部分があった。数百分の一インチの狂くるいで成せい否ひの分かれる超ちよう精せい密みつ機き械かいを扱あつかう者としてはある意味当然の性格なのかもしれない。


　もしあの男が〈サンダーボルト〉の各地方警察への貸たい与よに関して多少なりとも嚙かんでいるのならば、この優ゆう遇ぐう処しよ置ちは、ブライアンやトリスタン市にかけた迷惑に対する彼なりの『落とし前』なのかもしれなかった。


「詫び、ですか？」


「いや──ふとそう思っただけだ。忘れてくれ。根こん拠きよの無い推すい測そくに過ぎん」


「了りよう解かいです」


　至し極ごく真ま面じ目めな仕し草ぐさで頷うなずくダリル。


　一見すると魯ろ鈍どんそうに見える仕草が多いが──実はこの大おお柄がらな狙撃手が相そう当とうな読書家である事をブライアンは知っている。学がく歴れきこそ高くないが、そこらの大学出よりも遥はるかに知識量は多く、物事に対する洞どう察さつ力りよくも深い。


「部ぶ隊たい編へん制せいの方は、どうなりましたか？」


「明日にでも正式な人事が発表される筈だ。俺自身は例のモールド密みつ造ぞう組そ織しき摘てき発はつの一件で降こう格かくも覚かく悟ごしていたんだがな──一応は以前打だ診しんのあったままで行くらしい。部隊の正式名称はＳＳＳスリーエスになるそうだ。特装スペシヤル・狙撃スナイピング・部隊スカツド。第一から第五までの分ぶん隊たいを確かく保ほ、第一と第二分隊の構成員は専せん従じゆうになる」


「専従──ですか」


　基本的にトリスタン市警の特とく装そう執しつ行こう部ぶ隊たいＳＥＳは一般警官の中から射撃や格かく闘とう技ぎで優秀な訓練成績を収おさめている者を選せん抜ばつし、その資し格かくを与あたえている。常にＳＥＳという部隊がある訳ではなく、非常時にＳＥＳ隊員資格を持った者が呼こ集しゆうされてＳＥＳという部隊を構成するのである。


　だがこの方式は予算や人員を削さく減げんできる利り点てんはあるものの、非常時に即そく応おうしにくい。それぞれの職しよく務むを一いつ旦たん中ちゆう断だんして集合するだけでもそれなりに時間を食うからだ。故に魔族事件や魔法犯罪が増ぞう加かしている昨さつ今こん、第一及び第二分隊だけは交替制で常つねに待たい機きさせておく──という事らしい。特に魔族事件は時間との戦いが結果を大きく左右するからだろう。


「どんどん事態が深しん刻こく化かしている気が、します」


「確かにな。せめて〈シェル〉だけでも全て回収できればいいんだろうが……最近は〈シェル〉の模造品まで出で回まわる始末だ」


　ブライアンは吐はき捨てる様に言った。


　状況は悪い方向へとばかり転ころがってゆく。


　無論、警察や魔法管理局もそれを食い止めようとはしているし、〈サンダーボルト〉の配備やＳＳＳの設立などはそうした努力の結果だろう。だが正直なところブライアンの眼からみれば焼け石に水といった印象は否いなめない。


　魔族を使ったテロリズム。


　各種魔法士達の事故率の増加。


　戦術魔法士の死亡率増加による慢まん性せい的てきな不ふ足そく。


　若年層を中心に浸しん透とうしてゆく密みつ造ぞうモールドや〈黒本〉。


　ランパル真教等に代表される魔法行使を教義に組み込んだ宗教の発生……


　このまま状況の悪化が続けば、必ずそう遠くない未来に破は綻たんが始まるだろう。


（まるで誰かがそうし向けているかの様に──）


　ブライアンは暗あん澹たんたる想おもいで考える。


　十年以上も警官として犯はん罪ざいの現場と向き合ってきたブライアンの感覚からすればあまりにも今の状況は不自然に感じられた。幾いくつもの偶ぐう然ぜんが絡からみ合って事じ態たいが悪化する事は珍めずらしくないが──あまりにもその絡み具合に無む駄だが無い。


（考え過ぎか？　だが……もしそうでないとしたら）


　もしこれが人じん為い的てきなものであるのだとしたら。


　誰だれが何の目的でこんな事をしているのか。


　破綻とは即すなわち魔族の発生量が駆く逐ちく量りようを上うわ回まわるという事である。魔族は局きよく地ち災さい害がいと認にん定ていされている事からも分かるようにたった一体でも街まちを滅め茶ちや苦く茶ちやにしてしまうだけの力を持っている。ましてその個体が運悪く〈魔王ルシフエル〉級にまで成長してしまえば国を──あるいは人類社会そのものを脅おびやかす程の怪物となる。それは〈イエルネフェルト事変〉の再さい来らいだ。そうなればこの街は住民ごと爆ばく撃げきで焼き滅ほろぼされるだろう。そして恐おそろしい事にそれでも確実に〈魔王〉級が倒せるという保証は何処にも無いのだ。


　そもそも──〈魔王〉級とは歴史上最も強大とされている魔族というだけの事である。それ以上に魔族が成長しないという根こん拠きよは何も無い。


　下へ手たをすれば、破綻の日とは──人類社会が終わる日でもあるかもしれないのだ。


　誰も得をしない。何も得るものがない。


　では何の為に…………？


（世界を滅ほろぼしたがっている奴が居るのか？　それとも──）


　自分の様な俗ぞく物ぶつには見えない目的でもあるのか。


「──警部？」


　黙だまり込んで顔をしかめるブライアンにダリルが怪け訝げんそうな表情を向ける。


「すまん、ちょっと考え事をな」


「差し出がましい様ですが、一度休きゆう暇かを取られてはいかがでしょうか？　小官には警部がかなり疲れておいでの様に、見えます」


「ふむ」


　確かにそうかもしれない。


　絶望にも似た閉へい塞そく感かんに首までどっぷり浸つかっていると、どうしても考え方が暗くなってくる。このままでは精神的に辛つらいのは眼に見えていた。ましてＳＳＳは立ち上がったばかりだ。隊員の習熟訓練や事務手続きだの何だのも含めて、これから益ます々ます忙しくなるのは眼に見えている。


「まあ──考えておく。忠告に感謝する」


「いえ。出で過すぎた真ま似ねを、お許しください」


　そう言ってダリルは実直な仕し草ぐさで敬礼した。
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　その後もファネット・ダウランドはしばしばエリックを訪たずねてくる様になった。


　去さり際ぎわの言葉通り彼女は魔法や魔法士について興味がある様だった。


　彼女とはあくまで学校の休み時間に少し会ったりする位くらいで、そう細かい話をした訳ではないが──少なくともファネットは魔法に関して平均的な学生以上の知識を持ってはいる様だった。


　ただし──


（似て異ことなる──か）


　何度か話をする内にエリックは自分とファネットの魔法に対する興味の持ち方が異なるという事に気付いていた。


　エリックの興味は基本的に魔法そのものではない。


　彼は父と同じ職業に就つこうとしただけで──その職業が医い療りよう系けい魔ま法ほう士しだっただけの事である。無論、通常の医師との違い、魔ま法ほう士しというものの社会的立場、魔法士に出来る事と出来ない事、そういった諸もろ々もろの知識には興味があったが、それ以上のものではない。


　言ってみればエリックは目的の為にそれが必要だから学まなんでいるだけの事だ。


　だが……どうもファネットは違うらしい。


「……この人……知ってる？」


　何度目かに会った時──たまたま学内食堂であった事もあり、エリックはファネットと同じテーブルで昼食を採とっていた。


　その際に彼女は一冊の本を取り出して見せたのである。


　月刊誌『ＡＧＥ』だ。


　名前の通り『時代』を読み解とく為の総合情報誌──というのが売り文句で、政治経済から若者風ふう俗ぞくまで広い分野を網もう羅らする雑誌である。中学生や高校生には少々堅かたくて難むずかしい内容が多いが、その分、正確な取しゆ材ざいと多た角かく的てきな論ろん評ぴようには定評がある。世論に大きな影えい響きようを与える事も多いアルマデウス帝国マスコミ業界の『顔』だ。実をいえばエリックの父親も定期購読していたので、その表紙を飾る題ロ字ゴには見み覚おぼえがあった。


　だが──彼女が差し出したのは最新号ではない。よく見れば二年以上前の号だ。


　そしてその表紙には一人の女性が写うつっている。


　エリックがその女性を見てまず抱いだいた感想はごくごく素直なものだった。


（綺き麗れいな人だな──）


　あまり化粧をしている様にも見えず、白金色プラチナブロンドの髪も少年の様に短めに整えている為、一見すれば中性的な印象を受けるが──それ故ゆえにこそ誤ご魔ま化かしの無い素顔としての美しさが目立つ。華はなやかだが派は手でではなく艶あでやかだが淫いん靡びではない。清せい潔けつ感かんのあるその姿は性別を超こえた魅み力りよくを放っていた。


「フィリシス・ムーグ戦術魔法士タクテイカル・ソーサリスト……凄すごいでしょ……」


「戦術魔法士……？」


　その言葉と同時にエリックの脳のう裏りに浮うかんだのは、丸レンズのサングラスを鼻の頭に引っかけ、何ど処こか気け怠だるい表情をした青年の顔だった。


　父親が医療魔法士という事もあって、魔法士そのものにはあまり偏へん見けんを持っていないエリックではあるが……戦術魔法士となると初めて会った相手が相手だけに、皆みんながああした雰ふん囲い気きなのだと思い込んでいた。


　まあ、あのレイオット・スタインバーグという男は無む資し格かくの戦術魔法士なので、むしろ正規の資格を持った戦術魔法士から見れば異い端たん者しやなのだろうが──


「そう……この女ひ性と、一流の戦術魔法士なの。警察がね……何十人何百人かかっても倒たおせない様な魔族を……たった一人で倒しちゃうのよ。しかもね……トリスタン市に住んでるのよ。それに実家が貿易会社やってるから、物もの凄すごいお金持ちで……」


「……はあ」


　普ふ段だんに比べるとやたらと饒じよう舌ぜつになって喋しやべり始めたファネットをエリックは少し驚おどろいて見つめた。いつもいつも何処か抜ぬけているというか、ぽつりぽつりと言葉を緩かん慢まんに漏もらす様な感じで喋しやべるこの少女が、今は何やら妙に勢いきおい込んで話を続けている。それでも何処か間ま延のびした感じはあるが──今のファネットは少し興こう奮ふん気ぎ味みで、口が逸はやる気持ちに追いついていない様な印象があった。


　内ない向こう的てきな人間の中には、普段無口な癖くせに自分の趣味や共通の友人の話となると、急に饒舌になる者が多いが、ファネットもどうやらそうした人種の一人らしい。


「前に家まで行った事あるけど……物凄く……大きいのよ。横よこ幅はば四メルトル位のね……門があってね……それで中には噴ふん水すいがあって……」


「え？　知り合いなんですか？」


　思わずそう尋たずねたエリックに、しかしファネットは一瞬言葉に詰まった。


「えっと……向こうは私の事は……知らないかもしれないけど……でもね……」


　話を聞いていると、どうやらファネットはこのフィリシス・ムーグという戦術魔法士の家を探さがし出して、ただ前まで行った──というだけの事らしい。噴水云々はどうやら柵さく状じようになった門もん扉ぴの間から覗のぞいて知った様だった。


　エリックの感覚からすれば少々問題がある様な気がしたが……普段ぼんやりとしているだけのファネットがやけに生き生きと嬉うれしそうに喋るので、その事に関しては口を挟はさまず、ただ黙だまって聞いてしまう。


「魔法って凄い……本当になんて言うか……あれってきっと……」


　別人の様に熱を帯おびて喋るファネットを見ながら、エリックは理解した。


　ファネットはエリックと魔法に対する見方が違うのだ。


　エリックにとってそれは修しゆう得とくすべき技ぎ能のうであり目的達成への過か程ていに過ぎないが、ファネットにとってはそれは『憧あこがれ』なのだ。別の言い方をすればそれは彼女にとって一種の趣しゆ味みなのである。


　だから……彼女と話していても色々な魔法や魔法士の話は出てきても、そこへと至る道どう程ていについての話わ題だいは全く出てこない。例えば魔法士になる為の試験やその為の勉強方法といった事に関しては殆ほとんど触ふれないのだ。


「凄いね……格かつ好こう良いね……」


　そんな事を言いながらファネットは『ＡＧＥ』のフィリシス・ムーグに対するインタビュー記事のページを開く。そこには数枚のフィリシス・ムーグの写真と一緒に、白と紫むらさきに彩いろどられた戦術魔法士の鎧よろい──タクティカル・モールドの写真が載っていた。


「……そうですね」


　相あい槌づちを打ちながらもエリックは何処か困こん惑わくする気持ちがある。


　彼にはそのタクティカル・モールドの写真が格好良い様には到とう底てい見えなかった。父を戦術魔法士に殺されたという経緯が彼にそう見せているのかもしれないが──それはエリックにとっては冷たく窮きゆう屈くつな、文字通りの拘束服ストレイトジヤケツトにしか見えなかった。


　そして──


「じゃあ……またね」


　結局──昼休みの間ずっとファネットはフィリシス・ムーグという戦術魔法士の事や魔法の『凄すごさ』について語り続け、予よ鈴れいと共に自分の教室へと戻っていった。


「……まあいいか」


　何処か嚙かみ合っていない感じは相変わらず拭ぬぐえない。


　だがエリックはさすがにファネットにその事を指し摘てきする気にはなれなかった。虐いじめられっ子のファネットが、魔法について語っている瞬しゆん間かんだけはごくごく普通の少女の様ような明るい顔をする。きっと魔法に興味を持っている『仲間』を見つけて嬉うれしいのだろう。自分の感じている違い和わ感かんを告つげてしまうのは、そんな彼女を否定して突つき放はなしてしまう事の様に思えたのだ。


　別に今のところは特に不ふ都つ合ごうもない。


　それに──


『これから出てくるであろう、貴方あなたと同じ立場の人達を、本当に理解して、護まもってあげられるのは──貴方だけでしょう!?』


　そんな言葉を彼は思い出す。


　実のところ彼女の言う『同じ立場の人達』とは魔族化した魔法士の遺族という意味ではあるだろう。だが──理り不ふ尽じんさに晒さらされて苦しんでいる者という意味ではファネットも同じだ。


　事が『虐いじめ』だけに抜ばつ本ぽん的てきな解決策など無いが、せめて彼女が自分と話す事で少しでも気持ちが晴はれるのならば、それに付き合う位くらいは悪くなかろう。


　そんな事をエリックは思いながら自分も教室へ戻もどるべく立ち上がる。


　だが──


　自分のそんな曖あい昧まいな態度が後のちに起こる悲劇の一いち因いんとなっている事を、当然ながらまだ彼は知らなかった。
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　ぱしゃぱしゃと軽けい快かいな機き械かい音おんが居い間まに響ひびく。


　レイオットは暇ひま潰つぶしにと買ってきたジグソーパズルのピース群から顔を上げて音のする方向に眼を向ける。そこには真ま新あたらしいタイプライターの前に座すわってキーを叩たたき続けるカペルテータの姿が在あった。


　何を思ったのか──最近、彼女はタイプライターで日記を付つけている。


　元々何を考えているかよく分からない少女ではあるのだが……逆ぎやくにそんな彼女が日記を付けるなどという、平凡と言えばこれ以上は無いという位に平凡極きわまりない行こう為いを始めると、逆に深しん遠えんな意味でもそこに在る様に見えてしまうから不思議だ。


　もっとも普通の少女ならタイプライターなどで打ったりせずに、きちんと専用として売られている日記帳に肉にく筆ひつで書きつづったりするものなのだろうが──わざわざタイプライターを使うところが変といえば変ではある。しかも大たい抵ていの者は──特に少女となれば日記を他人に読まれるのを嫌きらうのが普通だろうが、カペルテータの場合は普通にタイプして印いん字じすると、それをタイプライターの横の紙入れに綴とじ込んでそのまま……なのである。その気になればいつでもレイオットはそれを盗ぬすみ見する事が出来るだろう。


　カペルテータがどんな内容の日記を付けているのか。


　興きよう味みが無い訳ではなかったが、わざわざ覗のぞく気もレイオットはなかった。同居人とはいえやはりそれは越えつ権けん行こう為いというものだろう。


　ただし──


「えらく熱心だな」


　ふとそんな風に声を掛かける。


　実のところ同じ家に住んではいるが、レイオットとカペルテータが交かわす言葉数はそう多くない。お互いあまり饒じよう舌ぜつではないし、そもそも互いの間に横よこたわる沈ちん黙もくをいちいち気に病やむ程ほど、繊せん細さいな神しん経けいはしていない。極きよく端たんな話──別に用がなければ二人共一日中一言も発しない事さえある。


　だがさすがに同じ居い間まで四六時中ぱしゃぱしゃと何やらカペルテータが日記を付けているのを見ていると、妙に耳に付く。うるさいという程ではないのだが、何か意味もなく急せかされている様な気がして落ち着かないのだ。


「よく飽あきないもんだ」


「…………」


　ふとカペルテータはタイプを打つ手を止めて振り返る。


　この少女に限って揶や揄ゆされるような台詞せりふに怒おこったという訳でもあるまい。カペルテータは黙だまってレイオットを眺ながめ──そして言った。


「飽きるとか飽きないとかで止めるものではないと思います」


「ご立りつ派ぱ」


　肩を竦すくめて言うレイオット。


「ま──手に職を付ける事にも繫つながるしな。案外小説家なんて向いてるかもな、おまえ」


「無理だと思います」


　あっさりそう言うカペルテータ。


「やってみないと分からんだろう。俺が失業したらしばらく養やしなってくれ」


「…………」


　眼を瞬しばたたかせてカペルテータがレイオットを眺ながめる。


「どうした？」


「……いえ」


　そう言ってカペルテータはレイオットに背を向けて、タイプライターの上に再び両手を置く。だがキーを叩たたくのでもなく彼女はそのままじっとしていた。


「カペル？」


「──レイオットの希望には添そえないと思います」


　ふと想い出したかの様に言葉を付つけ加えてきた。


「記き録ろくの為の文章と、他人に娯ご楽らくを提てい供きようする媒ばい体たいとして使われる文章とは別のものだと思われますから」


「そういうものかね。ジャックなんぞは車の性ス能ペ諸ツ元ク表見てるだけで楽しめるみたいだが」


「日記は他た者しやに見せる為のものではなく、個人的な記録です。故ゆえにこれを十年続けても職業として金銭を獲かく得とくできる文章技術の習しゆう得とくにはならないかと思います」


「ふむ……やっぱ才能が必要か？」


「目的意識の違ちがいだと思います」


　話が終わらないと思ったのか、再ふたたびカペルテータはレイオットに向き直る。


　考えてみればこう長々と会話を繫つなぐのは何日ぶりだろうか──思春期の子の居る家庭や倦けん怠たい期きの夫婦でもあるまいし、別に会話が無くてもレイオットは困こまりもしないが、こうして他た愛あいない話をするのも、たまには悪くない。


「目的意識？」


「技術とは目的実現のための手段ですから、目的が異なれば必要とされる技術にも差が出ると思います」


「目的ね……」


　ふと──レイオットは思う。


　カペルテータの目的とは一体何なのか。


　彼女がレイオットの側に居る事は目的達成の為の手段である筈なのだ。当初は自分の親を殺した彼に対する復ふく讐しゆうが目的なのかとも思ったのだが、これはカペルテータ本人が否定している。


　目的が帰き納のう的てきに必要とされる手段を選せん別べつするのだとしたら、カペルテータはレイオットの側そばに居る事でしか成なし得えない何かを求めている事になる。


　それは一体なんなのだろうか。


「まあ──世の中には目的と手段がごっちゃになって自分でも何やってるのか分からない奴も多いみたいだが」


　自じ嘲ちよう的てきな意味も含めてそんな事を呟つぶやいていると──


「スタインバーグさん！」


　庭の方から呼よび声が聞こえる。


　立ち上がってレイオットが庭に面した硝子ガラス戸どを開あけると、丁ちよう度ど、建物を回まわり込んで中年女性が一人何やら箱はこを抱かかえて歩いてくる様子が見えた。


　隣りん家かの主婦──エレナ・シェリングである。


「ああ──シェリングさん、どうも」


　レイオットは軽かるく頭あたまを下げて一礼した。


「呼よび鈴りん鳴らしても出てこないから勝手に回らせて貰もらったよ」


　そう言ってエレナは笑う。


　週に一度の契けい約やくで掃そう除じに来てもらう様になって既すでに四年以上になる。彼女にしてみれば勝手知ったる他人の家だ。今日の様に呼び鈴の音にレイオット達が気付かない場合は躊ちゆう躇ちよ無なく庭にわ側がわに回り込んで直接呼び掛けてくる。厳げん密みつに言えば住じゆう居きよ侵しん入にゆうだが──レイオットも細かい事を気にする気タ質チではなかった。


　ただし今日は掃そう除じの日ではない。彼女の来らい訪ほうには別な用よう件けんが絡からんでいる筈だ。


「どうしました？」


　居間にはあがろうとせず、何故か箱を抱えたままの主婦を少しよう々しよう怪け訝げんに思いながらも、レイオットはそう声を掛けた。


「ああ。これ──カペちゃんにどうかなと思って」


　そう言ってエレナは地面に箱を置く。


　自分の名前が呼ばれたのに気付いてか、カペルテータはタイプライターの前から立ち上がってレイオットの隣となりにやってきた。


「なんです？」


「開けて御ご覧らんなさいな」


　尋たずねるレイオットに、珍しく悪戯いたずらっぽい表情でエレナが言ってくる。


　レイオットは手を伸ばし掛かけ──そして引っ込めた。


「どうぞ──御お嬢じよう様さま」


　言ってカペルテータを促うながす。


　彼女が黙だまってその箱の蓋ふたに手を掛かけたその瞬間──


　……みぃあ。


　箱の中から聞こえる細く高い音にカペルテータは手を止めた。


「…………」


「シェリングさん──」


　瞬間的にレイオットはそれで箱の中身が何なのか分かった様な気がして、エレナに非ひ難なんがましい眼を向ける。だが隣りん家かの主しゆ婦ふは何ら悪びれる様子も無く堂どう々どうと朗ほがらかな笑顔を浮かべていた。


「カペちゃんの情じよう操そう教きよう育いくに良いと思うよ？」


　カペルテータはＣＳＡであり、それら〈半魔族ハーフ・ブルート〉の中でも更さらに数すう奇きな運命の下に生まれている。この紅あかい眼の少女の人じん格かく形けい成せいに関しては情操教育云々などという生なま易やさしい世界の話でもないし、カペルテータの言げん動どうを見ていれば、その程度はエレナも気き付づいてはいる筈なのだが──こうした態たい度どを見ていると彼女にとってカペルテータはそこらの子供と大たい差さないらしい。


「生き物はちょっと──」


「鉢はち植うえだって生き物さね」


　彼女が持ち込んだ鉢植えはカペルテータが水と肥ひ料りようを欠かかさないせいか、立りつ派ぱに成せい長ちようしている。先日も何やらカペルテータが新しい大きな鉢に植え替えをしているのをレイオットは見かけたばかりだ。


「そりゃそうですが、動物は──」


　そんな会話を交かわしているレイオット達の隣となりで、しばしカペルテータは硬こう直ちよくしたかの様ようにその箱はこをじっと眺ながめていたが──


「…………」


　ようやく意を決けつしたのか、彼女は箱を開あけた。


　中に居たのは──無論レイオットの想像通りのものであった。


　小さな小さな猫が一匹。


　仔こ猫ねこだ。生後二週間──といったところか。何にしても生まれてそう時間が経たっていないのだろう。眼めは開あいている様だが、何ど処こかまだ腰が据すわっていないというか……もぞもぞと動きはするのだが、その仕し草ぐさが妙みように弱よわ々よわしい。


　色は黒い。闇やみを押おし固かためて作ったかの様な体たい毛もうに包つつまれている。だが、それが特とく徴ちようとでも言わんばかりに、脚あしの先さき辺あたりだけが靴くつ下したをはいているかの様に白くなっていた。


　──みぃあ。
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　猫はその金きん色いろの双そう眸ぼうでカペルテータを見つめて短く啼ないた。


「なかなか美び猫じんだろ？」


　エレナが自じ慢まんげに言ってくる。


「うーん……しかし猫は……」


「犬の方が良かったかい？」


「いや。そういう意味ではなくてですね。俺、動物飼かった事無いですよ。猫みたいなのなら一匹勝手に居い着ついてますが」


「別にあんたに飼かえとは言ってないじゃない。カペちゃんに持ってきたんだから」


「屁へ理り屈くつですよ、そりゃ。でもどうしたんです、こんなの？」


　毛け並なみからすれば野の良ら猫ねこを拾ひろってきたという訳わけでも無さそうだ。保ほ温おんの為か箱の中に入れられているタオルもまだ真ま新あたらしそうに見える。


「実は友達の家で生まれたんだけどさ──もう四匹もいるんだよ、そこ。飼いきれないし、出来れば里さと親おやを見つけて欲しいって言われてね。まあカペちゃんが興味無いならまた別の人探さがすけどさ」


　そう言ってエレナは苦く笑しようする。


　で──当のカペルテータはというと、その紅あかい瞳ひとみでじっと猫ねこを眺ながめていた。


　仔こ猫ねこの愛あいらしさに魅み入いられている、という訳ではなさそうだった。ごく普通の少女ならば相そう好ごうを崩くずして触さわろうと手を伸のばすところだろうが、カペルテータはただ何やら理り解かい不ふ能のうの物体を観かん察さつするかの様な眼めでじっと黒猫を眺めている。


　猫は猫で何やら思うところでもあるのか──これまた啼なく事も無くカペルテータをその金色の瞳で眺め続けている。


　レイオットとエレナは無言でカペルテータの反はん応のうを待った。


　妙に張りつめた空気の中で時計の針はりだけが回ってゆく。


　そしてそのまま──五分が経過した。


「…………」


　放っておくと日が暮くれそうな気がしたので、レイオットは短く溜ため息いきをつくとカペルテータの頭に手を置いた。


「で──どうするよ？」


「……あ」


　眼を瞬かせてカペルテータはレイオットを見上げた。


「飼かいたいのか？　おまえが世話をするんなら俺おれはまあ──構かまわないが」


「……どうでしょうか」


　カペルテータは小さく首を傾かしげて言った。


　この少女にしては珍めずらしく自分では判はん断だんしかねている様子である。


「飼った方がいいのでしょうか……」


「猫が嫌きらいならやめとけ。生き物が飼いたいなら別に猫でなくても犬いぬだの兎うさぎだの皇こう帝ていペンギンだの、色々選せん択たく肢しはあるだろ」


「まあ一日置いていくからそれで決めてくれてもいいよ」


　エレナが言う。


「……考えてみます」


　再びじっと黒くろ猫ねこと見つめ合いながらカペルテータはそう言った。
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　校庭から教室に戻ってくると──制せい服ふくが無かった。


　幸い体育の授じゆ業ぎようは四限目だったので、体操着を着たまま授業を受けるのは昼食以後の五限目と六限目だけで済すんだ。制服そのものは昼休みの間に見つかったが、ズタズタに引き裂かれた上で男子トイレの便べん器きの中に沈められていたのである。無論──たとえ引き裂かれていなかったにしてもそれを乾かわかして着る事が出来る程、ファネットも無神経ではなかったが。


　犯人の想像はつく。


　あの黒髪の同級生シリエラ・オブレハトとその取とり巻まき達の差さし金がねだろう。


　だが証しよう拠こは無い。そもそも実行犯が彼女等であるかどうかも定さだかではない。同じ学年に居いる者なら男女の区別無く誰だれでもやりそうだ。教師でさえ信用は出来ない。


　一年の教室に──エリックの所に通い出してからしばらくは目立った嫌いやがらせを受ける事も無かったのだが、どうやらシリエラ達の言う『教育』は再さい開かいされたらしい。


　授業中も休み時間も、同級生や生徒がちらりちらりと向けてくる奇異の視線が痛い。


　ファネットは休み時間も席を立つ事こと無なく、ただ頑かたくなに席に座すわり続つづけていた。


　何処かで誰かの笑い声がすると、それが自分を嘲あざけるものの様に聞こえた。


　何処かで誰かの叫び声がすると、それは自分を罵ののしるものの様に聞こえた。


　日常風景の隙すき間まに潜む悪あく意い。


　直接的に顕あらわれない分──それは疑ぎ心しん暗あん鬼きを誘いざなう。何なに気げない出来事の一つ一つが自分に対する悪あく意いや嘲ちよう笑しようを含ふくんでいる様に見えてくる。気を許ゆるせば風や光さえも──森しん羅ら万ばん象しよう、世界全体が自分を嫌きらっているかの様に思えてきて、狂くるおしい絶望感に身み悶もだえしたくなる。


（どうして私が。何も悪くないのに）


　そんな事をファネットは思う。


（私、何もしてないのに）


　どうして皆みんなは自分に酷ひどい事をするのだろう。自分は何も悪い事はしていない。


　自分はこんなにも大人おとなしくて優やさしい性格なのにどうして皆は目の敵かたきにするのだろう。


　あんな意い地じの悪い子達よりも私の方がずっといい人間なのに。誰からも愛されて当然なのに。あの子達よりも自分はもっと大たい切せつにされるべきなのに。


　なのに自分は酷ひどい事をされている。され続けている。


　どうしようもない。


　この状況を打だ開かいするだけの力はファネットには無い。少なくとも無いと彼女は考えていた。原因が分からないのだからどうしようもない。


　閉へい塞そく感かんだけが彼女を苛さいなむ。


　だが──


「──ダウランド」


　呼ばれて立ち止まる。


　思わず身が震ふるえた。誰かに見られている。誰かが自分を見ている。きっと奇き異いなものを眺ながめる視線で──


「ファネット・ダウランド」


「……は……い」


　ファネットが振ふり返ると怪け訝げんそうな表情を浮かべて校門の側に教師が一人立っていた。


「なんだその格かつ好こうは？」


　担任でもない教師は事情を知らないのだろう。そして──そんな彼の眼に体たい操そう服ふく姿すがたに鞄かばんを提さげて下校しようとするファネットの姿はかなり異い様ように映ったに違いない。


「制せい服ふくはどうした？」


「…………」


　ここで不ぶ器き用ようなファネットは上う手まく事情を説明できない。


　自分の制服がどうなったのか。何をされたのか。元々口くち下べ手たである事に加くわえて、それらの事実をいちいち言葉にして想い出すだけで辛つらい。自分に向けられた悪あく意いの影かげがいつまでも自分に纏まとわり付いている様で──


「よ……」


「ああ？　はっきり喋しやべりなさい、ダウランド」


　苛いら立だたしげに教師は言う。


「よ……汚よごれ……ちゃった……から……」


「──そうか」


　渾こん身しんの気き力りよくを振り絞しぼっての返事に教師はただ頷うなずいただけだった。


　ようやくファネットがいわゆる『虐いじめられっ子』である事に思い至ったのだろう。シリエラ達はたまに今回の様な『実じつ力りよく行こう使し』に出たりするので、担任でない教師でも噂うわさくらいは聞いている筈だ。


　だが所しよ詮せん、教師達も雇こ用よう者しやでしかない。彼等の殆ほとんどは生徒達の事じ情じように首を突っ込みたがらない。中ちゆう途と半はん端ぱな正義感を振ふりかざして生徒を追い詰つめると逆ぎやくに『狩か』られてしまう事さえあると彼等は知っているからだ。


　以前──化学担当の教師が女生徒の一人に性的な暴ぼう行こう未み遂すいを働いたという事で懲ちよう戒かい免めん職しよくになった事がある。


　実際には『質問がある』とその教師を放課後の教室に呼び出したその女生徒が、自みずから服を破やぶいて悲鳴を上げ、予あらかじめ近くに待たい機きしていた仲間の女生徒が『目もく撃げき者しや』として駆かけ付つけただけの事らしい。陰いん謀ぼうと呼ぶのも恥ずかしい程の稚ち拙せつな罠わなだが──それだけに、はまるとどうしようもない。真実を証明する手しゆ段だんも無いままに彼は多くの父ふ兄けいから『教師の面つら汚よごし』と罵ののしられて学まなび舎やを追われた。


　以来、教師達は適てき当とうに距離感を保たもって生徒に接せつする様ようになった。


　教師は全然当てにならない。


　しかし同級生はもっと当てにならない。


　誰だれも彼女を助けてくれない。


　だからただ黙だまって耐たえるしかないのだ。


　こんな日常から抜ぬけ出るだけの力はファネットには無い。日常に刃は向むかうだけの力も無い。小さく小さく彼女を押し潰つぶすかの様に閉塞してゆく世界の中で彼女は身動きする事も出来ず、ただ頭ず上じようから降ふり注そそぐ悪意の雨に打たれている。


　いつかきっと自分はこの悪意の中で溺おぼれ死ぬだろう。


「まあ──なんだ」


　言い訳をするような歯は切ぎれの悪い口調で教師が言う。


「気を付けて……帰りなさい」


「……はい」


　頷いてファネットは歩き出した。


　脚あしが重い。


　歩きたくない。動きたくもない。ただ消えてしまいたい。


　だがいつまでも立ち尽つくしている訳にもいかないだろう。無む理り矢や理りに脚を動かしてファネットは家いえ路じを辿たどる。家に帰ったところで楽しい事がある訳でも無いのだが。


　ふと──エリックの顔が脳のう裏りに浮かぶ。


　今日は昼休みの間制服を捜さがし回っていたので、エリックに会えなかった。放課後には彼の所に行ったのだが、もう帰った後だったらしく、その姿は無かった。


　彼だけはファネットを助けてくれた。


　彼女の狭せまい世界の中で彼だけは『味み方かた』だった。


　きっと彼は自分に好意を持ってくれているのだ──そんな風にファネットは思う。彼は他ほかの者達の様に彼女を疎うとましがらない。彼女の話をきちんと聞いてくれる。それは彼の好こう意いの表あらわれなのだとファネットは考えていた。


　なのに──


（どうして先に帰っちゃうの）


　ふとそんな不ふ満まんが彼女の心に芽め生ばえる。


　無論、それはただそれだけの事。思ってはいても口には出さない。出せない。ただ思うだけだ。その程てい度どの分別は無論、ファネットにもある。だがそれは閉塞された日常の中で悪意の雨と共に彼女の頭上から降り注ぎ、その足下にひたすら堆たい積せきしてゆく。


（私が酷ひどい目めに遭あってるかもしれない時にどうして側に居いてくれないの──）


　そんな事を考えながらファネットは独り重い脚をひきずって歩き続けた。
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　何となく口が寂さびしいというか、小こ腹ばらが空すいたので、何かつまむものは無いかと台所の棚たなを漁あさっていると──玄げん関かんの方で呼よび鈴りんが鳴った。


　レイオットはとりあえず燻製牛肉ビーフジヤーキーの袋ふくろから適てき当とうに選んだ一枚を取り出すと口にくわえて玄げん関かんに向かう。


　レイオットは男にしてはまめに料理をする方ではあるが、面めん倒どう臭くさいと感じると一週間でも二週間でも保ほ存ぞん食しよくで誤ご魔ま化かしてしまう様ないい加か減げんさの持ち主なので、スタインバーグ邸ていの台所にはこうした保存食が割わりと多めに備び蓄ちくされている。もっとも市販品を買って来るのではなくレイオットが自分で燻くん製せい機きを使って作っていたりするので、最終的にかかっている手て間まはあまり変わらないのだが。


「御お嬢じよう様さまのおいでか──しかし今日はまた遅おそかったな」


　口の端はしで肉を嚙かみながらそんな事を呟つぶやく。


　以前よりも回数は減へったものの──今もスタインバーグ邸には週に一度、定期的に労ろう務む省しよう魔ま法ほう管かん理り局きよくの二級監督官であるネリン・シモンズが訪たずねて来る。


　言うまでもなくこの定期訪問はレイオットに正せい規きの魔法士資格を取らせる為だが、最近は彼が引っ張り出される回数も増えており、今後の打ち合わせや事件の事じ後ご処しよ理りといった用件も兼かねてやって来る事が多い。


　この為、割わりとネリンは昼過ぎの早い時間に来る事が多いのだが──腕うでに巻まいた時計を確かく認にんするともう夕方の六時に近い。


　ちなみにこの時計、先日『誕生祝い』としてネリンから贈おくられた自動巻型オートマテイツクで、ベルトの代わりにブレスレットの様な金属フレームを用いた変わり種だねなのだが……珍めずらしい外がい見けんに反し、贈り主の性格をそのまま反はん映えいしているかの様に、神経質な程の正確さで時間を刻きざみ続けている。


「こんにちは」


　玄関の扉とびらを開ひらくとそんな事を言いながら立っているネリンの姿が在あった。


　まあここまでは予想通りというか、いつもの事である。


　通常ならば挨あい拶さつの次には間かん髪はつ入れず、正せい規きの資し格かくを取れだの、もっと規則正しい生活をしろだのと、小こ姑じゆうと顔かお負まけの小こ言ごとに突入するのだが──


「……こんにちは」


　ネリンの隣となりには意外な人物の姿が在った。


　エリック・サリヴァンである。


　彼は先日会った時と同様に何ど処こか気まずそうな表情を浮かべてはいるが、それでもネリンに続つづいて礼れい儀ぎ正ただしく一礼した。


「どうしたんだ──一体」


「エリック君は改あらためてきちんとお詫わびを言う為に。私は反面教師を見せる為に」


　澄すました表情でネリンが言う。


　レイオットは苦く笑しようしつつ身を引いて二人に道を譲ゆずった。


　ネリンの考えている事は大だい体たい読めた。良くも悪くも善ぜん人にん丸まる出だしな上に積極的なこの監督官は、改あらためてレイオットと会わせきちんと詫わびさせる事で、エリックの抱える問題を一つ減へらせるのではないか──と考えたのだろう。


　もしこのエリックという少年が『殺そうとして人を撃うった』という事実を未いまだ引きずっているのならば、それを帳ちよう消けしにしてやれるのは撃たれたレイオット本人だけだ。


　今まで一年近く放ほう置ちしていたのは、やはり躊躇ためらいというか恐おそれの様なものがあったからに違いない。いくら未み遂すいに終わったとはいえ、一度は殺ころすと決める程にまで憎にくんだ相手に会わせるのだから気き後おくれもして当然だ。ただ先日偶ぐう然ぜんに顔を合わせた事できっかけの様なものが出来たのだろう。


　正直言ってレイオットはもう特にこの少年に対して思う所は無ない。元より怒いかりも憎しみもそして憐あわれみさえ感じてなどいなかった。


　しかし──


（こっちはそうはいかんか）


　などとエリックの横よこ顔がおを眺ながめながらレイオットは思う。


　自分が悪い事をしたと自じ覚かくしているとしても、それと父親を殺したレイオットに対する感情とはやはり別なのだろう。その軋あつ轢れきに彼自身が戸と惑まどっているのはよく分かる。謝あやまりに来たとはいうものの──心から素す直なおに頭を下げる事は未いまだ難むずかしいに違いない。


　レイオットはとりあえず二人を居い間まに通した。


　すると──


「こんにちは」


　タイプライターを打っていた手を止めてカペルテータが立ち上がる。


「こんにちはカペちゃ──あっ!?」


　いきなり眼めを丸くしてネリンが声を上げる。


　どうやらめざとくカペルテータの側に在ある箱はこに気き付づいたらしい。言うまでもなくそこにはエレナが持ち込んできた黒い仔こ猫ねこがちょこんと座すわっている。


「うわっ、なにこれ可愛かわいい──ど、どうしたんですか、この子!?」


　一瞬で自分の来た目的など頭の中から揮き発はつさせてしまったかの様に、眼めの色を変えてネリンは箱の側そばにしゃがみ込む。その表情はレイオットも初めて見る程ほどの露ろ骨こつな緩ゆるみ方をしていた。


「いや──シェリングのおばちゃんから貰もらったんだが」


「うわっ。可愛い。本当に可愛い──うりゃっ」


　苦笑して言うレイオットの台詞が聞こえているのかいないのか──ネリンは涎よだれを垂たらさんばかりの様子で猫を眺ながめている。彼女は人差し指を伸ばして猫の鼻先に持って行くとそこでくるくると回した。


　──みぃあ。


　猫は興きよう味みを引かれた様子で短く一声啼なくと、手て袋ぶくろの様に先の辺りだけ白い小さな前まえ脚あしを伸のばし、ネリンの指を捕つかまえようとする。やはり小さくても猫は猫──元もと捕ほ食しよく型がた肉にく食しよく獣じゆうの本能が目の前で動くものを放ほう置ちさせないらしい。


「にゃー。君は男の子ですかにゃ？　女の子ですかにゃ？」


　などと言いながらネリンは指を次第に上に引き上げてゆく。すると仔猫はそれを追って頭を上げ、胸を反そらし、更には後ろ足で立ち上がり──そして、立ち上がりきれず、仰あお向むけにころん、と転ころがった。


　すかさずその腹に指ゆびを這はわせながら下腹部に目をやるネリン。


「にゃー。女の子ですかにゃー」


「…………」


「にゃー。君の御お名な前まえはなんて言うんですかにゃ……？」


「…………」


「うりゃっ。あはははは。可愛い──」


「…………」


　そこまで言ってから──


「…………えっと」


　ふと我われに返ったらしい。


　緩ゆるみまくっていた表情がいつもの頑がん固こそうな真ま顔がおに戻る。


　自分に集しゆう中ちゆうしている視し線せんにようやく気付いたのか、ネリンは何ど処こかぎくしゃくした動きで立ち上がってレイオット達を振り返った。


　レイオットは無む表ひよう情じよう。カペルテータも当然の如ごとくに無表情。


　一人エリックが何やら驚いた様な表情を浮かべて凍こおり付いている。


「いや……あのね……？」


　愛あい想そ笑わらいの様なものを浮かべながらネリンは言った。


「ええと。あの……」


「惜おしかったな」


　レイオットはぼそりと言った。


「今のを録ろく音おんしておけば──一生シモンズ監督官を強ゆ請すれたかもしれん」


「なんでですかっ!?」


　顔を真っ赤にしてネリンが叫ぶ。


「わ、私が猫好きだったらいけないとでもっ!?」


「いや、そういう訳ではないんだが。カペル。今の彼女の台詞せりふ、覚おぼえているか？」


「はい。一字一句間ま違ちがいないと思います」


「ちょっと言ってみてくれ」


「『うわっ。可愛い。本当に可愛い──うりゃっ。にゃー。君は男の子ですかにゃ？　女の子ですかにゃ？　にゃー。女の子ですかにゃー』……」


　無表情のまま──それこそ録ろく音おん機きの様にネリンの台詞を再さい現げんするカペルテータ。


「ああああ──」


　ネリンはおもわず表情を引きつらせながら後あとずさった。


　脳のう内ない麻ま薬やく垂たれ流しの様なネリンの台詞を、表情は微み塵じんも揺ゆるがさず淡たん々たんとした口調でカペルテータが暗あん唱しようするのは、かなり落らく差さがあって不ぶ気き味みではあるが──ネリン本人にしてみれば、でれでれした自分の台詞を一字一句違たがわず他人から聞かされる事そのものが耐たえ難がたいに違いない。


「スタインバーグさん！　貴方あなたって人は──」


「カペル。もう一度頼たのむ」


「『うわっ。可愛い。本当に可愛い──うりゃっ。にゃー。君は男の子ですかにゃ？　女の子ですかにゃ？　にゃー。女の子ですかにゃー』……」


「あああああああ」


　ネリンが呻うめきながらよろめいた。


　笑われるのならばまだましだ。カペルテータの口く調ちようは感情という夾きよう雑ざつ物ぶつを含ふくまない分、対たい象しよう物ぶつを冷れい静せいに突つき放はなして見み据すえる観察者の様な雰囲気がある。ただでさえ恥はずかしい自分の行動を分析して解説されている様で──もうこれは拷ごう問もんに近いだろう。


　レイオットは痙けい攣れんするかの様にして壁かべにもたれかかっているネリンを眺ながめ──


「……なかなか面おも白しろいな」


「面白くありませんっ!!」


　肩かたで息をしながら振り返ってネリンは喚わめいた。





　　　　●　　●　　●





　スタインバーグ邸ていに黒猫が来てから既すでに一週間が経けい過かしていた。


　初はじめて黒猫と対面したその日、カペルテータは飼かうか飼わないかの結けつ論ろんを出せずに悩なやみ続け──表面的にはただ無む表ひよう情じように黒猫と睨にらみ合っていただけらしいが──結局は決けつ断だんが出来ないまま、時間切れの様な形で引き取ってしまったのだという。


　これが本当に珍めずらしい事なのだという事はネリンにも分かる。


　ネリンがカペルテータと知り合ってもう一年余あまりになるが……このＣＳＡの少女の決断力についてはよく知っている。基本的に自分から何かを望のぞむ様な事はあまり無いのだが、いざ判断を求められると殆ほとんど躊ちゆう躇ちよせずに理り路ろ整せい然ぜんと結けつ論ろんを出す。どうもカペルテータは感傷だの嗜し好こうだのといったものを夾雑物として排はいした上で物事を考えているらしい。


　恐らく過か酷こくな生い立ちの中で彼女は自じ己こ防ぼう衛えいの手段としてそうした考え方を身につけていったのだろう。迷まようだけの余よ裕ゆうが無い場合は確かに適てき切せつな思考方法だ。もっとも──その結果出される答えが必ずしも正しいかどうかはまた別べつ問もん題だいではあったが。


　それはともかく……


「何を考えてるのやら」


　そう言ってレイオットはカペルテータと仔こ猫ねこを振ふり返った。


　場所は先さき程ほどと変わりなくスタインバーグ邸の居間である。


　ソファにはレイオットとネリン、それにエリックが座すわり、部屋の隅すみに置かれた机つくえではカペルテータがまた飽あきもせずにタイプライターを打っている。更さらに言えばその脇わきに置かれた箱の中では、やはり飽きもせずに問題の黒い仔猫がじっとカペルテータを眺ながめていた。


「気に入ってるんじゃないんですか、彼女？」


　ネリンはカペルテータと猫を眺めながら言う。


　普段のカペルテータの言げん動どうからすれば気に入らないものは遠えん慮りよ無なくはっきりと拒きよ絶ぜつするだろう。まあそれ以前にこの感かん情じようの枯こ渇かつした様な少女が、わざわざ何かを嫌きらう様ような場面というのも考えにくいが。


「少なくとも嫌ってる様には見えませんけど」


「いやまあ──それはそうなんだが。しかし気に入っているって感じでもなくてな」


　レイオットは苦く笑しよう混まじりに言う。


　確たしかにネリンの眼めから見てもカペルテータは猫に取り立てて関かん心しんを払はらっている様子が無い。ネリンの様に仔猫の可愛かわいらしさに惹ひかれているのならもう少し構かまっても良い筈はずなのだが、必要以上に触ふれようとはしないし視線を向むける事もあまり無い。一応の世話はエレナに教わって行っている様なのだが、レイオットの眼めから見てもその作業にはひどく事務的、機械的な印象があるのだそうだ。


「なんというか傍はたで見てても妙にこう──緊きん張ちよう感かんが漂ただよっててな」


「はあ──」


「あんな飼かい方で情じよう操そう教きよう育いくなんぞになるのかね？　まあ俺は手を煩わずらわされないなら、何でもいいんだが」


「そんな身も蓋ふたもない──」


　と言いかけてネリンは眼めを瞬しばたたかせた。


　言われてみれば確かに何というか──猫とカペルテータの間には奇妙な距離感がある様にも見える。近くはないが遠くもない。近付きはしないが遠とおざかりもしない。繫つながりではなくしかし隔へだたりでもなく──微び妙みような均きん衡こうが創つくり出す独どく特とくの位置関係。


　そんなカペルテータと仔猫の後ろ姿には妙な既視感デジヤ・ビユがあった。


　あれは──


「ところで猫の名前は？」


「これがまた困こまったもんでな。まだ付けてないんだ」


　レイオットは言って肩を竦すくめた。


「まあ普通は『猫』って言えば通つうじるからな。このまま『猫』って名前の猫になるような気がするが」


「そんな。ちゃんと付けてあげましょうよ」


「しかしいちいち考えるのも面めん倒どう臭いしな……俺の猫でもないし」


　少しも悪びれずにそう言うレイオットを見てネリンは嘆たん息そくした。


「じゃあ『レイオット』なんてどうですか？」


「雌めすだから『ネリン』の方がいいと思うが？」


「…………」


「…………」


　無む言ごんで睨み合う──というか何というか──レイオットとネリン。


「あの……」


　さすがに放ほうっておくとおかしな方向に向かいそうな気け配はいを察さつしたのか、それまで黙だまっていたエリックが口を挟はさんだ。


「あ──ごめんなさいね、エリック君」


　今日の本ほん題だいを想い出し──つまりは仔猫のせいですっかり念ねん頭とうからは抜ぬけ落ちていた訳だが──ネリンは慌あわてて笑顔を取とり繕つくろった。


　エリックは気にした風もなくネリンに小さく首を振ふると、改めてレイオットに向き直って立ち上がり──そして深ふか々ぶかと頭を下げた。多少表情はぎこちないがこればかりは仕し方かたあるまい。


「改あらためて謝しや罪ざいします。申もうし訳わけありませんでした。そして有あり難がとうございます。もし訴うつたえられていたら僕ぼくは今いま頃ごろどうなっていたか分かりません」


「ああ──まあ俺は無む資し格かくの戦術魔法士タクテイカル・ソーサリストだからな」


　何処か投げやりな仕し草ぐさで片かた手てを振ふって、エリックに座すわる様に促うながしながら──レイオットはそんな事を言った。


「警察だの何だのには世話にならないに越こした事は無い」


　ただそれだけであって感謝して貰もらう程の事ではない──と言いたいのだろう。本気なのかどうかは正直ネリンにも測はかりかねるが、もしただそれだけの理由であるのならば、わざわざエリックの持っていた密みつ造ぞう拳けん銃じゆうを処しよ分ぶんして証しよう拠こ隠いん滅めつをする必要など無いのではないかとも思う。


　本当にこの男は良よくも悪わるくも中ちゆう途と半はん端ぱだ。


　優やさしいなどとは到とう底てい言えないが──なんだかんだ言ってもこのレイオット・スタインバーグという人間は他人をとことん突つき放はなす事が出来ない性格なのだとネリンは考えている。だからこそ今日もエリックを連れてきて会わせたのだ。


「……そうですか」


　エリックが何ど処こか憮ぶ然ぜんとした様な表情で言う。


　無論、レイオットとは個人的な付つき合いも無く、また他人の感情の機き微びを捉とらえる事に未いまだ拙つたないこの少年にしてみれば、今の言葉だけで胸きよう中ちゆうの濁にごりを晴らす事は出来ないだろう。


　必要なのは互いに赦ゆるす事なのだ。


　レイオットは自分を撃うったエリックを。エリックは自分の父を殺したレイオットを。


　無論レイオットにしてみれば赦すも何もエリックが自分を撃うった事など普ふ段だんは想い出しもしないだろう。元々自分自身の身体や生命に無む頓とん着ちやくな所のある彼はエリックに対してわざわざ恨うらみや憎にくしみを抱いだく様な理由が無い。


　だからこれは純じゆん粋すいに形けい式しきの問題だ。


　レイオットを赦し自分を赦す──レイオットの言葉を借りれば『あの悲ひ劇げきを終わらせる』──その為の言葉を交かわす事がエリックには必要だった。


「ほら。だから言ったでしょ」


　補おぎなう様にネリンは言葉を添そえた。


「スタインバーグさんはこの間も言ってたけど、気にしてないの。もう君のした事は赦してくれてる。だから──」


「そう──ですね」


　呟つぶやく様にエリックが言う。やはり納なつ得とくは出来ていない様だ。どれだけ寛かん容ような言葉を連つらねたところでレイオットは謝しや罪ざいの言葉を──エリックが彼を赦す為に必要な言葉を口にしていない。


　いやそれどころか──


「ああ──無理はするな」


　レイオットは何処か皮ひ肉にくげな表情で言った。


「君は俺を赦す必要なんざない」


「──スタインバーグさん!?」


　折せつ角かく整ととのえた和わ解かいの場でこの男は何を言い出すのか──慌あわてて立ち上がるネリンであったが、レイオットは彼女に構かまわず平へい然ぜんとした口調で言葉を続けた。


「赦せる筈はずなんか無いだろ。赦しても君の親父おやじは帰って来ない」


「……そうですね」


　何かが軋きしむ様な声でエリックが言う。


「俺は赦すどころか──まず憎にくまずに済すむ様になるまで十二年掛かかった。それも自分の力でそうなったんじゃない。最後は人に後あと押おしして貰もらって──だ。俺の場合は本物の父親ではなくて育ての親だったけどな」


「…………！」


　エリックが眼めを見開いて絶ぜつ句くする。


　レイオットの育ての親が殺された──これはネリンも初耳の話だった。彼がカペルテータと出会った経けい緯いは大まかにフィリシスから教えられているものの、彼の過去についてはネリンもまだ知らない事の方が多い。


「正直言って今でもその人を殺した奴やつの事は好きになれない。そうするしか無かったって事は百も承しよう知ちだが──それでもだ。悪あく意いや責せき任にんが有あろうと無かろうと関係無い。殺された人間が自分にとって大だい事じだからこそ相手を憎にくむ──それは別に自然な感情であって、恥じる様な事でもないと、俺は思うがね」


　滔とう々とうとした口調でそこまで言ってから──似に合あわぬ長なが台詞ぜりふに今いま更さら気き付づいて、それを恥じるかの様にレイオットは人差し指で頰ほおを搔かいた。


「スタインバーグさん……貴方あなたが？」


　むしろエリックよりも呆ぼう然ぜんとした表情を浮かべてネリンは言った。


「まあ……俺の場合はかなり特とく殊しゆだけどな」


「初めて知りました。『後押しした』って──ひょっとしてカペちゃんですか？」


「いや……違ちがうけどな」


　一瞬レイオットの浮かべる苦笑が深ふかさを増した様に見えたが──ネリンにはその意味がよく分からなかった。気のせいかもしれない。


　ちなみに以前はカペルテータを『カペルテータさん』と呼んでいたネリンであるが最近はジャック達の影響か私的な場では彼女を『カペちゃん』と呼ぶ事の方が多い。


「まあとにかく──俺を憎にくむ事で勉強なり何なりに気合いが入るのなら憎み続けてればいい。実際の行動に出れば法律で処しよ罰ばつされたり相手から反はん撃げき喰くらったりもする訳だが──考えてる分には害がいは無いさ」


「それは……そうかもしれませんけど」


　エリックは困こん惑わくした様子で言った。


　下へ手たな綺き麗れい事ごとや言い訳を聞かされるよりは気が楽らくになるだろうが──さすがにそのまま全面的に納なつ得とくは出来ないのだろう。レイオットが十二年掛かって得た忌き憚たん無ない真実とはいえ……それがエリックにとっての真実とは限らない。


　ただ──


「カペル。ちょっといいか？」


　不ふ意いに何か想い出したかの様な口調でレイオットが声を掛ける。


「──はい」


　自分の作業を中ちゆう断だんされた不ふ快かい感かんも、何の用件かと怪け訝げんに思う様子も見せず──カペルテータはごくごく自然に振り返ってその無表情をこちらに晒さらした。


　エリックが反はん射しや的てきに身を固くする。


　その仕し草ぐさを見てネリンは想い出した。レイオットを殺しに来た際さい──エリックはカペルテータと向き合う事で何かを感じ取ったらしい。それがある種の直感なのかもっと別の何かなのかは分からないが──その事で彼は一度自ら命を絶たとうとさえした。


「お茶が冷さめてしまったんでな──悪いがお代わりを頼たのむ。ポットの中のも、もう渋しぶくなってるだろうし」


「…………」


　カペルテータはレイオット達が囲かこんでいる卓たくの上を一いち瞥べつする。


　ネリンにはまだ淹いれられてそう時間が経たっている様には──淹れ直しを要求せねばならない様には見えなかったが、紅あかい髪の少女は小さく頷うなずくとそのまま居い間まを出ていった。


　……みぃあ。


　黙だまって出ていった彼女の代わりとでも言うかの様に、黒い仔猫が声を上げて箱の中から出て来る。猫はそのまま一定の距離を保たもってカペルテータの後を追った。


「……あいつが、怖こわいか」


　不意に──レイオットがそんな事を尋たずねる。


　エリックは何かに耐たえるかの様に唇くちびるを嚙かんで自分の膝ひざを見つめていたが、やがで意を決した様子で顔を上げ答えた。


「怖いです」


　きっぱりとした口調はそれが噓うそ偽いつわり無い彼の実感である証拠だろう。


「でも別に〈半魔族ハーフ・ブルート〉──いえ、ＣＳＡだからって訳じゃありません」


「だろうな」


　レイオットが頷く。


　実を言えばネリンは前に一度エリックがカペルテータを恐れる訳を聞いてみた事がある。


　エリックが恐れたのは彼女の瞳ひとみだった。


　無論──紅くて不ぶ気き味みだからなどという理由からではない。


『空からっぽでした』


　エリックはそう言った。


　何の感情も映うつさない空くう虚きよそのものを湛たたえた瞳。


　それはまるで死し人にんの眼の様だったとエリックは言った。


　元から空虚だったのならまだましだ。例たとえば人形の眼もやはり虚うつろではあるが──それは元より空虚なるものとして生まれる。人形はそれ以外の眼を知らず、それ故ゆえにこそ誰もその瞳が空虚たる事を嘆なげきはしない。その必要は無い。


　だが死人の瞳は違う。


　そこにはかつて何かが在あった筈なのだ。そして屍しかばねが腐くさり落ちても骨ほねは残り、やがて化か石せきとなって形が残る様に──それは空虚という結果を内ない包ほうしながらも、かつてそこに満みたされていたものの影を引きずる。


　存在しない事は恐怖ではない。だが喪うしなわれる事は恐きよう怖ふそのものだ。


『憎にくんで憎んで憎み続けて──そうしていつか僕ぼくもあんな眼になるんじゃないかって』


　純じゆん粋すいな憎しみや哀しみは劇げき薬やくだ。


　常じよう識しきや理り性せいの枷かせが無いままに荒あれ狂くるえばそれらは容易たやすく心を破壊する。不ふ純じゆん物ぶつを含ふくまぬだけに荒あら々あらしく心を削けずり取った痕こん跡せきがカペルテータの空くう虚きよに残されていたのだろう。エリックはその生なま々なましい爪つめ痕あとからかつてそこを満みたしていたものを知ったのだ。


　純粋に憎にくいと思う事はどういう事か。


　純粋に辛つらいと思う事はどういう事か。


　それらはいとも容易たやすく人の心を形けい骸がいにしてしまう。後に残るのは骸がい骨こつの眼がん窩かにも似たどうしようも無い欠けつ落らくだけだ。それを抱いだいて生き続けるという事は──きっと途と方ほうもなく辛い事に違いない。


　死者は己おのれが死者たる事を自じ覚かくしないからこそ全すべての苦しみから解放される。


　では己の心が死んだ事を自覚したまま生きるという事は──


「あいつをあんな風にしたのは俺だ」


　レイオットは言った。


「俺が彼女の父親と母親を殺した。やはり魔族化していてな。仕方がなかったとは思うがそんな事は彼女には関係ないだろう──目の前で二人とも殺されては」


　その口調はただ平へい坦たんで後こう悔かいも慚ざん愧きも感じられない。


　だが──


「あいつが何を考えて俺の側そばに居いるのかは分からない。元々酷ひどい環かん境きようで育ってきたのは事実だが、最終的にあいつをああいう風にしてしまったのは俺だ。だからあいつは俺を憎んで当然だし、殺す権利がある──そういう風に思ってたんだがね。どうも俺を殺したい訳じゃないらしい。あいつなりの考えがあるんだろうけどな」


「貴方あなたは──」


　エリックが息を呑のむ。


　彼の驚おどろきはネリンにも手に取る様に分かった。それはこの戦術魔法士タクテイカル・ソーサリストとあのＣＳＡの少女の出会いについて知った際、彼女も感じた事であったからだ。


　この男は──四年以上もの間、自分の罪の残ざん像ぞうと共に暮くらしてきたのだ。


「でも──しかし……」


　エリックは呻うめく様に言葉の断だん片ぺんを口にする。混乱して気持ちの整理がつかないのだろう。


　そんな少年を見てレイオットは短く溜ため息いきをついた。


「はっきり言ってやろうか？──エリック・トムスン」


「──え？」


「俺の事を憎んでくれた方がまだ気が楽なんだよ。俺に言わせればそれはまだ何かを残す。俺おれは君に『悲劇の物語が終わる』なんて言い方をしたがな──それはつまり、終わらせれば次に行けるって事だ。這はってでも何でもな。それならばいつか帳ちよう尻じりは合うだろう。取とり繕つくろうのなんざいつでも出来る。前にさえ進めるのならその原動力として俺を憎んでくれた方がまだいい。だが──」


　レイオットは微び苦く笑しようを浮かべて言った。


　悲しげでもなく。無論誇ほこらしげでもなく。ただ当然の様にそんな表情を浮かべて語るからこそこの戦術魔法士の言葉はひどく痛いとネリンは思う。それはきっとこの男にとって動かし難がたい、疑うたがう余よ地ちさえも無い真実であろうから。


「あいつの様にはなってくれるな。きっとあいつの時間は俺があいつの両親を殺した時から進んでいない。あいつはまだきっと恐怖と絶望の抉えぐり出した虚きよ無むの中から這い出してない。あいつが一生あのままなのか、それとも少しずつでも前に進めるのかはまだ分からないが──もう一人あいつみたいな相手を抱え込むのは、御ご免めんだ」


　身みも蓋ふたもない言い方ではあった。


　やはりレイオットは謝しや罪ざいなどしていない。だが同時に自らを正当化もしていない。あるいはそれは言葉だけで何かを終わらせるより遥はるかに……


「まあそういう事だ」


　言って話を閉とじソファに身を沈しずめるレイオット。


　そこへ──まるで機を見み計はからっていたかの様に、キッチンワゴンを押しながらカペルテータと黒猫が戻もどってきた。





　　　　●　　●　　●





　制服の事を告つげると面めん倒どう臭くさそうに母親は制服販売の業者に電話をした。


　ファネットの着ているのと同じ制服はまだ在ざい庫こがあるとかで、明日にも届くという。


「とりあえず先生に電話しておくから、明日は私服で行きなさい」


「……はい……」


「でも学校の先生も頼たよりないわね。どうしてそんな馬ば鹿かな真ま似ねをする生徒を放ほうっておくのかしら。前にも電話を入れて文もん句くを言っておいたのに、改かい善ぜんされていないなんて職しよく務む怠たい慢まんだわ」


　そう言って顔をしかめる母親。


　前──というのは以前ファネットの教科書一式が盗ぬすまれて学校裏庭の池に棄すてられていた時の事である。こうした実力行使はさすがに少ないが、中学の頃から数えればもう三十回以上になるだろう。靴くつや鞄かばんは何度買い直したかもうファネットも覚おぼえていない。


「制せい服ふくも安くないんだし──犯人を突つき止めたらそこの親に損そん害がい賠ばい償しようも要求できるのに。誰か分からないの？」


「う……うん……」


「はっきりしなさい。分かるの？　分からないの？」


「……分からない……」


　聞こえないと母親が癇かん癪しやくを起こしそうなので──ファネットは付つけ加くわえる様にして首を振った。


　無論、誰だれがしたかの想像はついているのだが──証拠が無い。母親が求めているのは制服の代金をきちんと弁べん償しようさせられる相手であって、状じよう況きよう証しよう拠こから求められる犯人ではないのだ。


「あんたもつまらない連れん中ちゆうに関わってないで堂どう々どうとしてなさいよ。こっちが平へい然ぜんとしてたら、どうせ虐いじめなんてすぐに無くなるんだから」


「……はい」


　頷うなずいてファネットは自分の部屋に引き下がった。


　母とはいつも会話が微び妙みように食い違ちがう。


　言いたい事がはっきりと言えない。言っても多た分ぶん伝わらない。


　父とはもう二週間以上も会っていない。


　そもそも言いたい事を言う機会が無い。在あっても多た分ぶん取り合ってくれない。


　仕事一ひと筋すじでそれを何よりも愛している父とその縮しゆく小しよう版ばんでしかない母──それがファネットの家族構成である。共ともに世間的に見れば才さい気き溢あふれる人じん物ぶつで、それぞれの会社では仕事の実績も認みとめられそれは給料にも反はん映えいされている。ダウランド家はアルマデウス帝国における平均的な家庭に比べるとかなり裕ゆう福ふくな部ぶ類るいに属ぞくするだろう。社会人としては何処に出ても恥ずかしくない夫婦ではあった。


　ただし──父や母としてはどうかと問われれば疑問を持たざるを得ない。


　決してファネットを嫌きらっている訳でも疎うとんじている訳でも無いのだが、自分達に比べると明らかに愚ぐ鈍どんとも言うべき娘に彼等がある種の苛いら立だちを感じているのは、ファネット自身も気付いていた。


　父も母も共に自分達の物もの差さしで物事を判断する。自分達がファネットと同じ年頃に可能だった事はファネットにも出来て当然だと考えているらしい。それが出来ないのは単にファネットが怠たい慢まんであるからなのだと思っている様だった。


　弱い事は両親にとって悪い事であるらしい。劣おとる事は怠慢の証あかしであり愚おろかな事は彼等にとって罪つみそのものなのだった。


　だが──そうして両親の価値観について正面から話し合い説せつ得とく出で来きるだけの気力も知恵もファネットには無い。彼等に感じる違和感や不ふ満まんを彼女は上う手まく言葉に出来ない。


　ただもどかしさを胸に沈しずめて黙だまり込むしかない。


　同級生達は程度の差こそあっても皆みんな敵てきだ。


　教師は頼たよりにならない。


　家庭さえも彼女を護まもってくれない。


　逃げ込む場所は何処にも無い。日常という名の世界は彼女を閉とじ込めて苛さいなむ狭せまく冷たい牢ろう獄ごくだ。そこから抜け出す力の無い彼女には、せめて最後の一線で──完全に押し潰つぶされてしまわない限界で自分を護る為の何かが必要だった。


　だから──


「…………」


　ファネットはまた引き出しの奥からあの本を取り出す。


　一冊の黒い本。


　題だい名めいも著ちよ者しや名めいも無く異い様ような程に単純な装そう丁ていを、愛あい撫ぶするかの様に掌てで触ふれる。


　これこそが彼女を最後の一線で護ってくれるものだった。


　四年前のあの日に知った全てを覆くつがえす力。


　日常を切り裂さく絶対の刃。


　渇かつ望ぼうし続けたものが今自分の手の中に在ある。何より確かなその事実がこの辛つらい日常世界から彼女を護ってくれる。それどころかその気さえ在れば忌いま々いましい日常を彼女自身の手で滅ほろぼす事さえ出来る。


　その想像は密ひそやかな愉ゆ悦えつとなって彼女の身を震ふるわせる。


「ああ…………」


　吐と息いきが漏もれる。


　ファネットはこの感覚を誰かと共有したかった。誰かに自分はいつでも日常を壊こわして『弱くて愚おろかなファネット・ダウランド』から別の何かへと変われるのだという事を知って欲しかった。


　だから──


「……エリック・サリヴァン……」


　ふとそんな名前が意識する事もなく口から漏もれる。


　彼ならば。魔法に興味を持ち自分に気がある彼ならば、きっと──


「ああ……ああ……」


　しかし彼は今日は自分を護まもってくれなかった。彼は常に側そばに居てくれる訳ではない。ファネットは彼にいつも側に居て欲しいのに、エリックは今一歩の距離を自分から縮ちぢめようとしない。


　きっとエリックはファネットに対して好こう意いを抱いだいている自分に気付いていないのだ。あるいは単に彼がこうした感情には不ふ慣なれで照てれているだけかもしれない。何であれ彼こそがファネットとこの喜びを分かち合う資格があった。
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　だから──


「エリック……サリヴァン……」


　彼をもっと確実に自分の側そばに置かなければ。


　もっとはっきりとファネットの仲間である意識を彼に持たせなければ。


　その為には──
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「──ちょっとは気が楽らくになった？」


　スタインバーグ邸ていからの帰り道──ハンドルを握にぎるネリンは助手席のエリックに尋たずねた。


　いつもネリンがスタインバーグ邸を訪おとずれる際さいには鉄道を利用するとの事であったが、今回はエリックも同行するという事で気を利きかせて魔法管理局の公用車を借り出してきたらしい。公こう私し混こん同どうの様な気がしないでもなかったが──送ってもらう身のエリックには文もん句くなどあろう筈もなかった。


「そうですね……」


　ネリンを気き遣づかってエリックは努つとめて明るい笑顔を浮かべる。


「すいません。いつもお世せ話わになっているのに──こんな事まで」


「いいのよ。どうせ彼の様子見も兼かねて週に一度は顔を出しているから──ついでよ」


　ネリンは気楽な口調で言ってくる。だがさすがにエリックもそんなに彼女がスタインバーグ邸に足あし繁しげく通っているとは思いもしなかった。


「週に一回って──監督官ってそんな事までしなきゃならないんですか？」


「うん？　まあ正せい規きの業務内容からは少しずれてるのは事実なんだけどね。大体彼は法律上は魔法士じゃない訳だし。最近はやたらと事件が多いから、彼みたいな無資格の戦術魔法士タクテイカル・ソーサリストでも居いれば『保険』になるからっていうんで、半なかば黙もく認にんされた形になってるけど──その分手続きが面めん倒どうなのよね」


「足りないんですか？　戦術魔法士が」


「まあ元もと々もと不ふ足そくなのもあるし──何より実力的には凄すごいのよ、あれでも。そこらの戦術魔法士とは多た分ぶん比くらべ物にならないと思う」


「はあ……」


　ネリンの口調にレイオットを誇ほこる様な響ひびきが含ふくまれている様な気がして、エリックは何か釈しやく然ぜくとしない気持ちになった。


　几き帳ちよう面めんなネリンの性格からすれば、仕事の上での付き合いは仕方ないとしても、あの様な無資格の戦術魔法士など決して快こころよくは思わないだろう──そんな風にエリックは考えていたのだが、必ずしもそうではないらしい。


「ん？　やっぱり信じられない？　まあ普ふ段だんはぐうたらしてるだけだしね」


　運転中にちらりと一いち瞥べつしただけで目め敏ざとくエリックの表情に気付いたのか、小さな苦く笑しようを浮かべながらネリンが言ってくる。


「いや、そういう訳ではなくて──」


「ん？　そういう訳ではなくて？」


「いえ、なんでもないです」


　何となくふて腐くされる様な気持ちでエリックは首を振ふった。


「そういえば……新しい学校には慣なれた？」


　エリックの気持ちに気付いているのかいないのか──ネリンはふと話題を変えてくる。


「ええまあ」


　曖あい昧まいに頷うなずくエリック。慣れるも何も彼にとっては何ど処こでも同じだ。慣れる慣れないの問題ではない。極きよく言げんしてしまえば医い師し免めん許きよ試し験けんや魔ま法ほう士し資し格かく試し験けんの受じゆ験けん資し格かくを得うる為ためだけに彼は高校に通かよっているのである。学校という場所は彼にとってそれ以上でもそれ以下でもなかった。


　あれは本物の社会を模もした単たんなる『箱はこ庭にわ』だ。あんな場所で心から生活を楽しめる筈もないし、ましてや友人や恋人をあの小さな特とく殊しゆ環かん境きよう下かで見つけようという気にもなれなかった。だから──


「親しい友達は出来た？」


「いえ──」


　ネリンに尋たずねられても反はん射しや的てきにそう答えかけ──そして口をつぐんだ。


　彼の脳のう裏りを一人の女生徒の姿が過よぎる。


　ファネット・ダウランド。


　何というか微び妙みように嚙かみ合っていない様な関係ではある。だがそれが積せつ極きよく的てきにであれ消しよう極きよく的てきにであれ、特に必要でもない無む駄だな──損そん得とく勘かん定じようの絡からまない言葉を交かわす相手を友人と呼ぶのならば、恐おそらくエリックにとって彼女は数少ない友人の一人ではあるだろう。


「まあ……一人よく魔ま法ほう関かん連れんの話をする相手が居いる位ですね」


「へえ。男の子？　女の子？」


「女生徒です。一年先輩で──」


「可愛かわいい？」


　からかう様な口調でネリンが尋ねてくる。エリックは意思表示の為にはっきりと憮ぶ然ぜんとした表情を浮かべて応じた。


「……別に。普ふ通つうだと思います」


「あ。照てれてる」


「そういうのではないんですよ、本当に」


　あまり効こう果かがなかったと知って短く溜ため息いきをつきながらエリックは言った。


「たまたま俺が魔法関係の本を読んでいたのを見て、興味を持ったみたいで」


「その子も魔法士を目指しているの？」


「いえ、どっちかっていうと魔法そのものに憧あこがれているというか──魔法の事を『凄すごい』っていう言い方をよくしますね」


　ファネットの言げん動どうを想い出しながらエリックは答える。


　毎日の様ようにファネットがエリックを訪たずねてくるので、もう彼女とは二十回以上も言葉を交かわしているが──やはり彼女の口から魔法士資格やその試験についての話題が出た事は一度も無い。これは専もつぱら彼が聞き役に回っていてそうした話題を振ふらないから偶ぐう然ぜんそうなっているだけかもしれないが──


「試験受けて魔法士になろうっていうんじゃなくて？」


「ええ。なんて言ったらいいんですかね。魔法士になりたいんじゃなくて、単に──単に魔法が使えたらいいなあ、というか。そんな感じです。俺が見ている限りでは」


「それで『凄い』──か。うーん」


　ネリンが少し顔をしかめて言う。


「……何か？」


　気になって尋ねるエリック。ネリンは何かを追つい憶おくするかの様な表情を浮うかべてしばし黙だまり込み──


「杞き憂ゆうならいいんだけど。なんて言うか、魔法に限らないんだけど──私の経験上、『大きな力』に憧あこがれる人って大きく分けて二ふた通とおり居るのよね」


「二通りですか？」


「そう。ちなみにこれは魔法以外にも車とか、銃じゆうとか、刃は物ものとか、お金とか、そういうものにもよく見られるものなんだけど……まず一方は、単純にそういう『大きな力』を持ったものに対する趣しゆ味み的てきな憧れというか、本当に理由らしい理由も無なくそういうのが好きな人。いわゆるマニアとか趣味人とかそういう人ね。強いて言うのならその力の大きさそのものに感かん動どうできる人」


「……はあ」


　エリックは小さく首を傾げた。今一つ彼女が何を言いたいのかよく分からない。


「そういう人は別に問題ないの。単純に好き嫌きらいの問題だから。車で言えば、車好きが高じて自動車修理工になったり、競技運転手レーサーになったり、あるいはお金を貯ためて何台も車を所しよ有ゆうしてみたり。実用性の無い様な旧ふるい車を無む理り矢や理り直して、『お金がかかる』って文もん句く言いながら楽しそうに乗のってみたり……それはまあいいと思う。でも──」


　ネリンの口調がふと沈しずむ。


「大きな力を『一発逆転』に使いたがる人っているのよね」


「一発逆転ですか？」


「うーん、違ちがうかな。ええとね、他の言い方をすれば、自分の弱さを努ど力りよく無なしに克こく服ふく出で来きる便利な道具アイテムとして考えてしまう人」


「…………」


　エリックは胸を突つかれた様な表情で黙だまり込んだ。


　何となくだがネリンの言いたいことが見えた様な気がした。何な故ぜなら……それはかつての自分の思し考こうでもあったからだ。


「例たとえば車っていうのはその気になれば普通の人ならまず問題なく運転できるでしょ。殊こと更さらに大きな努力を支し払はらわなくても、車さえ手に入れればその人は、どんなに駆かけっこが得意な人よりも速く走れるわよね」


「それは……」


「力だってそう。物もの凄すごい力持ちの人と、車とで力比くらべをしたら車が勝つわよね。でもその事に関して努力は必要ないでしょ？　車を運転できる様ようになる為の努力は必要かもしれないけれど、力持ちの人が筋きん力りよくを付つける為にやっている訓くん練れんとか練習とか、そういうのは必要ないものね」


「……そうですね」


「だから……例えば、努力は嫌いやだけど、手っ取り早く人より喧けん嘩かが強くなりたい、喧嘩に勝ちたいと思う人はどうする？」


「武ぶ器きを持ちます」


　エリックは即そく答とうした。


「そうね。つまり経験を積み上げて、過あやまちを悟さとったりとか、より良よい方向を模も索さくしたりとか、そういう事をして自分を高めてゆくのではなくて、お手軽に手に入って、自分の不ふ利りを一気にひっくり返すのに便利なものとして、そういう『大きな力』のものを欲しがる人っているのよ」


「…………分かるような気がします」


「特にこう、追い詰つめられている人って、何処かにそういう『冴さえたやり方』みたいなのが残ってる筈だっていう風に思っちゃうみたいで。借しやつ金きん苦くの人が残のこり少ないお金を賭かけ事で増ふやそうとする様ようなものね」


　苦く笑しようめいた表ひよう情じようでネリンが言う。


　確かに博ばく打ちの類たぐいで身を持ち崩くずす様な連中の大半は、こうした思考に囚とらわれているのだろう。確かにそれは決して有あり得えない事ではないが、確かく率りつとしては絶ぜつ望ぼう的てきな程に低い。冷れい静せいになって考えればそれは、六連発の回転弾倉式拳銃リヴオルバーから一発だけを抜ぬいて自分の頭を撃うつ様なもので、単に自分で自分にとどめを刺さしているのと大たい差さない。


　そんな事は誰でも分かる筈なのだが──


「どうしてなんですかね」


「その方が……楽らくだからでしょうね」


　楽な方に逃げて逃げて──結局行き着く果てが自じ滅めつなのだとしたら、それは無ぶ様ざまとしか言い様が無い。ましてそれを自じ覚かくさえしていないとなると本当に救すくい様が無い。


「だから──その子が普通に魔法が好きなのならともかく、もし魔法を『今の自分をお手軽にかつ劇げき的てきに変えてくれるもの』として見ていると──それはちょっと問題ありかな、とか思うのよ」


「それはそうかもしれませんね」


　ネリンの話はエリックにとってもある意味、耳の痛いたい話ではあった。


　かつて自分を取り巻まく辛つらい状況を、レイオットの殺さつ害がいで『お手軽に』終わらせようとしたのは彼だ。そしてそれが駄だ目めだと知った時、自殺という、やはり手軽な方法で逃げようとしたのも彼だ。


　あるいは今まで考えもしなかったが──彼が医療魔法士を目指しているという事さえ、ある種の『一発逆転』を志し向こうした結果なのかもしれない。動どう機きがどうであれ、魔法という大きすぎる程の力を得ようとする事には、常つねにそうした危険がつきまとう。


　だが──


「まあ考え過ぎだとは思うけど。ごめんなさい、友達の悪口になっちゃったかな」


「いえ──」


　極きよく論ろんなのは確かかもしれないが、決して的まと外はずれな考え方でもなかろう。


「普段ならこんなに私も神経質には考えないんだけどね。今はややこしいものがあちこちで出回ってるから……」


「ややこしいもの？」


「まあ凄すごく簡かん単たんに言うと、細かい理論とか安全性の配はい慮りよとか、応おう用よう性せいとか──そういうのを殆ほとんど省略して『簡単な魔法の使い方』を書いた本がどうも大たい量りように出回っているの」


　その密造本の話はエリックも小耳に挟はさんだ事があった。


「……〈黒くろ本ほん〉ですか？」


「エリック君も知ってる位か──相そう当とう出回ってるわね」


　ネリンは嘆たん息そくする。


「見た事は無いですが、噂うわさくらいなら。でも確か割と簡単に買えると……」


「ええ。だから問題なの。一時期出回った密みつ造ぞうモールド〈シェル〉はまだそれなりのお金が無なければ手に入らないし、施し設せつや材料確保の経路ルートが無ければ量産も出来ないものだったから、爆発的に増ふえるって事はなかったけど。本は輪りん転てん機きさえあればいくらでも刷すれるし、その気になれば手て書がきで写うつす事だって出来るものね。


　それに魔法そのものの行こう使しも無論危険だけど、魔法士として基き礎そ魔ま法ほう回かい路ろを脳のうに焼き付ける為には、ある種の薬やく物ぶつによる催さい眠みん暗あん示じ処しよ置ちが必要になってくるのよ。これがまた薬物の──特とくに安あん価かで粗そ悪あくな麻ま薬やくの普ふ及きゆうを後押しするんじゃないかって懸け念ねんされているし」


「…………」


　エリックは顔をしかめて考え込む。


　彼の父親は魔族化して死んだ。その事で彼の父は自みずからの命を失った。生せい前ぜんに彼が持っていた名めい誉よや尊そん厳げんも同時に失うしなわれた。それどころか残のこされた家族さえも一度は心しん中じゆうを考えざるを得ない程に、多くのものを失った。


　これとて少し考えれば分かる事ではある。


　なのにモールドも無い状態でどうして魔法を使う為の本などを欲しがるのか。失うものばかり多くて得るものなど何も無い。魔族化とは事実上人間である事の完全な終しゆう了りようを意味するのだから。


　エリックには全く理解出来ない感覚ではあった。


「どうしてなんでしょうね」


「……自殺だっていう説はあるわね」


「自殺？」


「ほら。随ずい分ぶん前だけど『自じ殺さつの達たつ人じん』とかいう本が流は行やったでしょう？」


「……いえ、よく知りませんが。どれくらい前ですか？」


　言うとネリンはしばし沈ちん黙もくし──


「ごめんね、おばさんで」


「いや、そういう意味では──」


　慌あわてて言うエリック。少し顔をしかめていたネリンもすぐに気を取り直したのか、元の表情に戻もどって話を続けた。


「まあ要するに自殺方法を幾いくつも列れつ挙きよした本なのよ。睡すい眠みん薬やくの飲み方と致ち死し量りようから、確実に首を吊つれる場所の探さがし方とか、一番目立つ投とう身しん自じ殺さつ場ば所しよ、とか。で──あの本の売れた理由には諸しよ説せつあるけど、私なんかはそもそも自殺って多くの場合、ある種しゆの『当てつけ』と『逃とう避ひ』だと思ってるから、そう考えると割と分かり易やすいかなって」


「つまり……？」


「つまり。『逃避』っていうのはさっきの『一発逆転』と同じ理由よ。簡単に今居いる自分の状況を覆くつがえせる。終了させられる。そういう意味での手軽さ。分かる？」


「はい。分かります」


　分かる。これもまたエリックとしては経けい験けん済ずみの感情だ。


「で、『当てつけ』ってのは多分、自分を助けてくれなかった、自分を愛してくれなかった、自分を祝しゆく福ふくしてくれなかった世間、あるいは自分をそんな状じよう況きように追い込んだ相手への嫌いやがらせ、意い思し表ひよう示じ、そんなものだと思うのね。だからわざわざ目立つ場所で飛び降りたがる人がいるんじゃないかな。


　死ぬだけならもっと誰にも迷めい惑わくをかけない簡単な方法は一杯あるのに、白はく昼ちゆう、ビルの上から飛び降おりたり、列車の前に飛び込んだりするのはそういう──目立って最後の自己主張をしたい、というか。『私はこんなに追い込まれていたんだぞ』って」


「……そういうものでしょうか」


「そういうものよ。経験者は語る──ってね」


　苦く笑しようしてネリンが言う。


「──え？」


　思わず聞き返しながらも、しかしエリックは半なかばその意味を悟さとっていた。


　かつて自分の苦しみを『あなたなんかに分かるものか』と言ったエリックに対し、ネリンは『私は分かる』と微み塵じんの躊ちゆう躇ちよも無く断だん言げんしてのけた。


　それはつまり──


「だから。魔ま族ぞく化かってのはその意味ではとても理想的な自殺なんじゃないかな。自分が魔族に墜おちる事をも厭いとわない位に追い詰つめられていたのだと──そう世間に示す事が出来るものね」


「でもそれでその人の家族はどんなにか迷めい惑わくを──」


「それは残のこされた家族の理り屈くつよ。今から全すべてを御ご破は算さんにしようって人がそんな事考えないでしょ──特に当てつけでそれをする人は。自分を護まもってくれなかった世界には家族も含まれるもの。エリック君知ってる？　人間が一人、駅のホームから列車に飛び込んだ場合、時刻表の乱みだれとか、遺い体たい回かい収しゆうの為の清せい掃そう員いんを雇やとう費用とか、その他諸々で、どれくらい遺族に請せい求きゆうが行くか……」


「……なるほど」


　エリックの──トムスン医師の家族の場合は、そういった経済的困こん窮きゆうが即そく座ざに襲おそってくる事は無かった。魔族は局きよく地ち災さい害がいとして一いつ切さいの人じん権けんを奪うばわれ、生命権、財産権、その他の権利を全て剝はく奪だつされるが、同時に、損そん害がい賠ばい償しようの請せい求きゆう対たい象しようとなる事も無くなる。台たい風ふうや洪こう水ずいに損害賠償をしても仕し方かたないからだ。無論、魔族化そのものに何らかの外的要因──例たとえば劣れつ悪あくな職場環境などがあった場合は、魔族化した魔法士の雇こ用よう者しやに損害賠償が請求される場合はあるのだが、それはまた別の話だろう。


　ちなみにトムスン医師の場合、財産権剝はく奪だつに伴ともない、死亡擬ぎ制せいが働く──法律上、特に戸こ籍せき法ほう上じようは魔族という災害によって死亡したと見なされる──ので、財産はそのまま残された妻と子に相そう続ぞくされた。ただしこれと同時に相続税を支し払はらう必要が生じるので、エリック達トムスン一家は迫はく害がいから逃れる意味もあって家か屋おくを売ばい却きやく、引っ越してやや小さめの家を購こう入にゆう、その差さ額がくは税金に充じゆう当とうした。


　とりあえず数年は無理な節せつ約やくなどしないでも生活していけるだけの金銭がエリック達には残されている。これが唯ゆい一いつ不幸中の幸さいわいだとも言える要素であった。


「何か話が変な方向に行っちゃったけど。ええと──そのお友達というか女の子だけど。単に趣味として魔法が好きとか、そういうのなら良いけれど、そうじゃないのなら危あぶないなあって。魔法が好きなら〈黒くろ本ほん〉には当然興味を持つでしょうし、実際簡単に手に入れられるみたいだし。それで本当に手に入れてしまったら……」


　無論──〈黒本〉を所有する者全員が破は滅めつ願がん望ぼうの持ち主という訳でもあるまい。


　だがもし何らかの原因でそうした人間が追い詰つめられればどうなるか。


　人間の精神は実のところほんの些さ細さいな事で平衡バランスを失う。自分の価か値ちを見失い世界の意味を見失う。そうなった時に自らの手に全すべてを滅ほろぼせる爆弾が在あるのだとすれば、むしろ躊躇ためらう者の方が少ないだろう。


「蓋がい然ぜん性せいは高いって事ですね」


「──そう」


　ネリンは溜ため息いきをつく。


「実際──確実に魔族化事件は増ふえているのよ。それもどんどん裾すそ野のが広がっていく感じでね。昔は魔族化なんて戦術魔法士とか救急魔法士位のものだった筈なんだけど、最近は魔法士でない人まで魔族化してきて……この上でいつ何ど処こで誰だれが魔族化するかも分からない、なんて事になったら社会そのものが壊こわれかねないわ」


　未来への不安と現状への焦しよう燥そう。


　エリックの様な一いつ介かいの学生ですらそれを漠ばく然ぜんとは感じるのだから、ネリン達の様な現場の人間は更に強く実感しているだろう。


　さぞかし歯は痒がゆいに違いない。


　相談に乗ってもらったり、本を借りたりして、このネリン・シモンズという女性との付き合いが始まって──その期間はまだ一年程にしかならないが、彼女の性格というものはエリックにも分かる。生き真ま面じ目めで気が強くて──しかし何にも増まして彼女は優やさしい。道みち端ばたで困こまっている人を見かければ、たとえどれだけ自分が急いでいても、立ち止まらずにはおれないのがこのネリン・シモンズなのである。


　そんな彼女がこの現状を憂うれえていない筈がなかった。


「……大変ですね」


　エリックにはそれしか言えない。


〈黒本〉や〈シェル〉の摘てき発はつと押おう収しゆうは警察の仕事であるし、ネリンら監督官や戦術魔法士達の仕事は基本的に手て遅おくれ──事件が起こってからが本番である。この構造は変えようが無いし、ましてやただの高校生に関かん与よできるものでもなかろう。


　原因がはっきりしているのならともかく、こうした漠ばく然ぜんたる世せ情じようの動きは個人の力で対抗するには大き過すぎ、またとらえどころが無なさ過ぎる。


「まあ──仕事だから」


　エリックを気き遣づかってか、ネリンは気楽そうな表情を取り繕って笑った。
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　大たい抵ていの場合において優秀な機き械かいにはそれなりの形が伴ともなう。


　いわゆる機き能のう美びというものだ。これは特に戦闘用の機械ともなれば顕けん著ちよで小は刃は物ものから大は戦せん艦かんまで目的に向けて絞しぼり込まれた禁きん欲よく的てきな線が独どく特とくの美び観かんというものを構こう築ちくする。


　これは要するに人間の恣し意いが介かい在ざいしない美しさと言う事も出来る。


　理論と実じつ績せきのみを鋳い型がたとして鋳造された形。そこでは個こ々こ人じんの感性はあくまで補助的に形成を助けるのみであり、曖あい昧まいさを排はいした方程式の如ごとき単純明めい快かいさが見る者の美意識を刺し激げきするのだろう。


　だが──


「これはまた──」


　武ぶ器き弾だん薬やく庫この机の上で新しん規きに支し給きゆうされたＳＳＳの装そう備びを点てん検けんしていたブライアンは顔をしかめてその拳けん銃じゆうを手に取った。


　タウロスＭ六四八〈ハウリング・ベア〉カスタム。回転弾倉式リヴオルバーで口径は四八。装そう弾だん数すうは六。ステンレス製で表面仕上げは艶サ消テしン。既すでに市し場じようで出で回まわっている既き製せい品ひんを対魔族戦闘用として改造カスタムしたものであるが──これがどうにもブライアンの感性からすると不ぶ細さい工くでしょうがないのだ。


　四八マグナムを六発内ない包ほうする回シ転リ式ン弾ダー倉がやけに大きく、その周囲のフレームも大きいのに反して、握にぎり易やすさを考こう慮りよしてか不ふ釣つり合いな程ほどに銃把グリツプが小さい。更さらに銃じゆう身しんが携けい帯たい性せいを意識してか大きく切り詰められており、反動を押さえる為にやたらと太い重じゆう銃じゆう身しん仕し様ように加くわえ、前方照準器フロントサイトの横には仰ぎよう々ぎようしく反動抑制器マズルブレーキのガス孔あなまでが穿うがたれている。


　全体としては機関部に無む理り矢や理りオマケの様な銃身と銃把を付けた様に見える。〈咆ほう吼こうする熊くま〉どころか見た目は〈唸うなる白しろ豚ぶた〉といった感じである。


　無論──対魔族戦闘における主要武器はあくまで〈サンダーボルト〉であり、これは労ろう務む省しよう魔ま法ほう管かん理り局きよくが戦術魔法士の担たん当とう監かん督とく官かん等とうに支し給きゆうする〈ハンティング・ホーク〉と同様、『運が良ければ魔族を殺せるかもしれない』というだけのお守まもりに過すぎない。


　その意味では他にも色々と気き休やすめの様な補ほ助じよ武ぶ装そうが机の上には色いろ々いろと並ならべられている。


　拳けん銃じゆう。散さん弾だん銃じゆう。短たん機き関かん銃じゆう。小こ型がた榴りゆう弾だん砲ほうまである。もっとも警察が市街で爆弾を使って戦う訳にもいかないので、これは専もつぱら煙えん幕まく弾だん用ようとして使われるのみだが。これらは狙そ撃げき手しゆに随ずい行こうし、彼等を補佐及び護ご衛えいする補助要員の為の武器である。


　だが──


「なんかこう、無理矢理かき集めてきたって感じですねえ」


　妙に明るい──その癖くせどこか力の無い声に振り返ると、武器弾薬庫の入り口に書類入れを手にしたシェリル・アリア鑑かん識しき員いんが立っていた。


「製造メーカーもばらばら。機き種しゆ統とう一いつもされてない。なんだか使えそうな武器を適当に集めてきた感じがしません？」


「新しん設せつ部ぶ隊たいの稼か働どう当とう初しよなど大たい抵ていがこんなものだろう」


　一括購入して予備部品の管理まで行った方が効率的なのだが──さすがに手配しきれなかったのだろう。ただでさえ市警は慢まん性せい的てきに財政難だ。文句を言っても始まらない。


「今日の午後から正式に部ぶ隊たいが発ほつ足そくする。まあしばらくは訓くん練れんだろうが──」


「そうも言ってられないかもしれません」


　言ってシェリルは書類入れから紙かみ束たばを取り出すとひらひらと振って見せた。


「インスブルック公園の事件の報告書です。見ます？」


「見せてくれ。だがその前に一つ聞いておきたいことがある」


「なんですか？」


「何日寝ねてない？」


「あっはっは」


　へらへらとシェリルは笑った。


　珍めずらしく魔族の遺い体たいが原形を留とどめていたので、色々と解かい剖ぼうやら資料作さく成せいやらに熱中していたのだろう。睡すい眠みん不ぶ足そくなのは一いち目もく瞭りよう然ぜんだった。殊こと更さらに美人という訳ではないものの、それなりに愛あい嬌きようのある彼女の顔が、今は眼めの下の隈くまと乱みだれた赤毛のせいでかなり凄せい惨さんな印象を醸かもし出している。しかもこれでへらへらと笑っているものだから妙に怖こわい。


「ちゃんと寝てますよ。一日一時間」


「冗じよう談だんにしてはつまらん」


　顔をしかめてブライアンは言った。


「いえまあ──好きでやってる事ですし」


「だからだ。歯は止どめがきいてない様に見えるぞ」


　言いながらシェリルの手て渡わたしてきた報告書に目を通す。


　内容は彼女の言葉通り、先日のインスブルック公園における魔族発生事件で、レイオット・スタインバーグが倒たおした魔族の検けん視し結けつ果かと、その周しゆう辺へん状じよう況きようの検証結果である。


　専門用語などは飛ばして要点だけを斜ななめ読みしてゆく。


　そして──


「モールドが見つからない？」


「魔族化の際に壊こわれて原形留めない程になる事はまああるんですけども」


　魔族とは魔法を使った人間の成なれの果てであり──合ごう法ほう非ひ合ごう法ほうはさておき魔法士が魔法を使う際さいに何らかの失敗で魔族化する以上、その場にはモールドの残ざん骸がいが残っているのが普通なのである。


「まさか破は片へんの一つも見つからないってのはおかしいでしょう。何者かが残骸を持ち去さったとも考えられますが、現場は比較的早そう期きに封ふう鎖さされていて人の出入りは無なかった筈ですし可能性は低いと思います。後考えられるのは、何らかの理由で魔族自身がモールドの残骸を隠かくすなり完全消しよう滅めつさせるなりしたか──あるいは、そもそも魔法を使って魔族化した人物は、モールドに拘こう束そくされていなかったという事になります」


「──馬鹿な。自殺行為だ」


　ブライアンは首を振って言った。


「モールド無しで魔法を使えば魔族化するだけだろう」


「ですねえ」


　何処か螺ね子じの緩ゆるんだような表情で笑うシェリル。


「まあ理論的には極きよく小しよう規き模ぼの魔法ならば魔族化に達しない呪じゆ素そ発はつ生せい量りようだったりするそうですけどね。だから厳げん密みつに言えば魔法を使えば即そく魔ま族ぞく化かという訳でも無いのですが」


「そうなのか？」


　これはブライアンも初耳の話だ。


「ええ。まあ理論的には──ですが。そうですね、スタッフ等による増ぞう幅ふくも無しであると考えた場合、物理的な仕事量に換かん算さんして、大体十ミリグロム程の物体を一ミリメルトル程動かす位でしょうかね」


「そんな魔法に何の意味があるんだ。書式を書く奴も居ないだろうし」


　呆れるブライアンに、しかしシェリルは首を振ふって言った。


「いや、医い療りよう系けいでは毛もう細さい血けつ管かんの縫ほう合ごうなんかに使う事を検けん討とうしているみたいですよ。あくまで『一回の魔法行使で魔族化しない』というだけで呪じゆ素そは蓄ちく積せきされますから、緊きん急きゆう時じ以い外がいには使う事も無いでしょうけど」


　緊急時も何も毛細血管の縫合などという作さ業ぎようを緊急で行わねばならない状況が現実に有るのかどうか疑ぎ問もんではある。手術をするのならきちんと設せつ備びの有ある場所で専門の医療系魔法士がメディカル・モールドを使って行う筈だ。


「まあそれはともかく。先日の事件における魔族化はモールド無しの魔法行使が原因であると見て間ま違ちがいないでしょう。恐おそらくは──」


「──〈黒くろ本ほん〉か」


「ええ。まあいつかは出てくると思ってましたけどねえ。意外に早かったというか」


「……洒落しやれにならんな」


　ブライアンは呻うめくように言った。


〈黒本〉による魔族化事件。


　これは早そう急きゆうに手を打たねば本当にトリスタン市壊かい滅めつに繫つながりかねない事態だ。


　今までは魔法士の事故や違法な魔法士の犯罪にだけ気を配くばっていれば良かった。だが、これからは〈シェル〉や〈黒本〉のせいで一般市民がいきなり魔族化する可能性も出てきたという事だ。


『皆に注目されたい』という遺い書しよを残してダイナマイト十数本を体中に巻き付け、大通りの真ん中で自じ爆ばくする様な馬ば鹿かも出てくる御ご時じ世せいである。下へ手たをすると『魔族化』が頭のおかしい連中の間で流りゆう行こうしないとも限らない。


「魔族化した奴の身み許もとは──まだ分からないか」


「魔族は指し紋もんや歯し列れつとかも変形してしまうので。血液型だけでは特とく定ていしきれませんしね。家族が居るのならそろそろ捜そう索さく願ねがいが出ていてもおかしくないでしょうけど」


「ふむ……」


　溜ため息いきをついてブライアンは机の上の装そう備びに視し線せんを戻もどす。


　下へ手たをすれば満まん足ぞくな装そう備び転てん換かん訓くん練れんも無しに現場に臨のぞまねばならない可能性も出てきた。


「そういえば警けい視しに昇しよう進しんされたんでしたっけ。おめでとうございます」


「とりあえずＳＳＳの設せつ立りつに合わせてな。署しよ長ちよう辺あたりは良い顔はしてなかったが、あまり横よこ槍やりを入れて本署の監かん査さ室しつに睨にらまれたくもなかったのだろう」


　正直──ブライアンは階級の上下そのものには興味がない。彼は名めい誉よを重んじるが、それは行動によって示しめされるべきで肩かた書がきではないと考えているからだ。ただし階級が上がれば権けん限げんも自動的に拡かく大だいする。いざという時に動かせる人員や機材が増ふえるのは現場一いつ徹てつのブライアンとしても歓かん迎げいすべき事ではあった。


「お祝いわいは何がいいですか？」


「アンチョビ・サンドを」


「じゃあ今から行って買ってきますね」


「その前に寝ねてこい──頼たのむから」


　ふらふらと部屋から出て行こうとするシェリルに、苦く笑しようを向けてブライアンは言った。
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　鞄かばんを持つ手に借かりた本の重みを感じながら魔ま法ほう管かん理り局きよくトリスタン支し局きよくを後あとにする。


　支局地下の喫きつ茶さ店てんでネリンから本を借りたり助言を貰もらったりするのは既すでにエリックにとっては恒こう例れい行ぎよう事じ化かしていた。元々普ふ通つうの学生がそうそう用ようのある場所ではないので、以前は支局の建たて物ものに入るのにも何となく役やく所しよ独どく特とくの空気を感じて気き後おくれしていたものだが──今では学校に通うのと変わらない感覚で出で入いりする様になっている。最近ではネリン以外の職員が彼を見み掛かけて挨あい拶さつがてら声を掛けてくる事もあった。


「……何か御お礼れいした方がいいかな」


　通りを歩きながらふとエリックはそんな事を考える。


　ネリンには本当に色々と世話になっていた。そもそもスタインバーグ邸に初めて行ったあの日から彼女には迷めい惑わくを掛かけっ放ぱなしで、進路の事から精神的な事まで様々な面で相そう談だんに乗ってもらっている。無論、生き真ま面じ目めな彼女は監督官の権けん限げんを使って何かの便べん宜ぎを図はかる様な真ま似ねは決けつしてしないが……逆にそれを補おぎなおうとするかの様に私し的てきな部分では自分の本を貸してくれたり、問題集の分からない部分に解かい説せつを加えてくれたりしている。


　当然毎回礼は言っているし、それで彼女も充分満足はしているのだろうが──このままではエリックの気も済すまない。


　それに──


「御礼。御礼。御礼。さて……何か贈おくるかな」


　呪じゆ文もんの様ように繰くり返しながらふと脳のう裏りにネリンの顔を思い描えがく。


　彼女の喜ぶ顔を想像すると──それだけで贈り物プレゼントというのはかなり素す晴ばらしい発はつ案あんの様に思えてきた。まあ高校生の小こ遣づかいで買えるものなどたかが知れているだろうが、それだけにあれこれと条件の中で思し案あんするのは楽しい。


　楽しさを長なが引びかせようとネリンの笑顔を更さらに思い描く。


　容よう姿しという点では実のところエリックの通う高校の女生徒達とそう変わらない。妙に融ゆう通ずうが利きかなかったりする性格も、ある意味ではひどく子供っぽい印象を彼女の姿に帯おびさせている。


　だが彼女には同級生達とは決定的に違うものがあった。


　自じ立りつし働く女性特有の毅き然ぜんとした雰囲気とでも言おうか──『大人』の『堅かたさ』だ。それは言い換かえれば、生きてきた過程で幾つもの苦く渋じゆうを舐なめてきた者特有の『強さ』の様なものだ。


　社会の雛ひな形がたでありながら外部の力で保ほ護ごされ、決定的な破は綻たんも矛む盾じゆんも無い世界──学校の中で、幼よう稚ちな事で大騒ぎしている少女達とは、明らかに違う。


　少なくともエリックにはそう見える。


　だから──


「サリヴァン君……」


　不意に呼び掛けられ、驚いてエリックは思し索さくを中ちゆう断だんした。


　振り返ると──声から分かってはいたものの、意外な人間の姿が通りの端はしに在あった。


「ダウランド先輩？」


「…………」


　ファネット・ダウランドは奇妙な表情でエリックを見つめていた。


　怒おこった様な悲しんでいる様な──幾いくつかの要よう素そが混こん合ごうされた表情である。付き合いの浅いエリックの眼にははっきりと判はん別べつが付けられない。ひょっとしたら彼女自身、自分がどういう気持ちでいるのか分かっていないのかもしれないが。


　ファネットは立ち止まったエリックの側そばまで歩いてくると、微び妙みように彼から視線を逸そらし──これはエリックの知る限り彼女のいつもの癖くせで、気の弱い彼女はどうしても相手と眼を合わせられない様だった──呟つぶやく様な口く調ちようで言った。


「あの人、誰？」


「あの人？」


「喫きつ茶さ店てんで一いつ緒しよに居た女ひと」


「…………」


　エリックは眉まゆを顰ひそめてファネットを見み据すえた。


　彼女が言っているのは当然、ネリンの事だろう。


　だが──どうしてファネットが魔法管理局地下の喫茶店でエリックと一緒に居たネリンの姿を見ているのか。基本的に魔法管理局の建たて物ものは一階と地下に一般人でも自由に出入りできる区く画かくが多く存在し、問題の喫茶店も確たしかにその内に含まれはするのだが──前ぜん述じゆつの通り魔法管理局自体が役所特有の、部外者を遠とおざける様な愛あい想そのない雰ふん囲い気きを漂ただよわせていて、用もない女学生が通とおりがかりに入ってくる様な場所ではない。


　偶ぐう然ぜん──その言葉で全すべてを納なつ得とくするには少々特とく殊しゆな場所だ。


「知り合いの魔ま法ほう監かん督とく官かんですよ。勉強するのに本を借りたりしてます」


　何ど処こか口く調ちようが硬かたくなるのがエリック自身にも自じ覚かくできた。


「……それだけ……なの？」


「それだけって？」


　聞き返すとファネットは黙だまり込んでしまった。


　エリックはしばし答えを促うながす様に彼女を見据えていたが、ファネットは無む言ごんを維い持じしたままで口を開こうとしない。


「先輩も喫茶店に居たんですね。魔法管理局に何か用でも？」


　努つとめて問い詰める様な響ひびきが声に出ない様にした積つもりだが──きちんと成功したかどうかは自じ信しんがなかった。


　ファネットが彼の後あとをつけ回していたという証拠は無い。


　たとえどれだけ噓うそ臭くさい偶然であったとしても、何らかの答えを彼女が提てい示じしたならばエリックは彼女を信用していたかもしれない。ネリンとの会話で改あらためて意識したのだが、やはり彼女はエリックにとって数少ない友人の一人ではあるのだから。


　しかし──


「…………」


　ファネットは答えない。


　短く吐はき捨すてる様に溜ため息いきをつくと、エリックは彼女をその場に残して歩き出した。


　少し冷たいか──とも思ったが、腹はら立だちの感情が勝まさった。


　可愛かわいいらしい嫉しつ妬とや独どく占せん欲よくが少し行ゆき過すぎただけ──そんな風に思えれば良かったのかもしれないが、エリックは父の死後、誰かに後を付つけられたり、他人から一方的に視線を向けられる事にはかなり嫌けん悪お感かんを覚おぼえる様になっている。


　ましてネリンと会っている事をまるで咎とがめるかの様なファネットの言葉には反はん感かんを感じずにはいられなかった。


「…………」


　ファネットが黙だまってすぐ後ろを付ついてくる。


　振り返らなくても気け配はいで分かる──そんな距きよ離りである。傍はた目めには二人が並ならんで歩いている様に見えたかもしれない。


「──何か用ですか？」


　立ち止まってそう尋たずねるエリック。


　ファネットはしばし黙だまって彼を、正確には彼の足あし下もとを見つめていたが──


「あの……ちょっと見せたいものが……あるの」


　──と言った。


　エリックの不ふ機き嫌げんさに気き付づいたのだろう。いつもの何ど処こか焦しよう点てんのぼやけた様ようなファネットの表情に、少しおどおどした──気の弱い、いかにも虐いじめられっ子然とした仕し草ぐさが混まじっている。初めて図書室で出会った時の様な雰ふん囲い気きだった。


　今度は──長く浅くエリックは溜ため息いきをついた。


　自分がファネットを虐めている様ような気分になったからだ。


　自分の中の内ない圧あつを下さげようと好こう意い的てきに考え直してみる。


　ファネットは魔法に興きよう味みを持っているのだから、魔法管理局に来ていても不ふ自し然ぜんという程ではないかもしれない。そこでたまたまエリックとネリンを見つけ、監かん督とく官かんの制服を着たネリンと、学生服姿のエリックの関係を不思議に思ったという事も考えられる。ついつい忘れがちになるが──改あらためて考えてみるに、他人の眼めに自分とネリンはかなり珍めずらしい組み合わせとして映うつっていたかもしれない。


　そうだ。そうに違ちがいない。


　頭から他人の行動を決めつけて勝手に腹を立てるのは愚おろかしい行こう為いだ。ファネットが口くち下べ手たな上に、何か言葉に詰まるとそのまますぐに黙だまり込んでしまうのも、いつもの事であって──全部エリックの邪じや推すいに過すぎないかもしれないではないか。


　そう考えると急にエリックは自分が自じ意い識しき過か剰じような恥はじ知しらずになった様な気がした。


　どうもネリンと〈黒本〉関連の話をしたせいで、何ど処こかこの少女に対して警けい戒かいする様な気持ちが出来上がっていたらしい。


　わざわざ自分からこの少女に対して疑ぎ心しん暗あん鬼きの壁かべを作っても仕し方かたがない。


「分かりました。で──見せたいものって？」


　小さく苦く笑しようして……そしてエリックは頷うなずいて見せた。
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　猫ねこは順じゆん調ちように育そだっていた。


　人間でも同じであるが、幼少期の生物は成せい長ちようが著いちじるしい。特に猫は寿じゆ命みようからすれば人間の数すう倍ばいで成せい体たいになってゆくので、たった数すう日じつでも人間で言えば一年以上の成長に相そう当とうする変化が見られたりもする。


　もっともその分、躾しつけやら何やらで色いろ々いろと手て間まが掛かかる筈なのだが、カペルテータは面めん倒どう臭くさがる様子もなく、そつなく飼かい主ぬし役をこなしている様だった。少なくともレイオットが気付く範はん囲いでは特に不ふ都つ合ごうらしい不都合は見当たらない。


　だがそれでも仔こ猫ねこの名前は未いまだ無い。


　カペルテータはきちんと世せ話わはするものの、それ以外の時は自分から仔猫に触ふれようともしない。確かに嫌きらっている訳でも無い様だが、かといって可愛かわいがっている様には到とう底てい見えなかった。


　文字通りに飼し育いくしているだけ──そんな印象だ。


　カペルテータのそんな素そっ気けない態たい度どが猫にも伝つたわっているのか、仔猫は仔猫で殊こと更さらにカペルテータにじゃれついたりしない。彼女を『餌えさをくれる人』と認にん識しきはしている様で、いつもカペルテータの側そばに居いるのは確たしかなのだが、怯おびえているのか何なのか、自分から一定以上の距離を詰つめようとしない。


　一人と一匹の間には常に奇き妙みような緊きん張ちよう感かんがあった。


「なんだかな……」


　今日も今日とて、居い間まの隅すみでタイプライターを叩くカペルテータと、彼女の側でちょこんと座すわっている黒猫の姿すがたを眺ながめながら、レイオットは苦く笑しようした。黒猫もこれだけ素そっ気けない態度を取とられればレイオットの方に鞍くら替がえして懐なついてきても良さそうなものだが、これまたレイオットなど眼がん中ちゆうになさそうな感じなのである。


「これで本当に情じよう操そう教きよう育いくになってんのかね？」


「…………」


　レイオットの呟つぶやきが聞こえたのか──ふとカペルテータがキーを叩く手を止めてこちらを振り返ってくる。


「なあカペル」


「なんでしょう」


「猫の事……嫌きらってる訳じゃないんだよな？」


「はい。特に嫌ってはいません」


　素直にカペルテータは頷うなずいてくる。


「じゃあ──そうだな。抱だきしめたいとか、思わないのか？」


「…………」


　今まで思いつきもしなかったのか──カペルテータは眼を瞬しばたたかせて仔猫を見る。


　──みぃあ。


　肯こう定ていした訳でもなかろうが──仔猫は小さく啼ないた。


「そういうものでしょうか」


「そういうものじゃないのか？」


「…………」


　困こん惑わくするかの様に沈ちん黙もくするカペルテータ。どうやら本当に考えてもみなかったらしい。


　何ど処こで仕し入いれているのか、辞じ書しよ的てきな知ち識しきは溢あふれる程ほどに豊ほう富ふだったりするのだが、このＣＳＡの少女はこうした、ごくごく当たり前の部分でひどく無む知ちであったりする。


「お前がなんつーか、近ちか寄よりがたい雰ふん囲い気きを作ってるから、いつも猫は猫で一定以上近付いて来ないんじゃないか？　嫌われてるんじゃないか、とか──猫は猫なりに気を遣つかってるのかもしれんぞ？」


「そういうものでしょうか」


「多た分ぶんな」


　レイオットに言われてカペルテータはしばし何やら考えている様子であったが──


「……どうすればいいのでしょう？」


　首を傾かしげて言った。


　珍めずらしく──本当に珍しく困こまった様子が、微かすかにではあるものの口調に出ている。


　レイオットは苦く笑しようして寝ねころんでいたソファから起き上がると、掌てを上に向けてちょいちょいと人差し指の先を動かして見せた。


「こんな感じで手て招まねきしてみたら寄よって来るんじゃないか？」


「…………」


　カペルテータは椅い子すから降りてしゃがみ込むと、レイオットの仕し草ぐさを真似て指ゆび先さきを動かす。丁ちよう度ど、猫の顎あごの下をくすぐるような仕し草ぐさである。


　すると──


　──みぃあ。


　待ってました、とばかりに仔猫が近寄って来る。


　仔猫はちょこちょこと動くカペルテータの白い指にじゃれつき、それを前まえ脚あしの肉にく球きゆうで挟はさみ込もうと、右へ左へと跳とびながら奮ふん闘とうし始めた。
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　カペルテータは無む表ひよう情じように指先を動かし続ける。


「…………」


　──みぃあ。


「…………」


　──みぃあ。


「…………」


　──みぃあ。


「楽しいか？」


　苦笑を浮かべながら何なに気げなしにそう尋たずねたレイオットだが──


「──はい」


「そうか。良かっ──」


　自然にそう返しかけて──ふと固まる。


　彼は改あらためてカペルテータと仔猫を眺ながめた。少女と猫は白い指先を巡めぐってささやかな攻こう防ぼう戦を繰り広げている。仔猫はいつの間にか仰あお向むけになっており、四し肢しを使いながらカペルテータの指先に身体全体でしがみつこうとしている様だが、カペルテータの指先の方が未いまだ動きが速い。


　無論カペルテータはいつもの通り無表情のままだ。


　だが──


「…………そうか」


　呟つぶやいてソファに寝ころぶレイオット。


　──みぃあ。


　やはり何かを肯こう定ていするかの様に黒猫が一ひと際きわ大きく啼ないた。
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　そう長く歩く事もなく──エリックとファネットは目的の場所に着いた。


　官かん公こう庁ちようの建物が集しゆう中ちゆうしている区く画かくからほんの少し外はずれた所に在ある住宅街である。割わり合あい便べん利りな立りつ地ち条件の為、エリックが知っている限りでは他の住宅地よりも土地の値段が高く、住んでいるのは大抵が中流以上の家庭を維い持じしている者達だ。何を隠かくそう──エリックが引っ越し前に住んでいたのもこの辺あたりなので、どういう街区であるかはよく知っている。


　ただし改あらためて訪おとずれても最も早はや全く郷きよう愁しゆうを感じなくなっていたのはエリック自身にも少々驚きではあった。


「私の……家……」


　ファネットがそう言って前に立った家も周囲と同様にやや大きめの家か屋おくであった。


　二階建てで──全体的に落ち着いた雰囲気の建物を広めの庭が取り囲かこみ、更にその外がい周しゆうを煉れん瓦が造づくりの塀へいが取り巻いている。かつて貴族達が好このんで造った別荘をそのまま何分の一かに縮しゆく小しようした様な代しろ物ものである。


　豪ごう邸ていや大だい邸てい宅たくとは呼べないだろうが、敷しき地ちの規き模ぼや細部の凝こった造つくりを見ればそれなりに金の掛かかった家なのだと分かる。まさしく中の上を自じ認にんする者達──嫌いやらしい言葉で表せばいわゆる『小金持ち』の見栄と現実が互たがいに妥だ協きよう点てんを探さがした結果として、こうした何処となく中ちゆう途と半はん端ぱな家か屋おくが造つくられる。


「……どうぞ」


　鉄てつ柵さくの少々仰ぎよう々ぎようしい門を通り抜け、合あい鍵かぎで白く塗ぬられた玄げん関かん扉とびらを開あけて──ファネットはエリックを邸内に招まねき入れた。


「……お邪じや魔まします」


　そう呟いてみるものの──いざ玄関の前に立つと躊ちゆう躇ちよを禁きんじ得えない。


　もしかしてと予想はしていたが、まさか本当にいきなり自宅に連れて来られるなどとは思っていなかった。いくら友人宅とはいえ初めての家に手ぶらで上がり込むのも無ぶ礼れいではないのか──などと育ちの良いエリックが玄関口で逡しゆん巡じゆんしていると、ファネットが振り返って言ってきた。


「……両親は共働き……だから……」


　つまりは現在、家の中には誰だれも居ないという事か。この家の住人達の平均的な帰宅時間は分からないが、そう告げるという事は彼女の家族が戻もどってくるのはまだ何時間か先という事なのだろう。


「はあ……」


　招かれるままにエリックはファネットの家に上がり込む。彼女は奥には進まず、玄げん関かん脇わきに設もうけられた階段を数すう段だん上がって、エリックを振り返った。


「こっち。私の部屋にあるから……」


「はい」


　家人の留る守す中ちゆうに女の子の部屋に上がる──それが必かならずしも恋愛だの性道徳だのに絡からむ話になるとは限らないのだが、さすがのエリックも少々動どう悸きが高まるのを感じた。


　ファネット・ダウランドは自分に友人以上の好こう意いを持っているのだろうか？


　ふとそんな事を自じ問もんしてみる。


　もし持っていたとしても、まさか友人以上になる為ための過か程ていをいきなりすっ飛ばしてそれ以上の関係を求めてくる程、ファネットは性道徳の観かん念ねんが乱みだれている訳でもなかろう。ましてそんなに思い切りが良よい様にはとても見えない。


　ではファネットが彼を家に呼んだのは他にどんな理由が在あるのか。


　彼女は見せたいものがある──と言った。


　あるいは魔法関係の本や稀レ少アな物品アイテムでも手に入ったのかもしれない。例たとえば使用済みの拘こう束そく度ど端たん子しとか。賢けん者じや石いしの破は片へんとか。あるいはもっと俗ぞくっぽく魔法士の生なま写じや真しんとか。


　何にしてもそうしたものは学校に持ってはいけないだろう。持もち物もの検けん査さに引っかかる事もあるだろうし──彼女の場合は盗ぬすまれたり棄すてられたりする危険性も高い。


　だが──


（いい加か減げんその手の話や物には興きよう味みが無いって言った方がいいのかな。でも──）


　などとエリックは考える。


　やはり彼は単に魔法士になりたいだけであって、魔法が趣しゆ味みそのものという訳ではないのだ。自分の資し格かく取しゆ得とくに関係の無ない知ち識しきや品しな物ものに、興味を惹ひかれる事はない。


（でも──）


　だが、それでも彼に見せる事でファネットが満足感を得る事が出来るのなら、それをわざわざ拒こばむ事もないのではないか──とも思う。足あ搔がいても足搔いても周囲が自分を苛さいなむ苦く痛つうというものはエリックも嫌いやという程に体験している。今の彼女に必要なのは、自分が孤こ立りつしていない、という実じつ感かんの筈だった。


「楽らくに……してて……」


　そう言ってエリックを部へ屋やに招まねき入れるファネット。


　家の外がい観かんに比くらべると部へ屋やはごくごく平凡な、素そっ気けないとも言える様な造つくりである。中身はエリックの部屋と大たい差さない。申もうし訳わけ程てい度どにではあるが、幾いくつか小さな縫ぬいぐるみが飾かざってあるのを見るとやはり女の子の部屋という感じはするが。


　しかし楽にしろとは言われてもどうすれば良いのか。さすがに床ゆかの上に腰こしを下おろすのは躊躇ためらわれるし、ベッドの上はもっと躊躇われるのだが……他に腰を下ろせそうな所も見み当あたらない。


　そんなエリックの内ない心しんを知ってか知らずにか──ファネットは自分の机つくえに歩み寄よって引き出しを引き抜いた。


　続けて引き出しの入っていた机の孔あなに手を入れると、彼女はそこから何かを取り出して机の上に置き、そしてまた引き出しを元に戻す。どうやら引き出しの奥の更に向こう、机と引き出しの隙すき間まに何かを隠かくしていたらしい。


　それは──


「これ……知ってる？」


「…………！」


　心しん臓ぞうが一際大きく鼓こ動どうする。


　漆しつ黒こくの表ひよう紙し。題字も無ければ著ちよ者しや名めいも出版社名も無い。ただその内に秘ひめられる全てを隠いん蔽ぺいしようとするかの様な黒くろ塗ぬりの装そう丁てい──


　無論、エリックにとってそれは初しよ見けんの品ではあったが、半なかば直感的に彼はそれが何なのかに気き付づいていた。


「それってまさか──」


『細こまかい理り論ろんとか安全性の配はい慮りよとか、応おう用よう性せいとか──そういうのを殆ほとんど省しよう略りやくして『簡単な魔法の使い方』を書いた本がどうも大量に出で回まわっているの』


　ネリンの言葉が脳のう裏りを過よぎる。


「そう。〈黒本〉……」


　ファネットが表情をほころばせて言う。相変わらず何ど処こかぼんやりした雰囲気ではあるが……ここまではっきりとファネットが笑顔を見せるのも珍めずらしい。エリックが中身を見るまでもなくその正体に気き付づいたのが、余よ程ほど嬉うれしかったらしかった。


　だが──


「魔法の書式とか……素人しろうとにも出来る……基き礎そ書しよ式しきの焼やき付つけ方とか……色々書いてあって……凄すごいでしょ……？」


「…………」


　ファネットはエリックにそれを手て渡わたしてくる。


　エリックはそれを受け取り──ページをめくってみた。


「これは……」


　確かにそれはファネットの言う通りのものであり──同時にネリンが語かたっていた通りのものでもあった。


　必要な行こう為いのみに作業を絞しぼり、最も基礎的な魔法の発動に関して要求される条件を──本当にそれだけを記しるしてある。その危険性や、万一の事態に対する対たい処しよ法ほうなどは一いつ切さい記き載さいが無い。


　そもそも基礎書式を意い識しきへ焼き付けるのには薬やく物ぶつを使用するのだが──その際の薬物使用量、時間、環かん境きようなどはかなり厳げん密みつな条件を要求される。これをしくじると、単純に後こう遺い症しようが出る場合もあれば、人格崩ほう壊かいを起こしたり、最さい悪あく、本人にその気が無くても魔法が勝かつ手てに発はつ動どうして魔族化するという危険性もあった。


　基本的に魔法士達の呪じゆ文もん詠えい唱しようは意識集中の為ためのものであると同時に、その手順プロセスそのものを一種の『安全装置』として己おのれの基礎魔法書式に組み込んでいる。


　魔法の使用者がその精神的な状じよう態たい整せい備び──もっと簡単に言えば一種の『覚かく悟ご』を無なしに魔法を実行すると、たとえモールドに拘束されスタッフを使用していたとしても、魔法の発動を失敗する恐おそれがある。これを防ふせぐ為に一種の自じ己こ暗あん示じとして呪文詠唱は必要とされており、日にち常じよう会かい話わには使わない無む意い言げん語ごがその中に組み込まれるのはこの為だ。言ってみれば呪文詠唱は『鍵かぎ』なのである。


　だが逆ぎやくに言えば、魔法とは精神力と認識力を物理的影響力に変へん換かんするものである以上、それが安全対たい策さくの限げん界かいであり、物理的な『留とめ金がね』を掛けておく訳にはゆかないという事になる。基礎魔法書式の条件付け──即すなわち『呪文詠唱を行わなければ魔法は行こう使しできない』という洗せん脳のう的てき認にん識しきがもし無かった場合、下へ手たをすると日常生活の中から派は生せいする連れん想そうで、勝手に魔ま法ほう回かい路ろが起き動どうしてしまう可能性が在った。


　だがこの〈黒本〉にはそうした事実に関する記き載さいは無い。


　まして──後半のページを見れば分かるが、これはモールドが在あるのを前ぜん提ていにしての本である。モールドが無い状態で持っていても仕方がない。いくら此こ処こに書いてある通りに諸しよ手て順じゆんを実行し、また幸運に恵まれて問題なく書式を脳のうに焼き付けられたとしても──それ以上は望めまい。


　モールドが無い以上は魔法を使った瞬間に、魔族化するに決まっている。


「エリック君にだけ……君だから……見せてあげたの。凄すごい……でしょ……？」


　何処か得とく意いげな表情を浮うかべてファネットが言ってくる。


「こんなもの──」


　さすがにエリックは腹はら立だたしい気持ちを抑おさえる事が出来なかった。


　お手軽な魔法の使い方。


　要ようするにこれはそれだ。そしてその代だい償しようについては何ら責せき任にんを持たない。


　こんなものを作って売る連中も、こんなものを有あり難がたがって買う人間もエリックには全まつたく理解できなかった。


　それに──


（馬ば鹿かにしてる）


　そんな想いがある。特異な技術であるからにはそれを背せ負おう責任があり──それを背負いきれる自分を成なす為に魔法士達やそれを目指す者達は精しよう進じんしてきた。父がそうであり自分がそうであり、あのレイオット・スタインバーグでさえ魔法という能力を得える為にそれなりの代だい価かを払っている筈なのだ。


　だがこの本はそうした者達を横目で見ながら簡単な抜ぬけ道を進すすむ為のものだ。いや、抜け道を進んで自分が努力を重ねた者達と並ならんでいるかの様な気にさせる──ただそれだけのものだ。


　これを侮ぶ辱じよくと言わずして何と言うのか──


「こんなものを買ってどうする積つもりなんですか？」


　ついつい詰きつ問もんの様な口調でエリックは言葉を放はなった。


「魔法士関係の実じつ務む技ぎ術じゆつに関しては秘ひ匿とく義ぎ務むがあるし、そもそも──」


　普段のファネットであれば身を震ふるわせて黙だまり込んだろう。だが興こう奮ふんしているのか、ファネットは怯おびえる様子も無く、何ど処こかとろんとした表情で言ってきた。


「魔法が使えるのよ……？　これさえあったら……魔法が使えるの……」


「そんなもの──」


「素す敵てきでしょ……？　魔法は不ふ可か能のうを可能にするの……何だって出来る……」


　彼女は夢ゆめ見みる様な口く調ちようでそう言う。


　だが無論これは部外者の勝手な思い込みに過ぎない。


　魔法は確かに他の現象や技ぎ術じゆつと異なり、過か程ていを省しよう略りやく、または圧あつ縮しゆく、短縮して現象のみを発はつ生せいさせる事が出来る。炎を出したいと思えば、可か燃ねん物ぶつを集め、発はつ火かに必要な状況を確かく保ほし、火が充じゆう分ぶんに成長するまで風や水みず気けで消えてしまわないように管かん理りせねばならない。だが魔法なら一瞬でそれが可能だ。上記の過か程ていを実じつ行こうする為の作業を行う必要は無い。


　しかし──それすらもやはり技ぎ術じゆつではあるのだ。


　経験と知ち識しきが蓄ちく積せきされた末すえに初めて可能となるものであり、手に入れた瞬間から何でも出来る様な──子供の夢む想そうの如ごとき都つ合ごうの良いものではない。


「だから？」


「──え？」


　エリックの言葉にふとファネットが台詞せりふを途と切ぎれさせる。


「だからって──先輩の置かれている状況が変わるという訳じゃないんですよ？」


「…………」


　目を丸くして言葉に詰つまるファネット。


　エリックは衝しよう動どうに駆かられるままに言葉を続けた。


「こんなの持ってたってどうにもなりません。魔法が好きだって言うのなら、使いたいのなら、きちんと魔法士の資格をとればいいじゃないですか。こんな──怪あやしげなものを買い込んで、どうする積つもりなんです？」


「な──」


　ネリンの言葉がまた脳のう裏りに蘇よみがえる。


『大きな力を『一発逆転』に使いたがる人っているのよね』


　つまりファネットの場合は──


「まさか、これさえあれば先輩を虐いじめている連中をいつでも見返してやれる、と思ってるんじゃないでしょうね!?」


「…………！」


　びくりと身を震ふるわせるファネット。


　図ず星ぼし──だったのだろうか。だとしたらそれは危き険けんだ。とても危険な事だった。


　自分の時は相手がレイオットだった。そしてその場にネリンが居た。カペルテータが居た。手にしていたのはただの銃だった。だから──自分は踏ふみ留とどまれた。自己満足に目が眩くらんだまま、最さい低ていな状況に落ち込んで破は滅めつする事を回かい避ひできた。


　だがファネットは違う。


　彼女が手にしているのは魔法だ。そして恐おそらく限界を超こえて暴走を始めれば、最も早はや止とめる事は出来ない。銃は棄すてればそれで済すむ。相手を殺してしまわない限り謝あやまる事も償つぐなう事も出来るだろう。


　だが──魔法は違う。


　あれは他のものに比べるとあまりにも違う。


　後戻りは決して出来ない。魔族化してしまえばその瞬間にこの少女の未み来らいは消える。


　それがファネットは分かっていないのだろうか。


「駄だ目めですよ！　魔法は何もかも手っ取り早ばやく解決してくれる様な──そんな便利なものじゃありません！　そんな都合の良いものじゃないんです！　あれは──あれは単に道具、技術に過すぎない！　使い方を間違えば周まわりを巻き込んで破は滅めつするだけだ！」


「……な、なに、を──」


　掠かすれた声で呻うめく様に言うファネット。


「貴方あなたが、ど、どうしてそんな偉えらそうな──」


「俺おれは経けい験けん者しやだからだ！」


　一瞬、叫さけんでから後こう悔かいが脳のう裏りを過よぎる。


　だがそれをエリックはねじ伏ふせて続けた。


　明めい確かくな根こん拠きよは無かったが──エリックには確かく信しんが在った。


　今止とめなければファネットはいつか必ず魔法を使う──『一発逆転』を期き待たいして。あるいは自分を受け入れてくれなかった世界そのものに対する当てつけとして。


　そして恐おそらくそれを明めい確かくには自じ覚かくしていない。


　追い詰められた者は周まわりが見えない。ごくごく当たり前の道理でさえ思し考こうの隙すき間まから抜ぬけ落ちてしまう。本当に少し考えれば分かりそうなものなのに──短たん絡らくして突つっ走ぱしって自じ滅めつへと転ころがり落おちてゆく。


　かつての自分がそうだったように。


「俺おれの名前は本当はエリック・トムスンです。医い療りよう魔ま法ほう士しだった父親が魔ま族ぞく化かして、そのせいで俺はさんざん酷ひどい目に遭あいました。意味もなく殴なぐられるのなんてしょっちゅうでしたし、家の塀へいや教科書や──押おさえ付けられて服や顔にも落らく書がきもされました。『死ね』とか。『糞くそ』とか。何度も死のうかと思ったし──それに」


　乾かわいた音。


　飛び散ちる鮮せん血けつの紅あか──


「憎にくいと思った奴やつ等らを銃じゆうで撃うった事もあります」


「…………！」


　ファネットが眼めを見開く。


「でも駄だ目めなんですよ、それじゃ。そんなのじゃ何にもなりません。追い詰められた人間は世界を敵てきと味み方かたに単純化して見てしまう。その方が簡単だから。でもそんなのじゃない。そんな単純なものじゃない。本当に世界が敵か味方かしか居いなければ、敵を滅ほろぼしたら全部終わるけれど、現実はそんな簡単なものじゃないんです」


「私は──べ、別に──」


「そんなものを心の支ささえにしたら駄だ目めです。そんなものに寄よりかかっていたら、いつか貴女あなたはそれを使う事になる。それさえ使えば嫌いやなことが全部終わると思う様になる。それさえ使えば、自分の悲劇の物語に幕まくを引けると思ってしまう！


　いつでも殺せる。いつでも死ねる。それは確かにその通とおりです。でもそれは何の解かい決けつにもなってません。貴女はそういう考えで自分を慰なぐさめているだけだ。貴女はただ──」


　エリックは一瞬、言葉に詰つまる。


　それは自分自身への罵ば声せいに等しかったからだ。


「貴女はただ安あん易いな道に逃にげてるだけだ！」


　その瞬しゆん間かん。


　ばん！──と部屋に乾いた音が響き渡る。


　ファネットが力ちから任まかせに平手で自分の本ほん棚だなを叩たたいたのだ。


　思わず口をつぐむエリックに──ファネットは大きく歪ゆがんだ表情を見せながら言った。


「な……なによ……なによ……！　偉えらそうに──偉そうに言って！　出ていって！　帰って！　出ていってっ!!　出ていってよおっ!!」


　ばんばんとあちこちを叩きながら喚わめき散ちらすファネット。


「先輩──」


「出ていってえっ!!」


　叫さけびながらファネットは本棚から次つぎ々つぎと本を取り出すと、エリックに向けて投げつけ始めた。単なる紙の束たばとはいえ、密みつに束ねられたそれは、四よ隅すみが尖とがっている分、当たれば下手な石よりも危ない。


　エリックは咄とつ嗟さに飛んできた数すう冊さつを払はらい落としたが、ファネットの興こう奮ふんは収おさまる様子がない。彼女は一通り本を彼に投げつけると、次に机の上にあるものを手当たり次し第だいにひっつかんでは投とう擲てきし始めた。


　予想以上の──というか予想もしなかった狂きよう乱らんぶりである。


「……先輩……っ！」


「ああああっ、ひああっ、ああっ!!」


　最も早はやファネットの台詞せりふは言こと葉ばの体ていをなしていない。


　呻うめく様に、啼なく様に、喘あえぐ様にして彼女はものを投げつける。


　まともに会かい話わできる状態ではなかった。


「…………」


　ここで何を言っても彼女を激げつ昂こうさせるだけだろう。


　エリックは一旦、退ひく事にした。


「分かった、分かりました、出ていきます──」


　そう言って彼はファネットの部屋から出る。


　そのまま彼は階段を下りて玄関に向かった。


　もしかしたら──と思って振り返ってはみたが、ファネットは追ってこない。


　ただ代わりにすすり泣く様な声が階段の向こうから聞こえてきた。


「…………」


　後味が悪い。


　エリックは彼女の嗚お咽えつに追われる様にしてダウランド家を後にした。





　　　　●　　●　　●





「──お茶ちやの葉はが切れました」


　カペルテータにそう告つげられてレイオットは街に出る決意をした。


　実のところ香こう茶ちやの葉が在あろうが無なかろうが困こまりはしないのだが、カペルテータにそう告げられるとレイオットは買い物に行く様にしている。元もと々もといい加か減げんな生活をしているせいで曜日や日付がかなり曖あい昧まいになってしまうのだが──香茶は毎日の様にカペルテータが淹いれているせいで一いつ定てい量りようが必ず減へってゆき、大体同じ銘めい柄がらを同じ量買かっていれば定期的に『お茶の葉が切れました』とカペルテータが言い出すのである。


　このためにわざわざレイオットは香茶の専門店で一番小さな袋を指定して葉を詰つめて貰もらう。これで大体60グロム──スタインバーグ邸における二週間分の消しよう費ひ量りようであった。


　そういう訳で──


「そこのフェルマート産の〈詩人の恋〉を。60グロムの袋で」


　そう注文すると確かく認にんする様に外で待っている──店の入り口近くに立っているカペルテータを振り返る。無論彼女はいつもの通りにフードを被かぶったままだが、その中で頷うなずく気け配はいだけは何となく分かった。


　ちなみに彼女が店の中まで入ってこないのは、彼女が店の中に入ると猫ねこまで一緒になって入ってくるからである。躾しつけられている犬は、そこらの子供よりも行ぎよう儀ぎが良いので特に連れて入っても問題視しない店が殆ほとんどだが──やはり猫となると犬程には躾きれない事が多く、食料品関係の店に連れて入るとあまり良い顔はされない。


　店員から商品と釣りを受け取るとレイオットはカペルテータ達と共に店を離れた。


「さて──どうするかな」


　呟いてレイオットはプーランク通りを見回した。


　綺き麗れいに整せい備びされた道の左右に、これまた美び観かんを考こう慮りよした上で統一的な外がい装そうを施ほどこされた店が整せい然ぜんと並ならんでいる。路上には目立つようなゴミも無く、一定間かん隔かくで設せつ置ちされたゴミ箱が満まん杯ぱいになって中なか身みをこぼす事も無ない。所ところ構かまわずゴミが転ころがっているリゴレット通りとは大違いである。


　綺麗で清せい潔けつなのは結構な事ではあるが──煙草たばこの吸すい殻がらでも投げ捨すてようものならば、周まわりから問もん答どう無む用ようで袋ふくろ叩だたきにされそうな雰ふん囲い気きであった。


　実を言えばレイオットはあまりこの辺あたりには詳くわしくない。


　そんな彼がどうしてわざわざプーランク通りまで出てきたかというと、香茶の葉の良いものが確実に手に入る店がこちらにしか無いからである。普ふ通つうの買い物ならばリゴレット通りの方が安い。


　普段ならここでカフェテラスにでも入るのだが、店の中に猫を連れて入るのはやはり嫌いやがられるだろう。どうしてもというのなら、例外的に衛えい生せい観かん念ねんの雑ざつな店か、あるいは屋おく外がいにテーブルを出している店を探さがす必要があった。


　そんな事を考えていると──


「……お？」


　ふとレイオットは鼻の先に引っかけていたサングラスを少し引き下げた。


　夕ゆう暮ぐれの街の雑ざつ踏とうの中をこちらに向かって歩いてくる少年。


　エリック・サリヴァンだった。


　彼は何やら苦悩を抱かかえているかの様に強こわ張ばった表情で歩いてくる。だがどうもレイオット達には気付いていない様子で、こちらの方に視線を向ける事は無かった。


　恐らく何か考えに没ぼつ頭とうする余あまり、周まわりが見えていないのだろう。


「…………」


　エリックは手を伸ばせば触ふれられる様な所まで来るが、まだレイオット達には気付いていないらしい。一瞬、無む視しを決め込んでいるのかとレイオットは思ったが──


　──みぃあ。


　まるで呼び止とめるかの様に──カペルテータの胸元に抱だかれた黒猫が啼なく。


　その瞬間、まるで夢から醒さめたかの様にエリックは立ち止まって目を瞬まばたかせた。


「…………あ」


「──よ」


　何となく気まずい想いをしながら──エリックが気付かないなら面倒なのでそのまま放っておこうとも思ったのだ──レイオットは片かた手てを挙あげた。


「学校の帰りか？」


「え──ええ」


　戸と惑まどった様な表情で頷うなずくエリック。


「また虐いじめられでもしたか？」


「え？──いや。どうしてですか？」


「えらく深しん刻こくそうな表情だったんでな」


「…………」


　エリックは再び表情を険けわしくさせて俯うつむく。


「スタインバーグさん」


「はいよ」


「ちょっと相談に乗って貰もらえますか？」


「俺か？　シモンズ監督官じゃなくて」


　意外な頼たのみではある。一瞬聞きき違ちがいとも思ったが、エリックはレイオットの顔を見てはっきりと頷いた。


「はい」


　追い詰められた──という程ではないにしろ、何処か困こん難なんを前にしているかの様な焦しよう燥そう感かんがその表情には見える。自分ではそれなりの答えを出してはいるのだが、それに自信が持てない──そんなところか。


「まあそうだな──」


　レイオットは周しゆう囲いを見回す。


　何にしても数分の立ち話で済すむ様な話題ではなかろう。


「オープンテラス付きのカフェに心こころ当あたりは？」


　しばし思し案あんする様な表情を浮かべてから──エリックは言った。


「この先の交差点広場に一軒あったと思います。味は分かりませんけど」


「じゃあそこで。案内よろしく」


「ありがとうございます」


　そう言ってエリックは頭を下げた。
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　疲つかれ果ててベッドに倒れ込む。


　気分が悪い時は喚わめき散ちらせばすっとする──そんな事を誰かが言っていたが、そんなのは噓うそだとファネットは思った。


「ずるいよ……ずるい……」


　呻うめく様に──あるいは呪じゆ文もんの様にファネットは呟つぶやく。


『貴女あなたはただ安あん易いな道に逃にげてるだけだ！』


　エリックの言葉が脳のう裏りに反はん響きようしていた。


　それは何よりもはっきりした拒きよ絶ぜつの言葉だ。少なくともファネットにはそこにそれ以外の意味を見いだす事など出来なかった。


　エリック・サリヴァン。


　彼ならば──そう思った。


　だが彼は違ちがった。彼はファネットが期待した存在ではなかったのだ。


　それどころか彼は敵てきだった。


　何な故ぜならば彼は彼女に優やさしくしてくれないからだ。彼女を無む条じよう件けんで許してくれないからだ。彼は彼女の言う事を聞いてくれない。彼女に都つ合ごうの良い存在で居いてくれない。


　だから彼は敵なのだ。


「ああ……あああ…………」


　思し考こうがどんどん薄うす暗ぐらい深しん淵えんへと落ち込んでいく。


　憤ふん怒どと憎ぞう悪おが掘ほり下さげる奈な落らくの底そこの──更さらに下した。


「ひああ……ああ…………」


　ファネットは考える。


　きっとエリック・サリヴァンは彼女を馬ば鹿かにしているのだ。結けつ局きよく彼かれもあのシリエラ達と──ファネットを虐いじめていた同級生達と変わりはしない。弱いファネットを見み下くだして心の底でほくそ笑んでいるに違いないのだ。


　暗い自じ虐ぎやく的てきな興こう奮ふんが彼女を加か速そくする。


　一度は好こう意いを抱いだいたが故ゆえにこそ、憎悪に転てん化かされた感情は羞しゆう恥ちと自己憐れん憫びんを交まじえて激はげしさを増し、留とどまる所を知らずに滑すべり落ち続ける。


「ひいああ……ああっ……」


　彼は自分も虐ぎやく待たいされたと言っていた。


　だが彼はそこから抜ぬけ出したのだ。抜け出したからこそ、抜け出られないファネットをあんな風に偉えらそうに叱しかり付けるのだ。抜け出せない者の辛つらさや哀かなしみなど、分かろうともせずに優ゆう越えつ感かんに浸ひたっているのだ。


　酷ひどい。許せない。


　彼はファネットの想いを踏ふみにじったのだ。





　──本当に？





　ふと──まるで天てん啓けいの様に滑すべり込んでくる思考。


　心の何処かで誰かが囁ささやいている。





　──本当に？





　繰くり返し尋たずねてくる声。


　初めて〈黒本〉を手に入れた時に聞いた声にそれは似ていた。





　──本当に？





　違う。分かっている。


　ファネットの心の片かた隅すみで最後の理性が呟つぶやく。


　彼は正しい。彼はきちんと経験に裏うら打うちされた言葉を語かたっている。彼は正しくファネットの考えを見み抜ぬいていた。


〈黒本〉はファネットにとって最終兵器だった。


　これさえあれば全すべて御ご破は算さんに出来る。


　その気になればいつでも嫌いやな奴やつ等らを殺せる。


　自分は奴等を許してやっているのだと──奴等をいつでも殺せる力が在ありながら、生いかしておいてやっているのだと……そう自分に言い聞かせる事で彼女は潰つぶれそうな自分の気持ちを何とか支ささえていた。


　そんな浅あさましい気持ちを──彼女は見み抜ぬかれた。


　努ど力りよくもせずに、立ち向かいもせずに、ただ自分の弱よわさを言い訳する為に魔法という強力な力に憧あこがれていた自分をエリックに知られた。


　同じ境きよう遇ぐうに──あるいは遥はるかに過か酷こくな境遇に墜おちながら、はい上がってきた彼に。


「ああ……あああ…………」


　それを認みとめてはならなかった。


　そんな事を認めたら自分は嫌な奴になってしまう。自分が悪かった事になってしまう。


　自分は悪くないのだ。


　悪いのは虐いじめる奴等なのだ。


　だから自分は──優しくされるべきなのだ。


　エリックはファネットに優やさしくするべきなのだ。そうしなくてはいけないのだ。


　なのに。なのに。なのに。なのに──





　──馬ば鹿かだね。君は。





　そしてまた誰かがやはり頭の中で囁く。





　──エリックが君に好こう意いを抱いだいていた？　自うぬ惚ぼれもいい加か減げんにしたまえよ。彼は君を拒きよ絶ぜつしなかっただけだ。彼は君をただ嫌きらわなかっただけだ。ただそれだけの事を君は自分への積極的な好意だと思い込んでいたんだよ。いやはや滑こつ稽けいな話だね。





「違う──違うもん……違う……」





　──さあ。いい加か減げんに認みとめてしまおう。君は誰だれにも好かれてなんかいない。誰も君を愛してなどくれない。両親も。同級生も。教師も。勿もち論ろんエリックも。


　そうだ。世界は君を愛してくれない。


　世界は君に優しくしてくれない。


　だってほら、君はこんなにも浅ましくて嫌らしい生き物なんだから。





「ああ……ひあっ……あっ……あ……」


　ぼすぼすとベッドを叩たたくファネット。


　それでも足りず──彼女は壁かべに自分の頭を打ち付けた。


　駄だ目めだ。こんなのは嫌いやだ。辛つらい。苦しい。


　誰か──誰か何とかして。


「ああっ──あああああっ──」


　苦く悶もんする様にして伸のばした手が何かに触ふれる。


　それはベッドの上に投げ出されたままの〈黒本〉だった。


　開くとその最後のページから小さな白い紙包みが転ころがり落ちた。


　幾いく重えにも折おり込まれた薄い紙の中には本と一緒に駅前の売人が売っていた薬が入っている。手順は何度も何度も繰り返し読む内に覚えていた。





　──ああ。でも心配は要いらない。大丈夫だ。簡単な解決方法があるだろう？　そうさ。君には力が在ある。君に優しくしてくれない世界なんかぶち壊こわしてしまえる強大な力が目の前に在るじゃないか。


　さあ刃やいばを握にぎろう。


　さあ日常を斬きり捨すてよう。


　君のヨワムシだった日々は今この瞬間に終わりを告つげる。君に優しくしてくれない世界を討うち滅ほろぼして、辛つらい日常に終しゆう止し符ふを打とう。ずたずたに切きり裂さいて、それから君に辛く当たった奴やつ等らに一人ずつ思い知らせてやろう。


　今まで君のお陰かげで生かされていたという事実に気付きもしない恩おん知しらず共を根ね刮こそぎくびり殺してやろう。これは当然の権利だ。何ら臆おくする事は無い。


　さあ。魔法の呪じゆ文もんを唱となえよう──





「あああああああああああ──」


　叫びながら何度も頭を壁かべに打ち付ける。


　痛みと哀しみに濁にごった意識を身体から叩たたき出だそうとするかの様に。


　そして──


「あ……あ…………………………」


　不ふ意いに意識が透とう明めいになる。


　まるで立ち込めていた深い霧きりが晴れたかの様に──あるいは自分を閉とじ込めていた何かが決定的に壊こわれたかの様に。


　ファネットは虚うつろな表情で視線を落とす。


　そこにはやはり何かを待っているかの様に黙もく然ねんと〈黒本〉が存在していた。


「…………」


　微かすかに震ふるえる手で薬の包つつみを開く。


　今まで感じた事も無い様な甘い興こう奮ふんを覚えて彼女は唇くちびるを舐なめた。


　それが実じつは行き着つくところまで行き着いた絶望の味なのだと──全すべてを振ふり捨ててしまう事は、こんなにも甘く楽しいものなのだと、その時初めてファネット・ダウランドは知った。
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　かちんと銀のスプーンが皿さらに触ふれる。


　まるで刃は物ものの様に──スプーンはそれまで完かん璧ぺきとも言うべき形を保たもっていたプリンの形を一気に破は壊かいしていた。大きく抉えぐり取とられたプリンはまるでその事を恐おそれ悲しむかの様にふるふると小さくその軟やわらかな身を震ふるわせている。


「素そ質しつは在あるとは思ったが──さて？」


　男はそう呟つぶやき──抉えぐり取ったプリンの一部を口の中に運ぶ。彼の乗る車の助手席には一枚の写真と数枚の報告書らしき書類がクリップで束たばねて置かれている。


「少々強ごう引いんな起こし方なのは勘かん弁べんしてくれ給たまえよ──お嬢さん。まあ試し練れんとは常にそうしたものであるのだが」


　言って男は更にプリンを切り崩くずす。


「まあ駄だ目めで元もと々もと──貴女あなたはごく普ふ通つうにそこまでの存モ在ノだったという事。貴女の憎にくんだ世界の欠片かけらに埋もれて果てるのも、それはそれで幸せな事かもしれない。しかしもし見事に試し練れんを乗り越えた暁あかつきには──」


　男は車の窓まど硝子ガラスを通とおして一軒の家を眺ながめる。


　不ふ意いに何の前まえ触ぶれもなく──否いな、それそのものが前触れであるかの如ごとく突とつ然ぜんに、窓硝子の一枚が音を立てて砕くだけ散った。破は片へんが夕ゆう暮ぐれの時の陽を受けて光を四方八方へと反はん射しやさせながら庭に落下する。


「我々は貴女を歓かん迎げいしよう、お嬢さん」


　助手席に置かれた一枚の写真。


　そこに写うつっているのは──ファネット・ダウランドであった。
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　ファネット・ダウランドの事。そして〈黒本〉の事。


　一通りの経けい緯いを話すのには十分もあれば事は足たりた。


「……なるほどな」


　レイオットはそう呟つぶやくと一区切りつけるかの様に香こう茶ちやを口に含ふくんだ。


　エリックは黙だまって彼を見つめ──そして傍かたわらの少女を見つめる。被かぶったままのフードの奥に在ある真しん紅くの瞳ひとみは、やはりいつもの如ごとく無表情を湛たたえているのみで、そこからは何の感想をも窺うかがう事は出来ない。


　どうしてレイオットやカペルテータにこの話をしたのかは、エリック自身にも分からなかった。少し頭を冷やしたかったので──部外者として冷れい静せいに自分の話を聞いてくれる相手が欲しかったのかもしれない。


「聞きたいんだが」


「あ──はい」


　不意に口を開いたレイオットに向き直る。


　何ど処こか気け怠だるい様子の戦術魔法士タクテイカル・ソーサリストは香茶のカップをテーブルの上に戻もどしつつ言った。


「結局君は何がしたかったんだ？」


「俺おれ──ですか？」


「ムカついたから単にその女生徒を怒鳴ってやりたかったのか。それとも彼女を諫いさめて危あぶない〈黒くろ本ほん〉なんざ棄すてさせたかったのか。あるいはもっと別の目的か」


「俺は……」


　彼女が本当に決定的な一歩を踏ふみ外はずしてしまう前に何とかしたかったのは事実だろう。


「あのままじゃいけないと思って──それで」


「ふむ。ならば──ちょっとまずかったかもな」


　レイオットは椅い子すの背にもたれかかりながら言った。


「……そうですか」


　うなだれるエリック。


　言い過すぎたという自じ覚かくは在ある。感情的にもなり過ぎたとは思う。だがでは一体どう言えば良かったのかと問われれば……全く分からない。


「まあ人間ってのは自分で間ま違ちがってると分かってても、そのものずばりを指し摘てきされたら意い地じになるからな」


　自分自身にも思い当たる事があるのか、言ってレイオットは自じ嘲ちようめいた表情を浮かべる。


「しかし……なんだな。告こく白はくしちまうと、俺は学校の類たぐいには通かよった事がないんでな、その中での『虐いじめ』だの何だのは説明されても実感が湧わかないんだが……そんなに辛つらいもんなのかね」


「女子同士の場合は、直接的な暴力に訴うつたえられる事はないみたいですけど。でも陰いん湿しつです。見ているだけで気が滅め入いりますよ」


「……ははあ」


　レイオットは呆あきれた様に言った。


「所しよ詮せん、学校の中だけの話だろうに。嫌いやなら行かなければいいだけの話だと思うが」


「そういう訳にもいかないでしょう。こういうのは程てい度どによりけりでしょうから、実じつ際さいにどれだけ辛いかは本人にしか分かりません。だから親もその程てい度どではまず転てん校こうなんかさせてくれないでしょうし」


「で──魔法があれば、か。まあ分かり易やすいって言えば分かり易いが」


　レイオットは苦笑して言うと、再ふたたび手を伸ばして香茶のカップを手に取った。


「俺はシモンズ監かん督とく官かんみたいに真まっ当とうな人間じゃないからな。あまり偉えらそうな事は言えた義ぎ理りじゃないんだが。何にせよ君がその子を助たすけてやりたかったってのなら、明日にでも仲なか直なおりの努力をしてみる──まあこの程度の助じよ言げんしか思い付かないな。時間も経てば相手も少し頭が冷ひえるだろ」


「……ですか」


　溜ため息いきをつくエリック。


　その時──


「…………レイオット」


　不意にカペルテータが顔を上あげて会話に口を挟はさんでくる。ふと何かを思い付いて、といった感じで緊きん張ちよう感かんに欠かけた口く調ちようではあったが──レイオットは表情を引き締しめて連つれの少女を振り返った。


「どうした？」


「魔族です。あちらの方向」


　言ってカペルテータは人ひと差さし指ゆびを向けた。


　エリックの歩いてきた方向に。


「…………」


　怪け訝げんそうにカペルテータを見るエリック。


　レイオットはカペルテータの指差した方向を眺ながめながら言った。


「この子は魔族の放つ魔ま力りよく波は動どうを感じる事が出来る」


　魔族。


　不ふ吉きつ極きわまりない単語が嫌いやな連れん想そうを呼よび寄よせる。


「まさか……!?」


「まだ決まった訳ではないが……」


「でも──」


　立ち上がって駆かけ出そうとするエリック。


　だがその鼻はな先さきに立ち塞ふさがるかの如ごとくレイオットの掌てが突き出される。指先には車のものらしい鍵かぎが一本、自己主張するかの様に揺ゆれていた。


　思わず振り返ると、レイオットの隣となりでは、カペルテータが膝ひざの上で丸くなっていた仔こ猫ねこをさっと抱だきかかえて立ち上がっていた。


「多分、徒と歩ほで行くより車で向かった方が早い」


　紙し幣へいを一枚テーブルに置いてそう言うと、エリックの言葉も待またず、レイオットは通とおりの向こうに停とめてあるモールド・キャリアに向かって足あし早ばやに歩き出した。
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　ナリス・ダウランドは居い間まに立ち尽くしたまま呆ぼう然ぜんと目の前の光こう景けいを見つめていた。


　家の中が滅め茶ちや苦く茶ちやに荒あらされている。


　泥どろ棒ぼうや強ごう盗とうの類たぐいでない事は一いち目もく瞭りよう然ぜんだった。いくら昨さつ今こんは荒あらっぽい連中が増ふえているとはいえ、家中の壁かべをあちこちぶち抜いたり、階かい段だんを穴だらけにしたりはすまい。外がい壁へきを進入路として破は壊かいするのならばともかく、家の中を壊こわして回ったところで何の意味も無ない。


　しかも被ひ害がいにはまるで法ほう則そく性せいというものが無かった。


　家か具ぐであろうが床ゆかや壁かべであろうがお構かまいなしに叩たたき壊されている。ざっと見回しただけでも家中がばら撒まかれた破は片へんで足の踏ふみ場ばも無い様な状態だ。ただ壊す為ために壊しているかの様な無む秩ちつ序じよさがそこには見えた。


　一体何があったのか。


　たとえ猛もう獣じゆうが暴あばれ回ったとて此こ処こまでになりはすまい。複ふく数すうの人間による嫌いやがらせというのが最もつとも有ありそうな話だったが──心当たりが無い。聖せい人じん君くん子しだと自じ認にんしている訳ではないが、ここまで大おお掛がかりな真ま似ねをされる程、激はげしく恨うらみを買った覚おぼえなど無かった。


　では──


「ファネット……！　ファネット!?」


　思し考こうがそこに至ってようやくナリスは子供の事を想いだした。


　時刻は午後七時。この時間ならもう帰っていても良い頃だ。ナリスは荒あれ果はてた家の中を歩きながら何度も大声を張り上げて娘の名前を呼よんだ。


「ファネット！　居ないのファネット!?　返事をしなさい！」


　娘からの返事は無い。


　家の中に横たわる痛いたい程の静せい寂じやくの中で──ナリスは不ふ安あんを覚おぼえた。


　無む差さ別べつに破壊されている家の中。


　これらを行おこなったのが何者なのかは分からない。詳しよう細さい構かまわずいかにも手当たり次第という感じがするが、そいつは果はたして家具と人間を区く別べつしただろうか……？


「ファネット!!」


　居い間まの真ん中に立ち止どまってナリスは叫んだ。高い天てん井じようを好んだ彼女の夫は、居間を一階二階にまたがる吹ふき抜ぬけ構造にしている。この為、此処から声を上げればほぼ家中に声は届く筈だった。


　だがやはり娘からの応おう答とうは無い。


　何らかの理由で帰き宅たくが遅おくれたのなら問題は無い。だがもしこの惨さん状じようが発生する前にファネットが帰宅していたのだとしたら──


「ファネット！」


　ナリスはもう一度声を限りに叫ぶ。


　不安が彼女の中で成長を始める。両親に似ず出来の悪い娘ではあるが……それでも実の子である。心配にならない筈が無い。自分の娘の死体と対面するなどという事にならぬ様、神に祈りながナリスは再び家の中を歩き回り始めた。警察に電話すべきなのは分かっているが、電話機は壊こわされているし──それよりも先まず娘の安あん否ぴを確認したかったのだ。


　そして──


「ファネット!?」


　娘は──台所に居た。


　台所の奥で何故か壁かべを向いて立っている。後ろ姿を見ただけだが自分の子の背せ格かつ好こうを見間違う筈も無い。


　安あん堵どの溜ため息いきをつきながらも、しかし不安から解放された反動の故ゆえか、ナリスは自分の胸の中で急きゆう速そくに苛いら立だちが膨ふくれ上がっていくのを感じていた。


　無事でいるのならば何な故ぜあれほど呼んで回っているのに返事をしないのか。元々何をするにも他人より一歩遅おくれる愚ぐ図ずな娘ではあるが──この状況で呼びかけにも答えずぼんやりしているなんて、自分の娘ながら鈍にぶいにも程がある。


「聞こえないの!?　ファネッ──」


　足早に歩み寄ってナリスはファネットの肩に手を掛かける。


　だが──


「──っ!?」


　異い様ような感かん触しよくに彼女は思わず手を引っ込めた。


　何か違ちがう──それは服の上からでもはっきりと分かった。柔やわらかい事には変かわりがないのだが、それは肉というよりも粘ねん土どの様な感かん触しよくであった。あまりにも柔らか過ぎる。骨ほねの感かん触しよくはおろか、指ゆび先さきを押し返してくるべき肉の弾だん力りよくさえもが、全まつたく感じられない。恐おそらくファネットの肩にはナリスの触ふれた通りに指ゆびの形が残っているだろう。


　これは一いつ体たい──どうした事か。


　驚おどろきに立ち竦すくむナリスの目の前でゆっくりと娘が振り返った。


「ファネッ……ト……!?」


　娘の顔はいつも通りだった。


　見み慣なれた眼。見慣れた鼻。見慣れた口。見慣れた髪。見慣れた耳。


　顔を構成する部品に変化は無い。これは誰だれかと尋たずねれば、娘の顔を知る誰しもがファネット・ダウランドだと答えるだろう。


　だが……違うのだ。


　誰よりも見慣れているからこそナリスには分かる。母親だからこそ識しき別べつできる。目め鼻はな立だちの中に潜ひそむ違いとも言えない様な微び妙みようなずれが彼女に激はげしい違い和わ感かんを抱いだかせた。これは違う。娘だが娘とは違う。娘にそっくりだが──とにかく違うものなのだ。


「ママ……」


　何ど処こか虚うつろな声でファネットが喋しやべる。


　その瞬しゆん間かん──ぐにゃりと彼女の輪りん郭かくが崩くずれた。


「ひっ──!?」


　悲ひ鳴めいを喉のどの奥おくに詰つまらせて思わず後ずさりするナリス。


　ファネットの額ひたいの右みぎ隅すみ──髪の毛の生はえ際ぎわ辺あたりが突然、瘤こぶの様に膨ふくれ上がったのである。


　いや……それだけではない。膨れ上がった部分は更さらに蠢うごめき、三つ叉またに分かれるとそれぞれの先せん端たんを触しよく手しゆの様にうねうねと動かし始めた。一本指ゆびは足りないが──それはまるでファネットの額から突然に手が生はえたかの様な、異い様ような光景であった。


「……ママ……」


　ファネットは右手を挙あげると──いきなり平手で自分の額に生じた奇き怪かいな器き官かんを叩たたいた。


　容よう赦しやない力がこもっているのは音で分かる。二度三度とファネットは憎にくい相手を打ちよう擲ちやくするかの様な勢いで自分の額の腫はれ物ものを叩く。


　だがそれ自体が別べつ個この生き物であるかの様に蠢しゆん動どうする奇怪な腫れ物は、それ以上成長しないものの、小さくもならない。


　ファネットは台所に置いてあった包丁を摑つかむと──


　台所の壁に飛び散ちる深しん紅くの飛沫しぶき。


「ファ……ファネットっ!?」


　愕がく然ぜんと叫びを上げるナリス。


　包丁を摑つかむと──ファネットは何の躊躇ためらいも無く、自分の額ひたいに生じた腫れ物にそれを突つき刺さしたのである。


　頭部は人体の中でもとりわけ血けつ流りゆう量りようが多い為に、小さな傷きずでもかなり派は手でに出しゆつ血けつする。大量に噴ふき出した己おのれの体たい液えきで顔中を斑まだら模も様ように染そめながらも、ファネットは平へい然ぜんと包丁を動かして自分の額を抉えぐり始める。


「やめ──やめなさい！　何を──何をしているのっ!?」


　悲ひ鳴めい混まじりの声でそう叫ぶナリス。


　だがファネットは母の制止など聞こえぬとでも言う様に自分の額に突き立てた包丁を右へ左へとこじり続ける。やがて彼女の額から生えていた余よ計けいな部分は、ずたずたに引き裂かれた上で抉り取られ、ぼとりと床ゆかに落ちた。


「ファネット──ファネット、あなた一いつ体たい……」


「おかえりなさいママ……」


　ファネットがやはり何ど処こか決定的に何かが欠けつ落らくした声で言う。


「おかえりなさいママ。マママッ。マ。マま。マママまマ。マァママま……」


　壊こわれた機械の様にかくかくと頭を震わせながらファネットが言う。


「キキキッきょ、きょ、きょうは──はや、はや、はやカた──のう……ね……」


「ひいっ…………」


　ナリスは恐怖に表情を歪ゆがめて娘から更さらに後ずさった。


　ずるりとファネットの口から赤黒い舌したがまろび出る。それは腹はらの辺りに達する程の異常な長さを持っており──しかもその先端には小さな切れ込みが付いていた。


　切れ込みが開く。


　尋じん常じような神経の持ち主ならまず目の錯さつ覚かくかと思っただろう。あろう事か──その内側には数分の一に縮しゆく小しようされた歯はと舌したが具そなわっていたのだ。


「ウケ。ケケケ。ケケ。ママママア──」


　ファネットの腹の上で、舌の先に付いた口が更に舌を出し、ケケケと嗤わらい声を立てる。


　だが次の瞬間──先程と同じくファネットの右腕が機械の様に動いて舌の根ね本もと辺あたりを握にぎった。ばたばたと蛇へびか鰻うなぎの様に長い舌が主の意志に反して跳はねる。


　ファネットはそのまま右手を引き下ろした。


　びちっ。ぶちっ。びちっ。


　異様な音がファネットの口から漏もれる。同時にごぼごぼと大量の血も漏れだし、顎あごや舌を伝ってから床の上に滴したたり落ちた。


　──ぶづっ。


　一際生なま々なましい音を響かせて──ファネットの舌は口こう腔こうから引き抜かれた。


　ファネットは何の未み練れんを示す事も無くそれを床に投げ捨てる。本体から千ち切ぎり取られた異常な器官はしばし床の上をのたうち回りながら、ケケケ、ケケケと嗤っていたが、すぐに静かになった。


「なんなの……なんなの……ファネット……あなた一体……」


　半なかば錯さく乱らんしながらナリスが叫ぶ。


「……どうしタの……マま……？」


　微び妙みようにおかしな発音でファネットが言った。舌を抜いた後こう遺い症しようであろうか。


　ファネットの着きている服の下で何かがわさわさと蠢うごめいている。幾いくつも幾いくつも──まるで小さな動物が彼女の身体の上を這はい回っているかの様に膨ふくらみが動いている。


　だが既にナリスにはそれが小動物などでない事は理解していた。


　蠢うごめいているのはファネット自身の肉体だ。ファネットの身体が先程から無む秩ちつ序じよな変形と増ぞう殖しよくを繰くり返しているのである。


「ああ……あああ……違ちがう……」


「ナニがチガウのママ……？」


「違う……違うっ！　うちの子じゃない……ファネットじゃない……これは……こんなのは……うちの子なんかじゃない！」


　頭を抱かかえてナリスは叫んだ。この忌いまわしい現実から自分自身を覆おおい隠かくす為の方法を、彼女は他に思い付く事が出来なかった。


「ひどいワひどいワ。まま。わたしハあなたノむすめヨ。ゼンゼンかわいがッテクレナカッタケド、あなたノむすめヨ。あなたガおなかヲいたメテうンダこヨォ──」


「違う、違う、こんなの、こんなの──」


「つらかったの。かなしかったの。でもままはなにもしてくれなかったの。いじめられててもせんせいにもんくをいうだけだったの。それでおやのぎむをはたしたきになっていたの。ままはいっしょになっておこってもくれなかったの。なぐさめてもくれなかったの。やさしくしてくれなかったの」


　舌の修しゆう復ふくが終わったのか──言葉が滑なめらかになってゆく。だがそれはファネットの顔と同様にどこか歪ゆがみを内ない包ほうした発音であった。


　最も早はや人ひとでないものが人の言葉を語るのには無理があるのかもしれない。


「違ちがう、違う、来ないで、来るな、来るな──」


「きょうかしょがやぶかれたときもおかねくれただけだったね。くつにいぬのふんいれられたときもわたしがぼんやりしてるからだっておこったよね。わたしのことでがっこうによびだされたらいそがしいのにっていってわたしにおこったよね──」


「ああ……あああああ…………」


「ままあ。やさしくしてよお」


「ああ……あああああ…………」


「ままあ。まもってくれなかったまま。かばってくれなかったまま。なにもしてくれなかったまま。せめていまだけでもやさしくしてよ」


　そう言って娘の顔をした怪かい物ぶつが迫せまってくる。


　血だらけの虚うつろな顔をした理解不能の化ばけ物が近寄ってくる。一見すれば人間に見えるだけに──余よ計けいにその姿はナリスの嫌けん悪お感かんを逆さか撫なでした。


「まま。やさしくしてよまま」


　怪物はそう言って顔を突つき出してくる。


　後じさり後じさり──そしてナリスは自分の背中が台所を抜けて居い間まを横切り、そして壁かべにまで達してしまった事を知った。


　もうこれ以上はさがれない。


「ああ……あああ…………」


「ままあ。どうしてにげるのまま。やさしくしてよ……まま」


　怪かい物ぶつが迫せまる。脚あしが無む意い味みに床を搔かく。


　背中を壁に預あずけたまま、ナリスはずるずると床に座すわり込んでしまった。


　既すでに……彼女の目の前に立つファネットは制服の上からでもはっきりそれと分かる程に異い様ような形けい状じようとなっていた。スカートの裾すそからは尻尾しつぽの様に──腕うでが垂たれ下がっている。襟えり元もとからも何やら服の下より這はい出だそうとする指が見える。恐おそらく衣装の下は想像を絶ぜつする状態になっているのだろう。


「ままあ──」


　ファネットの姿をした──しかしファネットではないものが身を沈しずめる。


　それは床の上に四つん這ばいになるとその四肢──いやスカートの裾から伸のびているものを含ふくめると五ご肢しか──を動かして近ちか付づいてきた。


「ひい……い……」


　座り込んだままナリスは脚で床を搔き続けるが──壁を背にした身ではもう一歩たりとも遠とおざかる事などできない。


　血の臭いと怪物の息が自分の頰ほおに触ふれる程の距離。


　突き出された怪物の顔を眺ながめながらナリスは引きつった表情で声を漏もらした。


「ああ……ファ……ネッ……ト」


「ままあ」


　ぎくしゃくとした動きでナリスは左手を挙あげる。


　震ふるえる手が怪物の頭とう部ぶに──娘の顔に添そえられる。うっとりとした表情を浮かべて目を閉じる怪物の頰に……血で濡ぬれた顔に彼女は触れた。触れてゆっくりとそれを撫なでた。


　掌てから伝わる粘ねばり湿しめった感かん触しよく。


　そして──


「あああああああああああああああああああああっ!!」


　ナリスは叫びながら右手で摑つかんだ硝子ガラスの破は片へんを怪物の顔に突き立てた。


　座り込んだ際──偶ぐう然ぜん手に触れたものである。恐らくは戸と棚だなか何かが壊こわされた際に出来たものだろう。それは凶きよう器きとして使ってくれと言わんばかりに細ほそ長ながい三角形をしていた。


「ああああああっ！　ああああああっ!!」


　刃物の様に尖とがった先せん端たんは丁ちよう度ど、呆ほうけたかの様に薄く開かれていた唇くちびるの間から侵しん入にゆうし、その奥の肉に食い込む。


　膨ぼう大だいな狂きよう気きの奔ほん流りゆうの中で、ナリスは確かに肉を切る感触を掌てに覚おぼえていた。


　普通の生き物ならばこれで絶ぜつ命めいしていたろう。


　首の奥には脊せき髄ずい神しん経けいが集中している。ここを破は壊かいされれば脳から身体に伝わるべき信号が阻そ害がいされる。心臓や肺は活動命令を失って機能を停止し、即座に肉体は死という崩ほう壊かいに向かって動き始めるのだ。


　だが──


「むあんむあ──」


　──がち。


　少女の平凡な歯が硝子を嚙かんだ。


　──がちがちがちがち。


　歯が硝子と嚙み合って音を立てる。


「これがままのやさしさなのね──」


　──がちがちがちがち。


「ままあ。ままあ。じゃあままはもういらない」


　──がちがちがちがち……びしっ。


　硝子が砕くだけた。


　嚙み締しめる少女の歯の圧力に硝子が負けたのである。砕けた硝子は更に歯で咀そ嚼しやくされ、舌で押し砕くだかれ、氷こおり砂ざ糖とうの様になって怪物の口の中に飲のみ込まれていった。


　ナリスは──空からっぽになってしまった手を空中に据すえたまま、ただ震ふるえる。


　そして。


「ばいばい、まま」


　そう言って怪物は右手を挙げる。


　それがきゅっと螺ら旋せん状じように回転したかと思うと、絞しぼり込むように変形し、その先せん端たんを尖とがらせた。元が生き物の身体とは到とう底てい思えない様な鋭えい利りな先せん端たんがナリスを嬲なぶるかの様にゆっくりと近付いて来る──


「御お願ねがい……御願い、ファネット……っ！　やめ──」


「だめン」


　その言葉と同時に尖った怪物の手が、ナリスの顔面に向けて突き出される。


　彼女が最後に見た光景は、けらけらと楽しそうに笑う娘の顔と、そして真まっ直すぐ眼がん窩かに向けて突き込まれてくる尖った腕の先せん端たんであった。
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　ダウランド邸にはものの数分で到とう着ちやくした。


「──ふむ？」


　モールド・キャリアから降りたレイオットが眉まゆを顰ひそめて声を漏もらす。


　エリックも彼の隣に並んでダウランド邸を見るが──そこには二時間程前に彼が辞してから特に変化らしい変化も見せていない建物が在あるだけだった。もっとも鉄てつ柵さく状じようの門もん扉ぴを通して見れば、中には先さき程ほど無かった筈の小型車が一台停とまっている。どうやら家族の誰かが帰ってきたらしかった。


　しかし……一見して変わった点と言えば本当にそれだけだ。


　慌あわてて来たものの──エリックは拍ひよう子し抜ぬけした。


　これで何も無なければ慌あわてていた自分が馬ば鹿かみたいだ。彼は思わず責せめるかの様に憮ぶ然ぜんとした表情を浮かべて、レイオットとカペルテータを振り返った。


　しかし……


「カペル。どうだ？」


「今は感じません。恐おそらく移い動どうしたものかと思われます」


　助手席に座って猫を抱だいたままカペルテータが言う。


「分かった」


　頷うなずくとレイオットは何の躊躇ためらいも無く門に手を掛かけた。


「あの──スタインバーグさん!?」


「責任は俺が持つ」


　門はその隙すき間まから手を差し込んで閂かんぬきを外はずせば簡単に開あけられる。レイオットはそのまま堂々と門を開いて敷地の中に踏ふみ込み、真まっ直すぐ玄げん関かんへと歩いて行く。


　玄関の扉に手を掛けて引くが──動かない。鍵かぎが掛かかっているらしい。


　レイオットは二度三度左右にノブを回してみて動かないのを確認すると、いきなりコートの下から大型の回転弾倉式拳銃リヴオルバーを抜ぬいた。


「スタインバーグさん……！」


　さすがにエリックは制せい止ししようと声を上げるが──レイオットは全く意に介かいさず、それどころか何の躊躇いも見せずにドアノブに向けて銃の引き金を引いた。


　一発。二発。三発。


　轟ごう音おんが住宅街に響ひびき渡る。


　たまたま近くを歩いていた通行人の老夫婦や、庭で水を撒まいていた隣となりの家の住人が、門や塀へいの向こうからダウランド邸を覗のぞき込み──そして拳けん銃じゆうを持ったレイオットを認め、慌てて首を引っ込めた。


　完全に破は壊かいされたドアノブを引き抜ぬいて棄すてると、レイオットはその破は壊かい孔こうに指先を突つっ込んで扉を開く。強ごう引いん極きわまりないやり方である。これで何も起こっていなければ、住じゆう居きよ不ふ法ほう侵しん入にゆうに器き物ぶつ損そん壊かいで即そく座ざに逮たい捕ほされてしまうだろう。


　しかし──


「──ビンゴ」


　顔をしかめてレイオットは呟つぶやいた。


　扉を開いた途と端たんに濃のう密みつな血の臭においが顔に触ふれる。エリックはこうした現場に出くわすのは無論初めてなのだが──それでも一瞬で分かった。これだけの臭いが建物の中に充じゆう満まんしているのだ……流された血は明らかに致ち命めい的てきな量に達しているだろう。


「……此こ処こで待ってるか？　正直、かなりえぐい場面を見る事になると思うが」


「…………」


　一瞬、表情を引きつらせてエリックは絶ぜつ句くし──しかし彼は首を振った。


「いえ。行きます」


「そうか」


　それ以上は何も言わず、レイオットは真っ直ぐ玄関を抜けて奥へと進んでゆく。エリックは一瞬、階段に──その奥にあるであろうファネットの部屋の方向に視線を向けてから、彼の後に続いた。


　一歩進む毎に血の臭いが濃のう度どを増して行くのが分かる。


　思わず掌てで鼻と口を覆おおってから──エリックはその手を下ろした。血の臭いにいちいち嫌けん悪お感かんを覚おぼえていては医い療りよう魔ま法ほう士しなど務つとまるまい。


「無理はしなくていいぞ」


　先を進むレイオットがちらりとエリックを振り返って言った。


「こんなものは慣なれだからな──吐はかないだけでも見上げたもんだ」


　そうして──散さん乱らんする瓦が礫れきや破は片へんを踏ふみ締しめながらレイオットとエリックは居い間まらしき部屋に辿たどり着いた。


「見み覚おぼえは？──つってもこれじゃ分からんか」


　レイオットが居い間まの隅すみに転ころがっている死体を眺ながめながら言う。


　死体は……恐おそろしく丁てい寧ねいに破は壊かいされていた。


　正確に言えばそれは破壊ではなく解かい体たいであろう。丁寧に丁寧に人体の構成部品を分ぶん解かいしてある。皮ひ膚ふを剝はぎ、筋きん肉にくを切り出し、内ない臓ぞうを引き出し、最後には骨ほねを一つ一つ丁寧に分けていく作業を実行者は一体どんな感覚で行ったのか。まるで模も型けいの部品を並ならべるかの様に一人の人間を構成していたものが整せい然ぜんと並ならべられていた。


　どういう手順でこれが行われたのかは分からないが──ただただエリックとしてはこの作業が本人の死し後ごに行われた事を願うのみだ。


「…………」


　エリックは短みじかく溜ため息いきをつく。


　正直に言えば吐かずにいられるか自信は無かったのだが、あまりにも目の前の光景は非現実的で──むしろエリックは生理的な嫌悪感をそれほど覚えずに済んだ。


「見覚えはありませんけど──多た分ぶんダウランド夫人だと思います」


「ん？　そうなのか？」


　エリックの言葉にレイオットが振り返る。


「骨こつ盤ばんが女性のものですし、身しん長ちようが違うのでファネット本人ではありません。彼女に姉か妹が居ればその可能性もありますけど──」


「さすが医療系魔法士志望か。大たいしたもんだ。しかし──」


　レイオットは居間を見回す。


　眼に見えるものには全すべて何らかの被害が及ぼされている。家具。照明器具。暖房器具。壁。床ゆか。窓。天井。その他諸もろ々もろ。まるで周囲に在るもの全てを壊こわそうとしたかの様だ。


「問題はこれをやった奴だが。一体何処へ行った？」


　呟つぶやきながらレイオットはふと床に視線を落とす。


　床は前述の通り壊されたものの破は片へんや瓦が礫れき、それに大量の血で汚れている。それはまさしく無む秩ちつ序じよの極きわみの様な状態で、そこには何ら法則性など見いだす事は出来そうにない。


　しかし──


「──ふむ」


　何かを見つけたのか、レイオットが呟いて歩き出す。


　慌あわてて後に続きながらその足あし下もとを見ていると、深紅に染そめられていた床が少しずつその色を減げんじて行き──やがて紅あかは斑まだら模も様ようとなり、そして更さらには点てん線せんになった。


　まるで何かを導みちびくかの様にぽつりぽつりと紅い点が続いている。


　血けつ痕こんは次第に小さくなりながらも居間を横切り、台所を横切り、更に勝手口を通って裏うら庭にわに達した辺あたりで消えていた。


「……これか」


　足下を眺ながめながらレイオットが呟く。


　裏庭の片かた隅すみには地の底そこに直ちよく通つうするかの様な孔あなが一つ空けられていた。


　直径は一メルトル余あまり。人間一人なら楽らくに通れるだろう。本来そこに被かぶせられている筈の鋼こう鉄てつ製せいの蓋ふたは、数メルトル離れた場所に放り出されていた。


　トリスタンの家には生活排はい水すいを下水へと流し込む前に一旦小さな下げ水すい槽そうに貯ためる構造を持っているものも多い。下水道からの逆ぎやく流りゆうを防ふせいだり、間違って流した大だい事じなものを回かい収しゆう出来る様にと設もうけられているものだ。


　レイオットの足下に在ある孔あなは整備や改修工事の際にこの下水槽へ降りる為のものである。


　場所や下水槽の規模にもよるが──この孔からは下水道に入る事も出来る。


「ここを通とおって移動したか──確かにこれなら騒さわぎにはならんな」


　レイオットがそんな事を呟いた時──


「──動くなフリーズ！」


　声と共に濁にごった金属音が連れん鎖さする。


　振り返ったレイオットとエリックは裏門の向こうで散弾銃シヨツトガンや拳けん銃じゆうを構かまえている警官三名と二台の警察車輛を見た。恐おそらく近所の住人が通報したのだろう。車が二台居る事からすれば……少なくとも他にレイオット達からは見えない位置で銃を構えている警官が一名か二名は居るに違いない。


「スタインバーグさん──」


　この状況ではダウランド家に押し入った強ごう盗とうか殺人犯だと思われて当然ではある。


「迂う闊かつに動くなよ。撃うたれるぞ」


　そう言うとレイオットは人差し指を用心鉄トリガーガードに引っかけてぶらんと拳けん銃じゆうをぶら下げるとそのまま頭ず上じように掲かかげて見せた。撃つ意い思しがない事を示しているのだろう。


「怪しい者じゃない──事もないか。とにかく撃つな！　強盗じゃない。この家で事故が在ったと聞いて駆かけ付けた者だ」


「…………」


　警官達が視線を交かわし合う。レイオットの言葉の真しん偽ぎを測はかりかねているのだろう。


　だが──


「魔法管理局のネリン・シモンズ監督官に連れん絡らくを付けてくれ。それから──第一分署のモデラート警部にも。非常線を張らないとまずいぞ。急いそげ！」


　レイオットが苛いら立だたしげに怒ど鳴なる。


　警官達は怪け訝げんそうな表情を浮うかべて怒鳴り返してきた。


「何を言っている!?　貴様は──」


「魔族が発生したんだよ！　銃は俺に向けたままでいいから連絡しろ！　このまま放ほう置ちしたら秒単位で死人が増ふえるぞ！」


「…………！」


　警官達は顔を見合わせ──その内の一人が慌てて車しや載さい無む線せんに手を伸ばすのが見えた。





　　　　●　　●　　●





　調査は迅じん速そくに行われた。


　駆け付けたトリスタン第一分署の鑑かん識しき員いんと魔法管理局の調査員達により、レイオットが警官達に銃じゆうを向けられてから約二十分後には状況がケースＳＡに相そう当とうすると認にん定ていされたのである。


　こうした現場証しよう拠こからのケースＳＡ認定はあまり例が無ないが、死体の異常な殺さつ害がい方法や、現場で検けん出しゆつされた残ざん留りゆう魔ま力りよく、そして何よりもファネットの部屋に残されていた〈黒本〉と薬物の──恐らくは麻ま薬やくだ──付ふ着ちやくした薬やく包ほうからすれば、最も早はや何が起こったか疑うたがい様のない状態だった。


　ただ──


「厄やつ介かいだな」


　そう言ったのはブライアンである。


　ダウランド邸の前に乗のり付けた装そう甲こう指し揮き車しやの側そばにはダリルを始めとする特とく装そう狙そ撃げき部ぶ隊たいの隊員達と、そして第一発見者であるレイオット達、それにネリンの姿も在あった。


　更さらに言えばその周囲では鑑識員が現場資料を収しゆう集しゆうし、一般警官が『立入禁止キープアウト』の文字が印刷されたビニールテープをべたべたと道路やダウランド邸に貼はり付けて、現場付近から一般市民を閉め出している。既すでにこの場における事件そのものは終わっているのだが、事が魔族事件──それもやや特とく殊しゆな状況である事から、辺あたりは今も尚なお事件の最中であるかの様に緊きん張ちようし騒そう然ぜんとした空気に包まれていた。


　いや──確かに現在も状じよう況きようは進行中なのだ。


「まさか下水道に逃げ込むとはな……」


　ブライアンは装甲指揮車の広いボンネットの上に一枚の図ず面めんを広げていた。


　急きゆう遽きよトリスタン市衛生局から複ふく写しやしてきた下水道の概がい略りやく図ずである。


　トリスタンは比較的初期の段だん階かいから下水道が整せい備びされているのだが、その分、広範囲に拡大され、また補修工事や改善工事の関係で構造が複雑化している。中には使われなくなって放置された部分もあり──トリスタン市の衛生局でも完全にその全ぜん貌ぼうを把は握あくしている訳ではない。


　この中を魔族が動き回っているとすれば、居い場ば所しよの特定はかなり困こん難なんになる。


　まして──
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「狙そ撃げき条件としては最さい悪あくの部ぶ類るいに入る、と思います」


　ダリルが言った。


　狙撃は確かに究きゆう極きよく的てきな制圧手段の一種ではあるが、それだけに条件は厳きびしい。


　当然ながら相手が見える場所──つまりは狙撃者と狙そ撃げき対たい象しようの間に障しよう害がい物ぶつの無い位置関係を確かく保ほせねばならない。必ずしも弾だん道どうは直線を描えがく訳ではないが、少なくとも直接視認出来なければ狙ねらい様ようが無い。


　また狙撃は一方的に相手を攻こう撃げきする事に最大の優位性を持つが──これは逆ぎやくに言えば事前に狙撃対象からは察さつ知ちされ難にくい場所を確かく保ほして行う必要があるという事だ。大たい抵ていの場合にこれは距離をとるか、あるいは狙そ撃げき手しゆが自己の存在を隠かくす事によって成立する。つまりそのいずれもが不可能な場合は、狙撃対象が遮しや蔽へい物ぶつに隠かくれる等をして防ぼう御ぎよ手しゆ段だんを講こうじたり、狙撃手に対して逆ぎやく襲しゆうしてくる可能性も在あるという事であった。


　更さらに言えば──地下下水道の様に光こう量りように乏とぼしい場所では、光学照準器スコープで狙撃対象を捕ほ捉そくするのが極きわめて難むずかしい。軍には夜や間かんでも狙撃対象を視認できる暗視照準器ノクトスコープも配はい備びされているが、さすがにこれは最さい新しん鋭えいの特とく殊しゆ機き器きであり──未いまだＳＳＳには配はい備びされていない。


「暗く入り組くんだ場所の多い下水道では、狙撃可能な場所ロケーシヨンは、極めて限られます」


「魔族を狙撃可能な場所にまでおびき出すしか無かろうな」


　ブライアンがペンを取り出して概略図の幾いくつかの場所に線を引く。


「此こ処こと此処と此処と──あとは此処か。だが……」


　魔族の現在位置さえ摑つかめていない現状ではあまりに成功率の低い作戦としか言い様がない。まして魔族をおびき出す方法そのものがまだ提てい示じされていないのだ。


「大まかになら場所の特定は出来る筈です」


　そう言ったのはネリンである。


「簡かん易い型がたも含ふくめて、使える魔ま力りよく計けいを全部市内のあちこちに──一定間かん隔かくで格こう子し状じように設せつ置ちするんです。魔力計の濃のう度どを無線で報告して地図の上に書き込んでいけば、魔ま力りよくの濃こい部分と薄うすい部分が見えてくる筈です。ちょっと手て間まはかかりますけど」


「成なる程ほど──魔力濃度の高い部分の中心に魔ま族ぞくが居いるという事か」


「時間差や魔力計の感かん知ち範はん囲いの関係ではっきりとした位置までは特定できないでしょうけども──」


「いや、それだけでもかなり違ちがう」


　ブライアンは頷いて部下に指示を出す。


「しかしそれだけではやはり状況に即そく応おうできません」


「……だろうな」


　渋しぶ々しぶとではあるがブライアンは頷いた。


「やはり戦術魔法士タクテイカル・ソーサリストの投とう入にゆうが必要だとは思われます。それも──複数を」


「仕方在あるまいな」


　ブライアンは顔をしかめて言った。


　恐らく彼としては、ＳＳＳの初仕事は戦術魔法士の助け無しに成功させたかったのだろう。もっとも見み栄えや面めん子つにこだわる余あまり状況を見み誤あやまる様な事が無いのはこの〈第一分署の騎士〉と揶や揄ゆされる警官の長所ではあった。


「この四点に狙撃手を配はい置ちする。狙撃手は動かずにあくまで魔族が狙撃できる状況を待つと同時に、魔族がこの範はん囲いから外に出ない様に監かん視しする。さすがに細こまかな岐き路ろまでは監視しきれないが──この四点はいずれも主要路で幅はば広ひろく視界も広いだろうから、此処を押さえるだけでも捕ほ捉そくし漏もらす可能性は減へるだろう。


　同時に戦術魔法士を投入、遊ゆう撃げき戦力、追つい跡せき戦力として個別に移動しつつ魔族を捜そう索さくさせる──」


「そうですね。それが最さい適てきかと」


　ネリンが頷うなずいた。


「…………」


　エリックは──大人達の間で交かわされる言葉を呆ぼう然ぜんと聞いていた。


　ひどく現実感に乏とぼしい。分ぶ厚あつい硝子ガラス越ごしに世界を見ているかの様な違い和わ感かんが在あった。


　彼かれ等らは何を話しているのだろう……？


　無論エリックには分かっている。分かりたくはないのだが分かってしまう。


　彼等は殺す算さん段だんをしているのだ。


　誰を……？


　無論ファネットを──だ。正確に言えばファネットだったものを。


　魔族化するという事。


　それは本当に人間である事の終おわりだ。肉体的にも精神的にもそして──社会的にも。


　魔族化すればそれは最も早はや人間ではない。局きよく地ち災さい害がいとしてただ殲せん滅めつされるのみであり、女だからだとか、子供だからだとか、やむにやまれぬ事情があったのだとか──そんな事は一いつ切さい合がつ切さい意味が無くなる。弁べん明めいも釈しやく明めいも赦ゆるされずただ誰だれからも見み捨すてられて滅ほろぼされる。


　父がそうであった様に──


「……エリック君？」


　ふと気付くと、心配げに彼の顔を覗のぞき込んでいるネリンの姿が目の前に在った。


「大丈夫？　顔色悪いよ？」


「あ──はい。大丈夫──です」


　エリックは自分の心を覆おおい隠かくすかの様に慌あわてて頷うなずいた。


「あんなもの見たんだから気分悪くなっても無理も無いわ。スタインバーグさんも、少しは配はい慮りよして──」


「見ると言ったのは彼だよ」


　非ひ難なんの表情で言うネリンにレイオットは肩を竦すくめて応おうじた。


「またそういう事を……」


「すまんね。配慮が足りなくて」


　ネリンは見せつける様に溜ため息いきをついてからブライアンを振り返った。


「モデラート警部、じゃなくて警視、彼はもう帰してもいいですか？」


「ああ。後日、事じ情じよう聴ちよう取しゆで出しゆつ頭とうしてもらう事もあるかもしれんが、今はいい。うちの連中に車で送らせよう──手配を」


「御お願ねがいします」


　一礼するネリン。ブライアンの言葉を受けて、ダリルが手の空あいている一般警官を探して歩き出す。誰もエリックになど──ただの高校生になど意見を求めない。エリックの意志が介かい在ざいしない所で彼の扱いが決められていく──


「いや、あの──俺は」


「いいから君は帰って休んでて。これは君が気に病やむ様な事でもないし、ましてや君が何か出来る訳わけでもないわ。辛つらいだろうけど、今は家に帰って休んでなさい」


「…………」


　エリックは口を開きかけて──そして唇くちびるを嚙かんだ。


　ネリンの言う通りだ。彼が此処に居ても何の手助けにもならない。むしろ邪じや魔まなだけだろう。帰って無む力りよく感かんを嚙み締しめるのが自分には相応ふさわしい。


　自分はファネットを救う事に失敗したのだから。


　その機会を与えられていながら活いかす事が出来なかったのだから。


　全身が腐くさり落おちそうな自じ己こ嫌けん悪おと絶ぜつ望ぼう感かんが押し寄よせてくるのを感じながら──エリックはただ拳こぶしを握にぎりしめて耐たえるしかなかった。





　　　　●　　●　　●





　夕食の用意が出来たと呼ぶ母の声に応じてシリエラ・オブレハトは部屋を出た。


　最近の彼女は機き嫌げんが良い。


　一時中断していた『教育』を再さい開かいしたからだ。


　想い出しただけでも鬱うつ陶とうしい同級生──ファネット・ダウランド。


　あの魯ろ鈍どんな女生徒にしかるべき報むくいを受けさせる作業は、しばし下級生の介かい入にゆうで中断していたのである。ただの下級生とは思えない威い圧あつ感かんのある言げん動どうに、仲間達が怯おびえてしまったのでしばらく様子を見ていたのだが──その下級生も積極的に嚙かみ付ついてくる様子は無かったのでシリエラ達はファネットに対する『教育』を再開した。


　ファネット・ダウランドはとにかくシリエラ達の神経を逆さか撫なでする存在だった。


　何というか──嚙み合わないのだ。


　ただぼんやりとしている様に見えるが、いつも卑ひ屈くつに他人の様子を窺うかがっている様なところがあの少女には在ある。そして他人の眼を気にしている癖くせにいざ誰かと話すとなると相手の言う事など全く聞こうとしない。一方的に自分の思っている事をぼそぼそと陰いん気きに喋しやべるだけで、相手の言う事を受け入れようとする姿勢が全く見えない。


　自分から他人に歩あゆみ寄よろうとしない。


　ありのままの自分を認みとめて優しくしてくれる人が善よい人で、そうでない人は悪い人である──そんな風に思い込んでいる様だった。


　気が弱い様に見えるのは表面だけの事で、実じつ際さいにはファネット・ダウランドという少女は嫌いやらしい程に頑がん固こで、勝手に物事を自分の中で決めつけている──少なくともシリエラ達にはそう見えた。


　はっきり言って実じつ害がいは無い。無む視ししていれば良いだけの事ではあった。


　自分達の行こう為いが俗ぞくに『虐いじめ』と呼ばれて世間で問もん題だい視しされているのも知っている。


　だが──シリエラ達は、あのファネット・ダウランドが自分に都つ合ごうの良い思い込みを抱いだいたまま、同級生達と机つくえを並ならべて平然と学生生活を送っている事には、どうしても我が慢まんならなかった。誰かに歩み寄る努力もしない癖くせに被害者意識だけが強いあの少女が、シリエラ達と対たい等とうだと思い込む事は断だんじて許ゆるせなかった。自分が卑いやしい生き物で他の生徒達よりも一段劣おとっている事を──決して悲ひ劇げきの主人公ヒロインなどではなく、ただ自じ業ごう自じ得とくであるのだという事をよく認にん識しきさせておきたかった。


　だからシリエラ達や他の女生徒達はファネットを事ある毎に目の敵かたきにしてきた。


　しかし──


「屑くずの分ぶん際ざいで、偉えらそうに生きてんなよな。ったく──身の程ほどを知れっての」


　男の様な言こと葉ば遣づかいでそんな事を呟つぶやきながら階かい下かに下りる。


　夕ゆう餉げの匂においが彼女の鼻び腔こうをくすぐった。


　今日はシリエラの好きな鶏とり肉にくのソテーらしい。彼女は表情を綻ほころばせながら食堂ダイニングへと踏ふみだし──


「…………？」


　ふと……眉まゆを顰ひそめた。


　妙に静かだ。


　母は無む論ろん、とうに帰き宅たくしている筈の父の声もしない。食器が触れ合う音も無なければ、毎まい晩ばん父が楽しみにしている食しよく前ぜん酒しゆを注つぐ音もしない。


　不自然な静せい寂じやくがオブレハト家の食卓に満みちている。


　だがそれを異い常じよう事じ態たいの断だん片ぺんであると即そく座ざに気き付づく程、彼女は勘かんが鋭するどい訳ではなかった。


　首を傾かしげながらも食堂に彼女は脚あしを踏み入れ──


「…………!?」


　最初はただ違い和わ感かんだけを感じた。


　食堂のテーブルの側そばに立つ──等とう身しん大だいの立りつ像ぞう。


　材ざい質しつは大だい理り石せきか何かだろうか。父親そっくりに作り上げられたその白い石せき像ぞうは、天才の手になるのが明らかであった。その精せい緻ちな造つくりは今にも動き出しそうな生なま々なましさを像ぞうに与あたえている。写真をそのまま立体化したかの様な──切り取とられた一瞬がそこには在あった。


　だが。


　心の奥おく底そこで何かが囁ささやく。あるいはそれは本能であったかもしれない──


「なに……これ……」


　違う。これは石像なんかじゃない。


　これは──


「お……」


　唐とう突とつに石像が傾かたむいた。


　思わず手を伸ばしたシリエラの指先をかすめ──それは殊こと更さら見せつけるかの様にゆっくりと倒たおれて、床ゆかに激げき突とつした。


　破は砕さい音おん。


　実じつ際さいに響ひびいたのは、硝子ガラスの塊かたまりが砕くだけ散ちるのに似にた──強しいて言葉にすれば『ごしゃっ』という音だったに違いない。だがシリエラの鼓こ膜まくの更に奥で、その音は妙みように生々しい『ぐちゃっ』という音に変へん換かんされていた。


　破片が散らばる。


　その断だん面めんが真っ赤に彩いろどられているのを見た瞬間──それまで辛かろうじて拒こばんでいた激げき痛つうの如ごとき理解が彼女の心に広がった。


「ひいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいっ!?」


　これは父だ。父だったものだ。


　どうやってかは分からないが、父だったものがかちんかちんに凍こおり付いて──そして砕くだけたのだ。


　まるで漫画の様な場面。非現実的なのも甚はなはだしい。


　だがそれは紛まぎれもない現実であり──漫画の様に次の瞬間には消えて無なくなってはくれなかった。それは何度瞬まばたきしても厳げん然ぜんとそこに存在を続つづけていた。


「ひ！　ひあ！　あ！」


　意味の無い声を上げながらシリエラは後あとずさる。


　まだ父だったものの破片は凍こおり付いたままだったが──それが室しつ温おんで溶とけきる前にこの部屋から出て行きたかった。それが肉にく片へんになって鉄てつ錆さびの様な臭においをこの部屋に充じゆう満まんさせるまでに此処から逃げ出したかった。


　よろめきながらあたふたと後じさる。


　そして。


　シリエラは妙な感かん触しよくを足の裏うらに覚おぼえた。


　ぎゅっと──まるで雪を踏ふむかの様な独どく特とくの抵てい抗こう感かん。だが雪であればそのまま足の裏に伝わる感触は変化しないが、彼女が踏ふんだものは急にその違った感触を伝えてきた。


　何か芯しんがあるかの様に。


　反射的に視線を下げて見る。見て──しまう。


　そこに在あったのは……母親の顔だった。


　一度凍とう結けつし、そして溶とけかかった母の顔面であった。砕くだけた際に前面が後頭部から剝はく離りしたのだろう──仮面の様になって床ゆかにへばりついていたそれを、シリエラは踏んだのである。


「ひあっ……!?」


　何が起こっているのか。何が起こってしまったのか。


　分からない。分かる筈がない。むしろ分かってはいけない──


「おぶれはと、さん」


　ごくごく普通の──しかし何ど処こかたどたどしい口調の声が言った。


「しりえら、おぶれはと、さん」


「…………!?」


　愕がく然ぜんと周しゆう囲いを見回すシリエラ。


　だが声の主ぬしの姿は見えない。在るのは無む惨ざんと言うのも何ど処こか違い和わ感かんの在る状態で床に散ちらばる両親──正確にはその部分品の群むれだけだ。


　右にも左にも居ない。無む論ろん前まえにも居ない。


「…………」


　後ろを振り返る。


　……居ない。


　ならば後は──


「おぶれはと、さん──」


　声は頭ず上じようから降ってきた。


　不ふ意いに意い味みもなく自分の周囲が陰かげった様に思う。無論、錯さつ覚かくに過ぎなかったろうが──


「…………」


　嫌いやだ。見たくない。


　シリエラは首を振ふって後ずさった。


　また母だったものの一部を踏ふんだ様な気がしたが、よく分からない。彼女の頭の中は恐きよう怖ふと混こん乱らんで無茶苦茶に荒あれている。まともにものを考える能力は当とう然ぜんの様に失うしなわれていた。


　そして──


「いじめっこの、おぶれはと、さん」


　その声と同時に伸のびてきたものがある。


　手だ。ごく普通の──華きや奢しやとさえ言える様ような少女の手。


　それはむしろ優やさしげな仕し草ぐさで近付いてきてシリエラの顔に触ふれた。


　見たくない。見たくない。見たくない。


　だが彼女の意い思しとは無関係に手は彼女の顎あごの下に滑すべり込むと、顔を上に向ける。半なかば首くびつりの様な状態でつま先立ちになりながら、シリエラは自分の真上を──真上の天てん井じように居るものを見た。


　まず初めに目に入ったのは──見み慣なれた顔。


　ファネット・ダウランド。


　シリエラ達の『教育』の対象だった愚ぐ鈍どんな女生徒はにっこりと笑った──白い蜘く蛛もの如ごとく天井に貼はり付いて。


「ひっ……」


　シリエラが悲ひ鳴めいを喉のどの奥で詰つまらせる。


　同級生だった少女の姿は、既すでに人間のそれを大きく逸いつ脱だつしていた。一目見れば誰にでも分かる。恐らく制服であったろう布がぼろぼろに引き裂さかれて引っかかっているものの、彼女は裸はだかも同然の格かつ好こうであった。


　胴どう体たい部ぶ分ぶんはさして変化していない。基本的には人型のそれではある。乳ち房ぶさも臍へそもその下の部分も、一見した限りでは人間のそれと変わりない。


　顔もまだ人間のそれではある。


　しかし……だからこそそれを支ささえる手足の異常が際きわ立だっていた。


　腰こしにも肩かたにも、本来具そなわっている一対ずつの四し肢し以外に、やたらと長い手足が一対ずつ追つい加かされているのだ。総計八本。この手足を使って──どういう原理かは不明だが──ファネットはまさしく蜘く蛛もの様に天井に貼はり付いている。


「ダウ……ランド……」


　黙だまっていたいのに口が勝手にその名を呟つぶやく。


　恐れおののく罪ざい人にんの嗚お咽えつの如ごとくに──


「おぶれはと、さん」


　今までシリエラが見た事も無ない様な晴はれやかな表情を湛たたえてファネットは言った。


「いじめっこの、おぶれはと、さん。こんにちわ。あのね。あのね。きいてくれる？　おぶれはと、さん。いじめっこの、おぶれはと、さん。いじわるな、いじわるな、おぶれはと、さん。わたしね、あなたに、きいてほしいことが、あるの」


　シリエラの顎あごを捕とらえている手にじんわりと力がかかる。


「わたし、つらかったの。かなしかったの。とってもとっても、あなたたちにいじめられて、ほんとうに、ほんとうに、すごく、ものすごく、いやだったの。しってた？　しってたよね。しっててしたんだよね──」


「あひ……ひ……ゆ……許し……」


「でも、じっさいに、どんなかんじかは、しらない、よね。きっとしらない、よね。だからね。おぶれはと、さん。しりえら、おぶれはと、さん。わたしは、あなたたちに、しってもらいたいのよ。いたいってことが、どんなかんじか。つらいってことが、どんなかんじか。くるしいってことが、どんなかんじか……ねえ、おぶれはと、さん。いじめっこの、おぶれはと、さん」


「いや……やめて……ゆるして……」


「だめん」


　言ってにっこりと嗤わらうファネット。その口の端はしから三つ叉またに分かれた舌の先せん端たんがそろりとこぼれて唇くちびるを舐なめた。


「おぶれはと、さん、おぶれはと、さん。いじめっこの、おぶれはと、さん。とりあえずあなたが、さいしょ。あなたから、ちまつり。けけ。けけけけけけ」


「いや──許して──いや……」


「おぶれはと、さん。いじめっこの、おぶれはと、さん。あなた、わたしが、おなじこといったら、ゆるしてくれた？」


「言ってない……あんた何も言ってなかったじゃないのっ……！　あんたは……自分からは何も言わない癖くせにっ……勝手に……」


「ゆるしてくれない、よね。きっと、ゆるしてくれなかった、よね。だから、だめ。だめだめ。だめよ。けけけけけけけ」


「や……やめ……」


「ああでも、おぶれはと、さん。いじめっこの、おぶれはと、さん。わたしは、ちょっとあなたのきもちが、わかるのよ、いまは──ほんとうよ。なぶるのって、きもちいいわ。さげすむのって、きもちいいわ。これだから、やめられないのね。くせに、なりそう。けけ。けけけけ。うけけけけけけけけけ」


　同級生の顔をした怪かい物ぶつは奇き怪かいな声で嗤わらった。


「ああ、だいじょうぶ、よ。いたくは、しないから。いたみなんて、いっしゅん、だから。だから、そんなに、つまらないこと、しないから──」


　怪物の言葉と同時に──シリエラの指先にむず痒がゆいような感覚が生じる。


「……!?」


　顔は上向かされたままなので、シリエラは手を挙あげて自分の見える範囲に入れる。


　そして──


「ひっ──!?」


　じわりじわりと白いものが広がってゆく。


　痒かゆい様な痺しびれる様な──感覚。


　白いものと共に奇き妙みような感覚が指先から広がってゆく。


「こ……こ……」


　凍こおっているのだと気き付づくのに何故か数秒かかった。


　見る間に人間の肉体が凍とう結けつしてゆくという非現実的な情じよう景けいを、精神が常識を取とり除のぞいて認識をするまでに時間が必要だったのだろう。先に父や母の凍こおり付いた死体を見せられていたのは事実だが──それにしたところで現げん実じつ味みを欠いていた事に違いはない。


　理解してしまえば後は簡単だった。


　凍とう傷しように似ているが違う。これは細さい胞ぼうが一つ一つ潰つぶされてゆく感触なのだ。


　以前何かの本でシリエラは読んだ事がある。


　凍り付いたものは溶とかせば元もとに戻もどる──そんな風に思っている人間も多いが、これは間違いなのだそうだ。生物の肉体を完全に冷れい凍とうしてしまうと、氷ひよう結けつする際に膨ぼう張ちようした水分が細さい胞ぼう膜まくを破は裂れつさせてしまうのだという。凍こおった肉を解かい凍とうすると肉にく汁じるが出てくるが──あれは壊こわれた細胞から流れ出した中身なのだそうだ。


　だからこれは──今シリエラが感じているのは細胞が自じ壊かいしてゆく感触なのだろう。


　本来ならば激げき痛つうを感じてしかるべきなのだろうが、温度の低下と同時に神経の機き能のうも喪うしなわれてしまうので、痛いたみを感じないのだ。


「ああああああああああ──」


　自分の身体がじわじわと破は壊かいされてゆく。


　痛みはない。だがそれだからこそ恐ろしい。


　自分がじわじわと無くなって行くのが感かん覚かくとして実感出来ない。自分の身体と精神に亀き裂れつの入った様な状態。這はい上がってくる緩かん慢まんで冷つめたい死し滅めつ。それが心臓か脳のうに達したとき、自分は死ぬのだ。


　だが──その何と緩かん慢まんな事ことか！


　一瞬であればまだしも──嬲なぶるようにしてゆっくりと這い上がってくる冷たい領域は残ざん酷こくさの極きわみだ。痛みが在あるのならまだそちらに意識を向けている事が出来る。激げき痛つうは時に最悪の現実から眼めを背そむけさせてくれる。


　だが──今彼女に突きつけられているのは、夾きよう雑ざつ物ぶつを含ふくまない純じゆん然ぜんたる『消しよう滅めつ』の恐怖だった。痛みも苦しみも無く、それはただ純じゆん粋すいに彼女を捉とらえ、確実に、しかし緩慢にその腕うでを這い登のぼってくる。


「ひあっ──ああっ──あっあっあっ……」


　咳せき込こむかの様な途と切ぎれ途切れの悲鳴を漏もらすシリエラ。


　だがファネットは──ファネットの姿をした怪物は、楽しげな表情を浮かべながら彼女の狼ろう狽ばいし恐きよう慌こうする様を眺ながめている。


　感かん覚かくの喪そう失しつは腕うでにまで登ってきた。止とまる様子はない。どういう理屈で腕が凍ってゆくのかシリエラには分からないが、自分がどんな死に様を晒さらすのかは想像がついた。


　粉こな微み塵じんの肉にく片へんになって床ゆかに散ちらばる自分を思い描えがいて──シリエラは自分の正気がゆっくりとすり潰つぶされてゆくのを感じていた。





　　　　●　　●　　●





　ダウランド邸での打ち合わせからおよそ二十分後。


　レイオット達はイゾルド川の河川敷にモールド・キャリアを停てい車しやさせて魔族追撃の準備を整えていた。


　この川はトリスタン市北東部で二ふた股またに分ぶん岐きして市街区を包つつみ込こむ様に流れている。


　二本の支流の内、右側は太い上に地形の高こう低てい差さの関係で流量が多く、トリスタン市内の各種排水は家庭用から工業用まで、殆ほとんどがこの川に流し込まれている。故にイゾルド川の河か川せん敷しきにはかなり大きな下水道の排はい水すい口こうが幾いくつも見受けられた。


　此こ処こからなら幹かん線せん下げ水すい道どうに直行出来る上、大型の機材を伴ともなっても比較的楽に下水道の中に入っていける。


　例たとえば──


「元々はレイの〈スフォルテンド〉を基礎データとして設せつ計けいしてるからな。〈フォルテシス〉の組み合わせだと速度が出た際にホイールのグリップ力がちょい不安だけども」


　言いながらレンチ片手に作業を行っているのはジャックであった。


　彼が各かく種しゆ調ちよう整せいを行っているのは赤ん坊の歩ほ行こう補ほ助じよ器きをひたすら頑がん強きようにした様な形状の機き械かいである。馬ば蹄てい型がたのフレームに小型のエンジンと左右相互に独立したサスペンションを備そなえ、歯車の様な鋼こう鉄てつ製せいの車輪がそれらを支ささえつつ河川敷の砂じや利りに食い込んでいる。


〈ホイール・マニア〉だ。


　いや──ジャックに言わせると軍の要よう請せいを受けて色いろ々いろと検けん討とうした結果、外がい見けんはそっくりでも以前レイオットが使っていたものとは全くの別物、正しくは〈ホイール・マニアII〉と呼ぶべきものなのだそうだ。


「よし。じゃあフィリシス──ちょっと向こう向いて」


〈ホイール・マニアII〉の調整は終わったのか、ジャックは近くで待っていたフィリシスを──既すでに彼女は愛用のモールド〈フォルテシス〉を着き込こんだ状態である──手て招まねきするとその背中の汎はん用よう固こ定てい金かな具ぐに〈ホイール・マニアII〉との結合金具を取り付け始めた。


　基本的に〈ホイール・マニアII〉とモールドの分ぶん離り及び結けつ合ごうは、魔法士本人の手でも可能であるが、使用者の体たい格かく差さはどうしても生しようじるので予あらかじめ位い置ち微び調ちよう整せいの機き能のうを持った金かな具ぐを間に嚙かませておくのである。


「なかなか面おも白しろそうだね。気に入ったら私も一いち台だい造つくってもらおうかな」


　笑わらい含ぶくみの声でフィリシスが言う。元々彼女はこうした新しん鋭えい機き器きだの特とく殊しゆ機器だのといったものを好このみ、採さい算さん度ど外がい視しで現げん場ばに持もち込む事が多い。もっとも、その分飽あきるのもやたらに早いのだが。


「毎度あり」


　言ってジャックは笑い──そして既すでに〈ホイール・マニアII〉に自みずからを固定しているレイオットを振り返った。元々〈ホイール・マニアII〉も彼の〈スフォルテンド〉を参サ考ン資プ料ルとして作られているので、こちらは殆ほとんど調整の必ひつ要ようが無なかったのだ。


「レイ。基本的な動力性能に変化は無いけど、スタッフや補ほ助じよ武ぶ装そうの固定点ハードポイントが少し後うしろになってるのと、予よ備びの燃ねん料りようタンクを装そう備びしている分、バランスが少し違う。そこだけは気を付けてくれ。慣なれるまでＮＯＳも使わないように」


「前もぶっつけ本番だったろうが。大丈夫だよ」


　言ってレイオットは目の前に開あいている直径四メルトル余あまりの巨大な下げ水すい口こうを眺ながめた。


　魔法管理局からの緊きん急きゆう要よう請せいで集められた戦術魔法士タクテイカル・ソーサリストはわずかに三名。レイオットを含ふくめてもこの事じ件けんに投とう入にゆうされる戦術魔法士は全部で四名である。


　フィリシス・ムーグ。


　トーマス・パラ・ビーチャム。


　ラルフ・カートパトリック。


　現在、魔法管理局に登とう録ろくしている戦術魔法士は他に三名いるが、限かぎられた時間の中では連れん絡らくがとれなかった。ファネット・ダウランドから発生した魔族がどれほどの資質ポテンシヤルを持っているかは未み知ち数すうだが、時間経過と共に等とう級きゆうが上昇する可能性は高い。悠ゆう長ちように人数を揃そろえている時間は無かったのだ。


　だが──下水道は絶ぜつ望ぼう的てきな程に広い。


　故ゆえに少しでも機き動どう力りよくを確かく保ほする為、ジャック・ローランド総合機器研究所から稼か働どう状態に在ある二台の〈ホイール・マニアII〉を借り受ける事になったのだ。元々不ふ整せい地ち走そう行こうや渡と河かも考こう慮りよして設計されているこの走行機械は、下水道の中でも問題なく動いてくれる筈であった。


　ちなみに〈ホイール・マニア〉を使う事を提てい唱しようしたのはネリンである。彼女は魔族が下水に入り込んだと知るや否いなや、ジャックに電話を入れて〈ホイール・マニア〉を借り出す交こう渉しようを行ったのだ。こうした判はん断だんの早さは、やはりレイオットらと仕事をこなして行く内についたものなのだろう。


　それはともかく──


「それから。念のため──エンジンかけたまま一カ所で長く停とどまらない事。場所にもよるけど空気が淀よどんでいる場所だったりすると、良くてエンスト、悪ければ中ちゆう毒どく起こすよ」


「分かった。気を付ける」


　頷うなずいてレイオットは〈ホイール・マニアII〉の始セ動ルスイッチを押し込む。短みじかく悲ひ鳴めいの様な音を立てた後、二基の小型エンジンは鋭するどい駆く動どう音おんを響ひびかせ始めた。


　ビーチャム魔法士とカートパトリック魔法士、それに市警察のＳＳＳは既すでに下水道に入っており、レイオット達も装そう備びが整ととのい次第、後を追う事になっている。


「──行くぞ」


　フレームの右にスタッフ、左に〈リバース・ペット〉と散さん弾だん銃じゆうを装そう備びしたレイオットの〈ホイール・マニアII〉はローギアのままゆっくりと排水口の中に入ってゆく。いきなり突っ込まなかったのは足あし場ばを確かめる為だが、問題は無さそうだ。レイオットが頷くのを見て、フィリシスも同様の装そう備びをし──彼女の補ほ助じよ武ぶ装そうはベルト給きゆう弾だん式しきの汎はん用よう機き関かん銃じゆうであるが──彼の後あとに続いた。


　馬ば蹄てい型がたフレームの端はしに針はり金がねでくくりつけられているスイッチを回すと、急きゆう遽きよ取り付けられたらしい二基のライトが下水道の中にわだかまっていた闇やみを切り裂さく。


「さて──」


　意を決してクラッチを繫つなぎアクセルを開く。


　濁にごった空気をかき分ける様にして二台のエンジンが唸うなりを上げた。


　駆動用のチェーンがエンジンから放たれる力を鋼こう鉄てつ製せいの車しや輪りんに伝つたえ、車輪は火花を散らしながらレイオット達を突つき飛とばすかの様に前方へと押し出す。地下とは思えない様な速度で二基の〈ホイール・マニアII〉は疾しつ走そうを開始した。


「なるほど──これは本当に面おも白しろいね！」


　反はん響きようして辺あたりを埋うめる騒そう音おんの合あい間まからフィリシスがそんな事を言ってくる。


　およそ三百メルトルを数秒で駆かけ抜ぬけた二人の前に──分ぶん岐きが迫せまってきていた。


「俺は右に！」


「じゃあ私は左！」


　親指を立てて合あい図ずすると、フィリシスは躊躇ためらいも無く左へと進んでいった。


　レイオットも速度を緩ゆるめて方向転換──再び真まっ直すぐに伸びて行く地下の横よこ穴あなに向けてアクセル・レバーを倒たおし込こむ。水飛沫を煙の様に後方へと散ちらしながら〈ホイール・マニアII〉は闇やみの奥おくへと突つっ込んでいった。
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　密ひそやかな水みず音おとに包つつまれながらダリルは静しずかに魔ま力りよく計けいを見つめている。


　針は四ｇｐｍ辺あたりを指したまま殆ほとんど動く様よう子すは無ない。今のところ魔族が近くに居ないのは間ま違ちがいなかろう。魔族の肉体は常つねに一いつ定てい量りようの魔力を放ほう散さんしている。魔力計は魔族そのものを察さつ知ちする事は出来ないが、体たい熱ねつ放ほう射しやの様に魔族から発はつ生せいする魔力を感かん知ちしてその接せつ近きんを知る目め安やすにはなる筈はずだった。恐らくダリル達の攻こう撃げき範はん囲いに入ってくれば、この針は一気に四十辺りまで跳はね上がるだろう。


　これと同じものを持った警官が、ダウランド邸ていを中心としてトリスタン市中央部各所に展てん開かいしている。


　無論、彼等一般警官には魔族とまともに戦たたかう術すべは無い。交こう戦せんは極きよく力りよく避さけるようにと厳げん命めいされている。彼かれ等らの任にん務むはあくまで索さく敵てきなのだ。


　彼等の持つ魔力計の数すう値ちは、逐ちく一いち無む線せんでＳＳＳの戦せん闘とう指し揮き車しやに報ほう告こくされ、そこではブライアンが地下道の概がい略りやく図ずを睨にらみながら魔族の位置を特とく定ていしようと悪あく戦せん苦く闘とうしている筈だ。


　そのものずばりの位置を割り出すのは無理でも、各魔力計の数すう値ちから、魔力の濃こい部分を特とく定ていできれば、その中心に魔族が居いるのはまず間ま違ちがいがない。


　大まかな位置が特定出来れば、戦術魔法士達が急きゆう行こうする。


　そして可能であればダリル達が陣じんを敷しいている狙そ撃げき点てんに魔族を誘ゆう導どうして来るという計画になっていた。


　問題の魔族がどの程度の等級に育っているかは疑ぎ問もんだが、複ふく数すうの戦術魔法士に加えて〈サンダーボルト〉を装そう備びしたＳＳＳの戦力は、中級魔族までならば問題なく殲せん滅めつ可能だとダリルは判断していた。


『──第一分班』


　傍かたわらに置おいた通つう信しん機きからブライアンの声が流れ出る。無論これは警察無線だが、当然ながら地下には届かないので、今はアンテナ代わりに取り付けたコードがダリルの脇わきを這はい、壁かべを這ってマンホールの入り口にまで伸びている。


「はい。こちら第一分班、ローエングリーン、です」


『どうも魔族は高こう速そくで移動しているらしい。位置の特定を急いでいるのだが、正確な位置を絞しぼり込めない』


　魔力はその行こう使し主しゆ体たいが移動してもしばしその場に残ざん留りゆうする。言ってみれば匂においの様なものだから、直接追跡するのでもない限り、その移動発生源の場所を点として特定するのは確かに無理があるだろう。


『それと。魔族化した人物の詳しよう細さいな資し料りようが来た。ファネット・ダウランド。十七歳。トリスタン市立第六高等学校二年。俗ぞくに言う『虐いじめられっ子』らしい。あの少年の証言の裏付けが取れた事になる』


「…………」


『先程、ダウランド邸から二キロ程離れた場所で一家惨ざん殺さつ事じ件けんが発生した。現場の状態からして魔族の仕し業わざである事はほぼ間ま違ちがいない』


「ファネット・ダウランドを虐めていたグループの一員か、見て見ぬふりをしていた教きよう師しかが、その中に含ふくまれている訳ですね」


『その通りだ。その家の娘が率そつ先せんして同級生達をまとめ、ファネット・ダウランドを虐めていたらしい。魔族に人間としての記き憶おくがどれだけ残っているかは疑ぎ問もんだが──恐らくこれは復ふく讐しゆうだろう』


「他の虐いじめていた生徒は？」


『特定を急いでいる。だが担任教師に言わせるとあまりにも範はん囲いが広くて特定しにくいんだそうだ』


「…………」


　ダリルは顔をしかめた。


　つまりその女生徒は、特定が困こん難なんになるほど殆ほとんど全ての同級生から、何らかの不ふ愉ゆ快かいな扱あつかいを受けていたという事だ。それがどれだけ辛つらい日々だったかは想像に難かたくない。


　しかも存在を問われれば認みとめはするものの、その実じつ態たいをはっきり教師が把は握あくしていないという事実は──つまり教師としても、そういう状況に彼女が立たされているのは理解しながらも、抜ばつ本ぽん的てきな解決法を採とる積つもりがなかったという事である。


　哀あわれな話だ。


　耐たえて耐えて耐え続けて──耐えられなくなって選んだのが人間を止やめる事だったとは。


『問題は御お前まえ達たちの居る下水道の近くに先に殺された女生徒の友人の家があるという事だ。その生徒も虐めに加くわわっていた可能性が高い。避ひ難なん勧かん告こくを兼かねて事情聴取に人を遣やっているが──』


　そこで不ふ意いにブライアンの言葉が切れる。


　沈ちん黙もくはわずかに三秒。


　だが続けて通信機から滑すべり出てきたブライアンの声は焦しよう燥そうに粟あわ立だっていた。


『ローエングリーン！　気を付けろ！　魔力計が──』


「はい。こちらでも確認しています」


　ダリルは魔力計の針が激はげしく跳はね上がるのを見る。


　魔力の収しゆう束そくと拡かく散さん──明らかに魔法が近くで使われた証拠だ。そして魔族はただ存在するだけで魔法を使い続ける。その生せい理り機き能のうは一部が──あるいは全部が、魔法によって維い持じされているからである。


　ダリルは視線を〈サンダーボルト〉の光こう学がく照しよう準じゆん器きに通した。


　照しよう準じゆん線せんの向こうに点てん々てんと光が見える。これは狙そ撃げきに必要な最低の光こう量りようを確かく保ほする為にダリル達が置おいた小型の発はつ炎えん筒とうである。本来は軍ぐんが兵士達に非常時の連れん絡らく手しゆ段だんとして与えるもので、一度火を点つけるとおよそ半時間、小さな炎ほのおを噴ふき出し続つづける。


「来るぞ……！」


「了解！」


　下げ水すい溝こうを挟はさんだ対たい岸がんの側そく道どうで二人のＳＳＳ隊員が銃じゆうを構える。彼等は〈サンダーボルト〉ではなくそれぞれ散さん弾だん銃じゆうと短たん機き関かん銃じゆうを装そう備びしていた。無論これで魔ま族ぞくを倒せるとは思っていない。あくまで魔族がこちらに気付いた場合、弾だん幕まくを張はってその動きを制したり、撤てつ収しゆうの時間を稼かせいだりする為の武器である。


　そして──


「──!!」


　激はげしい水音が下水道に響ひびき渡る。


　縦たて孔あなから──地上と繫つながる孔から何かが落ちてきたのだ。


　点てん々てんと置かれた灯火の中で汚お水すいが撥はね飛ばされ、飛ひ沫まつとなって辺あたりに降ふり注そそぐのが見えた。直線距離にしておよそ百メルトル。光量不足は否いなめないが──充分に狙そ撃げき可能な距離である。


「──来た！」


　銃をそちらに向ける補助要員二人。


　それは──ゆらりと汚水の中から姿を現した。


　蜘く蛛もの様な獣けものの様な奇怪な形状。だが胴体は十代の少女のままの裸ら体たいを晒さらしている。


　見る者の理性と価値観を無ぶ遠えん慮りよに搔かき乱す不均衡アンバランスさ。


　まさしく狂きよう気きの所しよ産さんとしか言い様ようの無い姿だ。


　ぬらぬらと汚水で濡ぬれ光る脚あしを伸ばして、魔族は下水道中央から左右に設もうけられた側道部分へと這はい上がってくる。


「…………」


　ダリルは汗あせばんだ掌てで〈サンダーボルト〉の銃把グリツプを握にぎり直す。


　恐おそらく脳のうは少女の顔の向こうに在ある。まず狙うべきは人間と同じくその額ひたいだった。


（躊躇ためらうな──あればバケモノ。人殺しのバケモノだ）


　ダリルは自分にそう言い聞かせながら照準線スコープを魔族に合わせた。


　そして──


「──！」


　不ふ意いに、魔族がこちらに向かって移動を始めた。


　ダリル達に気付いたのだろう。八本の脚をわさわさと動かし、下水を撥はね飛ばしながら、その奇怪な姿からは想像もつかない様な速そく度どでこちらに迫せまってくる。


「ローエングリーン！　撃て、撃て！」


　同どう僚りようの叫さけびに促うながされるかの様に、ダリルは引き金を引いた。


　轟ごう音おんが下水道の内ない壁へきで幾いく重えにも跳はね返りながら突っ走る。


　超ちよう音おん速そく──いや音速の実じつに四倍にも相当する超々音速で撃ち出された銃弾は魔力圏ドメインに絡からめ取られる事も無く、魔族の肉体に食い込んだ。


　着ちやく弾だんの衝しよう撃げきで弾だん頭とう内ないに固められていた散さん弾だんが飛ひ散さん。


　ぼっ！　と音を立てて魔族の肉体が大きく弾はじける。


　だが──


「くっ──！」


　ダリルが唇くちびるを嚙かむ。


　光学照準器の視界に血肉を弾はじけさせながら吹っ飛ぶ魔族の腕うでが──腕だけが見えた。頭部ではない。通常なら外はずす筈の無い距離だが、魔族の予想外の動きにダリルは照しよう準じゆんを修しゆう正せいしきれなかったのである。


　魔族が走っている。凄すさまじい速さで──しかも壁かべを。


（逃にがさんっ……！）


　脳のう裏りで叫んでダリルは即そく座ざに銃じゆう口こうの向きを修しゆう正せいする。


　優すぐれた狙そ撃げき手しゆはたとえ不ふ測そくの事じ態たいに陥おちいって一撃目をしくじったとしても、間かん髪はつ入いれず機き関かん銃じゆうの如ごとき速さで二撃目、三撃目を撃うち込む事が出来る。一秒と要ようさずに彼は再び照準器の中に魔族の姿を捉とらえていた。


　しかし──


「ううううううひいいいいいいいいいいいいいいいい──っ!!」


　魔族の叫びが下水道内に響ひびき渡る。


　そして──唐とう突とつに魔族はその身を翻ひるがえすと、ダリル達に背を向けて元来た方向へと走り出した。七本の肢あしをわさわさと動かしながら壁を這はい、天井に駆かけ上り、螺ら旋せん状じように下水道の内側を移動しながら遠ざかって行く。


「馬鹿なっ!?」


　叫びながらもダリルは二度引き金を引いた。だが射しや手しゆの動どう揺ようを弾だん道どうが如によ実じつに反はん映えいしたのか、銃じゆう弾だんは魔族をかすめただけで闇やみの奥おくに消えていった。


　魔族の姿も同じく闇の中に溶とけ込んでしまう。


「しくじった……！」


　呻うめいてダリルは通信機を手に取った。


「こちら第一分班！　申もうし訳ありません、しくじりました！　当方に損そん害がいはありませんが、魔族は尚なおも逃とう走そう中ちゆう！」


　通信機に向かって叫び──そしてダリルは自分の台詞せりふに違い和わ感かんを覚おぼえた。


　魔族が逃走中……？


　そうだ。明あきらかにあの魔族は逃げた。自分とは比くらべようも無い程に非力で脆ぜい弱じやくな人間を前にして、反はん撃げきする事も無く姿を消した。無論、ダリル達には〈サンダーボルト〉が在ったのは確かだが……まさか魔族は、その脅きよう威いをあの一瞬で判断してすかさず遁とん走そうに移ったというのか？


　そもそも──魔族が銃撃を受けた瞬間に発したあの叫び。


　怒りの咆ほう吼こうにも聞こえなくはない。喜き悦えつの叫さけびという考えかたもできる。だがひょっとしてあれが……悲ひ鳴めいであったとしたら。


　あの魔族は何かおかしい。


　はっきりとした原因の見えない違和感を抱えたまま、ダリルは魔族の消えていった下水道の闇やみを呆ぼう然ぜんと見つめていた。
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　被害者は確実に増ぞう加かし続けていた。


　ファネット・ダウランドと同じ高校に通う子供を持つ家庭が、次々と襲おそわれて皆みな殺ごろしにされて行くのである。生徒本人はもとより家族やたまたま現場に居い合あわせた者も一切区別せず魔族は殺した。ダウランド邸での惨さん劇げきが通つう報ほうされてからおよそ二時間後には五軒の家が襲われ死者の数は民間人だけで総計二十三人となった。


　いずれの家庭の生徒もファネット・ダウランドに対する『虐いじめ』に加わっていたという話も在ったが──警けい察さつは未いまだその裏うら付づけを取れてはいない。


　やはりファネット・ダウランドへのいじめに関しては教師側も半なかば無視を決め込んでいたらしく、誰だれが直接的にその行こう為いに参加していたのかは正確に把は握あくしている人間が居ないのである。無論、時間をかけて調しらべれば幾いくらでも証言から絞しぼり込めはしたろうが──二時間足らずではろくに情報も集まらない。


　その結果として警察は魔族の行動に対して常つねに後ご手てに回る事になった。


　正確な居い場ば所しよを特とく定ていできず、次の襲しゆう撃げき目もく標ひようを予測する事も出来ない。ファネット・ダウランドと同じ高校に通う生徒の居る家庭全てを避ひ難なんさせる事も見けん当とうされたが、人じん員いんが足りない上に下手な告知は街中に恐パ慌ニ状ツ態クを生みかねないとして、警察当局は二の足を踏んでいた。


　更に魔族は下水道を徘はい徊かい中ちゆうに遭そう遇ぐうしたＳＳＳ第一分班の攻撃をかわし、その後魔力計設置の為に下水道に下りていた警官三名と接せつ触しよく、この内の二名を殺害した後、何故か逃走している。


　生き残った警官の話によれは魔族は何か『混乱している』様な雰囲気であったという。


　無論、相手は人間の常じよう識しきなど通用しない化ばけ物だ。短い接せつ触しよく時じ間かんから得えた印象など当てにはなるまいが──この魔族の行動が少々他の個体に比くらべて『消極的』であるという事は確からしかった。


　普通の魔族ならば人間を前にして攻撃もせずに逃げたりはしない。存在の開始した瞬間から定さだめられていたかの様に人間の『天てん敵てき』として行動する──だからこそ魔法中毒患者達は例れい外がい無なく恐きよう怖ふと嫌けん悪おを以もつて『魔族』と呼こ称しようされるのである。


　何にせよ──事態は混こん迷めいし、決定的な対たい抗こう策さくが無いままに時間だけが過すぎて行く。


　恐おそらく経過時間からすればファネット・ダウランドは既すでに魔族として一度か二度の『昇しよう級きゆう』を果たしているだろう。無論彼女の魔族としての『素そ質しつ』にもよるが、もしこのままイタズラに時間経過を許してしまえば、このトリスタン市は足あし下もとの暗くら闇やみに上じよう級きゆう魔ま族ぞくという怪物を抱かかえてしまう事になる。


　ブライアン達は必死に魔族の位置特定を急いだ。


　そして──
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　下水道を満みたす闇やみの中に潜ひそみながら戦術魔法士のトーマス・パラ・ビーチャムは密ひそやかに笑った。


　腕うでに巻まいた簡かん易い魔ま力りよく計けいが先さき程ほどから激はげしく反はん応のうしているのである。数値は六十から八十の間を呼こ吸きゆうするかの様に往おう復ふくしている。間違いない。魔族は近くにやってきているのだ。それを確認すると彼は小型電灯の光を消してスタッフを握にぎり直した。


「他の連中には悪いけれど獲え物ものは僕ぼくが貰もらう」


　トーマスはスタッフの引き金を引き絞しぼった。


　軽いモーター音と共に電動式の操桿ボルトが自動的に前後し、疑似詠唱端子キヤスターが呪ス文ペ書ル式タ板グ上の基き礎そ級きゆう呪じゆ文もんを読み込んだ。内容は〈アサルト〉。〈ブラスト〉の方が破は壊かい力りよくは大きいのだが特とく殊しゆな環かん境きよう下かでは〈アサルト〉の方が色々と応用が利きく。


　トーマスのスタッフはこの自動詠唱機構オートキヤスターにより素す早ばやく連続で魔法を撃うてる。それどころか右腕部分には補ほ助じよ武ぶ装そうの自動式散さん弾だん銃じゆうを固定装備しており、それぞれが片腕で全すべて操そう作さ出来る。それぞれを同時に──つまり散弾銃の発射と魔法の顕けん現げんをほぼ同時に行おこなう事さえ出来るのだ。


　理論上はトーマスのタクティカル・モールド〈カヴァレッタ〉は一秒間に三発の魔法と八発の散さん弾だんを相手に撃ち込む事が出来る。もっとも現実的には撃発音声トリガー・ヴオイスの詠えい唱しようやトーマスの脳のう内ない魔ま法ほう回かい路ろの負ふ荷かといった関係で、秒間二発が限げん界かいと言えるが──それにしたところで他の魔法士達よりも速い。一発の攻撃力は平均の域いきを出ないが──時間的な意味での攻撃力密度で彼に比ひ肩けんできる者はまず居ないだろう。


　一撃必殺は戦術魔法士の常じよう套とう手しゆ段だんと言われているが、彼はその戦法にとことん特化した魔法士なのである。〈疾風怒濤〉ストーム・アンド・サージの綽あだ名なはいささか趣おもむきには欠かけるが決して伊だ達てではない。


「…………」


　トーマスは呼吸を整えながら下水道の壁かべに身を貼はり付けて機会を待った。


　魔力計の反はん応のうからすれば魔族は真まっ直すぐこちらに近ちか付づいてきている。あとは全神経でその接近を確かく認にんし射しや程てい内ないに入る瞬しゆん間かんを待てば良い。


　水音が近ちか付づいてくる。


　魔族はあと三十秒前後でトーマスが身を潜ひそめている三さん叉さ路ろの交差点までやって来る筈はずだ。そこまで来れば向こうもトーマスの存在に気付くかもしれないが、交差点──水が簡単には逆ぎやく流りゆうしない様に、余よ裕ゆうを持って直径十メルトル程の円えん形けい広ひろ場ばになっている──の中にまで入ってくれば、もう逃げられまい。


　緊きん張ちよう感かんに高たか鳴なる鼓こ動どうを意い識しきしながらトーマスは唇くちびるを舐なめた。


　彼は名前からも分かる様に貴族の出だ。無論、現代に於おいて貴族の特権は全て剝はく奪だつされており、彼自身、貴族の家いえ柄がらという事にあまりこだわりは無い。物もの心ごころ付いた頃ころには既すでに彼の暮らしは庶しよ民みんのそれと大たい差さ無かったからだ。


　だが──彼には代だい々だい続いてきたビーチャム子し爵しやく家けの血けつ統とうが間ま違ちがいなく受け継つがれていた。


　代々ビーチャム家の当主は何にも増まして狩しゆ猟りようを好このんだとされる。政まつりごとさえも時には後回しにして当とう主しゆは広こう大だいな領地の狩かり場ばを駆かけ巡めぐったという。


　獲え物ものを追おって追って追い詰めてその末すえに──狩かる。獲物を仕し留とめる一瞬を何よりも愛するビーチャム家の血統はこの上もなく明めい確かくに彼の性格的な嗜し好こうとして発はつ現げんしていた。


　そしてトーマスにとって最上の獲物とは魔族なのだ。


　この瞬間に彼は何よりも悦えつ楽らくを感じる。絞しぼり込んで絞り込んで力の全てを注そそぎ込んで構える弓ゆみ矢やの一撃の如ごとく、相手の生命を狩り取とる一瞬に知能も体力も全てを注ぎ込んで──そして解放する快感。それは男女の交まじわりにも似た興こう奮ふんと快かい楽らくを彼に与えてくれる。


　まさしく貴族的。これぞ貴族の遊ゆう戯ぎだった。


　だが──


「…………」


　あと五秒。あと四秒。三秒。二秒──


　異音。


「──!?」


　魔族はまだその姿を三さん叉さ路ろの交差点に見せていない。だが次の瞬間、トーマスは咄とつ嗟さに後方に跳ちよう躍やくしながら左ひだり手ての散さん弾だん銃じゆうを発はつ砲ぽうした。


　銃口炎マズルフラツシユが一瞬下水道を照てらし出す。


　閃せん光こうの中に見えたのは下げ水すいの水すい面めんから突つき出だされてくる無数の白い突とつ起きであった。


「これはっ!?」


　散弾銃の銃撃を受けて白い突起が砕くだけ散る。


　着地と同時にトーマスはモールド側そく頭とう部ぶに付けた小型電灯のスイッチを入れた。


「……!!」


　闇やみを押おし退のける光の中に無数の突とつ起きが発生している。それは下水という幹みきから伸のびた無数の枝えだ──いや無数の棘とげであった。いずれもが槍やりの様に鋭するどい先せん端たんを伸のばしており、下水道の一いつ画かくは茨いばらの森の様な状態となっている。


　飛び退いていなければ、トーマスはこれに串刺しにされていただろう。


「氷こおりか……！」


　言うまでも無くこんな事が出来るのは魔法だ。魔族の攻こう撃げきだ。


「まずい──」


　トーマスは後こう退たいしながら呟つぶやいた。


　魔族は彼を視界内に捉とらえなくても攻撃が出来るのだ。下水を材料として造られる氷の槍は、無論、魔力圏ドメインの処理限げん界かいはあるにしても──射しや程てい距きよ離り内ないならば無む限げんにその数を増ふやせるだろう。たとえ見えていなくても『そこに居る』のが分かっているのならば、無数の槍を生み出して四方八方に突つき刺させば良いのだ。


　無論、モールドの装そう甲こう部ぶ分ぶんは刃は物ものなど通しはしないが、四方八方から一いつ斉せいに突き出されては関かん節せつ部ぶ分ぶんに突き刺さる恐れがあった。また刺さらずとも氷柱の林に絡からめ取られて身動きが取れなくなれば、それだけで魔族相手には致ち命めい的てきだ。


　しかも下水に極ごく低てい温おんと指し向こう性せいを与あたえる行こう為いそのものは魔法だが──氷の先せん端たんが持つ鋭するどさや硬かたさそのものは魔法と何ら関係が無い。魔法の現げん象しよう処しよ理り能のう力りよくにもよるだろうが、充分な魔力を使えば、魔族の攻撃は魔力圏の展開限界を超こえてその外側にまで届く筈だ。


　対してトーマスの装そう備びしている攻撃魔法は目もく視しが大だい前ぜん提ていである。曲きよく折せつして魔法を撃うつ事も出来ないではないが──そもそも魔族と違ちがって彼等の魔法は使用回数に制せい限げんがある。無む駄だに魔法を撃つのは自殺行為だ。


「魔族にこんな智ち恵えが回るとは──」


　そもそも魔族は物もの陰かげに隠かくれて敵てきを攻撃するなどという姑こ息そくな戦法を使わない。


　自分達が人間に対して圧倒的に優位であると魔族達は本能的に知っている。だからこそ魔族は戦法などというものは全まつたく考えずに人間を襲う。人間が蟻ありと戦うのにいちいち作戦を立てないのと同じ事だ。


　そしてだからこそそこに戦術魔法士タクテイカル・ソーサリストはつけいる隙すきを見いだすのだ。


　だが──


「くっ!!」


　ここでは自分に勝ち目は無い。


　そうと知ればトーマスの判はん断だんは早はやい。彼は無理な獲え物ものには拘こう泥でいしない。やがて自分の腕を磨みがいてもう一度挑いどめばいい──狩しゆ猟りようとはそういうものだ。


　素早く一度、開かい放ほう桿かんを操そう作さして〈アサルト〉を無効化キヤンセル。呪文書式板選択器スペルタグセレクタを操作して無音詠唱ダムキヤスト。


「──イグジスト!!」


　撃発音声トリガー・ヴオイスと共に発生する火か球きゆう。


　無論これは照しよう準じゆんも何も無ない単なる目め眩くらましと防ぼう壁へきである。続けざまに二発発はつ現げんさせて撃うち込んだ〈ブラスト〉は三叉路の交差点とその手前に炸さく裂れつし、その熱ねつと衝しよう撃げきで今しも発はつ生せいしかけていた魔族の二撃目──槍やりの群むれの発生を押さえ込んだ。


　トーマスはそのまま後ろを振ふり返らず、真っ直ぐに出口へ向かって走る。


　これでどれだけの時間が稼かせげるか──


「…………」


　地上への出口──縦たて穴あなの下に辿たどり着ついて、振ふり返りざまに散さん弾だん銃じゆうを連れん射しや。


　だが──


「追おって来ない……？」


　怪け訝げんそうに呟つぶやいてトーマスはまだ燃もえさかっている〈ブラスト〉の炎ほのおを眺ながめた。


　簡かん易い魔ま力りよく計けいも調べてみるが──急きゆう速そくに魔力濃のう度どが下がっている。どうやら魔族はトーマスを追おわずに遠とおざかっているらしい。


「逃にげたか……？　いや──」


　敵てきが待ちかまえているのを察さつ知ちして、姿を現あらわさずに先制攻撃してきた魔族だ。それが智ち恵えによるものか本能によるものかはともかく、自分がトーマスよりも有ゆう利りな立場にある事にも気付いていた可能性が高い。


　なのに魔族が追って来ないという事は──


「──小物と無視されたか？」


　忌いま々いましげに呟くも、そこで考えもなく後を追う程にトーマスは愚おろかではなかった。


「……おい！　大丈夫か!?」


　頭上から降ってくる声に振り返る。


　マンホールの孔あなの縁ふちから数名の警官が顔を出して縦たて穴あなを覗のぞき込んでいた。〈ブラスト〉の爆ばく音おんと魔ま力りよく計けいの反応に気き付づいて駆かけ付つけてきたのだろう。


「ああ──大丈夫だ」


　声を張はり上げてそれに応じ──そしてトーマスは付け加えた。


「それよりも、他の戦術魔法士達やＳＳＳに連絡を。奴は対象を目もく視しせずとも攻撃できる手段を持っている！」


　言ってからトーマスは自分が逃げてきた方向を──三叉路部分を眺ながめた。


〈ブラスト〉がその何割かは削けずり取とっていた様であったが、三叉路の円形広場にはまだそこを埋うめ尽つくすかの様に白い枝えだが無数に伸び煌きらめいている。


　奇き妙みような眺めだ……ふとトーマスはそんな事を思う。


　風景の中を縦じゆう横おう無む尽じんに走り回って分ぶん断だんする白い線の群むれ。


　それは──世界そのものに刻きざまれた亀き裂れつの様にも見えた。
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　ブライアンは装そう甲こう指し揮き車しやの後こう部ぶ──指揮室にて地図を睨にらんでいた。


　無線設備と各種武器を固定しておく架台ラツクに加え、打ち合わせをする為の簡単な折り畳み式のテーブルが備そなわっていて、そこには無数の数字が書き込まれた下水道概がい略りやく図ずとトリスタン市街地図が広げられている。


　室内にはブライアンの他にネリンと通信機操作を担当するＳＳＳ隊員が二名居る。


　ネリンの発案通り魔力計測による魔族の追つい跡せきは一応の成果を上げてはいた。絞しぼり込まれた位置情報を元に何度かＳＳＳや戦術魔法士タクテイカル・ソーサリストは魔族と接触し、交戦している。だがどうしても精せい密みつさに欠ける為、包ほう囲いを狭せばめる事が出来ずに取り逃にがしているのだ。


　そもそも──


「──どういう事だ、これは」


　ブライアンは苛いら立だたしげにテーブルを叩いた。


　明らかにこの魔族の行動は彼の知る魔族のそれと異なっていた。魔族は基本的に人間を見たら攻撃する。容よう赦しやなどしない。見み逃のがしもしない。まして次の獲え物ものを探さがしたり、気になる獲物を追って移動する事はあっても、現場から逃にげるなどという事はまず無い。


　逆に言えばこの性質があるからこそ、今まで魔族事件は現場封ふう鎖さと戦術魔法士の投入によって解決できていたのである。


　だがこの魔族は違う。


　気き紛まぐれでも偶ぐう然ぜんでも無なく明あきらかに『逃げて』いる。少なくとも何度かは自みずから攻撃を中断して現場から移動している。そもそも下水道などに入るよりも、そのまま地上で移動した方が獲物は見つけ易やすい筈だ。


「推すい測そくの域いきを出ませんけど──」


　ネリンがやはり困こん惑わくの表情を浮かべて言った。


「生せい前ぜんの執しゆう着ちやくか何かが関かん与よしている可能性はあります」


「生前の執着？」


「そうです。魔族は人間の目から見れば明らかにその言げん動どうは異常で支し離り滅めつ裂れつですが──統とう計けい的てきに言って、魔族化した際に何らかの強い感情や執着を持っていた場合、それに引きずられて特定の行動を取とる場合がある様なんです」


「つまり──何か」


　ブライアンは指し揮き室しつの内壁にテープで貼はられていた写真を指先で叩たたく。署から回ってきた資料に添てん付ぷされていたものだ。もっともたかが二時間でかき集められた資料は、エリックの証言を裏付ける程度の効こう能のうしか無かったが。


「この少女は魔族としての攻撃衝動よりも自分を虐いじめていた相手への復ふく讐しゆうを優先して行動しているという事か？　そしてその為により有利な移動方法として下水道に逃げ込んだ……と？」


「あくまで可能性の一つですが」


「…………ふむ」


　ブライアンは幾つか×印の付いた地図を睨にらみ──


「シモンズ監督官。俺は女学生の『虐いじめ』だのグループ行動だのについてはよく知らないんだが──女学生ってのは大体、どれくらいの人数で群むれるものかな？」


「そうですね。大体は三人から五人辺りで……十名はいかないと思いますけど」


　自分の学生時代を回かい想そうしながらネリンは言った。


「ダウランド家を除のぞけば、現時点で襲おそわれた家が五軒──という事は」


「……！」


　ブライアンの言わんとするところを悟ってネリンは心臓の鼓動が早まるのを感じた。


　直接的にファネット・ダウランドを虐めていた少女達はもう全ぜん滅めつしてしまった可能性があるという事だ。


　では殺意を向けるべき相手を失った魔族は次にどういう行動に出るのか……？


　地上に出て普通の魔族の様に手当たり次第に人間を襲うのか。


　それとも自分が虐められているのを見て見ぬ振りをした同級生全てや教師にまで対象を広げるのか。


　あるいは──


「まさか……」


　ネリンの脳のう裏りを嫌な想像が過ぎる。


　状況からして──恐らく魔族化前のファネットが最後に会った人間はエリック・サリヴァンだ。彼女とエリックの間に何が在ったのかは詳くわしく聞いていないが、もし彼女が魔族化した事に──自らを魔族化するまで追い詰つめられた事に関して、彼がかかわっているのだとしたら。


　彼を帰らせたのは──間ま違ちがいだったのではないだろうか。


「…………」


　ネリンは改あらためて地図の上で魔族が目撃された、あるいは魔力計の反応からそこに居たとおぼしき記録点を辿たどってゆく。


　無論それは蛇だ行こうする様に右へ左へと次々跳とんでおり──まるで統一性は無い様に見える。


　だが……


「最後に目撃されたのは──」


　三十分前。トリスタン市南西部のシベリウス通りだ。


　懐ふところから手帳を取り出してネリンは以前聞いたエリックの住所を調べる。


　シベリウス通りからは車でおよそ十分程度の距離である。地下道を移い動どうするのは車に比べて速いか遅おそいかは分からないが──


「モデラート警部──じゃなくて警視。あくまでこれは私の憶おく測そくなんですけど──」


　そう言ってネリンは地図の上の一点を示した。
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　家に帰ったエリックは何をする気にもなれず、ただ自分の部屋に引きこもった。


　母親も妹も今は出で掛かけているらしい。エリックは彼女等が月に一度セラピストの所にカウンセリングに行っているのを想い出した。一時期に比くらべれば随ずい分ぶんとマシにはなったものの、やはり父が死んだ後に周囲から受けた仕打ちは彼女等の精神にかなり深しん刻こくな影響を与えており、しばしば二人はノイローゼの様な状態を示す事があるのだ。


　人間は弱い。


　人間が他た人にんとの相そう克こくの中で自分を定てい義ぎし認識している生き物である以上、これはどうしようも無い事ではある。周囲の環かん境きよう全すべてが敵てきに回った時、人間に抗あらがう術すべは無い。一時的に抗こうする事は出来ても継けい続ぞくしない。少なくとも個人の力ではどうしようもない。


　だから──


「……ダウランド先輩」


　だから彼はせめて『世界全部が敵てきではない』という事を彼女に伝えたかった。


　そもそも──敵か否かという見方をしていては自分がその世界から抜け出る事が出来ないという事を伝えたかった。それはまさにかつての自分を見ている様でやりきれなかったからだ。


　世界は冷れい酷こくで複ふく雑ざつだ。


　だからこそ追い詰められた者は世界を単純化して観みる。


　敵か味方かに全てを二元化して判断しようとする。味方でなければ敵。敵でなければ味方。そこに距離感は無い。味方を側そばに置いて防壁と成なそうとする防衛本能と、敵を遠とおざけて排はい斥せきしようとする攻こう撃げき衝しよう動どうが在るだけの事だ。


　自分に都つ合ごうの悪いものは敵。都合の良いものは味方。ただそれだけの価か値ち観かんならば苦く悩のうなど無いも同然だ。何も迷まよわずにただひたむきに敵を憎にくみ続ければいい。単純化された世界では全ての不幸は敵に一いち元げん化かされる。


　しかしそれでは駄だ目めなのだ。


　敵を排除してそれで終わりという考え方は確実に破は滅めつを導みちびく。前記の通り、人間は他人との相そう克こくの中でしか自分を定てい義ぎして認識できない生き物だからだ。不幸の原因を全て自分の外部に求めてしまうのはとても楽だが──それでは決して幸福になどなれない。それどころかいつかは自分以外の世界全すべてを憎にくむようになるだろう。


　そうなったら本当におしまいだ。


　だからエリックは気き付づいて欲しかった。


　追い詰められた彼女の見ている世界は、所しよ詮せん広こう大だいな世界のごく一部でしか無いという事に。二元化した分かり易やすい世界に逃にげ込んで自分で自分の視界を狭せばめてしまっているのだという事に。それこそ死ぬ気になれば目の前に幾いくらでも違ちがう未来は転ころがっているのが見えた筈だ。魔法という刃やいばを握にぎり締しめて敵を殺す想像に酔よわなくても──自分の心を護まもる方法はきっと他にも在あった筈なのだ。


　何も難むずかしい事ではない。


　ただ気付いてくれれば良かったのだ。


　しかし──


「結局俺は──」


　エリックは唇くちびるを嚙かむ。


　何がいけなかったのか。〈黒くろ本ほん〉を持つ彼女を非ひ難なんした事か。彼女の『仲間』になってやれなかった事か。あるいは──そもそも偉えらそうに『救ってやる』気になって彼女と友達で居た事か。


「俺は彼女を救うつもりで──追い詰めていただけかっ！」


　拳こぶしを握にぎりしめて彼は壁かべを殴なぐった。
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　淀よどんだ空気と闇やみの充じゆう満まんする狭きよう隘あいな空間を光が切り裂さいてゆく。


　イゾルド川の排水口から入っておよそ一時間──未いまだ問題の魔族と接せつ触しよくする事無く下水道の中をレイオットは進んでいた。


　実を言えばレイオットは闇やみ雲くもに下水道を走り回っている訳ではない。


　一応出発前に他の三人の戦術魔法士と打ち合わせをし、トリスタン市をおおよそ四分割して担たん当とうする範はん囲いを決めてはあった。しかし四分の一とはいえトリスタン市は相当な面積を持っている上に下水道も複雑な構造をしている。たった二メルトル横の地中を通っているのにいざ行くとなれば何百メルトルも回り込まなければならない様な支し道どうも在あるのだ。地道に捜し回っていたのではそもそも出会う確率は殆ほとんど無いだろう。


　無論、下水道の各所に配はい置ちされた連絡係の警官から定期的に情報は受け取っている。


　だが魔族の移動速度がかなり速はやい事は既すでに分かっており、情報を得た時点で既に内容が役に立たなくなっている可能性も高い。


　故にレイオットはある種しゆの賭かけに出たのだ。


　魔族が出現しそうな場所と思われる辺りを重点的に巡じゆん回かいする。そして下水道の構造を体感的に覚えておく。そうすれば巡回する領域に魔族が侵しん入にゆうしてきた場合、有ゆう利りに戦せん闘とうや追つい跡せきを行う事が出来る筈だった。


　とはいえ──


「……外はずれたか？」


　呟いてレイオットは苦く笑しようを浮かべる。


　問題の巡じゆん回かい領りよう域いきを定めるにあたって彼は殆ど勘かんに頼っていた。魔族が此こ処こに来るというはっきりした根こん拠きよは無い。全く意味の無い所をぐるぐる回っている内にフィリシス辺あたりが魔族を倒してしまう事も有あり得うるが──まあそれはそれで構わなかった。


　しかし──


「虐いじめられっ子──か」


　魔族が何か目的を持って行動しているらしい事──そしてそれが恐おそらくは復ふく讐しゆうらしい事については最初から予想がついた。この考えに関してはレイオットも異い論ろんは無い。ファネット・ダウランドという少女の置かれていた状況に関しては彼もつい数時間前にエリック・サリヴァンから聞かされている。強い恨うらみを持ったまま魔族化した彼女が、自分を虐めていた相手への復讐という行動に特化しているという事は充分に考えられた。


　だが──


「恨うらみなんてのは実は理屈じゃなかったりするからな」


　特に自らを魔族化しようという程に追い詰められている人間の考える事に理屈は通用しない。いや──理屈では測はかれるが実感は出来ない。


　追い詰められた人間は、時に自分の最もつとも親しい人間に攻撃衝動を向ける事がある。


　学校では一方的に虐しいたげられている虐いじめられっ子が、家では一転して親兄弟に暴力をふるうなどという場合も珍めずらしくないのだという。


　人間は辛つらい事や哀かなしい事に原因を求めたがる。


　明確な原因が在ある場合はまだいい。だが誰をも恨うらめない状態に陥おちいれば──人間は恨む相あい手てを捜さがす。そして大たい抵ていの場合、何処かそれが間違っているのを心の奥おく底そこで理解はしている為に、その間違った行為をぶつけても『赦ゆるしてくれる』相手を選んで攻こう撃げきを仕し掛かけるのだ。


　つまりは八つ当たりであり──もっと極きよく言げんすれば一種の『甘あまえ』だ。


　人間は追い詰められた時、やり場の無い怒いかりを自分の大事な相手に向けてしまう。


　だがファネット・ダウランドにもう母親は居ない。彼女が真っ先に殺してしまった。


　ならば彼女が縋すがり付く先は残された父親か、あるいは──


「しかし……」


　魔力計を眺ながめながらレイオットは苦笑を浮かべた。


　針が激しく震えながら八十前後を──〈伯爵カウント級〉魔族の魔力放出量に相そう当とうする辺りを指している。


「こういう嫌いやな予感だけはよく当たるんだよな」


〈ホイール・マニアII〉が角を曲がる。


　そのフレームに固定されたライトの光が舐なめるように壁へき面めんを照らしてゆき──


「──ビンゴ」


　呟くレイオット。


　そこに──蜘く蛛もの如き奇き怪かいな姿をした怪物の姿が浮かび上がった。
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　いつも『終わり』を求めていた様に思う。


　抜ぬけ出せない陰いん鬱うつな日々の終わり。繰くり返かえされる虐いじめの終わり。そして──そんな事を粛しゆく々しゆくと受け入れている自分の、終わり。


　彼女にとって目指すべき明日とは即すなわち『終わる日』の事でもあった。


　だが──


（ああ…………）


　硬かたく暗くらく冷たい世界でファネットは──ファネットだったものはただ怯おびえていた。


　意識が連続しない。記憶が断だん片ぺん化かする。時間感覚がすぐに途と切ぎれる。


　自分が一体どうなったのか分からない。


　身体の感覚が綺き麗れいに欠けつ落らくしている。


　恐おそらく何かが決定的に変わってしまったのだろう。ファネット・ダウランドをファネット・ダウランドとして定てい義ぎしていた幾いくつかの重じゆう要ようなものが失われたのだ。魔法という禁きん断だんの刃やいばをふるって自分を閉とじ込める世界を切り裂さいたあの瞬間──ファネット・ダウランドという人間の時間は終わったのだ。


　では──今此こ処こに居る自分は何なのか。


（私は…………）


　何もかもが終わってしまえば良いと思った。


　この嫌いやな世界が終わるのならばそれが自分の死であっても構わないと思った。


　しかし──


（私は…………）


　幾つもの記憶が閃ひらめいては消える。


　恐怖と嫌けん悪おに歪ゆがんだ母親の顔。振ふり上げられる硝子ガラスの破は片へん。暗くらくて硬かたくて冷つめたい穴あな。悲ひ鳴めいを上げて逃げる同級生。砕くだけ散ちる人の形。大声で叫ぶ警官達。火を噴ふく銃じゆう口こう。叩き付けられる痛いたみと熱あつさ。鎧よろいを着た魔法士。全ぜん身しんに押し寄せてくる衝しよう撃げき波は……


　ああ──想そう像ぞうもしなかった。


　嫌いやな世界の終わった向こう側にはもっと嫌な世界が存在しているかもしれないなんて考えもしなかった。終わってしまえば辛つらい事も苦しい事も全ぜん部ぶ無なくなってしまうのだと単純に考えていた。


　誰も自分に優やさしくしてくれない。誰も自分を愛してくれない。


　皆みんなが彼女の事を忌いみ嫌きらう。ただそこに存在している事さえもが、許ゆるし難がたいとでも言う様に──彼女を殺ころそうとして皆がとても痛いたい事をする。


　そして──


「……こわせば……いいわ……」


　何い時つからそこに居たのか。


　ファネットの目の前に一人の少女が立っていた。


「……せかいがきにいらなければ……なんどでも……こわせばいいのよ……わたしにはちからがあるから……わたしはもう……よわむしなんかじゃないから……」


　何ど処こかで見た様な少女だった。


　小こ柄がらで。太ふとっているという程ではないけれど、少し丸まる顔がおで。何処か幼おさない感じがして。なんだかとても鈍にぶそうな感じで。それから──


「いつでもころせる……いつでもこわせる……だれだって……どんなものだって……」


　にたりと少女が笑う。


　笑った途と端たんに少女の顔は熱ねつした蠟ろう細ざい工くの様ように崩くずれた。


　ファネットは声にならない悲鳴を上げる。


　だが声は出ない。身じろぎも出来ない。人間である事を棄すててしまったファネットにはもう人間らしい行こう為いなど出来る筈もなかった。


「ころせばいいわ……ままのように……おぶれはとさんみたいに……そうすればいやなことはおわるわね……」


　どろどろと溶とけた少女は肌はだ色いろの粘ねん液えきとなり──原げん生せい動どう物ぶつの様に不ふ定てい形けいのままずるずると闇の中を移動してきてファネットに絡からみ付いた。


（ああ……ああっ……！）


　恐怖がファネットを締しめ付ける。


　だが彼女は悲ひ鳴めいを上げる事さえも出来ない。一いつ切さい合がつ切さい全すべてを棄すててしまった彼女には、もう自由になる身体など何ど処こにも無いのだから。


（助けて……助けて……誰か助けて……！）


「ころすわ……おわらせるわ……こわすわ……つぶすわ……ええ……わたしにはまほうがあるんだものね……いやなものはぜんぶ……こわせばいいのよ……」


　意識が混こん濁だくしてゆく。


　ごくごく当たり前の様に存在していたファネット・ダウランドという人間の記憶と人格がゆっくりと崩ほう壊かいしてゆく。


　滅め茶ちや苦く茶ちやに感情が入れ替かわる。頭が揺ゆさぶられてその度に意識の回かい路ろが違う所に繫つながる様な気がする。自分が自分でなくなってゆく。自分の時間が細こま切ぎれにされて少しずつ違うものと入れ替えられて行く様な感じがする。


　じわじわと侵おかされる感覚にただただファネットは恐きよう怖ふした。


（助けて……助けて……）


　脳のう裏りに一人の少年の姿が閃ひらめく。


　絶望に足あ搔がく意識が記憶の中から拾ひろい上げる希望の形。


（助けて……エリック・サリヴァン！）


「かれはたすけてくれない……かれはてきだから……かれはみかたではないから……かれがわるいから……かれもわたしにやさしくしてくれない……わるいひとだから……」


（ああ……エリック……）


　そうだ。彼が──全てを狂くるわせた。


　彼は自分とは違ちがうのだ。仲なか間まではなかった。彼はただ単に孤こ独どくな世界から抜ぬけ出せずに足搔いている彼女を、憐あわれんでいただけだった。先にそこから自由になった者の優ゆう越えつ感かんを背にして彼女を蔑さげすみ、嘲あざ笑わらい、自分がもうそこには居ないのだという事を確認していただけだった。


　彼はファネットを騙だました。ファネットを裏うら切ぎったのだ。


　だから──


「かれにおもいしらせるの」


　既すでに自分のものではなくなっている筈の口が勝手に動いて言葉を紡つむぎ出す。


　いや……それはひょっとしたら彼女の本音なのかもしれない。抑よく圧あつされ続けて分ぶん離りした彼女の心が、不ふ甲が斐いない表ひよう層そう意い識しきに成なり代かわってこの身体を動かし、自分の望のぞむ全てを実行しようとしているのかもしれない。


（かれに……おもいしらせる……？）


「かれがまちがっていたとおしえてやるの」


（かれに……まちがっていたと……）


「かれがいってたことなんてきれいごとだとおもいしらせてやるのよ──」


（かれがいっていたことなんてきれいごと……）


　混まざり合った意い識しきが蠢うごめく。


　最も早はやどちらがどちらかも区別がつかない。自分が自分である事の証あかしが喪うしなわれてゆく。自分である事の輪りん郭かくが崩くずれてゆく。もう自分というものが本当に存在したのかさえも分からなくなって──


「だから……」


　数時間前までファネットだったそれは背後を振り返って言った。


「じゃましないでね」


「そういう訳にはいかんだろ」


　悪夢の領りよう域いきに切り込んでくる現実の声。


　世界が一気に裂さかれ、閉とざされていた視界が広がる。妄もう想そうの暗あん黒こくは潮しおが引くかの様に去って行き、現実の暗くら闇やみが情なさけ容よう赦しやなく押し寄せてくる。


　気が付けばそこは下水道の中だ。


　そしてその真ん中に──何か奇妙な機械に乗った鎧よろい姿すがたの人物が居た。


　戦術魔法士タクテイカル・ソーサリストであろう。


（何ど処こかで……？）


　ふと記憶の底を追憶の花火が過よぎる。


　何処かでこの鎧姿の人物に自分は会った事があるような気がする。もう随ずい分ぶん前まえだ。この黒い鎧の人物を見ていると何か──奇妙に胸むな騒さわぎがする。


　黒い鎧を着込んだ人物は鋼鉄の仮面の奥からひどく剣けん呑のんな視し線せんを送ってくる。


　そこには殺気がこもっていた。


　憎ぞう悪おでも憤ふん怒ぬでもない。感情などではない。それはひたすらに純然とした、彼女をこの世界から消してしまう為の──彼女の存在を完全無欠に終わらせる為に存在する強い意志。


「わたしをころすの？」


「御お前まえはもうとっくに死んでるよ」


　黒い鎧の人物は言った。


「御前のそれは──魔族化は『自殺』だ」


　黒い鎧の人物は短く溜ため息いきをついた様だった。


　それは哀あわれみか。蔑さげすみか。嘲あざけりか。あるいは──共感の故ゆえに出たものであったのか。


「御前を滅ほろぼす」


　黒い鎧の戦術魔法士は言った。


「そのままでは御前の悪夢は終わらない。もう御前には自分の手で悲劇に幕を引く事さえ出来ない。だから俺がきっちりと終わらせてやる。同じ弱さを抱かかえていた者としての……せめてもの手た向むけだ」


「うけけけけけ。よくわかんなあーい」


　言って──ファネット・ダウランドだったものは、魔力を解放した。
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　強きよう烈れつな魔力が下水道内に充じゆう満まんする。


　それが殺さつ意いによって明めい確かくな形に塑そ形けいされる前にレイオットは〈ホイール・マニアII〉のギアを素す早ばやくバックに入れてアクセル・レバーを押おし込んだ。


　汚お水すいを散ちらしながら弾はじかれたかの様に後こう退たいする〈ホイール・マニアII〉。


　それを追い下水の水面から何本もの突とつ起きが生まれて虚こ空くうに突き刺さる。五十メルトル近くを一気に後退した〈ホイール・マニアII〉に鋭えい利りな先せん端たんが追いすがり──


「……情報通りか」


　レイオットはスタッフの操桿ボルトを引いて無音詠唱ダム・キヤスト。選択呪文は〈ブラスト〉。


「イグジスト！」


　撃発音声トリガー・ヴオイスの詠えい唱しようと同時に魔力が現げん実じつ事じ象しように転てん化かされ、火か炎えんと衝しよう撃げき波はが発はつ生せいする。レイオットを串くし刺ざしにせんと次々水面から突き出されていた氷こおりの槍やりは、まとめて粉ふん砕さいされ、炎の赤に煌きらめきながら水中に没ぼつした。


　即そく座ざにレイオットはブレーキにて急きゆう減げん速そく。停止と同時にギア変更チエンジ。減速の際に生しようじる隙すきを埋うめる様に散さん弾だん銃じゆうを連続発射する。


　空中で散さん開かいする大粒散弾が残のこっていた氷ひよう槍そうをも粉ふん砕さいした。


　更に続けてレイオットは魔法を無音詠唱ダム・キヤスト。


　そして──


「──！」


　レイオットは短く浅く驚おどろきの声を漏もらしながら〈ホイール・マニアII〉を突とつ進しんさせた。


　魔族は唐とう突とつにその身を翻ひるがえしたのである。


　襲おそい掛かかってくるかと思ったがいきなりレイオットに背せを向けると下水道を奥へ奥へと走り去って行く。どうやら今の攻撃も距離を取とり時じ間かん稼かせぎをする為のものだったらしい。


「厄やつ介かいな──」


　呟つぶやきながらもレイオットは魔族の姿を追って疾しつ走そうする。


　あの魔族は明らかに知ち能のうを持っている。少なくとも──ひどく初歩的ではあるが戦闘において駆かけ引ひきをするだけの智ち恵えを具そなえているのだ。普通の魔族はただ単に力押しをしてくるだけで、距離を取るだの攻撃手段を選んで使うだのといった真ま似ねはまずしない。


　しかも今回のファネット・ダウランドが変化した魔族はかなり『生前』の記憶と人格を残のこしている様にも見える。等級は既すでに時間経けい過かと共に〈伯爵カウント〉級のそれに達しつつある様だが──まだ自分が『ファネット・ダウランド』であったという事実を認識しているのは極きわめて珍めずらしい状態と言えた。


「……カペルの親と同じか」


　この事に何か意味があるのか。無いのか。


　魔族。人間。


　人の形。心の形。その生せい成せいと崩ほう壊かい。


　そこに何かの因果関係が在るのか──それともそんなものは無いのか。


「あの爺じいさんなら知ってるのかもしれないが──」


　呟きながらレイオットは左の操そう作さ桿かんを握にぎり直して射撃方式を選せん択たくする。


　躊ちゆう躇ちよ無なく引き金を絞しぼると馬ば蹄てい型がたフレーム左側に装そう着ちやくされた自動式ライフル〈リバース・ペット〉と自動式散弾銃〈ウォール・ブレイカー〉が同時に火を噴ふいた。


　複ふく合ごう火か器きシステム。


　これは単に幾いくつもの武器をくくりつけて火力の増ぞう強きようを目め指ざす為のものではない。


　魔族は迫せまる脅きよう威いに対して特定の『結果』を魔力圏に命めいじて発はつ生せいさせ自みずからを防ぼう御ぎよするのだが、現象処理速度や容量が小さい魔族は、複数の攻こう撃げき手しゆ段だんを同時に無む効こう化かする事が出来ないのである。


　人間で言えば右手と左手を全く別の作業に当てて動かす様なものだ。


　つまり、発射速度も弾だん頭とう形けい状じようも違う攻撃が撃うち込まれた場合、魔族はその処理が追いつかない可能性があるという事である。魔法で防ぼう壁へきを形成しているのならばともかく『特定の銃じゆう弾だんを消す』事に特化した形で魔力圏ドメインが作用した場合、ライフル弾だんは停止させても、同時に撃ち込まれた、初速や弾頭形状、それに弾道の異なる散弾を止とめられない──あるいは止める事が出来るにしても、その為に魔力圏の処理容量が余よ計けいに喰くわれてしまい、身動きが遅おくれるといった状態が考え得るのだ。


　だが無論、これであの魔族が仕し留とめられるとはレイオットも考えていない。


〈ホイール・マニアII〉でも簡単には追い縋る事の出来ないその速度は、単純な肉体による移動に加くわえて明らかに何らかの魔法効果を併へい用ようしている。銃撃を加える事で加速に使われている魔力圏の処理能力を削けずる事が出来るかもしれない──と目もく論ろんだのだ。


　だが──


「ううううううけけけけけけけけけけけけっ!!」


　放たれた銃じゆう撃げきを魔族は魔力圏で無む効こう化かするのではなく、高速移動によってかわした。


（──疾はやい）


　内心レイオットは舌したを巻まいていた。


　異常な程にその動きが素す早ばやいのだ。


　無論、単に移動速度という意味では先日の円えん盤ばん魔ま族ぞくの方が遥はるかに速い。空を搔かいて飛び回るものと地を蹴けって進むものとでは根こん本ぽん的てきに速度の次元が違う。


　しかしこの魔族には先の魔族には無い運うん動どう性せいが具そなわっていた。


　その蜘く蛛もの様な身体は多た脚きやくを駆く使しして壁かべと言わず天てん井じようと言わず、下水道の内ない壁へきを重力など無いかの如ごとく縦じゆう横おう無む尽じんに駆かけ巡めぐるのだ。しかもその動きは複ふく雑ざつかつ唐とう突とつ──まるで出で鱈たら目めで予よ測そくが利きかない。


　動きが速いとは聞いてはいたものの──これは予想以上に捕ほ捉そくしにくい相手だ。


　走りながらの射撃ではとてもではないが狙ねらいきれない。あの魔族を仕し留とめるのなら、動きを少しでも鈍にぶらせるか、さもなくば走行による振しん動どうを考こう慮りよしても必ひつ中ちゆうを期きせる程の距離に近付かねばならないだろう。


「ならば──」


　ＮＯＳ始動。


　俗ぞくに『ニトロ』と呼こ称しようされる亜酸化窒素ナイトロス・オキサイドを燃ねん料りよう添てん加か剤ざいとして混こん合ごう気きに混ぜるこの装置システムは、エンジン部品の寿じゆ命みようを縮ちぢめる代わりに爆発的な力を発はつ揮きする。亜酸化窒素の搭とう載さい量りようの関係で、使用回数には限かぎりが生しようじるが、あまりに加速性能が跳はね上がる為ため、しばしば競技会においてさえも使用を禁止される代しろ物ものだ。


「ハアッ──！」


　視界が瞬間的に収しゆう斂れんする。


〈ホイール・マニアII〉はレイオットの意識だけそこに置おき去ざりにするかの様な強烈な加速を示して魔族に向け突とつ進しんした。


　一気に距離を詰つめながら銃撃。


　続けざまに放はなたれるライフル弾と散さん弾だんが魔族に向かって襲おそい掛かかり、そして四方八方に撥はね飛ばされる。魔力圏の異い物ぶつ排はい除じよ能のう力りよくだ。しかしレイオットの思おも惑わく通どおり魔族の疾しつ走そう速度は眼めに見えて落ちた。


　一気に距離が縮ちぢまる。


　魔ま法ほうの射しや程てい内ないまで後三十メルトル。二十メルトル。十メルトル──


　無音詠唱ダム・キヤストから間かん髪はつ入いれず撃発音声トリガー・ヴオイスを詠唱。


「イグジスト！」


〈ブラスト〉の爆裂が下水道を揺ゆるがす。


　レイオットは躊躇ためらわずにその火炎の中に突っ込んで──抜ぬけた。爆発の瞬しゆん間かんさえやり過ごせば残った火炎は〈ホイール・マニアII〉の速度とモールドの防御性能が防ふせいでくれると踏ふんでの事である。


　ぼとり──とレイオットの目の前に魔族の腕が一本落ちてくる。腕は〈ホイール・マニアII〉のフレームに当たって跳はね、そして水面に落らつ下かして小さく汚水を撥ね上げた。


　間ま違ちがいなく〈ブラスト〉は命中した様だ。


　しかし──


「──！」


　素す早ばやく左側だけのギアを入れ替かえてアクセル。


〈ホイール・マニアII〉は水を大量に押し退のけながら走行中に半はん回かい転てんして止とまった。


　魔族本体の死体が見当たらない。水面には先程見た腕が一本浮かんでいるだけだ。


「どこだ……!?」


　彼はゆっくりと〈ホイール・マニアII〉を前に進めた。


　そして──


「……!!」


　勘かんが電光の様にレイオットの危き機き感かんを灼やく。


　右手でアクセルレバーを殴りつけるレイオット。駆く動どう部ぶのチェーンが千ち切ぎれ飛とぶ程ほどの勢いきおいで回転し、〈ホイール・マニアII〉は急加速。


　モールドの後頭部を何かがかすめて過すぎた。


　十メルトル近い距きよ離りを振り返らずに走って距離を取り、ようやく反はん転てん。


　水面から再び突つき出された無む数すうの氷ひよう槍そうが恨うらめしげに煌きらめいていた。


　だがそこに魔族の姿は無い。


　レイオットは氷ひよう結けつしている部分を目で追おう。まるで白い塗と料りようをこぼしたかの様に、水面を覆おおう氷こおりは放射状に枝えだの様な部分を幾いくつも伸ばしていたが──


「イグジスト！」


〈ブラスト〉発動。


　叩たたき込まれた攻撃魔法は、氷の枝の一本が伸びた先──下水道の側そく壁へきに開いた直径半メルトル弱の穴を周辺の壁かべごと抉えぐり飛ばした。


「うけっ。みつかっちゃったあ……」


　ずるりとそこから出てくるのは言うまでもなく魔族である。どういう骨こつ格かくになっているのか、全身を折り畳たたんで穴の中に潜ひそんでいたらしい。


「イグジスト！」


「うけえっ！」


　撃発音声トリガー・ヴオイスと魔族の叫びが衝しよう突とつする。


　爆炎と氷槍──破は壊かい的てきな高熱と低温が瞬しゆん時じに発生し、互いを潰つぶし合う。レイオットが放った〈ブラスト〉の一撃は魔族には届かず──しかしその熱量と衝撃で林の様に発生した氷柱の群むれを砕くだき飛ばした。


　至近距離での魔力の衝突は、常つねにも増まして激しい物ぶつ理り現げん象しようを呼び起こす。急きゆう激げきな温度変化が生み出した猛もう風ふうがレイオットを〈ホイール・マニアII〉ごと後こう方ほうへと突き飛ばした。


「つっ──」


　肌を焼やく程の熱風に目を細ほそめて耐たえ、レイオットは銃じゆう撃げき。


　しかし銃じゆう弾だんは虚むなしく闇やみの彼方かなたに飛び去る。魔族はレイオットが爆ばく風ふうで押おし戻もどされた隙すきに再び下水道を疾しつ走そうし始めていた。


「くそ──いつまで追おい駆かけっこをさせる積つもりなんだか」


　どんどん遠ざかってゆき、角を曲がって見えなくなった魔族に向けてそう呟つぶやくと、レイオットは再び〈ホイール・マニアII〉を疾しつ走そうさせて追い縋った。


　身を捻ひねり縦たて型がたに配はい置ちされたサスペンションを脚あしで蹴ける様ようにしてねじる。


　水面とその下の地面を車しや輪りんの側そく面めんで削けずりながら〈ホイール・マニアII〉は横よこ滑すべりを起こしつつも方向転換。スキーと同じ原理だ。あるいはドリフトと言うべきか。


　殺しきれなかった勢いきおいの為に壁かべに衝しよう突とつするものの、レイオットはそのままアクセルを開いて加か速そく──〈ホイール・マニアII〉のフレームと車しや輪りんで壁かべを削けずりつつも、魔族に向けて疾走する。


　再び始まる奇き怪かいな競争レース。


　だが何度もだらだらと同じ事を繰くり返かえすのも芸げいがない。使用回数の残りは二回だがレイオットは躊躇ためらわずにＮＯＳを作動させた。


　爆発的な加速が彼ひ我がの距離を削けずってゆく。


　速く。速く。ひたすらに速く。一発の弾だん丸がんとなって巨大な銃じゆう身しんの中を突っ走る。


　だがまだ魔法の射程距離ではない。


　じりじりと近付いてくる魔族の後ろ姿。レイオットは射程距離内に入る瞬間を見み極きわめるべく意識を集中し──


「うけけけけけっ!!」


　叫びと共にぐるりと魔族が一回転する。


　下水道を駆かけ抜ぬける速度は全く変かわらず、しかし魔族の顔は一瞬にしてレイオットに向き直っていた。回りの風景は飛ぶようにして後方に流れて行くのに、まるで互たがいに立ち止まって睨み合っているかの様な錯さつ覚かくを覚おぼえる……


「なんて奴──」


　戦せん慄りつよりもむしろ称しよう賛さんに近い感かん嘆たんを覚おぼえてレイオットは呟つぶやいていた。
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　魔族が──後うしろ向むきのままで高こう速そく疾しつ走そうしているのである。


　しかも──


「うけ。けけけ。け。けけっけけけけけけ──ええええええ──」


　走りながらその形がゆっくりと歪ゆがむ。


　めりめりと音を立てて背中から更に一いつ対ついの腕うでが生えてくる。いやそれどころか奇き蹟せきの様ように──いや途と方ほうも無い皮ひ肉にくと悪あく意いの結けつ果かの如く、人間の形を留とどめている少女の額ひたいがぼこりと盛り上がった。


　大量の血を撒まき散ちらしながら額の腫はれ物が──割われる。


　まるで母の胎内から絞しぼり出される胎たい児じの如ごとくその亀き裂れつから小さな顔が浮き上がってきた。


〈謡シうンもガのー〉。


　あろう事かこの魔族は高速移動を行いながら〈伯爵カウント〉級──即すなわち中級への変異を遂とげたのである。額から生まれた胎たい児じの様な小さな顔は、ごぼりと口に詰つまっていた血けつ液えきを吐はき棄すてると、そのままか細い声で奇妙な旋律を謡うたい始めた。


「うけけけけ。ああいいきもちいいきもち──」


　不意に魔族が天井を蹴けった。


　下げ水すいに着水するその身体が大量の飛ひ沫まつを巻き上げる。いや──それは空中に浮かび上がった時には既すでに水すい滴てきなどではなく、瞬しゆん時じに氷ひよう結けつして無数の小さな弾だん丸がんと化かしていた。


「──!!」


　驚きよう愕がくに引き延のばされた一瞬の中でレイオットは半ば機械的に呪じゆ文もん選せん択たくして無音詠唱ダム・キヤストする。


「──顕イグジスト！」


　彼の叫さけびが魔力を物理現象として顕けん現げんさせる。


　魔力で加速され、更には〈ホイール・マニアII〉の相対速度を上うわ乗のせした勢いでレイオットに降り注そそいだ氷ひよう礫れきの雨は〈ディフレイド〉の力場平面の前で砕くだけ散った。


　砕かれ弾はじかれた破片が下水道の内ない壁へきに食い込んで亀き裂れつを生む。たかが氷といえど充分な速度を与えられていれば銃弾にも等しい威い力りよくを発はつ揮きするのだ。


「しつこいわねええええええええ？」


　水面を蹴け立たてて走りながら魔族が新たに生えた一対の手を掲あげた。


　その掌てに──正確には掌のすぐ側の虚こ空くうに煌きらめくものが渦うずを巻く。それは瞬しゆん時じに成長して長さ半メルトル程の氷柱つららとなり──


「うけけけけけけけ──っ！」


　二本の氷柱が投とう擲てきされる。


　まだ効果時間の残っていた〈ディフレイド〉の防ぼう御ぎよ面めんがこれを阻そ止し。


　次の瞬間──レイオットの視界は真っ白になった。


「なにっ!?」


　思わずブレーキ・レバーを握にぎり込んでしまう。無理な減げん速そくが車体にかかる力を乱し、〈ホイール・マニアII〉は大きくその進路を歪ゆがめた。がりがりと鋼はがねの車しや輪りんが接せつ触しよくした側そく壁へきを削けずり、その反はん動どうが〈ホイール・マニアII〉を反対側の壁かべまで撥はね飛ばす。


「くっ──」


　全身に浸しん透とうする衝撃にレイオットは呻うめいた。


〈ホイール・マニアII〉の前面を塞ふさいでいた白い平面に亀裂が入り、それは次の瞬間、粉こな々ごなに砕くだけて下水に落おちる。


　彼の前を覆おおったのは白はく濁だく化かした〈ディフレイド〉の防御面だ。更さらに正確に言えばその力場平面の上にぶちまけられた液体であった。


　恐らくは液えき体たい酸さん素そや液体窒ちつ素その様な冷れい却きやく剤ざいの類たぐいだろう。これを氷柱の中に封ふう入にゆうして魔族はぶつけてきたのである。ただ単に銃じゆうで砕くだき散ちらしていたのなら、レイオットはその中身を頭から被かぶっていたに違いない。


　こんなものをまともに喰くらったら人間などひとたまりもない。


　凍とう結けつした肉体は恐らく至し極ごく簡かん単たんに砕け散る。それを免まぬがれたにしても、水分の体たい積せき増ぞう加かによって細胞が破は裂れつする。触ふれればその部分は最も早はや使い物になるまい。


　モールドに護まもられていても同じ事だ。


　拘こう束そく装そう甲こうとはいっても液体が流ながれ込こんだり染しみ込こんだりする隙すき間まはいくらでもある。たとえ表面で止まったにしても、そこから発生する極ごく低てい温おんは文字通りレイオットの身体とモールドを氷ひよう結けつさせる。その結果は言うまでもない──重度の凍とう傷しようは無論の事、その場で無理に動けばモールドの内側に貼はり付いた皮が剝がれるだろう。その程度で死にはしないかもしれないが出血多量ですぐに戦せん闘とう不ふ能のうに陥おちいってしまう。


「くそっ──」


〈ホイール・マニアII〉は半なかば横おう転てんするかの様に傾かたむいて、下げ水すい溝こうと側そく道どうの段差に引っかかっている。身体を振ふって重心移動で建たて直なおそうとするものの、上う手まくいかない。更さらに悪い事にエンジンも止まってしまい──再さい始し動どうしようにも、セル・モーターはか細ぼそい空から回まわりの音を立てるだけで一いつ向こうに点火してくれない。


　このままでは殺ころしてくれと言っている様なものだ。レイオットは素す早ばやくもう一度〈ディフレイド〉を無音詠唱ダムキヤスト。魔族の攻撃に備そなえた。


　しかし──


「……？」


　攻撃が来ない。


　動けない〈ホイール・マニアII〉とそこに固定されたままのレイオットを見れば、誰の眼にも絶好の機会と映る筈なのだが──魔族からの攻撃が無い。それどころか慌あわてて見た魔力計の数値はどんどん下がってゆく。


　魔族が遠ざかっているのだ。


「やはり──」


　魔族は人間であった際さいの執しゆう着ちやくを引きずる。


　特に今回の魔族はどういう理由でか、きちんと魔族になりきっていない様な部分が見える。ファネット・ダウランドであった頃の執着が、魔族本来の攻撃衝動よりも優ゆう先せんされている様な印象があるのだ。


　魔族はファネット・ダウランドの執着により復ふく讐しゆうを果はたした。自分を虐いじめていた女生徒達を皆みな殺ごろしにした。かつていつでも出来ると想いながら自分を慰なぐさめる材料にしていた禁きん断だんの行こう為いを実じつ行こうした。


　だがそれで魔族が大人おとなしくなる筈も無い。


　いかにファネット・ダウランドの執着を色いろ濃こく引きずっているからといって、魔族の残ざん忍にん性せいが消える筈も無いのだ。魔族の殺人に動どう機きなど無い。意志ではなく性せい質しつとして殺人を犯おかす。人間の天てん敵てきとして、呼吸するかの如く残ざん虐ぎやく極きわまりない殺さつ傷しようを行うからこそ彼の怪物共は『魔族』と呼ばれる。そしてファネットもまたその例れい外がいで有あり得えない──それは彼女の今まで殺してきた相手の状態を見ても明らかだった。


　ではその次は──


「エリック・サリヴァンか……」


　レイオットは予あらかじめ見せられていた下水道の見取り図を脳のう裏りに描えがく。


　やはり魔族はエリックの家に向かっている様だ。そもそもエリックを狙ねらってくると読んだからこそレイオットもこの辺あたりで網あみを張はっていたのである。どうやって地下から彼の家の位置を把は握あくしているのかは分からないが──相手は中級にも達たつした魔族だ。例えば臭においから相手の位置を特とく定ていしても驚おどろくには値あたいしまい。


　エリックの家まではここからおよそ一キロ余り。


　あの魔族なら瞬またたく間に辿たどり着つく距離である。


　だが後を追おうにも〈ホイール・マニアII〉はもう使えそうになかった。


　ぶつけた際の衝撃でフレームの一部が歪ゆがんだらしい。エンジンからの動力を伝つたえるチェーン・ベルトがギアから外はずれて垂れ下がっている。念のためにとセル・モーターのスイッチも押してみるが、やはりきゅるきゅると無意味に鳴なくだけでエンジンは沈ちん黙もくしたままだ。


「つつっ──くそ。今度は自分の脚あしでか。フルコースだな」


　呟いてレイオットは〈ホイール・マニアII〉とモールドの結けつ合ごうを解とく。五カ所の金具を外はずして自由になると、続つづいてフレームに固定されていたスタッフを外した。


　胸の拘こう束そく端たん子しは残り八つ。


　レイオットはゆっくりと呼吸を整ととのえると慎重に呪じゆ文もん詠えい唱しようを始めた。己の肉体に施ほどこす魔法はたとえモールドに拘こう束そくされていても、制せい御ぎよに失敗すれば魔族化する危険性が在あると言われているからだ。


「我・法を破やぶり・理ことわりを越え・更なる力を欲ほつするものなり……」


　暗い地下の空間に謳うたう様な声が流れる。


「我は鉄てつ人じん・我は巨きよ人じん・我は鉄人……瞬またたく間なれど・与えよ・我に・人を越えたる力を・仮かり初そめなれど・我が拳こぶしに・万物を粉ふん砕さいせしめる・奇き蹟せきを宿やどせ……ソコム・ソコム・ラ・アスプ・ヘルケ・ウント・コッフ・パウ・エイス・アスプ・アスプ・アスプ・ラン……」


　陽の当たらぬ地下に陰いん々いん滅めつ々めつと響ひびく呪文の声。


　それを唱となえるのは巨大な杭くいの如ごとき道具を背せ負おう黒くいびつな人影。


　事情を知らぬ者が見れば──その姿は滅びの歌を唱いながら暗がりを彷徨さまよう死に神にでも見えたかもしれない。


　だが──


「〈アクセラレータ〉……イグジストッ!!」


　叫さけびと共にレイオットの姿はその場からかき消えた。


　一瞬遅おくれて爆ばく弾だんが炸さく裂れつしたかの様に大量の水みず飛沫しぶきが舞まい上あがる。


　ただ一人の人間が踏ふみ出し靴くつ底ぞこで水すい面めんを叩たたいた……それだけの行為の結果であるとは信じ難がたい光景だった。


　しかも一度ではない。まるで砲弾を撃ち込むかの様に次々と水面が破は裂れつしてゆく。その先せん端たんに居るのは確かにレイオットのモールド〈スフォルテンド〉の姿だった。


　黒い鎧よろいに包つつまれたその体たい軀くはわずか一歩で四メルトル近くを踏破し、その身で濁にごった空気をぶち抜きながら下水道を駆かけ抜けて行く。


　肉体強化による高速移動。


　公的には使用の禁じられた魔法であり──レイオットの切きり札ふだの一つでもある。


　だが強化率を調整してもその効果時間はわずかに数分。しかも時間が切れれば尋常ならざる運動能力の代だい償しようとして使用者は一時的に半はん身しん不ふ随ずいの状態に陥おちいってしまう。つまりこれは制限時間内に戦いが終わらねば、即座に死をもたらす時限爆弾の如ごとき捨身技であった。


　故ゆえに──


「おおおおおおおおおおおおおおっ!!」


　早く。早く。一秒でも早く。


　焦あせりを咆ほう吼こうに換かえて放ちながらレイオットは疾しつ走そうした。





　　　　●　　●　　●





　いたたまれない気持ちだけを抱いだいてエリックはベッドに転ころがっていた。


　もうエリックに出来る事は無ない。一度魔族化した人間を元に戻もどす事は出来ない。


　もし今の彼に出来る事があると言えば──最も早はや、ファネット・ダウランドだったものが狩かられたという報しらせを待つ事と、その結果として出た死傷者が一人でも少ないものである様に願う事だけだ。


　歯がゆい。無力感が彼の脳のう裏りで渦うずを巻いている。


「──くそっ」


　吐き捨てる様に呟くと彼はベッドから降りた。


　じっとしていると余よ計けいに気が滅め入いる。部屋を出てエリックは階かい下かの台所に向かった。


　母と妹がカウンセリングに行っている日はどうしても夕食が遅おくれる。その事自体には今更不満は無ないが、二人が帰ってくるまでに何か一品料理を作っておこうと思ったのだ。父の死後──体たい調ちようを崩くずしがちな母を、料理に掃除に洗濯にと何度も手伝ってきたので、その程度の事はエリックにも出来る。


　台所に入るとエリックは隣りん接せつする貯ちよ蔵ぞう棚だなの扉を開いた。以前の家には家庭用の冷蔵庫が据すえ付けてあったが、今の家にはそうした高こう級きゆう家か電でんは無い。しかしついつい母も以前の調子で買い物をしてしまい──お陰で引っ越してきた当初は随ずい分ぶんと買ってきた食材を無む駄だにしてしまっていた。


　そんな事を──気を紛まぎらわす為、半ば無理矢理に──想い出しながらエリックが数個のジャガイモを手に取った時。


　鈍にぶい音と共に……家全体が揺ゆれた。


「──え？」


　建けん材ざいがみしみしと音を立てて震え、野菜は貯蔵棚から転ころがり落おち、食器棚の中で食器が互いに触ふれ合って場にそぐわぬ美しい響ひびきを奏かなでる。


　一瞬、エリックは地震かとも思ったが──違う。音おとも揺れもただ一度だけで継続していない。それは地震と言うよりもむしろ──


（何かが……爆発したのか？）


　とりあえず転がり落ちた野菜を拾って棚に戻すと、エリックは台所を出た。


　胸むな騒さわぎがする。


　瞬間的に嫌な連想が走った。


　爆発。魔法。魔族。そして──ファネット・ダウランド。


「まさか……！」


　音の方向ははっきりしなかったがエリックはまず玄関に向かった。


　サリヴァン邸は郊外に建つやや小さめの一軒家である。ここら辺あたりは隣りん家かとの距離が二十メルトル程開いており、特に敷しき地ちと敷地を隔へだてる塀へいは無ない。代かわりに芝しば生ふの切れ目やちょっとした垣かき根ねがそれぞれの家の境きよう界かい線せんの役目を担になっている。外に出てしまえば家の表にも裏にも簡単に回り込めるのだ。


　だが──


「……え？」


　裏に回る必要は無なかった。


　扉を開いたエリックの目の前に原因は悠ゆう然ぜんと存そん在ざいしていた。


「あ……え……？」


　愕然とただ眼前に佇たたずむものを見て──間の抜ぬけた声を漏もらすエリック。


　玄関先の見み慣なれた風景など何処にも無かった。


　白い。何もかもが白い。


　まるで季節外れの大雪が降ったかの様に世界は真っ白に染まっている。


　何か途と方ほうもない力で殴なぐられたかの様に歪ゆがんだ街がい灯とうも。同じく無む惨ざんになぎ倒されている並木も。アスファルトの破片が散さん在ざいする道路も。ひっくり返っている隣家の車も。


　そして……真ん中が大きく半球状に抉えぐられた道路も。


　全ては純白に塗り潰されている。


　窪くぼ地ちの中心には直径一メルトル余りの孔あなが開いているのが見えた。


　エリックの記憶が正しければそこにはマンホールが在った筈だった。無論その孔は地下を通る下水道へと続いているのだろう。


　そして──


「……せん……ぱい……？」


　数時間前に見た時とほぼ変わらぬファネット・ダウランドの顔がそこに在あった。


　ちょっと丸みを帯びたその顔が今はとてもとても懐なつかしく思えた。


（良かった……）


　どんよりと濁にごった意識の隅すみでそんな事をエリックは考える。


　ファネットが笑っている。楽しそうに笑っている。


　きっと彼女はエリックを許ゆるしてくれたのだ。良かった。本当に良かった。きっとエリックの言った事を分かってくれたのだ。自分の世界をひっくり返かえす力なんて無くても良いのだと分かってくれたに違いない。世界が自分を受け入れてくれないのなら、ゆっくりとでもいいから自分で自分を変えて行けばいいのだと、分かってくれた。その為ならばエリックは喜んで彼女に協力しようと思う。良かった。何も心配する事など無かった。だって彼女の顔は元のままで──


「こんばんわ」


　ファネットが笑顔で言った。


　エリックは笑顔を返した──返そうとした。


　だが──


「こんばんわ。えりっく・さり[image: ]ぁんくん。こんばんわ」


　分かっている。


　無論エリックは分かっていた。これは違う。もう違うものだ。これは最も早はやファネット・ダウランドという少女ではない。


　何故ならファネットの額ひたいにはこんな干ほし首くびの様なもう一つの顔かおは生はえていなかった。


　何故ならファネットの手は十本も無かった。


　分かっていた。当然最初からそんなものは見えていた。


　だが見たくなかった。見て理解などしたくなかった。


　そこにいるのは奇き怪かいな怪物だった。


　胴体を中心としてまるで花か弁べんの様に全ぜん方ほう位いに、十本以上の──それも奇妙に間ま延のびした手足が付ふ属ぞくした身体。その中央の胴体も既すでに人間のそれではなく、表面には蚯蚓みみず腫ばれの様な血けつ管かん紋もん様ようが這はい回る肌はだ色いろの球きゆう体たいになっている。


　その癖くせ真ん中にはエリックが見み慣なれた少女の顔が悪あく質しつな冗じよう談だんの様に残っていた。


　気持ち悪いなどという次じ元げんの代しろ物ものではない。見ているだけで正気がひび割われていきそうな姿だ。しかも地下の下水道を這はい回っていたせいか、鼻び腔こうを擦こする様な異い臭しゆうを全身から放っており、正常な神経ならば正視どころか側に寄るのにも耐たえられまい。


　こんなものは人間ではない。こんなものが人間なら蜘く蛛もも海星ひとでも人間だ。


　だから──


「先輩……」


　ファネットの顔は確たしかにまだ此こ処こに在あるけれど──ファネット・ダウランドという少女はもうこの世界の何ど処こにも存在しないのだ。


　しかし──


「先輩っ……！」


「えりっく、さり[image: ]ぁん。きたわ。きたわよ。あなたにね。あなたにいっておきたいことがあったのよね。わたし」


　ぐるぐると──どういう構こう造ぞうになっているのか、少女の首だけがまるでモーターか何かで回っているかの様に回かい転てんしている。不ふ条じよう理り極きわまりない姿の真ん中で、非ひ常じよう識しきに回転しながら、それでもまだ常識で判断できる様な言葉を紡つむぎ出している。


「あなたのいってたのはぜんぶ、ぜーんぶきれいごと」


　魔族はまるで嘲ちよう笑しようするかの様な口く調ちようで言った。


「あなたはもうわたしのすんでいるせかいとはちがうところにいるの。ちがうところにいるから、そんなきれいごとがいえるの。あなたは。あなたはどうせわたしをみてわらっていたんでしょう。わたしがなさけなくて、あさましくて、いやらしくて、じぶんかってなこだから、あなたは、そんなわたしをみて、わらっていたにちがいないのよ──」


「…………先輩。先輩。先輩──ああ」


　表情を歪ゆがめてエリックが呻うめく。


「どうしてあなたはそういう風に──どうして、どうしてっ!!　どうしてあなたはそういう風にしか見れないんですかっ!?」




[image: ]


「えりっく・さり[image: ]ぁん。ひどい、ひと。やさしいふりをしてわたしをわらっていたのね。うけけけ。きっと、たのこたちをあやつって、わたしをいじめさせていたのも、あなたなんだわ。せんせいが、わたしをむしするのも、あなたのさしがね。おかあさんが、やさしくしてくれないのも、きっとあなたがわるいのね──」


　最も早はや、魔族の言げん動どうは支し離り滅めつ裂れつだ。


　だが──それでもエリックは彼女が何を言いたいのか痛い程に分かった。


　それはかつて自分も考えていた事だ。


　どうしようもない苦境の底で、自分を慰なぐさめる為に誰かを憎にくみ、その事で辛かろうじて救すくわれていたエリック・トムスン。


　彼の過去の影が最も醜みにくい形でそこには在った。


　誰でもいい。憎ませてくれ。


　誰でもいい。罵ののしらせてくれ。


　そうしたら自分は生きていける。そうしないと生きていけない。そうしないと悪意ばかりが降ふり積つもる逃げ場の無いこの世界で自分は窒ちつ息そく死ししてしまう──


「そんなお手軽に──世界を全部敵てきか味み方かたかに分けて！　お手軽に人間を止やめて！　お手軽に──自分の敵てきを殺して回って！　そんなのじゃ──そんなのじゃ貴女の物語は『終わる』だけだ！　貴女の悲ひ劇げきはいつまでも残のこる！　貴女がしてるのは、より大きな悲劇で今までの悲劇を覆おおい隠かくしてるだけじゃないかっ!!」


　弱い自分を憎んで力を望のぞんだファネット・ダウランド。


　自分を受け入れてくれない世界をただ一いち途ずに憎んだファネット・ダウランド。


　彼女の罪つみはしかし弱かった事ではない──とエリックは思う。


　彼女に責せめられるべき罪が在あるのだとすれば、それは弱い自分を受け入れられなかった事だ。自分自身を振り返って見る事が出来なかった事だ。


　しかし──


「──えりっく・さり[image: ]ぁん、くん」


　怪物はゆっくりと囁ささやくように──言った。


「それもまた、きれいごとね──」


　魔族がにっこりと笑え顔がおを見せる。


　十数本ある手の一本がゆっくりと上がる。そこにどの様な力が秘ひめられているにせよ魔族にとってエリック一人を殺すなど造ぞう作さもない事だろう。


　死を孕はらんだその掌をエリックはただ呆ぼう然ぜんと見み据すえる事しか出来なかった。


　だが──


「──イグジスト！」


　叫びと共に鈍にぶい音が響ひびいた。


　魔族の身体に斜ななめの一いつ線せんが走った。


　線は球状胴体の一部を含ふくめて数すう本ほんの手の上を横よこ切ぎっている。そして次の瞬間そこから大量の血を撒まき散らして魔族の身体は左右に分離した。


「──え？」


　ひどく間の抜けた声を漏らすエリック。


　彼の目の前では、凍とう結けつした地面に鮮せん血けつと──そして切り落とされた腕うでや胴体の一部がぼとぼとと落らつ下かして湯ゆ気げを上げていた。


　何が起こったのか。


　見れば地面に何かが通とおった跡あとの様にくっきりと長い一線が引かれている。半なかば麻ま痺ひしている意識の底でエリックはふと理解した。これは斬ざん撃げきの跡だ。何か見えない巨大な剣の様なものが魔族に向かって振り下ろされ、その肉体を切り落とし、そして──勢い余あまったその刃はが地面に付つけた傷きずだ。


　身体の一部と共に平へい衡こうを失った魔族の身体がゆらりと揺ゆれる。


　よろめく魔族の向こうに──黒い人影が立っているのが見えた。


　人間の姿でありながら明らかに異ことなる輪りん郭かく。鋼鉄の内に自みずからを拘こう束そくする事で得る『戦たたかう為ためのカタチ』。数々の危き険けんと引ひき替かえに引き出されるその力は天てん敵てきである筈はずの魔族さえもを狩るという。


　戦術魔法士──


「ボケっとするなっ!!」


　叩たたき付つける様ような叫さけびが麻ま痺ひしていたエリックの感覚に活かつを入れた。


　あの声には聞き覚えがある──


「御お前まえが殺されてやっても何にもならないんだよ！」


「──スタインバーグさん!?」


「逃げろ！　邪魔だ！」


　そう叫んで黒い甲冑は──レイオット・スタインバーグは地を蹴けった。
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　残り拘束度デユラビツト数すう──五。そして戦闘可能な残り時間──およそ二分半。


　限られた攻撃手段の中で最も効果的なものを探さがしつつレイオットは走る。


〈アクセラレータ〉を使ったレイオットは同等とまではいかないまでも、魔族と何とか戦える運動速度を得ている。そしてまたこの広い屋おく外がいでは、いくら魔族といえど、下水道の時の様に立りつ体たい的てきな動きをする事は出来まい。


　とはいえ魔族の動きが素す早ばやい事に変わりはない。完全殲せん滅めつをするのであれば補助呪文を追つい加か詠えい唱しようして〈マグナ・ブラスト〉か〈ヴォルテックス〉辺あたりを叩たたき込こみたいところではあるが──この魔族を相手にして、悠ゆう長ちように追加呪じゆ文もんを唱えている暇ひまは無かろう。


　何にしても確実にこの魔族を葬ほうむる為にはその動きを止めねばなるまい。


　しかし──


「うけけけけけけけけけけっ!!」


　魔族が残のこった手足を使つかって移い動どうする。平へい衡こうが狂くるっている筈なのだが、その速そく度どにはいささかの衰おとろえも無い。恐らくもう体たい重じゆうを支ささえているのは殆ほとんど手足ではなく、魔力圏ドメインなのだろう。


「ちっ──」


　舌した打うちして無音詠唱ダムキヤスト。選択呪文は〈ブラスト〉。


　咄とつ嗟さに〈カット〉で攻撃を仕し掛かけ、エリックが殺されるのを防ふせいだまでは良かったが、位置的な関係で威い力りよくのある攻撃魔法をすかさず叩たたき込む事が出来なかったのである。〈ブラスト〉や〈アサルト〉は発はつ現げんした後の破は壊かい力りよくを細こまかく制せい御ぎよできない。〈ハック〉にしても射しや出しゆつ系けいである以上、魔族の向こうに居たエリックを巻まき込む危き険けんがあった。


「しつこいわねえ。ほんとうにしつこいわねえ」


　魔族の出血が止まり、傷きず痕あとが見る間まに盛もり上がり、欠けつ損そんした胴どう体たいの部分を補おぎなってゆく。数秒後にはほぼ完全に元の形けい状じようを取り戻した胴体から、ずるりと腕うでが生えた。


「わたしをころすって──？　ねえ。わたしをころすって？　ころす？　ころす？　ころすころすころす？　うけけけけけけ！」


　魔族が数すう本ほんの手を振り上げる。


　それぞれの掌が煌きらめきを帯おび──そこには瞬しゆん時じに氷柱が形けい成せいされていた。


「ころす？　ころす？　うけけ。それともころされる？　うけけけっ」


　いやらしい笑わらい声と同時に手は氷柱を投とう擲てきし始めた。


「──!!」


　横に飛とんで氷柱つららをかわすレイオット。彼の一瞬前に踏ふみ締しめていた地面に氷柱が激げき突とつして砕くだけ散ちり、冷れい凍とう液えきがぶちまけられる。


　更さらに跳ちよう躍やくするレイオット。


　彼の後あとを追って次つぎ々つぎに氷柱が投げつけられる。〈伯爵〉級魔族の持つ魔力圏ドメインの処しよ理り能のう力りよくは次々と冷れい凍とう液えき入りの氷柱を生み出し、十本を超える腕はそれを片かた端はしから投とう擲てきしてゆく。冷たい死を内ない蔵ぞうしたロケットが次々と弾はじけ、凍とう土どの領域を広げていった。


　走る。跳ぶ。そして走る。


　レイオットはめまぐるしく位置を変えながら辛うじて魔族の攻撃を凌しのいでいた。


　だが──


（よく見ろ。よく聞け。よく感じろ──）


　レイオットはモールドの間から忍しのび入ってくる冷れい気きを感じながら自分に言い聞かせる。


（いくら魔族が行動の上で支し離り滅めつ裂れつでも、生き物である以上は動きに類型パターンと緩急リズムがある筈だ）


　それを捉とらえる事が出来れば必ず隙すきは見つけられる。


　たとえどれだけ小さくとも見つけられれば後はそれを強ごう引いんにこじ開あければ良い。


　雨の様に降ふり注そそぐ氷柱。


　創つくって。構かまえて。狙ねらって。投げる。


　それぞれの腕うでがこれを繰くり返かえす。繰り返し続ける。それ故ゆえにレイオットがかわせばかわすほど、投擲作業が続けば続く程、動きは一本調子になってゆく──


（見み切きれ。見切れ。奴は必ず飽あきる。成果の上がらない作業に苛いら立だつ。そうすれば──）


　攻撃方法を少し変えようとするだろう。


　攻撃が単調化されてゆく。


　隙すき無なく放たれる氷柱の群むれ。


　それを投げる腕が──その内の一本が引きつる様にして一瞬動きを鈍らせた。


「──イグジスト！」


〈ブラスト〉発動。


　全すべてを凍こおり付かせる死の世界に魔ま力りよくを孕はらんだ火か弾だんが挑いどむ。


　完璧とも言うべき機兆タイミングを捉えて放たれた〈ブラスト〉が、魔族に襲おそい掛かった。爆発の轟ごう音おんが辺あたり一面に響ひびき渡わたり、爆ばく散さんする衝撃が立ち込めていた冷つめたい空気を押おし退のける。氷柱を創つくって投なげる事に腕の殆ほとんどを、そして魔力圏の処しよ理り容よう量りようの大半をも使っていた魔族には、逃にげられる筈も無かった。


「──やったか？」


　一撃で殺ころせなくとも動きを止める事が出来れば後は簡かん単たんだ。


　だが──


「なにっ……!?」


　爆ばく煙えんを風が吹き流ながす。


　その向こうに見えたのは──魔族を護まもる様にして立つ白い壁かべだった。


「なんだと……!?」


　愕がく然ぜんと叫さけびながらも咄とつ嗟さにレイオットは理解した。


　避さけきれないと悟さとった魔族は、その瞬間に手に持っていた氷柱を全て自分の目の前で叩たたき割ったのである。大量の冷れい凍とう液えきは地面に向けて落下しつつも瞬しゆん時じに氷結し、押し寄せる〈ブラスト〉の威い力りよくを殺ころす盾たてとして機き能のうしたのだろう。無論、その全ての威力を遮しや断だんできる筈はなく、魔族の腕うでの数本は炭たん化かしていたが──その程度の傷きずは再さい生せいするのに十秒とかからない。


　しかも──今度隙すきが生じたのはレイオットの方であった。


「うけけっ!!」


　投げられた氷柱から身をかわすのが遅おくれたのである。


　一瞬。本当に僅わずかな時間の無む防ぼう備び状じよう態たい。


　地を蹴ける彼の右脚に地面で弾はじけた液えき体たいが触ふれた。


「くあっ──」


　液体は瞬しゆん時じに凍こおり付き固体化して地面とレイオットの脚あしを固こ定ていした。


　脚を取られ、平へい衡こうを失うしなって転てん倒とうするレイオット。氷はすぐに砕くだけたが、同時に踵かかとの辺あたりに激げき痛つうが走る。急きゆう激げきに冷れい却きやくされたモールドの内側に踵の皮ひ膚ふが貼はり付いて──転倒の衝しよう撃げきで肉から剝はがれたのだ。


　まずい。


〈アクセラレータ〉の効果中のレイオットは超人的な運動能力を得るが、その分、血けつ圧あつが上昇する為、一定以上の傷を負えば出血量が格かく段だんに増える。しかもこうなれば出血はまず自然に止とまらず、当然ながらすぐに失しつ血けつで戦闘不能になってしまう。


「つっ──」


　転ころがりながらレイオットは無音詠唱ダムキヤスト。


「イグジストッ……！」


　威い力りよくを絞しぼった〈ブラスト〉がレイオットのすぐ側そばで発動する。レイオットは躊躇ためらいもせずに燃もえ上がる炎の中に自分の負ふ傷しようした脚を突っ込んだ。


　止し血けつの為だ。恐ろしく乱暴な方法ではあるが。


「ぐっ──」


　脚あしから突つっ走ぱしる新たな激げき痛つうに耐たえつつ、レイオットは〈ディフレイド〉を無音詠唱ダムキヤスト。


「イグジスト──」


　展てん開かいする力りき場ば平へい面めん。


　だがこの守りは一方向のみであり──しかも長く維い持じできても二十秒程だ。


　それにあと一分も経たたない内に〈アクセラレータ〉の効こう果かが切れるだろう。増ぞう幅ふく率りつを下さげる事で数分の効果時間延えん長ちようは可か能のうだが、これは発はつ動どう時じに設せつ定ていしておく必要がある。途と中ちゆうから増ぞう幅ふく率りつを変える事は出来ないし途中で解かい除じよする事も出来ない。


「うけけけ。ころす？　わたしをころす？　いいえころすのはわたし。いやなやつは、みなごろし。わたしにはそのちからがあるんだもの──」


　ゆらゆらと海かい底ていを行く蛸たこの様に十数本の手をくねらせながら魔族が近付いてくる。


　レイオットは苦痛を堪こらえて立ち上がるが、もうまともに走れる状態ではない。地を踏ふみ締しめたモールドの右足──その拘こう束そく装そう甲こうの隙すき間まから、ぐしゅりと湿しめった音を立てて血が滴したたり落ちた。


「さすがにこれは駄だ目めかな──」


「──やめろっ!!」


　悲ひ鳴めいじみた声が叫んだ。


　魔族がゆっくりと振り返る。


　丁ちよう度ど魔族を挟はさんでレイオットの反対側──そこにエリックが立っていた。


「もうやめてくれ、先輩！　こんな事をしても貴女あなたの悪あく夢むは終わらないんだよ！」


「あの馬ば鹿か、逃にげろと──」


　呟きながらもレイオットは素早くスタッフの操桿ボルトを前後させる。残り拘束度デユラビツト数すうは二。中級魔族を倒すには殆ほとんど絶望的な数字だった。


　だが──


「貴女はもう──」


「えりっく。そうそうえりっく──」


　楽しげに言いながら魔族が少年に向かって歩き出す。


　額の上の〈謡シうンもガのー〉がひゅうひゅうと鎮魂歌レクイエムの如ごとき旋せん律りつを吹ふいた。


「あなたに、おもいしらせてやりにきたんだった、わねえ？」


「くっ──」


　レイオットはスタッフを持ち上げて魔族の後ろ姿を狙ねらう。


　だがその姿勢がぐらりと崩くずれた。脚の痛みに加えて──貧ひん血けつが彼の体調を崩している。視界を覆おおわんとする翳かげりを追い払おうと、レイオットは必死に意識を眼めに集中した。


　だが……


「うっ──」


　容易たやすく身体の平へい衡こうを失ったレイオットは体たい勢せいを立て直なおそうと右足を踏ふみだし──しかしその脚あしを凍とう結けつした地面で滑すべらせた。


　再び無様に転てん倒とうするレイオット。


　魔族はそんな彼など最も早はや一いつ顧こだにせず、今しもエリックに手を掛かけようとしている。


（くそっ……間に合わな──）


　──不ふ意いに。


　がくん──とつんのめる魔族。


　そして白く冷たい風景の中に銃じゆう声せいが野太く轟とどろいた。


　音よりも、魔力圏の反応よりも速い弾だん丸がん。


　それは──


「こっちだ、魔族!!」


　叫びと同時に次々と銃じゆう弾だんが魔族の肉体に食い込む。


　振り返ったレイオットが見たものは、装そう甲こう指し揮き車しやのボンネットに〈サンダーボルト〉を置いて銃じゆう撃げきをしているブライアンの姿であった。


　更にブライアンは銃撃。


　だが至近距離とはいえ、ろくに狙ねらいも定さだめない咄とつ嗟さの銃撃であったためか──脳のうの破壊には至いたらなかったらしい。魔族は体中のあちこちから血を撒まき散ちらしながらも銃弾から逃れようとするかの様に側そく方ほうへと跳ちよう躍やくする。


「スタインバーグさん！　エリック君！」


　装甲指揮車の後部指揮室からネリンが降おりて叫ぶ。


「早く！　今の内に！」


　彼女は両手で〈ハンティング・ホーク〉を構えるとブライアンと同じく銃撃を始めた。


　無論いくらマグナム装そう弾だんとはいえ、〈伯爵カウント〉級魔族の恒常魔力圏コンスタント・ドメインに拳銃の銃撃など通用する筈もない。だがネリンの撃うち込んだ銃弾は、弾たまを撃ち尽くしたブライアンが次の弾だん倉そうを装そう塡てんするわずかな時間を稼かせいだ。


「けええええええっ!!」


　魔族が叫さけびを上げながら十数本の腕を振ふり回した。


　その周囲で真っ赤な光が蛍ほたる火びの様に跳とび回って球きゆう面めんを描えがき出す。高こう効こう率りつ稼か働どうを強制された魔力圏が──正確にはその影かげとも言うべきものが──見えているのである。


　地面から突如として氷の壁かべが生はえる。


　およそ一辺二メルトルの正方形。それが何枚も何枚も──遊ド戯ミ牌ノ倒しの牌はいの如ごとく、立て続けに屹きつ立りつする。


　分厚い氷壁の連続は、〈サンダーボルト〉の銃弾を停てい止しさせ、あるいは弾だん道どうを歪ゆがめた。いくら高速を誇ほこる対魔族用弾とはいえ、弾頭は貫かん通つう力りよくよりも破は壊かい力りよくを優先させた軟弾頭ソフト・ポイント系けい──厚さ一メルトルにも達する壁かべを五枚も六枚もぶち抜ぬく力は無い。


「うううううるうううさいわねえええええええええええええええええええええええっ！」


　叫んで魔族が冷れい凍とう弾だんを持った手を高々と差し上げる。


　星空を支えようとするかの様に揃そろって上を向いた手の林──その上に一際大きな氷柱が形成されてゆく。


　それを掲かかげたまま魔族はその顔をエリックに向けた。


　そして──
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　誰だれか止めて。誰か私を止めて。


　薄うすれ行く意識の中でファネット・ダウランドは──ファネット・ダウランドだった魔族の一部分は、必死にそう訴うつたえていた。


　目の前に居いる少年。


　エリック・サリヴァン。


　彼が死んでしまう。彼を殺してしまう。


　彼の言う通りだ。そしてあの戦術魔法士の言う通りだ。


　自分は──駄だ目めだ。死ぬことにすらしくじった。


　弱虫でいる事にさえしくじった。


　そして。


　ああ──エリック・サリヴァン。


　自分は、つまらない表ひよう層そう的てきな感情とはまた別に──やはりこの少年が好きだったのだ。きっともう少し踏ふみとどまっていられたなら、自分が行きたくて行けなかった場所に到達できた彼を、生きる事の先輩として素す直なおに尊そん敬けいする事も出来たろう。毅き然ぜんとして自分で自分の面めん倒どうを見ている彼が、ファネットにはとてもとてもまぶしかった。


　その事に今頃ファネットは気付いた。


　自分も彼の様になれたらと思う。今だからこそ痛つう烈れつに思う。


　もうそれは全て手て遅おくれの感情に過すぎないのだけれど。


　もう自分は戻れない。自分はもう終わっている。


　その事に彼を巻き込んではいけない。


　だから。


　だからこの少年を殺さないで。


　だから私を終わらせて。


　だからこの少年を殺そうとしている自分を、誰か殺して。


　誰か──……!!
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　貧ひん血けつの為、ともすれば霞かすもうとする視界に渾こん身しんの意い志し力りよくを注そそぎ込む。


　レイオットは地に這はったままスタッフを滑すべらせて、その先せん端たんを魔族に向けた。


　そして──


「イグジストッ……！」


　選せん択たく呪じゆ文もんは──〈ジャミング〉。


　冷ひえ切った空気が鋭するどく弾はじける様な音を立てた。


　魔族の周囲で跳とび回っていた無数の紅い光こう芒ぼうが突とつ如じよとして閃せん光こうを発はつし──糸が切れたかの様にして四方八方に飛とび散ちった。高こう効こう率りつ稼か働どうしていた魔族の魔力圏が〈ジャミング〉によって乱みだされ、崩ほう壊かいしたのである。


　無論、この〈ジャミング〉だけでは魔族に致ち命めい傷しようを与える事は出来ない。


　だが──


「終わりだ」


　レイオットの呟きと共にホルスタから抜きはなたれた〈ハードフレア〉が吠ほえる。


　立て続けに撃ち出された三発の四五口径マグナム弾だんは、氷柱を掲かかげ持っていた魔族の腕三本を、正確に撃うち抜いた。


　更に三発。


　魔力による補ほ強きようを喪うしなっていた魔族の腕は、全て大きく肉と骨を抉えぐられてがくんと折れ曲がり──


「うけええええあああああああっ!!」


　叫び声を上げる魔族の上に、自みずからが作り上げた氷柱が落らつ下か──それはあっさりと割われて容よう赦しやなくその中身を自らの創そう造ぞう主しゆにぶちまけた。
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　一瞬──何があったのか分からなかった。


　大量の白はく煙えんが発生して視し界かいを埋うめる。ただでさえ温度の下がっていた空気が更さらに冷ひえ、肌へ斬きり付つけるかの様なものに変わった。


　そして──


「あ──」


　煙はゆっくりと四し方ほうへ拡かく散さんしてゆく。


　その後に残ったのは──真っ白になった魔族の姿。


　まるで雪で造つくられた像ぞうであるかの様に、その姿は霜しもに覆おおわれ、脈みやく動どうの一瞬をそこに閉とじ込められたままエリックの数メルトル手前で固こ着ちやくしていた。


　魔族は相変わらず奇き怪かいな形けい状じようのままではあったが──凍こおり付ついたその姿からは観みる者に生理的な嫌けん悪おを誘さそう様な毒どく気けが抜けていた。まるで何かの前ぜん衛えい芸げい術じゆつの様にその姿は奇妙で──そして何ど処こか哀しい。


　きしきしと耳みみ障ざわりな音がする。


　それが凍こおり付いた魔族の身体が立てる音だと知って──エリックは思わず魔族の所へと駆かけ寄った。


　遠くで誰かが止めろと叫んでいるが、気にならない。


　何な故ぜかは分からないが、大丈夫だと思った。それにも増まして──そうしなければならないような気がしたのだ。


　だから──


「──あ……あ……」


　囁ささやく様な声。


　思わず一メルトル程の距離を置いて立ち止まったエリックに、声は──凍こおり付いた口からは出る筈の無いその声は、奇き蹟せきの如ごとく届とどいた。


「あのね……さり[image: ]ぁん……くん……」


「──先輩？」


　表情を歪ゆがめてエリックが呻うめく。


「きみが……どんなふうに……おもってたのかはしらないけど……」


　奇き跡せき的てきに残っていたファネットの顔が夢見る様な表情を浮かべる。


　それは当然──硬かたく凍り付く少女の顔に無数の亀き裂れつを生む結果となった。


　だが──


「わたしは……きみが……やさしくしてくれたのは……ほんとうに……ただ……ほんとうに……うれしか……」


　びしりと音を立てる魔族。


　その蒼あおい眼めから意志の光が消えてゆく。


　銃じゆう声せいが──響ひびいた。


　愕がく然ぜんと立ち尽くすエリックのすぐ側を、熱い弾道が通り過すぎてゆく。


　貫かん通つうした弾だん丸がんはその本来の威力の半分以上を虚こ空くうに飛ひ散さんさせてはいたが──着ちやく弾だんの衝しよう撃げきは魔族の氷ひよう結けつした肉体を破は砕さいするのに充分なものであった。


　蜘く蛛もの巣すの様ように無む数すうのひび割れが魔族の身体に回ってゆく。


　そして。


　次の瞬間、魔族は──ファネット・ダウランドの成れの果ては、夕日に煌きらめきながら無む数すうの砕は片へんとなって散った。


「……スタインバーグ……さん……」


「悪い。また──おまえから奪うばってしまったな」


　黒い甲かつ冑ちゆうに身を包んだ戦術魔法士タクテイカル・ソーサリストは──静かにそう言った。


「俺おれは──」


「──憎にくめ」


　レイオットは溜ため息いきをつく様な口調で言った。


「無理をしなくてもいいんだ。憎んでくれていい」


「…………いえ」


　エリックは首を振ふった。


「それじゃ駄だ目めです。駄目なんですよ。それじゃ──何にもならない」


　きっとそれはとても楽らくな事ではあるのだけれど。


　しかしきっとそれは──誰の為にもならない。自分の為にさえならない。


「憎しみで自分を強くする位なら──憎んで哀かなしみを忘れる位なら──俺は泣なき叫さけんでそれを紛まぎらわせる方がいい。格好悪くても何でもいいから──俺は、弱虫のまま、泣き叫びながらでも、俺は──前に進みます」


「……そうか」


　仮か面めんの奥おくで──レイオットは小さく頷うなずいた様だった。


　そしてレイオットはエリックに背中を向け、右足を引きずりながら歩き出す。


　エリックはしばしその後ろ姿を眺ながめ──そして、視線を足あし下もとに落とした。


　小さな破は片へん。


　凍こおった魔族の一部。


　それを拾ひろい上げると──指先と掌てのひらが痛んだ。低温のせいで瞬間的に凍とう傷しようを負おったのだろう。火傷やけどと同じ痛みを神経が伝えてくる。


　だが──


「──俺は、忘れません」


　掌に伝わる痛みをそのまま刻きざみ込もうとするかの様に彼はその氷片を握にぎりしめる。


　そして──エリック・サリヴァンは少女の顔を想い出しながら静しずかに泣いた。
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　当然と言えば当然の如ごとくファネット・ダウランドの事件は学校中に広まった。


　無論、彼女と何度か学食で一緒に食事をしていたエリックについては幾いくつかの噂うわさが発生したが──彼が平へい然ぜんとしているのでむしろそれは単なる噂の域を出ず、すぐに生徒達は次の気になる噂を追い始めた。


　一人生き残ったファネットの父親は人々の眼から逃のがれようとするかの様にこのトリスタンから出ていってしまったらしい。惨さん劇げきの在あったダウランド家や他の生徒達の家は全すべて売りに出されているが、まだ買い手がついていないという話だった。


　あれだけの事をファネットがしたにもかかわらず──幾いくつかのごたごたはあったものの、世界は結局いつもの日常に落ち着いている。恐おそらくファネットや死んだ女生徒達の代わりに誰かが誰かを虐いじめているだろうし──時にそれは悲ひ惨さんな結果を招まねいているだろう。


　だが──


「──なんだよ、暗いな」


　そんな声に顔を上げると、同級生が顔をしかめてエリックを眺ながめていた。


　ファネットが初めて訪たずねてきた時に、彼にその事を伝えにきた生徒──フレッドだ。


「そんなに暗いか？」


「まあな。御お前まえってば元もと々もと陰いん気きな感じがあったけど、今は三さん割わり増ましだ。なんか色いろ々いろ例れいのダウランドについて言われてるみたいだけど──それが原因か？」


「そうとも言えるし、そうでもないとも言える──かな。うまく言えない」


　エリックはそう言って溜ため息いきをついた。


「そういえばさ。御前──魔法士ソーサリスト目め指ざしてるんだって？」


　何ど処こで聞いてきたのか、フレッドはそんな事を尋たずねてくる。


　今はあまり魔法の事は考えたくなかったが──エリックはとりあえず頷うなずいた。


「……まあね」


「なんでまた？　実入りは良いだろうけど、やばい商売だろ？」


「…………」


　エリックはしばし考え──


「実は親父が魔法士ソーサリストだった」


「あ。そうなのか？」


「で──事故があって魔ま族ぞく化かした」


「…………」


　眼めを丸くしてフレッドは黙だまり込む。


「俺はそのせいであちこちで殴なぐられたりしたわけさ。で──何度も言わされたよ。親父の悪口とか。『クソゲロなオヤジが皆みな様さまに御ご迷めい惑わくをおかけしました、すいません』ってさ。もうそりゃ十回やそこらじゃない位に。お陰かげでうちの母親や妹は完全にノイローゼ。姓は変えたし、家も引っ越した。親父を恨うらんだ事もあるし、魔法士そのものを恨んだ事もあるし。まあ色々あった」


「…………ほう」


　フレッドは──ただ気け圧おされたかの様にそれだけを言った。


　エリックは何となくこの同級生に好こう感かんを覚おぼえた。ここで余よ計けいな口を挟はさんでこないのはエリックの話を真ま面じ目めに受け止めている証拠だろう。この少年の表情に驚おどろきと戸と惑まどいはあるが、嫌けん悪おや嘲ちよう笑しようは無い。


「で──結局。俺はなんていうか、そういう奴やつ等らに反論してやりたかったんだけど、言葉が出てこなくて。改あらためて考えればあまり親父の仕事についてしらなかった自分に気付いてさ。色々調べたら──なんていうか、俺はもっと親父を誇ほこってやるべきだったんだな、とか思ったんだよ。今いま更さらだけど」


「で──自分もなってみようと？」


「そんなとこ。まあ他にも色々あるけれど。一番大きな理由はそれかな」


「……なるほどね。なかなか難なん儀ぎな人生送ってるな、おまえも」


　フレッドはしみじみとした口調で呟つぶやく。


　そんな彼の様子が妙に年とし寄より臭くさくて、エリックはふと笑ってしまった。


「ま──慣なれたよ。それで、俺が魔法士目指してるから……なんだ？」


「あ……いや。なんつーか。そういう話を聞いちまった後じゃ、ちょいと恥はずかしいんだけどさ」


　照れたような表情で頰ほおを搔かきながらフレッドは言った。


「前に俺、一度魔族事件の現場に出くわしてさ」


「…………」


　エリックの脳のう裏りにファネットの姿が過よぎる。


「その時にちょっと助けられて」


「誰に？」


「戦術魔法士タクテイカル・ソーサリストに。いや、その時はその人、モールドとか着けてなかったんだけどな。そもそも後で聞いたら正規の資格持った人でもないらしいんだが。何にしてもこう──その人、俺達を助ける為に自分で魔族の気を引いたんだよ。銃じゆうとか撃うって。


　なんかそれを見てすげえなあ──って。魔族が居いて。それが誰だれかを殺したりするのなら、やっぱり誰かがそれを止とめないといけないだろ。でもまともに戦うには魔法が必要で──自分も魔族になっちまう危険性って魔法士なら誰でもある訳で。なんていうか……うまく言えないけど。そういうのって……物もの凄すごい事なんだろなあって」


「……かもね」


　エリックは頷うなずいた。


　そう──確かにそれは物凄い事だと思う。一年前のエリックなら決して頷きはしなかっただろうが、今は本当にそう思う。


「英えい雄ゆうとかそういうのじゃなくてさ。誰だれかがやらないといけないなら、それって俺おれがやりたいとか思ったりして。うーん。やっぱ変かな。うまく言えないんだけど──」


「で、自分も戦術魔法士になりたいと思った？」


「まあな。だからこう、お仲なか間まかな、と思って気にはなってたんだよな」


「……まあ俺は医い療りよう系けいなんだけどね。お仲間といえばお仲間かな」


　言ってエリックは小さく苦笑を浮かべた。


　今日、ネリンに会ったらこの同級生の事を話してみよう。きっとあのレイオット・スタインバーグをやりこめる良よいネタが出来たと喜よろこぶに違ちがいない。


（……こうすれば良かったんだろうな）


　ふと──そんな事を想う。


　後こう悔かいはある。無む念ねんはある。恐おそらく一生忘れない。


　しかし……


「──どうした？」


　黙だまり込んだエリックの顔を不思議そうにフレッドが覗のぞき込む。


「いや。別に──」


　そう言ってエリックは──肩を竦すくめて見せた。





　　　　●　　●　　●





「全ぜん治ち一ヶ月だそうです」


　病室に入ってくるなりカペルテータは無表情にそう言った。彼女の後ろにはネリンの姿もある。


　魔族との戦闘が終わった後──〈アクセラレータ〉の副ふく作さ用ようと貧ひん血けつで現場に昏こん倒とうしたレイオットは、駆かけ付けた救急車で病院に運ばれた。


　脚あしの傷きずはレイオットが思っていたよりも酷ひどかったらしく、輸ゆ血けつに加え、簡単なものだが魔法治療も含めて二度の手術が行われたのだという。もっともネリンが医師に聞いた限りでは多少跡あとが残るものの、完かん治ち後ごは今までと変わりなく歩ける筈──との事だった。


　それはともかく──


「なあ──カペル」


　ベッドから半身を起こしてレイオットは言った。


「なんでしょうか」


「ちょっと見ない間あいだに御お前まえ──」


　エリオットは赤い髪の少女を──主にその首から下を眺ながめながら言った。


「随ずい分ぶんと太ふとったな」


「…………」


　カペルテータは黙だまって自分の身体を見下ろした。表情はやはり変わらないが──ひょっとしたら少しムッとしているのかもしれない。


　だがカペルテータの腹はそんな思い遣りの無い事を言われても仕し方かたが無ない位くらいにぽっこりと膨ふくらんでいたりする。彼女の年齢と性格を知らなければ思わず『誰だれの子だ？』と指ゆび差さしたくなる様な膨れ具ぐ合あいである。


　だが……


　──みぃあ。


　ごそごそと彼女の腹ふく部ぶが動いてそんな声を出した。


　カペルテータが襟えり元もとを少し開くと、膨らみはじたばたと上に登ってそこから顔を出した。


　言うまでもなく例の黒くろ猫ねこである。


「元気なお子さんですな」


　苦笑してレイオットが言う。


　どうやら病院内で猫を連れて歩くのはまずいと判断して、隠かくしていたらしい。


「しかし無理に連れ歩かなくても──」


「名前が決まったので」


　カペルテータが言った。


「うん？　そうか。そういえばまだ名前決めてなかったっけか」


「本気で『猫ねこ』って名前にする積つもりだったんですか？」


　ネリンが呆あきれた様に言った。


「いや、まあどうでもいいんで特に考えてなかっただけだが。で──なんて名前になったんだ？」


「シャロン」


「ふむ──」


　カペルテータの感性はかなりレイオットにとって理解不能な部分が多いので、正直に言えばどんな奇きっ怪かいな名前をつけるのかと少々不安だったのだが──案あん外がい平へい凡ぼんである。


「シャロン。挨あい拶さつ」


　カペルテータの胸むな元もとでちょこんと顔と前まえ脚あしの先だけを出している仔こ猫ねこが、応おうじる様に啼ないた。


「おお。よく仕し込こんであるな」


　言って笑い──そしてレイオットは長なが々ながと溜ため息いきをついた。


「痛いたみますか？」


　ネリンが少し表情を曇くもらせて聞いてくる。


「いや……なんか疲つかれたというか。久ひさ々びさに色いろ々いろ辛つらかったからな、今回は」


「…………」


　カペルテータがふと眼を瞬しばたたかせてレイオットを見つめ直す。
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「──なんだ？」


　いつもと少し温度の違う彼女の視線に気付いてレイオットは尋たずねる。


　カペルテータはそっとその手を伸ばすと、ベッドに横たわったままのレイオットの頭にその掌てを置おいた。


「おい？　カペル──」


　そのまま左右に小さく掌を動かすカペルテータ。


　彼女が何をしているのかレイオットが正しく理解するには、およそ十秒ほどかかった。


「おい。ちょっと待てっ!?　何をしてるんだ御お前まえはっ!?」


「シャロンはこうすると喜ぶのですが」


　レイオットの頭を無表情に撫なでながらカペルテータは言った。


　物音がしたのでそちらを見ると──病室の端はしでネリンが壁を向いてしゃがみ込み、肩を震わせている。無論、泣いているのではなかろう。


「嬉うれしくないですか」


　そう尋たずねながらもカペルテータは手を止めようとしない。


「いや、嬉しいとか嬉しくないとかじゃなくてな。とりあえず遠えん慮りよしておく」


「分かりました」


　頷いてようやくカペルテータは手を引っ込めた。ネリンはともう一度見ると、辛しん抱ぼうできないといった様子でぱんぱんと床ゆかを叩たたいている。笑いの発ほつ作さに囚とらわれている監督官は放置しておくと決めて、レイオットは窓の外を眺ながめた。


　ごく当たり前の日常。


　その気になれば簡単に壊こわせてしまう日常。


　色々と腹の立つ事も辛つらくなる事もあるが、この変わり映ばえのしない日々に、とりたてて大きな不ふ満まんが無いという事は──それはやはり幸しあわせな事なのだろう。


　だから──


「俺も……日記でもつけてみるか……？」


　ふと柄がらにもなくそんな事を想ったりもする。


　無論それは全く気き紛まぐれの様な思いつきではあったのだが──


　──みぃあ。


　少女の胸に抱だかれた黒猫が同どう意いするかの様に短く啼ないた。
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●魔法士【ソーサリスト／sorcerist】





　俗ぞく称しよう『ストレイト・ジャケット』。魔法を使う事を生業なりわいとする者。魔法技術者。その奇蹟に等しい力は社会になくてはならないものだが、その一方で、何らかの事故でいつ魔族化するか分からず、恐怖と嫌けん悪おの対象ともなり易やすい。


　かつては単なる魔法技術者の総そう称しようであったが、現在は国家資格として労ろう務む省しよう魔ま法ほう管かん理り局きよくに管理されており（アルマデウスの場合）、当然ながら、違い法ほうな無資格の魔法士もいる。


　一般的に魔法士の報ほう酬しゆうは法定されており、一定以上の値上げは勿もち論ろん、値下げも違法となる。これはダンピング合戦の末に法定された安全基準を超えた回数頻ひん度どの魔法行使を行う魔法士の存在や、そもそも存在が違法な無資格魔法士を取り締しまるためである。


　ちなみに公的組織内に彼等はいない（という事になっている）。これは魔族化の危険のある彼等を「公務員」として抱え込む事が政治的に危険であり、万一の場合の補ほ償しよう問題を回かい避ひするためである（魔族事件に関する補償額は通常の事件に比べて桁けたが違う）。


　軍、警察にしても、表向き、いるのは必ず要よう請せいを受けて出向している「傭よう兵へい」扱いの戦術魔法士であり、魔族化すれば公的機関はいつでも彼等を「切り捨て」られるようになっている。


　社会的には冷れい遇ぐうされている分、彼等魔法士の報ほう酬しゆうは高い。平均して魔法士の年収は約三十万ドルク。戦術魔法士の場合はさらにその倍以上となる。


　危険と引き替えに高い報酬を法定されている彼等だが、幾いくつかの制約や義務もある。管理局の定める身体検査への出頭義務、モールドおよびスタッフの定期検査義務、助手の登録義務、ＣＳＡの後こう見けん人にん（里親？）義務、業務過密状態以外での請負拒否の禁止など。





●モールド【mold】





　魔法士が使う特殊な『鎧よろい』。元々は魔法を使う際に、魔族になってしまわないための拘こう束そく具ぐであり、必ずしも戦闘用というわけではない。


　物理的な拘束により肉体の変形を抑おさえ、同時に魔力の反動として生じる呪じゆ詛そ汚お染せんが肉体に影響を及ぼさぬ様一次拘束術式プライマリ・レストリクト・図版パターンに代表される魔力回路によって誘導し、封ふう呪じゆ詛そ筒ほうに封じ込めるための装備。


　戦術魔法士が使うモールドは特に『タクティカル・モールド』と呼ばれ、戦闘用（主に対魔族用）のもので、装そう甲こうや武ぶ装そうを兼かねている事が多い。


　その拘束度デユラビツトにより魔法を撃てる回数は決まってくるが、これはモールドの作りによって異なる。





●魔族【The malevolent】





　魔法を使い過ぎた人間のなれの果て。


　魔法の行使は呪じゆ詛そと呼ばれる不ふ可か視しの汚お染せんを発生させ、これが『人間であること』のタガを外してしまう。このため、人間としての『形』が固定されず、次第に精神も肉体も変質して行く。その結果として大抵の人間は残ざん虐ぎやくな化け物へと変化し、人間を襲おそうようになる。これが魔族化である。


　まだ魔法がごくごく一部の人間達の間の限られた秘ひ技ぎであった時代には、当然ながら滅めつ多たに出現しなかったため、その存在は疑問視されていたが、現在では公的にもその存在が認められ、現実的な脅威として認識されている。


　その魔族化の程度によって、魔族は


「男爵／バロネージ」級


「子爵／ヴィスコント」級


「伯爵／カウント」級


「侯爵／マークウィス」級


「公爵／デューク」級


「魔王／ルシフェル」級……に分類される（アルマデウス労務省魔法管理局基準）。


　伯爵級以上の魔族は基本的に恒常魔力圏コンスタント・ドメインを維い持じするために本来の顔とは別に撃発音声トリガー・ヴオイス詠唱用の副顔・通称〈謡シうンもガのー〉を具えており、この副顔の発し続ける『歌』が継続的に魔力圏を魔法の形で顕けん現げんさせ続ける。


　基本的に魔族はその等級にかかわらず、全て人権を剝はく奪だつされ、ある種の「災害」として扱われる。





●魔力圏【domain】





　魔族はその身体の周囲に自分の意志を物理法則に優先して顕現させ得る魔力圏ドメインを発生させる。


　この魔力圏内においては魔族は神のごとくありとあらゆる物質、現象を操あやつれるが、当然ながら魔族の認識力によって限界はあり、それは同じ等級の魔族によっても多少の差がある。





●ガイアルト　ＦＡ─ＭＡＣ／ＪＲＣ〈リバース・ペット〉【Fire Arms Manufactured by Arcadelt Company・Jack Roland Custom】





全長８５７ミリ／銃身長５８８ミリ


重量３９００グロム


口径　．二二三（５．５６ミリ）


発射回転速度　８００発／分


装弾数　25発





　ブラームス軍（アルマデウスの同盟国）の正式採用している突撃小銃をジャックがカスタマイズしたもの。カスタムの要点は銃身の延長及び発射回転速度抑制による制御性の向上。使し用よう弾だん薬やくの規格は通常の二二三口径弾であるが弾薬及び装そう薬やくには特注のものを使用している。弾だん倉そうを銃把グリツプよりも後部に置く設計（ブルパップ式）となっており、全長は通常の突撃ライフルとほぼ同じながら、銃身長は大幅に延えん長ちようされ、初速の向上が図はかられている。





●ＡＴＡＳＡ─Ｍ１Ａ１　〈サンダーボルト〉





全長１４４８ミリ／銃身長９６６ミリ


重量１２９００グロム


口径　．二二三（５．５６ミリ）


発射回転速度　８００発／分


装弾数　10発





　帝都警察の対魔族攻撃部隊が主導して開発した対魔族専用ライフル。異常な程の銃口初速と専用弾頭によって魔族の魔力圏を突破し得うるが、万能という訳ではなく、有効とされているのはせいぜいが〈伯爵カウント〉級魔族までである。口こう径けいこそ小さいがその造りは殆ほとんど対装甲ライフルのそれであり、その可搬性には多少の難がある。


　量産試作型に比べると、量産型は反動軽減器の孔の数、角度等に一部改良が加えられているが、事実上は同じものである。





●〈ホイール・マニアII〉





　重量３７０キログロム


　排気量１２００ｃｃ（６００ｃｃ×２）


　最高出力１２０馬力


　ＮＯＳシステム、複合武装システム×２搭載





　ジャック・ローランドが製作したモールド専用高機動特殊車しや輛りよう。車輛とはいうものの実質的にはモールドに高機動性を持たせる為の追加部品であり、モールドは固定金具で保持される為に座席すら無い。


　アルマデウス陸軍の緊急展開部隊用に試作依頼が来た為に試作一号機である〈ホイール・マニア〉に改良を施ほどこしたものがこの〈ホイール・マニアII〉であり、不ふ整せい地ち走そう行こう能のう力りよくを高める為のサスペンション改良、エンジン強化、及び各種補助装備（パラシュート等）を固定する為の固定金具の付与等が行われている。






　あとがき







　黒本。それは各種大学で過去に実じつ施しされた入学試験の問題を集めたもの。これのお世話にならなかった受験生はまず居ないであろう。受験対策の基礎の基礎であり、模も試しと並んで自分の実力を計る為には必ひつ須すの書籍であった。


　本編では魔法士を目指す少年が、この本を使って勉強に邁まい進しんする様を感動的に──





　はい、すいません、噓うそです。というかそれは赤本やろ、という突っ込みが全国の受験生から聞こえてきそうです。





　どーも、榊です。


　なんだか借金じゃなくて締め切りで首が回らない様な気がする今日この頃ですが、皆様、いかがお過ごしでしょうか？　いや、借金であれ締め切りであれ、自じ業ごう自じ得とくではあるんですが。





　今回もなんか全然薄くないです。薄くないという事は分厚いという事であり、読者の方々の経済事情を多少なりとも圧あつ迫ぱくする訳で慚ざん愧きの念に耐えませんが、この事態を深刻に受け止め、より一層努力する事で謝しや罪ざいと為なす所しよ存ぞんでありまして（政治的答弁）。


　おまけになんかまた原稿が遅おくれまくったので、もう何がなんだか。


「お願いです。もう駄だ目めです。旅に出ます。一月刊行は無かったことに」


「駄目ん」


　という会話を担当のたなぽんと何度繰くり返した事か。正直、これ書いてる時点でも本当に一月に出るかどうか、予よ断だんを許さなかったりするのですが、先に上がってきた藤ふじ城しろせんせの表紙に萌もえつつとりあえず原稿を上げたのでした。


　ああああ。疲れた……





　今回の話はどちらかというとインターミッション的なものになっております。キャラも一通り出で揃そろい、後半戦に向かう為の折り返し点というか。


　なんか最初に全五巻とかほざいておきながら、ようやく折り返し地点というのもなんだかな……。このままでは十巻に達しそうな気もするんですがはてさて。





　ええと恒こう例れいのお詫わびあんど有り難うのコーナー。


　煮に詰つまった際に色々と相談に乗ってくださった作家の神野オキナ氏、友人のＯ氏、四方呂和氏。毎度御迷惑をおかけしておりまする。





　そして編集のたなぽん及び絵師の藤城せんせ。我わが儘ままな事を言いまくって申し訳ありません。反省してます。本当です。ああっ。そんな眼で見るなっ。





　読者の方々。なんかまた分厚いです。第一稿の時はこの三分の二位だったんだけどなあ。ああ。本当にごめんなさい。





　──という訳で相変わらずの私ですが、皆様、本シリーズも出来れば最後までお付き合いくださいまし。





　ではまた次の本で！





２００２／１２／７


ＢＧＭ　無し


ＭＡＣＨＩＮＥ：自作機（ペンティアム[image: ]８００mhz　ＲＡＭ８１２ＭＢ）




ストレイト・ジャケット５


ヨワムシのヤイバ


～THE EDGE～
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